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車載マニュアル
車載マニュアルは常に車両に保管し、車両を売却する場
合は新しいオーナーにお渡しください。
車両本体または車載マニュアルについてのご質問、ご提
案がございましたら、下記までご連絡ください。
お問い合わせ先：
Dr. Ing. h.c. F. Porsche AG
Vertrieb Customer Relations
Porscheplatz 1
70435 Stuttgart
Germany

装備品
ポルシェでは絶えず製品の開発と改良を行っており、お
客様の車両の装備品や仕様等がこの取扱説明書のイラス
トおよび記載内容と一部異なる場合があります。あらか
じめご了承ください。 装備品は、標準または国別の車
両装備に必ずしも対応していません。 追加装備品の詳
細については、ポルシェ正規販売店にお問い合わせくだ
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各国の法律等の違いにより、この取扱説明書の内容が車
両の仕様と異なる場合があります。 この取扱説明書に
記載されていない装備品等の取り扱いにつきましては、
ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。ポルシェ
正規販売店が、すべての装備品の取り扱い方法とメンテ
ナンスについてご説明いたします。
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取扱説明書のレイアウト
この取扱説明書について

取扱説明書は、車内の車載デジタル形式
およびアプリ版が入手可能です。
g P. 2

トピック

部品やコントロールの仕組み、およびそ
れらを操作する方法をご覧ください。
g P. 30

テクニカル データ

特定の図を検索してください。
g P. 264

索引

確認したい情報をすぐに見つけることが
できます。

目次

概要を把握し、確認したいテーマを探す
ことができます。

安全性とドライビング プレジャー

ドライビング プレジャーを安全に楽し
む方法をご覧ください。
g P. 5

概要

構成部品や操作系について十分にご理解
ください。
g P. 21
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危険

警告

注意

情報

この取扱説明書について
警告およびシンボル
この取扱説明書にはさまざまな警告およびシンボルが使
用されています。

重傷または死亡に至る危険

「危険」欄の警告を守らないと、重傷または死亡に至る
危険があります。

重傷または死亡に至る可能
性

「警告」欄の警告を守らないと、重傷または死亡に至る
可能性があります。

中程度の怪我または軽傷を
負う可能性

「注意」欄の警告を守らないと、中程度の怪我または軽
傷を負う可能性があります。

車両が損傷する可能性
「通知」欄の警告を守らないと、車両が損傷する可能性
があります。

インフォメーション

追加情報は｢インフォメーション｣という語を用いて記載
されます。

b 機能を使用するために満たす必要のある前提条件
です。

e お守りいただく必要のある指示です。

1. 手順が複数のステップに分かれる場合は、番号が
付けられています。

2. タッチ ディスプレイに関して遵守していただく
必要のある指示です。

g トピックに関する詳しい重要情報が記載されている通
知です。

詳細情報
お客様の車両、コネクト サービス、および充電機器
（国別仕様により異なる）に関する詳細情報は、お客様
の車両の車載の取扱説明書、アプリ、および
g www.porsche.com
をご覧ください。
詳細機能、ビデオ説明、インタラクティブ グラフィッ
クス、キーワード検索機能（索引検索）。

車載

取扱説明書は下記のポルシェ コミュニケーション マネ
ージメント システム（PCM）で確認できます。

e   e 取扱説明書

免責事項
Apple、Apple ロゴ、CarPlay、iPod、Siri、iPhone、お
よび他の Apple の商標は Apple Inc. の登録商標であ
り、米国およびその他の国で登録されています。App
Store は、米国およびその他の国で登録された Apple
Inc. のサービス マークです。iOS は米国およびその他の
国における Cisco Technology, Inc. の商標または登録商
標であり、Apple によりライセンスに基づいて使用され
ています。Android、Android Auto、Google Play、
Google Play ロゴは Google LLC の商標です。
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安全性とドライビング プレジャー

安全性とドライビング プレジャ
ー
あなたの貢献
ポルシェ車は 最高のパフォーマンス、最高のスポーツ
性を誇り、 魅力的な体験を満喫できることは間違いあ
りません。 しかし、それはどんな状況でもお客様がリ
ラックスできる場合に限られます。 これは、ポルシェ
が安全性も最高水準の質と同じくらい 重要な問題であ
ると考えているからです。
ポルシェ車の運転中に安全を確保する上で、お客様にど
のような役割を果たしていただけるかをこちらで説明し
ます。

完璧なテクノロジー： 安全性の前提
条件
高品質な材料と優れたワークマンシップにより、この車
両は今後何年間もお乗りいただくことができるでしょ
う。 ポテンシャルを最大限に発揮するには、車両の点
検およびお手入れが必要です。 それによって、危険な
状況においてもポルシェ車の信頼できる走行性能が保証
されます。

車両の損傷および正常な動作の点検

たとえば、技術的な損傷のある車両は不適正な作動によ
り、事故を引き起こす恐れがあります。
e 車両を定期的に点検し (少なくとも 1 か月に 1 度お

よび長時間のドライブの前)、良好な状態であるこ
とを確認してください。 特に、以下の点に注意し
てください。
– タイヤに損傷がなく、空気圧は適正で、トレ

ッドの残り溝も十分にある
– ヘッドライト、ブレーキ ライト、および方向

指示灯がすべて作動する
– エアロ パーツに損傷がない
– ワイパー ブレードに損傷がない
– ウィンドウに亀裂や損傷がなく、視界が遮ら

れていない
– ドア ミラーおよびルーム ミラーに損傷がな

く、正しい位置になっている
– センサーおよびカメラにひび割れまたは損傷

がない
– クーリング エア ダクト、センサー、およびカ

メラの動きを妨げるものがない (フィルム、ス
トーン ガードまたはライセンス プレート ホル
ダーなど)

e 電話や無線装置は、外部アンテナに接続して車内
でのみ使用し、車内の電磁波レベルが限界値を超
えないようにしてください。

タイヤの損傷点検

損傷したタイヤは走行中にバースト (破裂) する恐れが
あります。 車両のコントロールを失う恐れがありま
す。
e 走行頻度や状態に応じて、少なくとも月に 1 度は

定期的にタイヤを点検し、異物の噛み込み、欠
損、切り傷、亀裂、膨れなどがないかを確認して
ください。 タイヤの側面も必ず点検してくださ
い。

e 損傷の疑いがある場合は、ポルシェ正規販売店で
タイヤおよびホイール全体の点検を受けてくださ
い。

e 損傷したタイヤを装着したままで運転を続けないで
ください。 損傷したタイヤは速やかに交換してく
ださい。 ポルシェ正規販売店にご相談ください。
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。

タイヤ空気圧の調整

タイヤ空気圧が極端に低いまたは高いと、タイヤおよび
ホイールに修復不可能な損傷が発生するだけでなく、制
動距離が長くなり、事故を起こす危険が大幅に高まりま
す。 タイヤ空気圧が低すぎる場合は、燃費が著しく低
下する恐れがあります。
e タイヤの種類および積載重量に適したタイヤ空気

圧に調整してください。
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g 264 ページの「テクニカル データ」の章を参照
してください。

e マルチファンクション ディスプレイのタイヤ空気
圧モニタリング メニューにある設定が、車両に装
着されているタイヤおよび車両の積載荷重と一致
していることを確認してください。
g 244 ページの「タイヤ空気圧およびタイヤ空気
圧モニタリング (TPM) システム」の章を参照して
ください。

e インストルメント パネルに赤色のタイヤ空気圧警
告灯が表示された場合： 速やかに適切な場所に停
車し、タイヤに損傷がないか点検してください。
損傷したタイヤを装着したままで運転を続けないで
ください。 必要に応じてタイヤ シーラントで応急
処置を行ってください。
g 252 ページの「パンク」の章を参照してくださ
い。

ライトの点検

ライトが故障すると、車両前方が照射されず、視界不良
時に前方が見づらくなります。 他のドライバーがあな
たの車両に気づくのが遅れ、事故を引き起こす恐れがあ
ります。

以下のライト類を点検してください。
– パーキング ライト、ロー ビーム、ドライビング ラ

イト、ハイ ビーム
– 方向指示灯、ブレーキ ライト、リバース ライト
– フォグ ライト
e すべてのライト類が正常に機能していることを確

認し、故障したライトは速やかに修理してくださ
い。

エアロ パーツの点検

エアロ パーツ (スポイラーまたはアンダーボディ パネ
ル) が損傷または紛失していると、ハンドル操作が正常
に行えなくなります。
e 車両に損傷の兆候がないか点検します。
e 損傷または紛失した部品は速やかに交換してくだ

さい。

ウィンドウおよびワイパー ブレードの清掃お
よびメンテナンス

ウィンドウの汚れやワイパー ブレードに不具合がある
と、視界を遮るので事故を起こす危険が著しく高まりま
す。
e 車両およびウィンドウは常にきれいな状態に維持

してください。
e ワイパー ブレードの凍結を溶かしてから、フロン

ト ウィンドウから剥がしてください。
e ワイパー ブレードは定期的に、または少なくとも

フロント ウィンドウに筋が残るようなら交換しま
す。
g 126 ページの「フロント ウィンドウ ワイパー」
の章を参照してください。

メンテナンスおよび仕様変更はポルシェ正規販
売店以外では行わないでください



7

安全性とドライビング プレジャー

車両を改造すると、安全機能に悪影響を与えるばかりで
なく、その機能が失われる恐れがあります。 認可され
ていない作業の実施は、保証期間内であっても請求が無
効になることがあります。
e 車両のすべてのメンテナンスおよび仕様変更は必

ずポルシェ正規販売店で行ってください。 正規販
売店にご依頼いただくと、車両の信頼性や安全走
行性が保証され、誤った整備による車両の破損を
防ぐことができます。 ポルシェ正規販売店のご利
用をお勧めいたします。十分なトレーニングを受
けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束
します。

故障診断用ソケット

故障診断用ソケットは、ポルシェ正規販売店で故障診断
機器を接続するために使用されます。
外部装置 (ナビゲーション ユニット、ヘッドアップ デ
ィスプレイなど) を故障診断用ソケットに接続した場
合、車両システムの機能に支障をきたしたり、イグニッ
ションを OFF にしたときにバッテリーを消耗させたり
損傷 (完全放電) させたりする恐れがあります。 外部機
器またはケーブルは、制動時またはカーブ走行時にペダ
ル作動の障害となったり、ペダル間に挟まったりする可
能性があります。

e いかなる装置も故障診断用ソケットに接続しない
でください。

e 運転席の足元に機器またはケーブルなどの物を置
かないでください。

ポルシェのスペア パーツ

e ポルシェ純正スペア パーツ、またはポルシェの仕
様や製造要件に従って製造された同等品質のスペ
ア パーツのみを車両にはご使用ください。 正規販
売店にご依頼いただくと、車両の信頼性や安全走
行性が保証され、誤った整備による車両の破損を
防ぐことができます。 これらの部品は、ポルシェ
正規販売店から入手できます。 ポルシェ正規販売
店のご利用をお勧めいたします。十分なトレーニ
ングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術
情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備
をお約束します。

e ポルシェ テクイップメント シリーズのアクセサリ
ー、またはポルシェが検査および認定したアクセ
サリーのみをご使用ください。 ポルシェ テクイッ
プメントに関するインフォメーション： ポルシェ
正規販売店にお問い合わせください。

インフォメーション

他社製のスペア パーツまたはアクセサリーを使用し、
それにより損傷などが発生した場合、ポルシェ社はいか
なる責任も負いかねます。 スペア パーツやアクセサリ
ーを供給しているメーカーが認定メーカーであっても、
車両の安全性が損なわれる恐れがあります。
ポルシェ社の承認していないスペア パーツまたはアク
セサリーを使用すると、車両の保証が適用されないこと
があります。

荷物、安全装備、車両に子供を乗せ
るとき：ポルシェ ドライバーへの注
意事項
ポルシェ車両は 100 km/h を超えるまでわずか数秒と
いう加速タイムを誇ります。これほどのパワーを思いの
ままに操るには、お出かけの前に万全の準備をして安全
を確保する必要があります。
そのため、走行前の準備にも走行するときと同等の情熱
を注いでください。

あなたの命を守るもの：シート ベルトの正し
い使用方法

シート ベルトは、正しく使用されていて完全に機能し
ている場合にのみ、乗員を怪我から守ります。
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インフォメーション

シート ベルトを着用しない場合、30 km/h という低速
でも重症を負う場合があります。安全装備はシート ベ
ルトと組み合わせることで乗員を保護します。たとえ
ば、エアバッグはシート ベルトも適切に着用している
場合にのみ、適切な保護効果を発揮することができま
す。

e 短い距離の運転であっても、必ずシート ベルトを
しっかりと着用してください。

e 1 つのシート ベルトが固定するのは、乗員 1 人だ
けです。

e だぶついた衣服、厚手の衣服（例：冬物コート）
は脱ぐようにしてください。

e 硬い物または壊れやすい物の上からシート ベルト
を締めないでください（例：メガネやボールペ
ン）。

e シート ベルトがねじれないようにしてください。
e 使用していないシート ベルトは、必ず完全に格納

するようにしてください。
e 妊娠中の方：腰部ベルトを腹部を避けて腰骨の低

い位置にかけ、肩ベルトは胸部に密着させてくだ
さい。

e 摩耗または損傷している場合は、ベルト、ベルト
バックルまたは取り付け部を交換してください。
g 78 ページの「シート ベルト」の章を参照して
ください。

エアバッグ

エアバッグは、乗員全員がシート ベルトを着用して正
しく着席している場合にのみ、保護機能を発揮します。
荷物や手荷物は安全に収納する必要があります。
e 乗員とエアバッグが展開する間のエリアに、人や

動物がいないように、また物がないようにしてく
ださい。

e エアバッグから一定の距離を保ち、ドアの内側に
もたれかからないでください。走行中、足は常に
足元の空間に置いてください。ダッシュボードや
シートの上に足を乗せないでください。

手を加えたエアバッグは、保護効果を発揮しません。エ
アバッグが不意に作動したり、全く機能しなかったりす
る危険があります。予期しないタイミングでエアバッグ
が作動すると、重症を負う可能性があります。
e シート カバーを装着しないでください。
e ステアリング ホイールまたはエアバッグ付近にア

クセサリーを取り付けたり、ステッカーなどを貼
り付けたりしないでください。

e エアバッグの配線の近くには、アクセサリー類の
配線を取り付けないでください。

e エアバッグの部品を取り外さないでください
（例：ステアリング ホイール、フロント シート、
天井の内張り）。

e エアバッグの配線や部品を改造しないでくださ
い。

g 51 ページの「エアバッグ」の章を参照してく
ださい。

車内の荷物をすべて固定する

車内の荷物を固定しなかったり不適切な位置に載せたり
すると、ブレーキやステアリングを操作したとき、加速
時、または事故の際に、投げ出される可能性がありま
す。これは乗員を危険にさらし、怪我につながる恐れが
あります。

インフォメーション

たとえば、50 km/h で衝突した場合、固定していない
荷物はその重量の最大 50 倍の力で前方に投げ出される
可能性があります。たとえば、1.5 リットルの水が入っ
ているペットボトルは 75 kg の力で車内に放り出され
ます。

e 荷物を運ぶ場合には必ず固定してください。
e 荷物は常にラゲッジ コンパートメントやルーフ ト

ランスポート システムなどに安全に収納してくだ
さい。

e 小物類は小物入れに収納し、確実に閉じてくださ
い。必ず小物入れから荷物がはみ出さないように
してください。

e ダッシュボードまたはラゲッジ コンパートメント
カバーの上に荷物を置かないでください。

e タイ ダウン ベルトで荷物を固定してください（引
き裂き強度は最低 700 kg）。
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e 小物入れのカバーを開けた状態で重い荷物を運ば
ないでください。

e また、乗員に安全対策についての情報を提供して
ください。

正しくポルシェに荷物を積載し、収納するために：
g 204 ページの「収納スペース」の章を参照してくだ
さい。
g 210 ページの「ラゲッジ コンパートメント」の章を
参照してください。

挟み込み防止

以下に記載されている車両構成部品の可動範囲に人や動
物がいると、挟まれたり押しつぶされたりする可能性が
あります。特に以下の部品が挙げられます。
– 調整式シート
– ドア
– ウィンドウ
– トウバー システム
– フラップ、リッド、ルーフ、スポイラー
– 小物入れのリッド
e これらの車両部品を動かすときには可動範囲に人

や動物がいないことを確認してください。

子供の行動を監視する

子供は危険を正しく判断できないことが多く、危険な状
況で不適切に行動する場合があります。
子供は誤って自動設定（座席調整など）を作動させて怪
我する可能性があります。子供は緊急時（車内の過熱状
態など）に車両から降りることができません。これは、
特に小さな子供にとって命に関わります。
e 高温部品（排気テールパイプなど）や作動中の部

品に子供が近づかないようにしてください。
e 有毒物質（タイヤ シーラントやエンジン オイルな

ど）は子供の手の届かない所に置いてください。
e お子様だけを車内に残さないでください。

チャイルド シートの安全な使用

チャイルド シートは、正しく装備された場合にのみ効
果を発揮します。
e 必ず ポルシェによって承認されているチャイルド

シートを使用してください。
e チャイルド シートを使用する前に：本マニュアル

に加え、チャイルド シートのメーカーの取扱説明
書を読み、従ってください。
g 54 ページの「チャイルド シート」の章を参照
してください。

安全で優れたドライビング：常に正
しい判断をする
ポルシェ車はオールラウンダーです。ローンチ コント
ロール機能から緊急ブレーキ機能まで – この車で走り
出せば、すべてが可能になります。しかしながら、その
一方で、最終的にこの能力を常に制御下に置く責任はド
ライバーにあります。

注意力の低下を防ぐ

運転中に PCM やその他の装置を操作すると、周囲の交
通状況に対する注意力が低下し、危険な状況に素早く反
応できなくなる恐れがあります。安全のため、一部の機
能は停車中のみ利用できます。
e 運転中にミラーやシート、ステアリング ホイール

の調整は行わないでください。シートやステアリ
ング ホイールが思った以上に動く場合がありま
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す。車両のコントロールを失う恐れがあります。
ミラー、シート、ステアリング ホイールの位置調
整は運転前に行ってください。

e マルチファンクション ステアリング ホイールやイ
ンフォテインメント システムなどの運転中の使用
は、交通状況が許す場合のみにしてください。不
確かな場合は、安全に操作できるよう停車してく
ださい。

e 運転席からリヤのタッチ ディスプレイの操作を行
わないでください。

e 運転中は電話やその他の携帯デバイスを使用しな
いでください。

e 必ずハンズフリー機器を使用してください。
e 運転中にステアリング ホイールのスポークの間に

手を差し込まないでください。これらを遵守しな
い場合、危険な状況に素早く反応できなくなる恐
れがあります。

雨天や降雪時のブレーキの挙動についての把握

大雨の中で水たまりを走行する場合や洗車場を出た後
は、ブレーキ内に水が浸入する可能性があり、ブレーキ
の反応が遅れたり、ブレーキ ペダルを踏み込むときに
普通以上に力が必要になったりすることがあります。
さらに、冬季の路面を長距離にわたって走行すると、ブ
レーキ ディスクやパッドに被膜ができて摩擦力が大幅
に低下し、ブレーキ性能も低下することがあります。

e 特に停車前には、ブレーキが乾いた状態になるよ
うブレーキをかけてください。これにより腐食を
防ぐことができます。

e ブレーキが腐食すると激しい振動が発生しやすく
なります。ブレーキに気になるほどの不快感があ
る場合は、ブレーキ システムの点検を受けてくだ
さい。

適切なタイヤと適切な運転スタイル

g 244 ページの「タイヤおよびホイール」の章を参照
してください。
走行中にハンドルをとられたり、振動が発生したりした
場合の適切な反応
タイヤや車両に損傷があると、走行中にハンドルをとら
れたり振動が発生したりすることがあります。車両のコ
ントロールを失う恐れがあります。
e 直ちに減速してください。ただし急ブレーキをか

けないでください。
e 停車してタイヤを点検してください。不具合の原

因がわからないときは、慎重に運転し、不具合の
修理を受けてください。ポルシェ正規販売店にご
相談ください。ポルシェ正規販売店のご利用をお
勧めいたします。十分なトレーニングを受けた経
験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具
や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。

タイヤの安全な状態の維持
タイヤが損傷すると、特に高速走行時にタイヤがバース
ト（破裂）する恐れがあります。タイヤを保護するよう
に運転し、タイヤの損傷を防いでください。
e 縁石を乗り越えるときは、速度を下げ、できるだ

け直角に通過してください。
e 段差が大きな縁石や、尖った縁石を乗り越えない

でください。
新しいタイヤの慣らし運転
新しいタイヤはグリップ性能を十分に発揮できず、スリ
ップしやすくなります。
e 新品のタイヤを装着してから最初の 200 km は、

抑制した速度で慣らし運転を行ってください。
ウィンター タイヤでの走行
ウィンター タイヤには最高速度が指定されています。
最高許容速度を超えると、タイヤがバースト（破裂）す
る恐れがあります。
e 装着しているタイヤの許容最高速度を超えて走行

しないでください。
e 最高許容速度を示すステッカーを、ドライバーの

目に付く場所に貼り付けてください。法定速度を
遵守してください。

e インストルメント パネルで最高許容速度を制限速
度として設定します。
g 147 ページの「インストルメント パネル」の章
を参照してください。

サマー タイヤでの走行
外気温が 15 ºC 以下のときに駐車操作やステアリング
操作を行うと、ノイズが発生する場合があります。
e 外気温度が 7 ºC を下回る場合、ウィンター タイヤ

に交換してください。
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スポーツ タイヤでの走行
特別なスポーツ タイヤ（ウルトラ ハイ パフォーマンス
タイヤ）がサマー タイヤとして車両に装備されている
場合があります。このタイプのタイヤは一般道路での使
用が認証されており、法律等の基準および安全基準に適
合しています。このタイヤはレース サーキット（安全
運転トレーニング コース、スポーツ ドライビング スク
ール、クラブ スポーツ イベント）での使用に適した設
計になっており、通常のタイヤに比べて、ドライ時のグ
リップおよび摩耗の面で優れた特徴を備えています。ス
ポーツ タイヤは、約 –7 ℃未満の非常に低い温度にな
ると硬化します。このような状態は、タイヤのひび割れ
や摩耗につながります。
e 外気温度が約 –7 ℃を下回るときは車両を走行させ

ないでください。
特殊なトレッド パターンおよびカーカス、浅めのトレ
ッド溝が主な特徴です。
これらのスポーツ タイヤのデザイン特性として、通常の
走行条件で使用する場合、従来のサマー タイヤに比べ
て、以下のような影響があります：
– スポーツ タイヤはトレッドが浅めのため、摩耗が

早まる場合があります。
– すべてのタイヤにおいて走行可能距離は個々のド

ライビング スタイルおよび使用状況に応じて決ま
ります。

– トレッドが浅いので、濡れた路面、特にハイドロ
プレーニング現象が発生しやすい状況（冠水路、
水たまり、轍など）に注意し、状況に合わせて速
度を適切に調節してください。

– パフォーマンスの限界域付近で使用すると、タイ
ヤの性能限界を超える危険性の増大を招くため、
十分注意を払ってください。

e 本車両を使用する人に、上記の特性とその影響に
ついて知らせてください。

タイヤのトレッドが摩耗している場合、濡れた路面でハ
イドロプレーニング現象を起こす危険性が増大します。
車両が路面から浮き上がり、コントロールや制動力を失
う可能性があります。
e 濡れた路面や泥でぬかるんだ路面を走行する場合

は十分に減速してください。
スポーツ タイヤはトレッドが浅めのため、摩耗が早ま
る場合があります。
e 定期的にトレッドの深さを点検してください。

アシスタンス システムおよびその制限

ポルシェ車両には、安全性と乗り心地を高めるアシスタ
ンス システムが装備されています。
ただし、これらのシステムのいずれも物理的限界を超え
て車両を制御することはできません。
e 走行安全性は向上しますが、無謀な運転は避けて

ください。アシスタンス システムは、不適切な運
転スタイルによる事故の危険性を低減することは
できません。

e アシスタンス システムを過信せず、安全運転を心
がけてください。周囲の交通状況に適切な反応が
できるように、常に慎重な運転をしてください。

e 使用する前に、アシスタンス システムについて十
分に理解してください。

緊急ブレーキ機能

通常のブレーキ操作のみでは車両を停車できない場合は
急制動をかけ、停車させることができます。
緊急ブレーキ機能が作動すると非常に高い制動力が発揮
されます。そのために後続の車両が危険にさらされる可
能性があります。
e 緊急ブレーキ機能は緊急時にのみ使用し、通常走

行時の使用は避けてください。
e 緊急ブレーキ機能を作動させるには、スイッチ 

を引き続けてください。ブレーキを解除するに
は、ボタンを放してください。
g 96 ページの「ブレーキ」の章を参照してくだ
さい。

荷物積載時の運転

ポルシェ車の操縦性は積載量によって変化します。ルー
フ トランスポート システムを使用しているときは、空
気抵抗も大きくなります。
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e ハンドリング特性の変化に合わせた運転をしてく
ださい。

e ルーフ トランスポート システムを装着して荷物を
積載しているときは、130 km/h を超える速度で
走行しないでください。

e 装着したルーフ トランスポート システムに荷物を
載せていないときは、180 km/h を超える速度で
走行しないでください。

e ポルシェ テクイップメントの積載器具について
は、速度に関する情報が異なる場合があるため、
積載器具の取扱説明書に従ってください。

e 最大総重量および最大軸荷重を超過しないでくだ
さい。

e ルーフ トランスポート システムを装着して走行す
る前に、本書の以下のセクションをお読みくださ
い：
g 206 ページの「ルーフ トランスポート システ
ム」の章を参照してください。

ローンチ コントロールを使用した発進

発進時にローンチ コントロールが作動していると車両
は非常に早く加速します。特定の状況（路面状態が悪い
とき、集中力が低下したときなど）では、車両の制御が
失われたり、他のドライバーに危険が及んだりする恐れ
があります。

e 路面状況や周囲の交通状況から判断して、安全が
確保できる場合に限ってローンチ コントロールを
使用してください。

e ローンチ コントロールを使用して発進するとき
は、他の通行者に危険がおよばないようにしてく
ださい。
g 102 ページの「トランスミッション」の章を参
照してください。

e スポーツ エキゾースト システムを排気音最適化モ
ードに切り替えて非常にスポーティな走行を行う
と、ノイズがかなり大きくなります。社会的な責
任を考慮に入れ、近隣住民に配慮してください
（特に夜間）。

警告音への適切な反応

センサーが異常や部品の不具合を検出すると、ライトや
メッセージを使用して警告を発します。車両の警告シグ
ナルを無視すると、事故やケガを招く危険性が高まりま
す。
e 走行前に警告灯およびメッセージの意味を理解

し、警告に対して適切に対処できるようにしてく
ださい。必要であれば停車してください。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の
章を参照してください。
g 147 ページの「インストルメント パネル」の章
を参照してください。

給油時の危険

燃料は強燃性であり、燃焼または爆発が起こる恐れがあ
ります。また、燃料と燃料蒸発ガスは人体に有害です。
e フューエル タンクを補給する前に、補助ヒーター

を OFF にします。
e 燃料を給油するときは、火気や裸火を近づけた

り、喫煙したりしないでください。
e 燃料蒸発ガスを吸い込まないようにしてくださ

い。
e 皮膚や衣類に燃料が付着しないように注意してく

ださい。
g 259 ページの「補給」の章を参照してくださ
い。

事故の際、燃料キャップが損傷すると、燃料漏れが発生
し、発火または爆発につながる恐れがあります。
e 車両に予備燃料タンクを積載しないでください。

有害なフルード
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燃料だけでなく、エンジン オイル、トランスミッショ
ン オイル、バッテリー液、クーラントおよびブレーキ
液も人体に有害です。
e 屋外または十分に換気されている場所でのみ、車

両の作業を行ってください。
e オイルや液体類の容器には適切なラベルを貼り、

お子様の手が届かない所に保管してください。
e 残ったフルードの廃棄は、規制に従い環境に影響

が少ない方法で行ってください。
エンジン オイルは発火することがあります。エンジン
オイルの残りが付着したまま換気せずに廃棄または保管
された布は、自然発火して火災が発生する原因となる恐
れがあります。
e 布で飛散したエンジン オイルを吸い取ってくださ

い。
e エンジン オイルが浸み込んだ布は、廃棄するまで

換気された場所で保管してください。

有毒な排気ガス

排気ガスは無色無臭の一酸化炭素を含んでいます。一酸
化炭素は少量でも人体に有害で、中毒を起こす恐れがあ
ります。
e 停車中はエンジンを切ってください。密閉された

空間でエンジンを不必要にアイドリングしないで
ください。

e エンジンを作動させた状態で作業するときは、必
ず車両を屋外に駐車させるか、または換気の良い
場所で行ってください。

安全な駐車

車両を適切に駐車しなかった場合、不意に動き出し人や
物に損傷を与える恐れがあります。
車両から離れる前に、以下の点に注意してください。
e エレクトリック パーキング ブレーキを作動させて

ください。
e トランスミッション パーキング ロックを P ボタン

を使用して作動します。インストルメント パネル
で作動モード P が点滅している場合、パーキング
ロックが正しくかかっていません。セレクター レ
バーでもう一度 P ボタンを押すか、イグニッショ
ンを OFF にしてください。
イグニッションが OFF になると、トランスミッシ
ョン パーキング ロックが自動的にかかります。

エンジン作動中およびエンジンを停止してからしばらく
の間は、エキゾースト システムが非常に高温になって
います。火傷を負ったり、火災に至る恐れがあります。
e 可燃物（乾燥した草や枯れ葉など）が高温のエキ

ゾースト システムに接触する恐れのある場所に駐
車しないでください。

e 車両後方に近づくときは、テールパイプから安全
な距離を保ってください。

e お子様がテール パイプの熱で火傷をしないように
注意してください。

万が一の場合： 故障および緊急時の
安全確保
安全のため – 故障時には、以下の情報に注意してくだ
さい。

緊急時はボイス コントロールを使用しない

緊急時は緊張のために声が変わり、ボイス コントロー
ルが指示を認識できなくなる恐れがあります。
e 緊急時はボイス コントロールを使用しないでくだ

さい。
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車両への作業に関する注意事項

エンジンの作動中は、エンジン コンパートメント内の
エンジンおよび周辺部品が非常に高温になります。 ク
ーラント リザーバーには圧力がかかっています。
ファンはいつでも自動で作動する可能性があります。
e エンジンを OFF にして、可能であれば冷やしてく

ださい。
e 身体の一部、衣服、長い髪、装飾品などは、ファ

ンやドライブ ベルトなどのすべての可動部品から
遠ざけてください。

e 高温部品から守るため保護手袋を着用してくださ
い。

e 水平な場所に停車し、エンジンが冷えているとき
のみクーラントを補充してください。 エンジンが
熱いときにクーラント リザーバー タンクを開けな
いでください。

車両で特定の作業を行う際は、保護装備 (切り傷防止用
の手袋など) を着用する必要があります。
e 車両の作業は、必ずポルシェ正規販売店で実施し

てください。 ポルシェ正規販売店のご利用をお勧
めいたします。十分なトレーニングを受けた経験
豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や
専用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動

不適切なジャンパー ケーブルを使用したり、不適切な
始動手順を行ったりすると、回路がショートして火災が
発生する恐れがあります。
ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動時、爆発性
の高い混合ガスがバッテリー内で発生することがありま
す。
さらに、自動的に始動する部品 (ラジエーター ファンな
ど) により、エンジン コンパートメント内で負傷するリ
スクがあります。
ジャンプ スタートを提供または受ける前に：
g 220 ページの「ジャンパー ケーブルによるエンジン
の始動」の章を参照してください。

けん引

けん引または押しがけによる始動により、車両に重大な
損傷を与えるリスクがあります。
e けん引または押しがけによる始動は行わないでくだ

さい。
e 車両をけん引しないでください。
e ロードサイド アシスタンスまたは故障復旧サービ

スに連絡してください。
e 復旧車両、車両輸送専用車またはトレーラーに前

輪と後輪の両方を載せて車両を輸送してくださ
い。

e 車両をけん引するまたは車両がけん引される前
に：
g 223 ページの「けん引」の章を参照してくださ
い。

パンクしたとき

損傷したタイヤで走行するときは、速度によっては安全
にステアリングを操作できなくなる恐れがあります。
e 決してパンクしたタイヤで走行しないでください。
e 安全な場所に正しく停車して、不具合を修理して

ください。
g 252 ページの「パンク」の章を参照してくださ
い。
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警告

注意

衝突後

衝突後は、安全装備 (例：シート ベルト プリテンショ
ナーおよびエアバッグ) が作動しない場合があります。
これにより、安全装置によって保護することができなく
なります。
e 安全装置が作動していなくても、点検を受けてく

ださい。
e 一度作動した安全装置は必ず取り替えてくださ

い。 ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポル
シェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十
分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。

緊急装備を携行する

一般的に、緊急装備を車両に携行ことをお勧めします。

発煙筒

発煙筒は、事故や道路の欠陥のために車両を停止する必
要がある場合に、周辺地域に警告するために使用されま
す。 発煙筒は、ドア側の助手席の足元に取り付けられ
ています。

使用すると火傷や火災の原
因となることがあります。

e 発火の危険性があるため、可燃物の近くで発煙筒
を使用しないでください。

e 火傷の恐れがありますので、使用中は発煙筒を顔
や体に向けたり、顔や体の近くに持ったりしない
でください。

e 発煙筒は子供の手の届かない所に保管してくださ
い。 不適切な使用は、火傷や車両の損傷を引き起
こす可能性があります。

トンネルで発煙筒を使用す
ると、事故を引き起こす可
能性があります。

e トンネルなどの空気循環の悪い場所で使用する
と、発煙筒からの煙が視界を損なうため、事故の
原因となることがあります。 必要に応じてハザー
ド ライトを点灯します。

発煙筒を使用する
1. キャップを取り外します。 ケースをひねって発煙

筒をゆるめます。
2. 発煙筒の後端をケースに挿入します。
3. 発煙筒は、点火ヘッドをキャップの点火面にこす

りつけることによって点火されます。

インフォメーション

発煙筒は約 5 分間燃えます。
発煙筒には有効期限があります。 印刷されている有効
期限前に、発煙筒を交換してください。 ポルシェ正規
販売店にご相談ください。

お出かけの前に： 車両に関する重要
な情報
車両の慣らし運転

新車時は可動部品同士を馴染ませる慣らし運転を行う必
要があります。 走行距離が 3,000 km に達するまでは
慣らし運転が必要となります。 この期間は、オイルと
燃料の消費量が通常よりも若干多くなります。
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慣らし運転期間は次の点に注意して運転してください。
e なるべく長距離走行をする。 できるだけ冷間始動

と近距離運転の繰り返しは避ける。
e モーター スポーツ イベント、スポーツ ドライビン

グ スクールなどに参加しない。
e エンジンを高回転域 (4,000 rpm を超える) まで回

さない。 エンジン冷間時は低回転域で運転する。

新しいブレーキ パッドの慣らし運転

車両を数百マイル走行させると、新しいブレーキ パッ
ドおよびブレーキ ディスクの「慣らし」が終わり、最
適な摩擦力に達します。
ブレーキ性能が若干減少している場合、ブレーキ ペダ
ルを踏むときに普段より大きな力が必要になります。
ブレーキ パッドやブレーキ ディスクを新品に交換した
場合もこれと同じ状況になります。

地上高に注意する
e 水たまりや浅瀬の走行時は、車体の下側を水に浸

さないようにしてください。

E-ハイブリッド車の特徴について

エレクトリカル システム
高電圧車両エレクトリカル システムの電圧および高電
圧バッテリーは非常に危険です。 損傷のあるエレクト
リカル システム構成部品 (高電圧ケーブル、オンボード
充電器、高電圧補助ヒーター、高電圧バッテリー、電動
モーター、パワー エレクトロニクス、エアコン コンプ
レッサーなど) に触れると、致命的な感電を引き起こす
恐れがあります。
高電圧エレクトリカル システムの高電圧ケーブルおよ
び他の構成部品はオレンジ色です。 エレクトリカル シ
ステムのすべての構成部品は、警告ステッカーでマーキ
ングされています。

図. 1: 高電圧部品の警告サイン

図. 2: 高電圧バッテリーの警告サイン

1 高電圧によって重傷または死亡に至る可能性があり
ます。 指、工具、装飾品やその他の金属製の物体で
バッテリー端子に触れないでください。

2 高電圧バッテリーには危険な液体および固体が含ま
れています。 ガスが放出された場合、重度の火傷お
よび失明を招く可能性があります。 高電圧バッテリ
ーの作業時は、バッテリー液が皮膚や目に触れない
ように、必ず適切な保護メガネと保護服を着用して
ください。 バッテリー液が皮膚と目に付着した場
合、該当箇所をきれいな流水で 15 分以上洗浄し、
直ちに医師の診察を受けてください。

3 高電圧バッテリーは可燃性です。 高電圧バッテリー
を火気、スパーク、裸火にさらさないでください。
損傷やフルード漏れを防ぐため、高電圧バッテリー
は必ず慎重に取り扱ってください。

4 お子様を高電圧バッテリーに近づけないでくださ
い。

5 詳細については、取扱説明書およびワークショップ
の資料を参照してください。
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6 高電圧バッテリーの不正な取り扱いによって、重傷
または死亡に至る可能性があります。 高電圧バッテ
リーのカバーを取り外したり、高電圧バッテリーを
取り外したりしないでください。

7 高電圧バッテリーの不正な取り扱いによって、重傷
または死亡に至る可能性があります。 高電圧バッテ
リーのメンテナンスは、適切な資格を持ちトレーニ
ングを受けた専門のスタッフのみが行ってくださ
い。 高電圧バッテリーを改造しないでください。 開
いている高電圧バッテリーが水や他の液体に決して
触れないようにしてください。 液体によって、短
絡、感電、火傷を招く恐れがあります。

イラストの説明

正しい使用方法を守らなかった場合、感
電する恐れがあります。

危険な電圧の警告。

危険!

ハイブリッド システムの構成部品に関す
る指示に従ってください。

e 高電圧車両エレクトリカル システム、オレンジ色
の高電圧ケーブル、オンボード充電器、高電圧補
助ヒーター、高電圧バッテリー、パワー エレクト
ロニクス、モーター / ジェネレーター、エアコン
コンプレッサー、その他のエレクトリカル システ
ム構成部品には作業を実施しないでください。

e オレンジ色の高電圧ケーブルを、損傷したり、高
電圧車両エレクトリカル システムから取り外した
り、切り離したりしないでください。

e 事故の後などに、損傷したエレクトリカル システ
ムの部品に触れないでください。 疑わしい場合：
感電や火傷などの致命傷を負う危険があるため、
オレンジ色のケーブルや高電圧システム (400 V)
の他の構成部品に触れないでください。

e 高電圧システムの損傷や作動不良に関して表示さ
れる警告メッセージには常に注意を払い、指示に
従ってください。 疑わしい場合： 車両を直ちに安
全な場所に停車し、車両から離れてください。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の
章を参照してください。

e 高電圧バッテリーを取り外さないでください。
e 警告ラベルまたは警告標識を除去したり、汚損し

たり、判読不能にしたりしないでください。
e 警告ステッカーが貼り付けられている高電圧シス

テム構成部品のカバーを取り外さないでくださ
い。

e 損傷したバッテリーは発火する恐れがあります。
直ちに安全かつ適切な場所で停車してください。
ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。
g 153 ページの「警告灯およびインジケーター ラ
イト」の章を参照してください。

聞こえやすさの低下
電動走行時は、内燃エンジン作動時より車両の走行音が
大幅に減少します。 交通静音化対策地域、後退または
駐車時など特定の状況下では、他の通行者に車両の音が
聞こえないことがあります。
e 十分注意して運転してください。

電磁互換性
物理法則により、あらゆる電気機器の周辺には電磁場が
生成されます。 これは、車両の電装品にも当てはまり
ます。 ポルシェは、製品の開発初期段階でさえ、製品
が乗員や通行人の健康に影響を決して与えないようにす
ることを重視してきました。 ポルシェは、国際非電離
放射線防護委員会 (ICNIRP) の時変電界、磁界、電磁場
の暴露限度のガイドラインを厳守し、従っています。
ICNIRP は、国際連合世界保健機関 (WHO) などの国内
および国際健康機関と緊密に連携する非営利科学機関で
あり、どの業界からも独立しています。 上記の基準に
準拠し、隣接するデバイスやインプラントの機能はポル
シェ社の製品の影響を受けません。 しかし、市場には
さまざまなインプラントが多数あるため、個別のケース
ごとに具体的な説明をすることはできません。 医療に
関する質問がさらにある場合は、医師に相談することを
お勧めします。

ハイブリッド システムの緊急スイッチ OFF
インフォメーション

事故後の迅速で安全なレスキュー措置または復旧を確実
にするため、「e-hybrid」ロゴを取り外さないでくださ
い。

ハイブリッドシステムを危険な高電圧状態から保護する
ため、次のような状況では自動的にスイッチが OFF に
なります。
– シート ベルト プリテンショナーまたはエアバッグ

が作動するような事故。
– ハイブリッド システムに短絡が検出された場合。
– ハイブリッド システムのコネクターが切り離され

た場合。
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ハイブリッド システムの緊急スイッチ OFF が作動する
と車両を始動できません。
e ご自身では絶対にハイブリッド システムを再起動

しないでください。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

レース サーキット走行の前に

公道走行時に比べて、サーキット走行には過度に高い車
両負荷が伴います。レース専用車両は、点検および構成
部品の整備間隔が短いため、その負荷に耐えることがで
きます。 この点検および整備には、各サーキットでの
走行後に点検を実施し、必要に応じて個別に構成部品を
交換し、規定された期間後には部品全体をオーバーホー
ルすることが含まれます。
e レース サーキットでの走行前には、最新の規定に

ついてお近くのポルシェ正規販売店にご確認くだ
さい。 ポルシェ正規販売店にお問い合わせくださ
い。

ブレーキ システム
ブレーキ フルードは時間とともに空気から湿気を吸収
します。 水分を吸収すると沸点が低下し、高温時にブ
レーキの効きが大幅に低下することがあります。 レー
ス サーキット走行時、ブレーキ パッドおよびブレーキ
ディスクには非常に高い負荷がかかります。
e 使用開始から 12 か月以上経過したブレーキ フル

ード： サーキット走行前に交換してください。
e レース サーキット走行の前後に、ブレーキ パッド

およびブレーキ ディスクの摩耗点検を行ってくだ
さい。

タイヤ
レース サーキット走行時、タイヤにも非常に高い負荷
がかかります。
e レース サーキット走行の前後に、タイヤの摩耗点

検を行ってください。
e レース用タイヤは装着しないでください。 ポルシ

ェはレース用タイヤを承認していません。
エンジン オイル
e レース サーキット走行の前にエンジン オイルを最

大のマーク位置まで補充します。
e レース サーキット走行の前後に、エンジン オイル

レベルを確認します。
g 147 ページの「インストルメント パネル」の章
を参照してください。
g 229 ページの「エンジン オイル」の章を参照し
てください。

海外での走行の前に

すべてのポルシェ モデルがすべての国で入手可能であ
るとは限りません。 このため、スペア パーツが入手で
きない、あるいはポルシェ正規販売店で修理作業が行え
ない場合があります。
海外で走行する前に、次の情報をご確認ください。
– 車両故障時に修理を受けることができますか?
– 車両は技術的調整を必要としていますか?
– 燃料のオクタン価レートは十分ですか?
– 左側 / 右側通行の違いに合わせてヘッドライトを

切り替える必要がありますか?
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。

車両のデータ処理

この車両は ECU 装備車です。 これらの一部は車両の操
作安全性に必須で、その他は走行アシスト機能 (ドライ
バー アシスタンス システム) を提供します。 さらに、
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車両には電子コントロール ユニットにより実現可能に
なったコンフォート機能およびエンターテインメント機
能が装備されています。
各車両には固有の車台番号があります。 この車両識別
番号 (VIN) は、欧州連合内の地方自治体を通じて、車両
の現在の所有者と以前の所有者までさかのぼることがで
きます。 車両登録番号の使用など、車両から収集され
たデータをオーナーまたはドライバーまでさかのぼって
追跡する他の方法もあります。

車両のテクニカル データの保存
ECU は、車両の状態、コンポーネント負荷、サービス
要件、事象、故障などに関する技術的な情報を一時的、
または永久的に保存するデータ メモリーを備えていま
す。 一般的に、この技術な情報には、次に挙げる構成
部品、モジュール、システムまたは環境のステータスが
記録されています。
– システム構成部品の作動モード (例：給油レベル)
– 車両および個々の構成部品 (例：ホイール回転数、

速度、減速、横加速度) に関するステータス メッセ
ージ

– 重要なシステム構成部品の故障 (例：ライト、ブレ
ーキ)

– 車両を損傷する可能性のあるイベントに関する情
報

– 特別な走行状況での車両の反応 (例：エアバッグの
展開、スタビリティ コントロール システムの作動)

– 環境要因 (例：温度)
実際の車両機能に加えて、このデータを使用して故障の
検出および修正を実施し、メーカーが車両機能を最適化
することができます。 このデータの大部分は揮発性メ
モリーで、車両自体で処理されるのみです。 データの
わずかな一部分のみがイベント メモリーまたは故障メ
モリーに保存されます。 さらに、車両には電子コント

ロール ユニットにより実現可能になったコンフォート
機能およびエンターテインメント機能が装備されていま
す。

テクニカル データの読み出し
必要に応じて、有償でワークショップなどの技術専門家
の助けを借りて、車両にのみローカルで保存されたデー
タを読み出すことができます。 このために法定規定が
存在する個々のケースでは、政府機関の要請に応じてメ
ーカーが保存したデータを必要な範囲で開示すること
が、メーカーとしてのポルシェに義務付けられる場合が
あります (例：犯罪行為の場合の事実認定のため)。
車両の整備時、サービス ネットワーク作業者 (例：ワー
クショップ、ロードサービス、メーカー) は、車両から
この技術情報を読み出すことができます。 サービスに
は修理サービス、サービス プロセス、保証請求および
品質保証基準が含まれます。 データは車両の OBD (オ
ンボード診断) 用に法的に規定された接続を使用して読
み出されます。 データは、該当するサービス ネットワ
ークのスタッフにより収集され、処理され、使用されま
す。また、製品監視義務に準拠し、あるいは品質向上な
どのためポルシェに送信される場合があります。 車両
の故障メモリーおよびイベント メモリーは、修理また
はサービス実施とともに修理ワークショップでリセット
される可能性があります。

車両の機能の利用
選択された装備オプションの範囲内で、マルチメディア
および住所録データなどの情報、またはナビゲーション
目的地およびその他の設定を車両のコンフォート機能お
よびインフォテインメント機能に入力できます。 この
データは車両にローカル保存されるか、車両に接続して
いるデバイス (例：携帯電話、USB スティック、MP3
プレイヤー) に保存されます。 車両にこのデータが保存
された場合、いつでも削除できます。 このデータは特
にオンライン サービス使用中、ユーザーが選択した設
定にのみ基づいて、ユーザーが要求した場合に限り第三
者に送信されます。
車両に必要な装備がある場合は、接続した携帯電話また
は他の携帯機器を車両に内蔵された制御装置を使用して
制御することができます。 携帯電話からの画像および
サウンドは、マルチメディア システムを介して出力で
きます。 特定の情報はユーザーの携帯電話に転送する
こともできます。 これは、装備品のタイプに応じ、た
とえば一般的な車両情報または位置データを含みます。
これにより、たとえばナビゲーション システムの使用
やミュージック再生など、選択した携帯電話アプリを最
適な方法で使用できます。 携帯電話による車両データ
への有効なアクセスは行われません。 携帯電話が受信
したデータを処理する方法は、使用している該当アプリ
のプロバイダーが定めます。 携帯電話のアプリやオペ
レーティング システムによって、設定を構成できるか
どうか、構成できるのであればどの設定を構成できるか
が異なります。
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オンライン サービスの使用
車両にワイヤレス ネットワーク接続がある場合は、こ
れを使用して車両と周囲および他のシステムとの間でデ
ータ交換が可能です。 車両の送受信ユニットまたは接
続した携帯機器 (携帯電話など) により、ワイヤレス ネ
ットワークに接続可能です。 このワイヤレス ネットワ
ーク接続により、オンライン機能を使用できます。 こ
れには、ポルシェまたは他のプロバイダーにより利用可
能なオンライン サービスおよびアプリケーション / ア
プリが含まれます。
ポルシェ オンライン サービスでは、さまざまな機能が
適切な場所 (例：ポルシェ コネクト ウェブサイト) にま
とめられており、関連するデータ保護規定情報が提供さ
れます。 オンライン サービスの提供のために個人デー
タが使用されることがあります。 必要なデータの交換
は、保護された接続を介して実施されます (例：この目
的のためのポルシェ IT システム設定)。 サービス提供に
必要なものを超えた個人データの収集、処理、使用は、
法的な認可または承諾に基づいてのみ行われます。
通常、(料金ベース) サービスや機能、または車両のデー
タ接続自体の有効化/無効化は、ユーザー側の判断にて
行うことが可能です。 法律により定められた特定の機
能およびサービスは除外されます。
他のプロバイダーのオンライン サービスを使用するた
めにオプションが存在する場合、それらは該当するプロ
バイダーの責任であり、そのプロバイダーのデータ保護
ポリシーおよび使用規約の対象です。 ポルシェはこの
ようなデータ交換について干渉しません。 そのため、
第三者サービスにおけるそうしたデータ収集や個人デー
タの使用の種類、範囲および目的に関する情報は、該当
するサービス プロバイダーから入手してください。
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概要図
以降のページには、車両の一部の部位の概要図が簡略な
説明とともに掲載されています。 詳しい情報は該当す
るページをご覧ください。
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概要図

g P. 118
g P. 131
g P. 111
g P. 118

g P. 88
g P. 116
g P. 134
g P. 39

図. 3: センサーおよびカメラ

センサーおよびカメラ

A サラウンドビュー
B レーン キープ アシスト

ダイナミック ハイ ビーム
C パークアシスト
D アダプティブクルーズ コントロール

（ACC）
E ナイト ビュー アシスト
F 車線変更アシスタント
G 足の動きでリヤ リッドを開く
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g P. 263
g P. 226
g P. 227
g P. 229

図. 4: フィラー キャップ

フィラー キャップ

A ウォッシャー液
B ブレーキ液
C クーラント
D エンジン オイル
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g P. 34
g P. 39
g P. 44
g P. 74
g P. 111

g P. 100
g P. 27
g P. 85
g P. 44
g P. 37
g P. 72
g P. 80

図. 5: 運転席

運転席

A パワー ウィンドウおよびリヤ リッド , 

B インナー ドア ハンドル
C パーソナル設定用メモリー ボタン
D ライト コントロール パネル
E イグニッション ロック、ステアリング ロ

ック
F オーバーヘッド コンソール
G ドア ミラーの調節
H セントラル ロッキング システム
I ボンネット リリース
J ステアリング ホイール調節
K シート調節
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g P. 111
g P. 102
g P. 147
g P. 126
g P. 199

g P. 158
g P. 67
g P. 204
g P. 141

g P. 88
g P. 131
g P. 134
g P. 139

g P. 148

g P. 148
g P. 98
g P. 26
g P. 218
g P. 204
g P. 209

図. 6: コック ピット

コック ピット

A 方向指示灯およびハイ ビーム ヘッドライ
ト

B PDK シフト パドル
C インストルメント クラスター
D フロント ウィンドウ ワイパー
E スポーツ クロノ ストップウォッチ
F ポルシェ コミュニケーション マネジメン

トシステム（PCM）
G 電動エア ベント
H グローブ ボックス
I クルーズ コントロール

アダプティブクルーズ コントロール
（ACC）
レーン キープ アシスト
車線変更アシスタント
渋滞アシスト

J ボイス コントロール、インフォテインメ
ント、インストルメント パネル

K 電話コントロール、インフォテインメン
ト、インストルメント パネル

L モード スイッチ
M コントロール パネル
N 灰皿
O アームレスト、小物入れ
P ドリンク ホルダー
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g P. 63

g P. 158
g P. 83
g P. 158

g P. 158
g P. 115
g P. 98

g P. 120

g P. 122
g P. 97
g P. 98

図. 7: コントロール パネル

コントロール パネル

A エアコン システム
B ポルシェ コミュニケーション マネジメン

トシステム（PCM）
C シート ヒーター、シート ベンチレーター
D ボリューム スイッチ、ミュート
E ロータリー プッシュ ボタン （PCM の操

作用）
F ハザード ライト
G SPORT 走行プログラム
H ポルシェ アクティブ サスペンション マネ

ージメント（PASM）
I ポルシェ・スタビリティ・マネージメント

（PSM）
J エレクトリック パーキング ブレーキ
K INDIVIDUAL 走行プログラム
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概要図

オーバーヘッド コンソール

図. 8: オーバーヘッド コンソール

A インテリア ライト g P. 52
B ハンズ フリー マイク
C 車内モニタリング システム センサー
D フロント サンシェード g P. 41
E リヤ サンシェード g P. 41
F 読書灯 g P. 52
G オリエンテーション ライト
H 助手席エアバッグ OFF/ON 警告灯 g P. 51
I パノラミック ルーフ システム g P. 41
J パークアシスト OFF ボタン g P. 118
K Surround View（サラウンド ビュー）を有効にする
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g P. 63
g P. 74
g P. 44
g P. 34

g P. 158
g P. 80
g P. 29
g P. 204

図. 9: リヤ

リヤ

A エア ベント
B パーソナル設定用メモリー ボタン
C インナー ドア ハンドル
D パワー ウィンドウ
E マップ ポケット
F タッチ ディスプレイ
G シート調節
H コントロール ユニット
I ストレージ コンパートメント
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g P. 83

g P. 158

g P. 158
g P. 83
g P. 34
g P. 34

図. 10: リヤ コントロール パネル

リヤ コントロール パネル

A エアコン
B ポルシェ コミュニケーション マネジメン

トシステム（PCM）
C ロータリー プッシュ ボタン （PCM の操

作用）
D シート ヒーター、シート ベンチレーター
E ロール アップ式サンブラインド
E リヤ ロール アップ ブラインド
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トピック
以下のページでは、さまざまな車両のトピックに関する
内容を見つけることができます。



31

開閉操作とロック

開閉操作とロック
警報システム
作動原理
警報システムは、次の警報接点を監視します。
– ドア、リヤ リッド、およびボンネットの警報接点
– 室内モニタリング システム： 車両がロックされて

いるときの車内への侵入 (例：ウィンドウを壊して
窃盗を行おうとしたとき)

– 傾斜センサー： 車両の傾き (例：車両をけん引して
盗難しようとしたとき)

– 故障診断用ソケット
– トレーラー ヒッチ ソケット
これらの警報接点のいずれか 1 つでも作動すると、ア
ラーム ホーンが約 25 秒間鳴り、ハザード ライトが約
300 秒間点滅します。
5 秒間警告が中断した後、再度音による警報が作動しま
す。 この作動を最大 10 回繰り返します (国により異な
る)。

警報システム機能表示
ドアのインジケーター ライトおよび警告灯の点滅間隔
によりロック状態が示されます。

警報システムが起動
車両をロックしたときにインジケーター ライトは素早
く点滅し、その後は通常の速さで点滅します。
ハザード ライトが 2 回点滅します。

警報システムが起動、室内モニタリング シス
テムおよび傾斜センサーがスイッチ OFF
車両をロックするときにインジケーター ライトが素早
く点滅した後、28 秒間消灯し、その後は通常の速さで
点滅します。

ハザード ライトが 2 回短く点滅し、その後 1 回長く点
滅します。

セントラル ロッキング システムおよび警報シ
ステムの故障
車両をロックするときに、インジケーター ライトは素
早く点滅し、28 秒間点灯し続けて、その後はノーマル
モードで点滅します。
ハザード ライトがゆっくり 1 回点滅します。

警報システムの ON/OFF を切り替える
e 車両をロックすると、約 30 秒後に警報システムが

有効になります。
e 車両のロックを解除すると、警報システムは無効

になります。
PCM で、次回車両がロックされたときに、室内モニタ
リング システムおよび傾斜センサーを OFF のままにす
るかどうかを設定できます。

e   e 設定  e 車両 e 車両ロック システム e
室内モニタリング システム

インフォメーション

ドア ロックにエマージェンシー キーを差し込んで車両
のロックを解除した場合、警報システムの作動を回避す
るために、ドアを開いてから 15 秒以内にイグニッショ
ンを ON にしなければなりません。
国別仕様により、警報システムが作動するまでの時間が
異なる場合があります。

作動した警報システムを OFF にする
e 車両のロック解除

– または –
イグニッションを ON にします。

室内モニタリング システムおよび傾斜セ
ンサーを OFF にする
g 44 ページの「セントラル ロック」の章を参照して
ください。

盗難防止機能
車両から離れる前に、必ず次のことを行ってください。
e ウィンドウとルーフを閉じます。 これは室内モニ

タリング システムによる警報の誤作動を防止する
ことにもなります。

e パーキング ロック P とエレクトリック パーキング
ブレーキを作動します。

e イグニッションを OFF にしてください。
e グローブ ボックスを閉じます。
e 小物入れをすべて閉じます。
e 貴重品、車両の書類、電話、自宅の鍵を車両に残

さないようにします。
e ドアとリヤ リッドを閉じます。
e ボンネットを閉じてください。
e 車両をロックします。

イモビライザー
すべてのキーに、コードが保存されたトランスポンダー
(電装部品) が内蔵されています。
イモビライザーを停止してエンジンを始動するのに、認
定されたキーが必要です。
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警告

キー
キーの使用

インフォメーション

e キーを使用するのは、車両が視界に入っていると
きだけにしてください。

ボタンを押すと、キーのポルシェ クレストが点灯しま
す。 また走行中には、キーが作動していなくてもキー
のクレストが点灯する場合があります。
走行中に、サービスおよびメンテナンスに関連するデー
タがキーに保存されます。 ボタン押されていないとき
に、キーのポルシェ クレストが点灯する場合もありま
す。 キーへのデータ保存やキーからのデータ読み取り
に関する詳細情報については、
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。
以下の理由でリモート コントロールが機能しない場合
があります。
– 電磁波が送信に干渉している (ポルシェ コンフォー

ト アクセスの場合、キーと車両間の無線通信を含
む)。
キーが、作動中の電子機器 (携帯電話、ノート パソ
コン、充電ケーブルなど) と一緒に保管されていな
いことを確認してください。 必要に応じて、キー
を別の場所に保管してください。

– 故障のためにリモート コントロールに不具合が発
生している場合。

– キーのバッテリーが消耗している場合。

図. 11: キー

A 車両のロック解除
B 車両のロック
C リヤ リッドを開き、車両のロックを解除する
D エマージェンシー キー

すべてのキーにエマージェンシー キーが内蔵されてい
ます。 キーは、車両のすべてのロックを操作するのに
使用できます。
e キーの取り扱いには細心の注意を払ってくださ

い。 特別な状況を除いて、キーを放置しないでく
ださい。

e キーを車内に残さないでください。

キーのバッテリー交換
リチウム ボタン セルを誤
って飲み込んだ場合、体内
で火傷を引き起こし、死に
至る危険性があります。

キーにはリチウム ボタン セル (バッテリー) が含まれて
います。
バッテリーを飲み込むと、2 時間以内に体内に火傷を負
い、死亡する恐れがあります。
e 取り外したバッテリーまたは新しいバッテリー

は、子供の手の届かない場所に保管してくださ
い。

e キーに子供を近づけないでください。 子供がキー
を開けて、バッテリーを取り外す可能性がありま
す。

e リチウム バッテリーを誤って飲み込んでしまった
場合や身体開口部に挟まった場合、すぐに医師の
診察を受けてください。

インフォメーション

e 電池の廃棄に関する法規を遵守してください。

キーのバッテリーを交換する必要がある場合、メッセー
ジがインストルメント パネルに表示されます。 キーが
作動しても、キーのポルシェ クレストが点灯しなくな
ります。
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図. 12: バッテリーの交換

バッテリーの交換 (CR 2032、3 V)
1. エマージェンシー キーを取り出してください。
2. キー ハウジングの左右 2 箇所のクリップを外しま

す。
3. バッテリー カバーを反時計回りにゆるめて取り外

します。
4. バッテリーを交換します (極性を確認してくださ

い)。
5. バッテリーカバーを再セットして、しっかりと時

計回りに締め戻します。
エマージェンシー キーを元の位置まで押し込める
ことを確認してください。

6. キー ハウジングがクリップ留め箇所にはまるま
で、下から上方向へと押し上げます。

7. エマージェンシー キーを挿入してください。

キーのバッテリーが切れた状態または電
波干渉がある状態での車両の始動。
車両とキー間の無線通信の誤動作、またはキーのバッテ
リー切れにより、ポルシェ コンフォート アクセス機能
が無効になることがあります。

この状況で車両を始動する場合は、以下を順守してくだ
さい：
1. センター コンソール内の小物入れのフロント左側

にキーをおもて面を上にして置きます。
2. コントロール ユニットをイグニッション ロック位

置 2 まで回し、その後位置 0 に戻します。
3. コントロール ユニットを再度イグニッション ロッ

ク位置 2 まで回します。
g 100 ページの「イグニッション ロック」の章を
参照してください。

図. 13: 小物入れ内のキー

エマージェンシー キーの使用
エマージェンシー キーの取り出し

図. 14: エマージェンシー キーの取り出し

e エマージェンシー キーを押し上げ、キーから取り
出してください。

エマージェンシー キーの挿入
e しっかりとはまるまで、エマージェンシー キーを

キーに挿入します。

スペア キーの注文と登録
キーの注文は、ポルシェ正規販売店でのみ行えます。
これには時間がかかる場合があります。
e スペア キーを常に利用できるようにしてくださ

い。
e スペア キーを安全な場所に保管し、いかなる場合

も車内または車両上に保管しないでください。
車両用の新しいキーを登録するには：
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

e その車両に使用するすべてのキーを再登録しま
す。

インフォメーション

合計 8 個のキーを登録することができます。

インフォメーション

e キーを紛失したり盗まれたりした場合は、ポルシ
ェ正規販売店に依頼し、車両のキーを無効にし、
必要に応じて機械式ロックを変更してください。

e キーの紛失または盗難について保険会社に通知
し、追加または交換用のキーを作成したことを知
らせます。
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警告

警告

ウィンドウ
ウィンドウの開閉

ウィンドウの開閉

ウィンドウを開閉するとき、特にワンタッチ作動で閉じ
るときは、作動中のウィンドウと車両の固定部分の間に
身体の一部が挟まれてしまうことがあります。
e ウィンドウを開閉するときは、作動中のウィンド

ウと車両の固定部分の間に身体の一部が挟まれな
いように十分注意してください。

e 車両から離れるときは、必ずイグニッションを
OFF にしてください。 乗員がパワー ウィンドウを
誤って操作し、怪我をする恐れがあります。

e 危険が発生した場合： 直ちにキーのボタンを放し
てください。ポルシェ コンフォート アクセス装備
車は、直ちにドア ハンドルのタッチ センサーを放
してください。

e お子様だけを車内に残さないでください。

サイド ウィンドウを手動で
閉じる

サイド ウィンドウが干渉されてオート モードが無効に
なった場合、手動でサイド ウィンドウを閉じると、最
大の力で閉じようとします。 可動サイド ウィンドウと
固定車両部品に身体の一部が挟まれると、押しつぶされ
る可能性があります。
e サイド ウィンドウを閉じるとき、乗員が挟まれた

り、圧迫されたりしないことを確認してくださ
い。

インフォメーション

サイド ウィンドウが閉じるときに障害物に妨げられる
と、サイド ウィンドウは停止した後、再び数センチ開
きます。サイド ウィンドウの作動が約 10 秒以内に 2
回妨げられると、そのサイド ウィンドウのワンタッチ
操作ができなくなります。サイド ウィンドウは手動で
閉じることができます。ワンタッチ操作を再度有効にす
るには、サイド ウィンドウを手動閉操作で一度完全に
閉じてください。

パワー ウィンドウ ボタンによるウィンドウの
開閉
b イグニッションが ON になっていること。

– または –
イグニッションを OFF にしてから 10 分以内。

b 運転席 / 助手席ドアがまだ開いていない。

図. 15: 運転席ドアのパワー ウィンドウ スイッチ

A パワー ウィンドウ、フロント、運転席側
B パワー ウィンドウ、フロント、助手席側
C パワー ウィンドウ、リヤ、運転席側
D パワー ウィンドウ、リヤ、助手席側

ロッカー スイッチには 2– 段階の作動位置 がありま
す。この 2 段階の作動位置は、スイッチを操作する際
にはっきりと感じ取れます。

第 1 段階 – 手動操作
e 希望の位置に達するまで、ロッカー スイッチを 1

段階目の位置まで押すか、引いてください。
スイッチから指を離すと、ウィンドウが止まりま
す。

2 段階目 – ワンタッチ操作
1. ロッカー スイッチを 2 段階目まで押すか、引いて

ください。
ウィンドウは自動的にいっぱいまで開閉します。

2. ウィンドウを希望の位置で停止させたいときは、
もう 1 度スイッチを操作してください。

キーによるウィンドウの開閉

図. 16: キーによるウィンドウの開閉

b 機能が作動していること。
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくだ
さい。
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情報

e ウィンドウが希望の位置になるまでキーの車両ロ
ック / ロック解除ボタンを押し続けてください。
すべてのウィンドウとルーフ システムが閉じる
と、ハザード ライトが 2 回点滅します。

インフォメーション

リヤ サイド ウィンドウのロールアップ式サンブライン
ドが上がっている場合、リヤ ウィンドウは開きませ
ん。

ドア ハンドルの近接センサーでウィンドウを
閉じる

図. 17: ドア ハンドルの近接センサーでウィンドウを閉じる

b ポルシェ コンフォート アクセス
b この操作を行うときは、キーを携行している必要

があります （バッグ内など）。
b 機能が作動していること。

g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくだ
さい。

e 車両をロックする時に、ウィンドウが希望の位置
に達するまでドア ハンドルの近接センサーを押し
続けてください。
すべてのウィンドウとルーフ システムが閉じる
と、ハザード ライトが 2 回点滅します。

ウィンドウ停止位置の保存
バッテリーを切り離したり、再接続したりすると、ウィ
ンドウの停止位置が消去されます。ウィンドウのワンタ
ッチ操作が無効になります。

すべてのウィンドウで以下の作業を行ってください：
1. スイッチを 2 段目まで引いて、1 回完全にウィン

ドウを閉じてください。
2. ウィンドウが完全に閉じたら、ロッカー スイッチ

を再度短く 2 段階目まで引いてください。
3. ロッカー スイッチを押して、1 回ウィンドウを完

全に開いてください。

リヤ サイド ウィンドウのロールアップ式サン
ブラインドの使用

180 km/h 超の速度でリヤ サイド ウィンドウを開ける
と、展開したロールアップ式サンブラインドが破損する
恐れがあります。
e ロールアップ式サンブラインドの展開中には、

180 km/h 超の速度でリヤ サイド ウィンドウを開
けないでください。

インフォメーション

リヤ サイド ウィンドウのサン ブラインドは、リヤ サイ
ド ウィンドウが閉じている場合にのみ持ち上げたり下
げたりすることができます。
サン ブラインドが自動的にそれぞれの停止位置へ移動
します。
チャイルド プロテクション機能が作動しているとき
は、リヤ サイド ウィンドウのロールアップ式サンブラ
インドを操作できるのは、運転席ドアのパワー ウィン
ドウ ボタンを使用した場合のみです。

図. 18: 運転席ドアのパワー ウィンドウ / ロール アップ式サン
ブラインド用スイッチ

リヤ サイド ウィンドウのロール アップ式サンブライ
ンドを下げる
e 必要な位置に達するまで、該当するウィンドウの

ロッカー スイッチを引きます。
– または –
リヤ シェードが格納されたら、サンブラインド用
スイッチを押し続けます。

🡆 リヤ サイド ウィンドウのロールアップ式サンブラ
インドが展開します。
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リヤ サイド ウィンドウのロール アップ式サンブライ
ンドの格納
e 希望する位置に達するまで、該当するウィンドウ

のロッカー スイッチを押します。
– または –
リヤ シェードが下降したら、サンブラインド用ス
イッチを押し続けます。

🡆 リヤ サイド ウィンドウのロールアップ式サンブラ
インドが格納されます。

リヤ シェードの使用
インフォメーション

チャイルド プロテクションが有効になっている場合、
リヤ ブラインドは PCM でのみ操作できます。

フロントからのリヤ シェードの上昇 / 下降
b イグニッションが ON になっていること。

e   e 設定  e 車両リヤ シェード

リヤのリヤ シェードの上昇 / 下降
b イグニッションが ON になっていること。

図. 19: リヤ シェードのスイッチ

1. リヤのスイッチを短く押します。
🡆 リヤ シェードが上昇/下降します。

2. リヤのスイッチを長押しします。
🡆 リヤ シェードおよびリヤ サイド ウィンドウの

ロールアップ式サンブラインドが上昇/下降し
ます。

リヤ シェードの自動下降
b 機能が作動していること。

g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくだ
さい。

b イグニッションが ON になっていて、リバース ギ
ヤに入れてある。

リヤでの操作を無効にする – チャイルド
プロテクション

図. 20: リヤでの操作を無効にする

運転席ドア コントロール パネルのセーフティ ボタンを
押すと、リヤ ドアのパワー ウィンドウ スイッチ、リヤ
センター コンソールのコントロール パネル、リヤ シー
トの電動コントロールが無効になります。
チャイルド プロテクションの ON/OFF の切り替え
e セーフティ ボタンを押します。

ボタンのインジケーター ライトが点灯します。

リヤ コントロール パネルで入力されたシート設定
は保持されます。
リヤ コントロール パネルの機能が停止します。

e ソフトクローズ装備車では、チャイルド ロックも
作動します。
g 44 ページの「セントラル ロック」の章を参照
してください。
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情報

注意

注意

ボンネット
ボンネットの開閉
ボンネットを開く

ボンネットまたはフロント ウィンドウ ワイパーを損傷
する恐れがあります。
e ボンネットを開くときは、ワイパーが起きていな

いことを確認してください。
e エンジン コンパートメント リッドを開く前に、必

ずフロント ウィンドウ ワイパーを OFF (ワイパー
レバーを 0 の位置) にしてください。 ワイパー ア
ームが停止位置にない場合、イグニッションが
OFF のときでもボンネットが開いている状態で
は、ワイパーがその位置に自動的に移動します。

e ワイパー アームはボンネットを閉じて、フロント
ワイパーを OFF にしてから再度 ON にするまでこ
の位置になります。

g 126 ページの「フロント ウィンドウ ワイパー」の章
を参照してください。

図. 21: ボンネットのロック解除

1. 運転席ドアを開いてください。
2. リリース レバーを引いてください。

図. 22: ボンネットを開く

3. ボンネットを少し持ち上げ、リリース レバーを押
します。

4. ボンネットを完全に開きます。

ボンネットを閉じる
重いボンネット

半分開いた状態のボンネットを閉じるとき、ボンネット
自体の重さを利用して 2 箇所のロック部をロックでき
ます。
e 可動部品 (ヒンジ) やボンネット下に物を置いた

り、指を挟んだりしないように注意してくださ
い。

1. 半分開いた状態のボンネットから手を放してロッ
クします。 必要に応じて、ロック エリアを手のひ
らで押し、ボンネットを確実に閉じてください。

2. ボンネットが確実にロックされ、リリース レバー
(図. 21) が初期位置に戻っていることを確認してく
ださい。

e ボンネットが正しく閉じられていない場合、イン
ストルメント クラスターに警告メッセージが表示
されます。 ボンネットを再び開き、そこで手を放

してリッドを落とし、ロックしてください。 必要
に応じて、ロック エリアを手のひらで押し、ボン
ネットを確実に閉じてください。

歩行者保護
フロント バンパーのセンサーが歩行者または類似した
物体との衝突を検出します。 その後、ボンネットの後
ろ側が開き、衝撃を低減します。

歩行者保護が起動しない

衝突後に歩行者保護が起動しない場合は、システムが故
障している可能性があります。
e 起動しなかった場合、歩行者保護システムを点検

する必要があります。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

歩行者保護が起動してからボンネットを閉じる
歩行者保護が起動した場合は、メッセージがインストル
メント クラスターに表示されます。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

図. 23: 歩行者保護
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注意1. ボンネットの後部の各側面を下へ連続して強く押
し、ヒンジ (図. 23) をはめます。

2. ボンネットの後部部分を持ち上げて、正しくはま
っていることを確認してください。

3. 作動した歩行者保護装置システムを交換してくだ
さい。

e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

歩行者保護システム エラー
故障の場合には、警告メッセージがインストルメント
クラスターに表示されます。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

歩行者保護
フロント バンパーのセンサーが歩行者または類似した
物体との衝突を検出します。次に、ボンネットの後ろ側
が開き、衝撃を低減します。。

歩行者保護が起動しない

衝突後に歩行者保護が起動しない場合は、システムが故
障している可能性があります。
e 起動しなかった場合、歩行者保護システムを点検

する必要があります。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

歩行者保護が起動してからボンネットを閉じる
歩行者保護が起動した場合は、メッセージがインストル
メント パネルに表示されます。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

図. 24: 歩行者保護

1. ボンネットの後部の各側面を下へ連続して強く押
し、ヒンジg (図. 24)が作用するようにします。

2. ボンネットの後部を持ち上げて、正確に作用して
いることを確認します。

3. 契機となった歩行者保護装置システムを交換して
ください。

e ポルシェ正規販売店にご相談ください。ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

歩行者保護システム エラー
故障の場合には、警告メッセージがインストルメント
パネルに表示されます。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

e ポルシェ正規販売店にご相談ください。ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。
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危険

警告

情報

注意

リヤ リッド
リヤ リッドの開閉

有毒な排気ガスの吸引

リヤ リッドが開いているか正しく閉じられておらず、
エンジンが作動している場合、有毒な排気ガスが車内に
入ることがあります。
e エンジン作動時には、必ずリヤ リッドを完全に閉

じたままにしてください。
e リヤ リッドを開いた状態で走行しないでくださ

い。

オートマチック リヤ リッ
ドの不用意な開閉

オートマチック リヤ リッドが不用意に開閉することに
より、怪我をする危険があります。
e リヤ リッドの開閉は停車中のみにしてください。
e リヤ リッドの開閉は、作動範囲内に人や動物がい

ないことを確認してから行ってください。
e 危険があるときはいつでも作動を中断できるよう

に、リヤ リッドの開閉作動から目を離さないでく
ださい。

オートマチック リヤ リッドが不用意に開閉することに
より、車両が損傷する恐れがあります。
開閉時、リヤ リッドがガレージの天井や突き出た荷物
に衝突することがあります。
e 車両の後方や上方に十分なスペースがあることを

確認してください (ルーフ トランスポート システ
ムやガレージの天井など)。

e 積み荷がラゲッジ コンパートメントから突き出し
たり、はみ出したりしないようにしてください。

ボタンでリヤ リッドを車外から開く

図. 25: リヤ リッドのロック解除ボタン

b 車両のロックが解除されている (ポルシェ コンフォ
ート アクセス非装備車)。

b キーを携行している (ポルシェ コンフォート アク
セス装備車)。

e ボタンを押してください。
🡆 設定によっては、車両のロックが解除されま

す。
リヤ リッドは、設定した高さまで開きます。

キーでリヤ リッドを開く
b イグニッションが OFF になっている。
e キーの  ボタンを押してください。

🡆 設定によっては、車両のロックが解除されま
す。
リヤ リッドは、設定した高さまで開きます。

足動作でリヤ リッドを開く
リヤ リッドの不用意の作動

後方のセンサーが人、動き、または物を検出し、有効な
キーが車両後方にある場合、リヤ リッドは自動的に開
くため、負傷または車両への損傷を引き起こす恐れがあ
ります。
リヤ リッドの不用意な作動を防ぐには：
e PCM で機能を無効にします。

–または–
e ポルシェ コンフォート アクセスを無効にします。

g 44 ページの「セントラル ロック」の章を参照して
ください。

図. 26: 足動作コントロール

b コンフォート アクセス装備車。
b 機能が作動している。
b イグニッションが OFF になっている。
b キーを携行している。
1. 車両の後方中央に立っている。
2. 足を車両後方に向けて前後に 1 回動かします。

🡆 リヤ リッドは、設定した高さまで開きます。
セントラル ディスプレイでこの機能の有効 / 無効を切
り替えることができます。
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e   e 設定  e 車両 e ロックする

インフォメーション

次のような状況では、足動作機能は利用できない場合が
あります：
− 悪天候 (雨、雪または凍結) の場合。
− バンパーが汚れている場合。
− 車両キーの信号が電波干渉の影響を受けている場

合。

運転席ドアのボタンを操作してリヤ リッドを
開く

図. 27: 運転席ドアのリヤ リッド ボタン

A 開く
開閉操作 (E ハイブリッド車両)

B 閉じる

e 運転席ドアのボタン A (図. 27) を押します。
🡆 リヤ リッドは、設定した高さまで開きます。

リヤ リッドを開く高さの設定
リヤ リッドを開く高さは個別に設定できます。

レベリング システム装備車の場合、必ず車両が最も高
い状態にあるときにリヤ リッドの高さを調整してくだ
さい。
1. 車両の後方に立ってリヤ リッドを開いてくださ

い。
2. 開プロセスを中断するには、キーのボタンまたは

リヤ リッドのトリム パネル内のボタン  を押
します。

3. リヤ リッドを設定したい高さまで動かします。
4. リヤ リッドのトリム パネルのボタン A (図. 27) を

約 3 秒間押し続けてください。
🡆 設定された高さの確認が完了すると、確認音

が鳴ります。

リヤ リッドが不意に作動した場合の自動停止
リヤ リッドが開いた後、不意に降り積もった雪の重み
などですぐに下がると、パワー メカニズムのブレーキ
機能が作動してリッドの動きを制止するとともに、リッ
ドの動きが止まるまで警告音が鳴ります。
e リヤ リッドの動きが止まってから約 1 秒が経過す

ると、
🡆 自動停止が無効になります。

リヤ リッドの閉操作
運転席ドアのボタンを操作してリヤ リッドを閉じる
b 作動待機が ON になっている。
1. リヤ リッドが完全に閉じるまで運転席ドアのボタ

ン B (図. 27) を押してください。
2.  E ハイブリッド車両： リヤ リッドが完全に閉じる

まで運転席ドアのボタン A (図. 27) を押してくだ
さい。
🡆 警告音が鳴り、リヤ リッドが閉じます。

リヤ リッドのトリム パネルのボタンを操作してリヤ
リッドを閉じる
b 車両のロックが解除されている (ポルシェ コンフォ

ート アクセス非装備車)。
b キーを携行している (ポルシェ コンフォート アク

セス装備車)。

図. 28: リヤ リッドのトリム パネルのボタン

e リヤ リッドのトリム パネルのボタン A (図. 28) を
押してください。
🡆 リヤ リッドが閉じます。

インフォメーション

車両をロックする際にキーが車内にある場合は、車両が
再度ロック解除されます。 何度か警告音が鳴り、車両
は 4 回点滅します。 ドアまたはリヤ リッドを約 45 秒
以内に開けなかった場合に限り、車両はロックされま
す。スペア キーを使用しないとロック解除できなくな
ります。
e 車両をロックするときは、キーが車内にないこと

を確認してください。
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警告

情報

情報

警告

閉作動中の障害物の検出
リヤ リッドの閉操作が障害物によって妨げられると、
動作は自動的に中断されます。
警告音が鳴り、リヤ リッドが動作を停止します。
1. 障害物を取り除いてください。
2. リヤ リッドを自動で閉じるか、手でゆっくり閉じ

てください。

緊急時の開閉動作の中断
次のいずれかのボタン操作で、すぐに開閉動作を中断し
ます：

1. キーの  ボタン。
– または –
運転席ドアの  ボタン。
– または –
リヤ リッドのトリム パネルのボタン A (図. 28) を
押してください。
– または –
足で動作をします。

2. ワンタッチ操作を再作動するには該当するボタン
を押します。

ルーフ システム
一般的な安全に関する指示

ルーフ システムの開閉

ルーフ システムを開閉するときは、車両の可動部品と
固定部品の間に身体の一部が挟まれないように十分注意
してください。特にワンタッチ操作の場合に十分に注意
してください。
e 車両の可動部品と固定部品の間に身体の一部が挟

まれないように十分注意してください。
e 車両から離れるときは、必ずイグニッションを

OFF にしてください。
e 車両から離れるときは、必ずキーを携行してくだ

さい。 危険を十分理解していない人 (お子様など)
がルーフ システムを操作すると、怪我をする恐れ
があります。

e 危険が発生した場合： 開閉プロセスをキャンセル
します。

ルーフ エレメントが正しく取り付けられていないと、
ルーフ システムを操作するときに怪我をする恐れがあ
ります。
e 運転を開始する前に、ルーフ アタッチメントが正

しく取り付けられていることを確認してくださ
い。

e ルーフ システムと取り付けられたルーフ エレメン
トの間に十分な空間があることを確認してくださ
い。

雨の中、ルーフ システムの操作をしたときに損傷する
恐れがあります。

e 雨の際は、ルーフ システムを直ちに閉じてくださ
い。

インフォメーション

ルーフ システムは、挟み込み防止機能を備えていま
す。 閉操作中にルーフに障害物があると、すぐにまた
開きます。
ルーフ システムは、極端に走行速度が速い場合や気温
が極端に低い場合には作動しません。

ルーフ システムの開閉

図. 29: パノラミック ルーフ

A スライディング / チルティング ルーフ エレメント
B 固定ガラス エレメント

ルーフ エレメント A は、車両の縦方向に動かすことが
できます。 また、持ち上げることもできます。
ルーフ エレメント B は、固定ガラス エレメントです。

ルーフ システムを緊急に閉
じる

ルーフ システムを緊急に閉じる場合、閉じる力が必要
に応じて徐々に増加します。
e 誰も怪我をしたり、挟まれたり、押しつぶされた

りしないように注意してください。
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インフォメーション

ルーフ トランスポート システムが取り付けられている
場合、ルーフを開くことはできません。

b 作動待機が ON になっている。
– または –
イグニッションを OFF にしてから 10 分以内。

b 運転席 / 助手席ドアがまだ開いていない。

図. 30: ルーフ システムの開閉

ボタンには 2–段階の作動位置があります。 この 2 段階
の作動位置は、ボタンを操作する際にはっきりと感じ取
れます。
走行速度によっては、風の音がすることがあります。

第 1 段階 – 手動操作
e 希望の位置に達するまで、ボタンを 1 段階目の位

置まで該当する方向へ押すか、または引いてくだ
さい。
🡆 スイッチから指を離すと、ウィンドウが止ま

ります。

2 段階目 – ワンタッチ操作
1. 2 段階目まで該当する方向へボタンを完全に押した

り引いたりしてください。
🡆 ルーフ システムが停止位置まで自動的に開閉

します。
2. ルーフ システムを希望の位置で停止させるため、

ボタンを再度押します。

挟み込み防止機能が繰り返し介入した後に閉じ
る
閉操作が障害によって阻害された場合、ルーフ システ
ムは手で強く押して手動で閉じることができます。

1. 障害物を取り除いてください。
2. ルーフ システムが閉位置で止まるまで、ボタンを

閉じる方向に押し続けてください。

傾斜位置でルーフ システムとサン ブラインド
を開ける。
ルーフ システムを傾斜位置で開けると、サン ブライン
ドは自動的に約 10 cm 開き、手動であっても完全に閉
じることはできません。

キーによるルーフ システムの開閉
ルーフ システムを開く
e 希望の位置になるまでキーの  ボタンを押し続け

ます。

ルーフ システムを閉じる
e 希望の位置になるまでキーの  ボタンを押し続け

ます。
🡆 すべてのウィンドウとルーフ システムが閉じ

ると、ハザード ライトが 1 度点滅します。

ドア ハンドルの近接センサーでルーフ システ
ムを閉じる
b ポルシェ コンフォート アクセス
b キーをズボンのポケットなどに入れて携行してい

る。
e 希望の位置に達するまでドア ハンドルの近接セン

サーを押します。
🡆 すべてのウィンドウとルーフ システムが閉じ

ると、ハザード ライトが 1 度点滅します。

サン ブラインドの開閉操作
リヤ サン ブラインドは、リヤ コントロール パネルを使
用して操作することもできます。
チャイルド プロテクションが有効な場合、リヤ サン ブ
ラインドはオーバーヘッド コンソール スイッチを使用
してのみ操作できます。

図. 31: サン ブラインドの開閉操作

A フロント サン ブラインド
B リヤ サン ブラインド

ボタンには 2–段階の作動位置があります。 この 2 段階
の作動位置は、スイッチを操作する際にはっきりと感じ
取れます。
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警告
警告

第 1 段階 – 手動操作
e 希望の位置に達するまで該当するスイッチを押し

たり引いたりします。
🡆 スイッチから指を離すと、ウィンドウが止ま

ります。

2 段階目 – ワンタッチ操作
1. 2 段目まで該当するボタンを押したり引いたりして

ください。
🡆 サン ブラインドが自動的にいっぱいまで開閉

します。
2. サン ブラインドを希望の位置で停止させるため、

スイッチを再度操作します。

ルーフ システムおよびサン ブラインドを閉じ
る
– ルーフ システムを閉じているときにサン ブライン

ドを閉じると (ワンタッチ操作)、ルーフ システム
がルーフ システム停止位置に達した後、サン ブラ
インドがサン ブラインド停止位置まで閉じます。

– サン ブラインドを閉じているときにルーフ システ
ムを閉じると (ワンタッチ操作)、サン ブラインド
の閉動作は中断されます。 ルーフ システムがルー
フ システム停止位置に達した後、サン ブラインド
がサン ブラインド停止位置まで閉じます。

ルーフ ドライブ メカニズムが故障している場
合のルーフ システムの閉操作
ルーフ システムを修理するには：

e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

ルーフ システムの停止位置およびサン ブライ
ンドの停止位置の保存

挟み込み防止保護無効

ルーフ システムおよびサン ブラインドは、システムの
最大力で閉じます。 そのため、車両の可動部品と固定
車両部品の間に身体の一部が挟まれると、押しつぶされ
る危険があります。
e 閉じるときは、車両の可動部品と固定車両部品の

間に身体の一部が挟まれないように十分注意して
ください。

ルーフ システムの停止位置の保存
b 車両が停止している。
b 作動待機が ON になっている。
1. オーバーヘッド コンソールの (図. 30) を下向きに

長押しします。
🡆 約 10 秒後に停止位置を保存するプロセスが開

始されます。
2. ルーフ システムの動きが完全に止まるまでボタン

を引きます。
🡆 この閉作動と保存のプロセスは最大 45 秒で完

了します。

サン ブラインドの停止位置の保存
b 車両が停止している。
b 作動待機が ON になっている。
b サン ブラインドが閉じている。
e 閉じるには、該当するボタン (図. 31) を押すか引

いた状態で保持してください。
🡆 約 10 秒後に停止位置を保存するプロセスが開

始されます。

サン ブラインドの清掃
挟み込み防止保護無効

ルーフ システムおよびサン ブラインドは、システムの
最大力で閉じます。 そのため、車両の可動部品と固定
車両部品の間に身体の一部が挟まれると、押しつぶされ
る危険があります。
e 閉じるときは、車両の可動部品と固定車両部品の

間に身体の一部が挟まれないように十分注意して
ください。

b 車両が停止している。
b 作動待機が ON になっている。
1. ルーフ システムを全開にします。
2. 可能な限りサン ブラインドを閉じます。
3. サン ブラインド (図. 31) の A ボタンを押します。

🡆 サン ブラインドが 10 秒後に閉じ始めます。
4. サンブラインドが完全に閉じるまで、そのままス

イッチを押し続けてください。
5. 汚れを取り除きます。

清掃機能の終了
e 発進します。

– または –
ルーフ システムを操作します。
– または –
サン ブラインドを操作します。
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セントラル ロック
概要 – 車外からのドアの開閉操作とロッ
ク
この概要は｢セントラル ロック｣の章に記載された詳細
な情報に代わるものではありません。 操作する際は、
この概要のみでなく「安全指示」および「警告」を必ず
お読みください。

図. 32: キー

図. 33: コンフォート アクセス

希望する操作 操作方法 結果 操作箇所

ロック解除 キーを使用する：
e キーの  ボタンを押してください。
ポルシェ コンフォート アクセス装備車：
e ドア ハンドルをしっかり握ってくださ

い。

ハザード ライトが 1 回点滅します。
ドアおよびリヤ リッドを開くことができま
す。

g P. 45

ロック キーを使用する：
e キーの  ボタンを押してください。
ポルシェ コンフォート アクセス装備車：
e ドア ハンドルの近接センサー A

(図. 33) に触れてください。

ハザード ライトが 2 回点滅します。 ドア
とリヤ リッドがロックされ、車内からドア
ハンドルを引いてもドアを 開く ことは で
きません (セーフロック)。

g P. 45
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1. コンフォート アクセス システムは最先端技術です。 しかし、無線キーのキー コードが傍受され、使用されて車両の盗難にあう、といった可能性を完全に排除できていません。

希望する操作 操作方法 結果 操作箇所

人 / 動物を車両に残してロックする
e セーフロックと警報システムの車内モ

ニタリング システムを OFF にします。

キーを使用する：
e キーの  ボタンを 2 回押してください

(約 2 秒以内)。
ポルシェ コンフォート アクセス装備車：
e ドア ハンドルにあるタッチ センサー A

(図. 33) に 2 回触れてください (約 2
秒以内)。

ハザード ライトが 2 回短く点滅し、その後
1 回長く点滅します。
ドアとリヤ リッドがロックされます。
ドアはインナー ドア ハンドルを引くことに
より、車内から開くことができます。 車内
からドア ハンドルを引くと、警報システム
が作動します。

g P. 45

警告システムの警告音を OFF にする e キーの  ボタンを押してください。
– または –
イグニッションを ON にします。

警告音が OFF になります。 g P. 31

セントラル ロッキング システムの使用
インフォメーション

e キーを使用するのは、車両が視界に入っていると
きだけにしてください。

車両装備により、キーを使用して、またはキーを使用せ
ずにポルシェ コンフォート アクセスで、ドアのロック
解除およびロックができます。
車両のロックを解除する際、運転席ドアとフィラー フ
ラップのみを解除するか、または車両全体のロックを解
除するかを指定できます。
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。
選択した設定にかかわらず、両側のドアをロック解除で
きます：

e キーの  ボタンを 5 秒以内に 2 回押してくださ
い。

インフォメーション

車両の工場設定については、この章で説明されていま
す。

ポルシェ コンフォート アクセス 1

ポルシェ コンフォート アクセス装備車は、キーを使用
せずにロックおよびロック解除ができます。 ただし、
常にキーをズボンのポケットなどに入れて携帯する必要
があります。
ドア ハンドルの汚れがひどいと、コンフォート アクセ
ス機能が制限されることがあります。

キーを使用するコンフォート アクセスの解除
第三者による車両の不正なロック解除および始動を防ぐ
ため、キーを使用してコンフォート アクセス機能を一
時的に停止することができます。

e キーのインジケーター ライトが点灯し続けるま
で、ボタン  とボタン  を同時に押します。
🡆 キーのインジケーター ライトが点灯し続けて

いる間は、解除されていることを示していま
す。

キーのボタンを押すと、コンフォート アクセス機能が
自動的に起動します。

e キーを強い電磁波にさらさないでください。 ポル
シェ コンフォート アクセスに悪影響を与える場合
があります。

ドアのロック解除とロック
ドアのロック解除

インフォメーション

車両のロックを解除し、ドアまたはトランク リッドを
45 秒以内に開かなかった場合、車両は自動的に再ロッ
クされます。
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インフォメーション

事故が発生してエアバッグが作動した場合、救助者が車
両に入れるようにするために、車両全体が自動的にロッ
ク解除されます。さらに、ハザード ライトも自動的に
作動します。

キーによるドアのロック解除

図. 34: キーによるドアのロック解除

1.  ボタンを押してください。
🡆 ハザード ライトが 1 回点滅します。

設定によっては、車両のロックが解除されま
す。

2. ドア ハンドルを引いてください。

ドア ハンドルの近接センサーによるドアのロック解
除

図. 35: ポルシェ コンフォートアクセス装備車でのドア ロック
解除

b ポルシェ コンフォート アクセス
b キーをズボンのポケットなどに入れて携行してい

る。

1. 機能を事前に有効にします。

 e  設定  e 車両 e 車両ロック システム e
ドアのロック解除

2. キーを携行して運転席または助手席側のドアに近
づくと、ドア ロックを解除することができます。
ドア ハンドルをしっかり握ってください。作動中
にドア ハンドル前部の近接センサーに触れないで
ください。
🡆 ハザード ライトが 1 回点滅します。

設定によっては、車両のロックが解除されま
す。

3. ドア ハンドルを引いてください。

インフォメーション

バッテリーを節約するために、不要なコンフォート機能
は 次第に OFF になります。その後、キーを使用して車
両のロックを解除できます。

車内からのドアのロック解除

図. 36: ドア パネルのセントラル ロッキング ボタン

e ドア パネルの  ボタンを押してください。
– または –
インナー ドア ハンドルを引いてください。
🡆 すべてのドアとリヤ リッドのロックが解除さ

れます。
インジケーター ライト A (図. 36) が消灯しま
す。

インフォメーション

セーフロック作動で車両をロックした場合、またはエマ
ージェンシー キーを使用して車両をロックした場合に
は、車内からドアを開くことはできません。

車両の自動ロック解除
ドアを開けるか、ドア パネルのセントラル ロッキング
ボタンを押すと、車両が自動的にロック解除されます。
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警告

ドアをロックする
セーフロックの使用（国別仕様による）

車外からドアをロックする

車外からドアをロックすると、車内からドアやウィンド
ウを開くことができなくなります (セーフロック)。その
ため、ロックする前に車両に人または動物が残っていな
いことを確認してください。 ロックされたドアによっ
て緊急時に救助者が車内に入ることが困難になります。
e 車両をロックするときは、車内に人や動物がいな

いことを確認してください。

セーフロック（国別仕様による）を使用すると、車両を
ロックしたときにインナー ドア ハンドルとセントラル
ロッキング ボタンが無効になり、車両に侵入すること
が一層難しくなります。
セーフロックが作動：インナー ドア ハンドルを引い
て、ドアを車内側から開くことはできません。内側から
開けようとした場合、警報システムが発動します。
人や動物を車内に残して車両をロックする場合、セーフ
ロックを解除してください。

キーでドアをロックする
b 作動モード P を選択している。
b すべてのドアが閉じられていること。
e  ボタンを 1 回押してください。

🡆 ハザード ライトが 2 回点滅します。

車両をロックするときのセーフロックの解除
1.  ボタンを 2 秒以内に 2 回押してください。

🡆 ハザード ライトが 2 回短く点滅し、その後 1
回長く点滅します。

ドアはロックされますが、インナー ドア ハン
ドルを引くことにより、車内側から開くこと
ができます。

2. ドアを開いたら警報システムが作動することを、
車内に残る人に伝えてください。

インフォメーション

ドア、ボンネット、またはリヤ リッドが完全に閉じて
いない場合、車両を完全にロックできません。警告音が
鳴り、ハザード ライトは点滅しません。

インフォメーション

車両をロックする際にキーが車内にある場合は、車両が
再度ロック解除されます。何度か警告音が鳴り、ハザー
ド ライトが 4 回点滅します。ドアまたはリヤ リッドを
約 45 秒以内に開かなかった場合、車両はロックされま
す。スペア キーを使用しないとロック解除できなくな
ります。
e 車両をロックするときは、キーが車内にないこと

を確認してください。

ドア ハンドルの近接センサーによりドアをロックす
る

図. 37: ポルシェ コンフォート アクセスによるドアのロック

b ポルシェ コンフォート アクセス
b 作動モード P を選択している。
b キーをズボンのポケットなどに入れて携行してい

る。
b すべてのドアが閉じられていること。
e ドア ハンドルのボタン A (図. 37) をタッチしてく

ださい。
🡆 ハザード ライトが 2 回点滅します。

一時的にドア ハンドルでドアを開けられなく
なります。車両がロックされたかどうかを確
認するには、ドア ハンドルを引いてくださ
い。

車両をロックするときのセーフロックの解除
1. ドア ハンドルのボタン A (図. 37) を 2 秒以内に 2

回押してください。
🡆 ハザード ライトが 2 回短く点滅し、その後 1

回長く点滅します。
ドアはロックされますが、インナー ドア ハン
ドルを引くことにより、車内側から開くこと
ができます。

2. ドアを開いたら警報システムが作動することを、
車内に残る人に伝えてください。

インフォメーション

− ドア、ボンネット、またはリヤ リッドが完全に閉
じていない場合、車両を完全にロックできませ
ん。警告音が鳴り、ハザード ライトは点滅しませ
ん。

− ドアをロックするときはキーを車外に持ち出して
ください。キーが車内にあるとドアをロックでき
ません。
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注意

車内からドアをロックする
b ドアが閉じられていること。
e ドア パネルの  ボタンを押してください。

🡆 すべてのドアとリヤ リッドがロックされま
す。フィラー フラップはロックされません。
インジケーター ライト A (図. 36) が点灯しま
す。
インナー ドア ハンドルを引くことによっての
み、車内からドアを開くことができます。

自動ロック
b 機能が作動していること。
速度が約 15 km/h を超えると、車両は自動的にロック
されます。
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。

ドアを閉じる（ソフト クローズ装備車）
パワー クロージング メカ
ニズム

ドアが押されるかまたはロックに少し引かれる場合、ド
アは自動的にロックされるまで完全に引かれます。
e ドアと車両固定部間に指を挟まないように注意し

てください。
e パワー クロージング メカニズムの可動部品 (ロッ

クのロータリー ラッチ) の近くに物を置いたり、手
足を近づけたりしないでください。

e お子様だけを車内に残さないでください。

ソフト クローズ装備車には、4 つのドアすべてにパワ
ー クロージング メカニズムが備えられています。

e ドアがロックする方向に静かに押し込むか引っ張
ります。
🡆 ドアは自動的に引かれて閉まります。

緊急時の閉作動の中断
e 内側のドア オープナーを引きます。

– または –
外側のドア ハンドルを引きます。

チャイルド ロックの作動 / 解除
リヤ ドアは、車内から開けられないようにロックでき
ます。
チャイルド ロックは、リヤ ドアのロック部分に設置さ
れています。

ソフト クローズ非装備車のチャイルド ロック
機能の作動 / 解除

図. 38: 右リヤ ドアのチャイルド ロック

作動
e エマージェンシー キーを使用して、右リヤ ドアの

チャイルド ロックは反時計回りに約 45°、左リヤ
ドアのチャイルド ロックは時計回りに約 45° 回し
てください。
🡆 チャイルド ロックが作動すると、スロットが

縦位置になります。
リヤ ドアを内側から開くことはできません。

停止
e エマージェンシー キーを使用して、右リヤ ドアの

チャイルド ロックは時計回りに約 45°、左リヤ ド
アのチャイルド ロックは反時計回りに約 45° 回し
てください。
g 32 ページの「キー」の章を参照してください。
🡆 リヤ ドアを内側から開くことができます。

ソフト クローズ装備車のチャイルド ロック機
能の作動 / 解除
チャイルド ロックはチャイルド プロテクションと連動
して作動します。
g 36 ページの「リヤでの操作を無効にする – チャイル
ド プロテクション」の章を参照してください。
チャイルド ロックが故障した場合、インストルメント
クラスターに警告メッセージが表示されます。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

セントラル ロック設定の調整
セントラル ロックの動作の設定は、PCM で調整できま
す。 例：
– ドアのロック解除 (運転席ドアのみ、サイド選択、

すべてのドア)。
– 速度が約 15 km/h を超えると、車両は自動的にロ

ックされます。
– ロック / ロック解除時のドア ミラーの自動格納お

よび復帰

e   e 設定  e 車両 e 車両ロック システム
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ドアの緊急ロック解除および緊急ロック

図. 39: 緊急ロック解除 / 緊急ロックの実行

キーのリモート コントロールが機能しない場合、リモ
ート コントロールなしでもドアのロックおよびロック
解除ができます。

緊急ドア ロック解除の実行
e リヤ ウィンドウの右上にキーを置き、同時に  ボ

タンを押してください。
車両のロックがまだ解除できない場合：

1. キーからエマージェンシー キーを取り外してくだ
さい。
g 32 ページの「キー」の章を参照してください。

2. ドア ハンドルを引いたままにしてください。
3. ワイドハンドルの端部がドアロックの方向に向く

ようにして、エマージェンシー キーを挿入してく
ださい。

4. エマージェンシー キーを、最初に抵抗を感じると
ころまで反時計回りに回してから、回るところま
でさらにしっかり回します。

5. エマージェンシー キーを最初の位置まで戻し、抜
いてください。

6. アラーム システムの作動を回避するため、15 秒以
内にイグニッションを ON にしてください。

インフォメーション

国別仕様により、警報システムが作動するまでの時間が
異なる場合があります。

緊急ドア ロックの実行
1. キーからエマージェンシー キーを取り外してくだ

さい。
g 32 ページの「キー」の章を参照してください。

2. ドア ハンドルを引いたままにしてください。
3. ワイドハンドルの端部がドアロックの方向に向く

ようにして、エマージェンシー キーを挿入してく
ださい。

4. ドアを開けた状態で、エマージェンシー キーを最
初に抵抗を感じるところまで時計回りに回してか
ら、回るところまでさらにしっかり回します。

5. エマージェンシー キーを最初の位置まで戻し、抜
いてください。

6. ドアを閉じてください。
7. 車両がロックされているか確認してください。

インフォメーション

セントラル ロックが故障した場合、セントラル ロッキ
ング システムのすべてのファンクション ロックは運転
席のドア ロックからロックすることができます。
e セントラル ロッキング システムの故障は修理して

ください。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

セントラル ロッキング システムが故障した場合のド
アの緊急ロックの実行
b 助手席ドアおよびリヤ ドアに対して、この手順を

行ってください。
1. ドアを開けます。

図. 40: 緊急ロック解除 / 緊急ロックの実行

2. クリップを外し、カバーを取り外してください。
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開閉操作とロック

警告

図. 41: 助手席ドアの緊急ロック

3. キーからエマージェンシー キーを取り外してくだ
さい。

4. エマージェンシー キーを使用して、キー スイッチ
を車両の外側方向に回してください。

5. カバーを再度取り付けてください。
6. それぞれのドアを閉じます。
7. すべてのドアがロックしているか確認してくださ

い。
🡆 ドアはインナー ドア ハンドルを引くことによ

り、車内側から開くことができます。

インフォメーション

緊急ロック機能は、車両を駐車する際にドアをロックす
る場合にのみ使用してください。
e 運転を開始する前に、ドアのロックを解除してく

ださい。

ラジオ アンテナの取り付け位置
電波による医療技術機器の
障害

車両のアンテナが電波を送信することにより、ペースメ
ーカーや除細動器などの医療機器の機能が損なわれる可
能性があります。
e アンテナから約 22 cm の距離を維持してくださ

い。
e 考えられる障害については、医師またはメーカー

にご相談ください。

図. 42: ラジオ アンテナの取り付け位置

装備によってはラジオ アンテナ A g (図. 42) の数が異
なる場合があります。
g 264 ページの「テクニカル データ」の章を参照して
ください。
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危険

危険

危険

エアコンおよび人間工学
エアバッグ
一般的な安全に関する指示

不適切なシート位置または
適切に収納していない荷物

エアバッグは、乗員全員がシート ベルトを着用して正
しく着席している場合にのみ、保護機能を発揮します。
荷物や手荷物は安全に収納する必要があります。
エアバッグは、衝突の強さおよび角度に応じて作動しま
す。 最適な保護機能を提供するため、エアバッグは非
常に高速で展開する必要があります。 シート ベルトを
着用していない、不適切なシート位置が想定される、ま
たは乗員がエアバッグに近すぎる場合、エアバッグの展
開時に正しく保護効果を発揮できず、ケガや死亡の危険
性があります。
e 常にシート ベルトを着用してください。
e ドライバーや乗員とエアバッグが展開するエリア

との間に、人や動物がいないように、また物がな
いようにしてください。

e ステアリング ホイールは必ずステアリング ホイー
ル リムを握るようにしてください。

e 保護効果を発揮するには、ドライバーや乗員から
エアバッグまで一定の距離が必要です。 シート位
置が不必要にエアバッグに近くならないようにし
ます。

e ドアの内側 (エアバッグが膨らむエリア) にもたれ
かからないでください。

e 走行中、足は常に足元の空間に置いてください。
ダッシュボードやシートの上に足を乗せないでく
ださい。

e ドアの小物入れから中身がはみ出ないようにして
ください。

e 重い荷物をシートの上や前方に積載して輸送しな
いでください。

e ダッシュボードの上に物を置かないでください。
e 走行中はグローブ ボックスを閉じてください。
e シート バックレストには何も掛けないでください

(ジャケットやコート ハンガーなど)。
e ドライバーはこの章で説明している内容を、すべ

ての乗員に理解してもらってください。

エアバッグの機能
エアバッグは、シート ベルトと併用することで衝突時
の乗員の負傷を最小限に抑えるよう設計されています。
正面または側面から衝撃を受けた場合、エアバッグが作
動し、ドライバーや乗員が受ける衝撃を吸収しつつ、頭
部、骨盤、上半身を保護します。
フロント エアバッグは、運転席側のステアリング ホイ
ール パッドの下、助手席側のダッシュボード、運転席
側と助手席側の膝の高さに取り付けられています。
フロント シートのサイド エアバッグは、バックレスト
の側面に取り付けられています。 リヤ シートのサイド
エアバッグ (装備により異なる) はサイド ボルスター内
にあります。
ヘッド エアバッグはサイド ルーフ フレームに取り付け
られています。
それぞれのエアバッグは、衝突の角度や力に応じて作動
します。

作動済みのエアバッグを作
動させることはできませ
ん。

エアバッグは 1 回しか作動できません。
e 作動済みのエアバッグは直ちに取り替える必要が

あります。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

エアバッグの改造による不
具合

手を加えたエアバッグは、保護効果を発揮しません。
エアバッグが不意に作動したり、全く機能しなかったり
する危険があります。 予期しないタイミングでエアバ
ッグが作動すると、重症を負う可能性があります。
e エアバッグ システムの配線や構成部品を改造しな

いでください。
e エアバッグの配線の近くには、アクセサリー類の

配線を取り付けないでください。
e エアバッグ付近にアクセサリーを取り付けたり、

ステッカーなどを貼り付けたりしないでくださ
い。

e シートに保護カバーを装着しないでください。
e エアバッグ構成部品を取り外さないでください。
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助手席エアバッグを OFF にする
助手席エアバッグ OFF

助手席エアバッグを OFF にしたままにしておくと、事
故の際にエアバッグが作動しません。
e チャイルド シートを助手席に取り付けている場合

にのみ、助手席エアバッグを OFF にしてくださ
い。

e チャイルド シートを取り外した後は、必ず助手席
エアバッグを再び ON にしてください。

助手席エアバッグの故障と
作動不良

作動待機が確立されていて助手席エアバッグが OFF の
ときに PASSENGER AIR BAG OFF ライトが点灯しない
場合、システム故障の恐れがあります。
e 助手席にチャイルド シートを取り付けないでくだ

さい。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

g 54 ページの「チャイルド シート」の章を参照して
ください。

故障の認識
エアバッグ システムが故障した場合、インストルメン
ト クラスターの赤いエアバッグ警告灯  によって表示
されます。
次の場合は、必ずポルシェ正規販売店にご相談くださ
い。

– イグニッションを ON にしたときに警告灯が点灯
しない。
– または –
イグニッションが ON のときに警告灯が消灯しな
い。
– または –
走行中に警告灯が点灯する。

ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分
なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の
技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備を
お約束します。

インテリア ライト
インテリア ライトの ON/OFF の切り替え

図. 43: インテリア ライトの操作

A フロント インテリア ライト用ボタン
B 左フロント読書灯用ボタン
C 右フロント読書灯用ボタン
D リヤ インテリア ライト用ボタン (装備によって異な

る)

図. 44: 読書灯の操作
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インテリア ライトの ON/OFF の切り替え
インテリア ライト
e ボタン A (図. 43) または D (図. 43) を押してくだ

さい。

読書灯の ON/OFF の切り替え
フロント読書灯
e ボタン B (図. 43) または C (図. 43) を押してくだ

さい。

リヤ読書灯
e 該当するドアの上のボタン E (図. 43) を押してくだ

さい。

明るさの調節
e 該当するライトのボタンを希望の明るさになるま

で少なくとも 1 秒間押し続けてください。

インテリア ライトの ON / OFF の自動切り替え

e   e 設定  e 車両 e ライトと視界 e インテ
リア ライト e ドアを開いている間作動。

暗い場合、インテリア ライトは以下の状況で ON にな
ります。
– 車両のロックが解除されている場合、またはドア

が開いている場合
– イグニッションを OFF にした後で、運転席シート

ベルトが着用されていない場合
インテリア ライトは以下の状況では、再び OFF になり
ます。
– すべてのドアを閉じた後
– イグニッションを ON にした直後

– 車両をロックした直後
– ON にしてから約 10 分後 (自動)
インテリア ライトの遅延消灯が設定できます。
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。

明るさの調節

e   e 設定  e 車両 e ライトと視界 e インテ
リア ライト e 明るさ。

アンビエント ライトの ON/OFF の切り替
え
アンビエント ライトの ON/OFF の切り替え

1.   e  車両  e コンフォート e アンビエント
ライト

2.  ライトを ON にするを選択します。

アンビエント ライトの色の設定

1.   e  車両  e コンフォート e アンビエント
ライト。

2.  色を選択します。
3. 希望のライトの色を設定してください。

アンビエント ライトの明るさ調節
車室内全体の明るさ設定

1.   e  車両  e コンフォート e アンビエント
ライト。

2.  全体の明るさを選択します。

3. 明るさを希望の値に設定してください。

車内の各エリアの明るさの設定

1.   e  車両  e コンフォート e アンビエント
ライト。

2.  ルーフ、ドア、センター コンソールまたはフッ
トウェルを選択します。

3. 明るさを希望の値に設定してください。
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危険チャイルド シート
一般的な安全に関する指示

チャイルド シートの誤った
使用

チャイルド シートを正しく使用しないと、重傷または
致命傷を負う危険があります。
チャイルド シートが車種に適していない場合、または
チャイルド シートが車両に正しく取り付けられていな
い場合、事故の際に保護効果を十分に発揮できません。
e チャイルド シートに付属の取扱説明書をよく読

み、注意事項を必ず遵守してください。
e チャイルド シートは使用する国の道路交通法規に

従って使用してください。
e ポルシェが推奨するチャイルド シートのみを使用

してください。 ポルシェ推奨のチャイルド シート
は、テストが実施されており、この車両のインテ
リアやお子様の体重グループに適するように調整
されています。 推奨外のチャイルド シートはテス
トされておらず、万一のときに負傷する危険性が
高まります。

e チャイルド シートを助手席で使用するときは、必
ず助手席エアバッグを OFF にしてから行ってくだ
さい。

ポルシェでは、ポルシェ テクイップメント製品のチャ
イルド シートを使用することを推奨いたします。
取り付け方法に関するインフォメーション：
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。
e 国によって異なる基準および規則を遵守してくだ

さい。

助手席のチャイルド シート

助手席エアバッグは、ある程度の体格と体重のある乗員
にのみ保護効果を発揮します。 チャイルド シートを助
手席に取り付けた場合、または乗員が小柄である場合、
助手席エアバッグが作動することにより重傷または致命
傷を負う危険があります。
e 後ろ向きに着座するタイプのチャイルド シートは

使用しないでください。フロント エアバッグが作動
した場合、お子様が致命傷または重傷を負う危険が
あります。

e チャイルド シートを助手席に取り付ける前に、助
手席エアバッグを OFF にする必要があるかどうか
を必ず確認してください。

e 助手席とチャイルド シート システムが確実に接す
るように助手席のバックレスト角度を調節するこ
と。

g 57 ページの「チャイルド シートの正しい取り付け
位置の徹底」の章を参照してください。
g 52 ページの「助手席エアバッグを OFF にする」の章
を参照してください。
e 身長 150 cm 未満または 12 歳未満の子供は、適

切なチャイルド シートがないと乗車することがで
きません。国別の法律を遵守してください。これ
らは異なる場合があります。

e チャイルド シートが取り付けられている場合、シ
ート ヒーターを必ず OFF にしてください。

図. 45: エアバッグ警告ラベル

図. 46: サンバイザーのエアバッグ警告ラベル

e エアバッグ警告と警告標識付きラベル A (図. 46)
を除去したり、汚損したり、判読不能にしたりし
ないでください。

この章の説明は UN-R 14 または UN-R 145 の要件に
準拠しています。

チャイルド シート正しい使用
チャイルドシートは、万一の事故の際に負傷するリスク
を軽減します。そのため、お子様を必ずチャイルドシー
トに乗せてください。
このセクションは、1 つずつ遵守していただく必要のあ
る 3 つの項目に分けられています。

e チャイルド シートを安全に取り付けるため、以下
の 3 つの項目すべてを注意深くお読みください。
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1. 適切な体重およびサイズ グループのチャイルド シ
ートの使用
g 55 ページの「適切な体重およびサイズ グルー
プのチャイルド シートの使用」の章を参照してく
ださい。

2. チャイルド シートは正しい取り付け位置で使用し
てください。
g 57 ページの「チャイルド シートの正しい取り
付け位置の徹底」の章を参照してください。

3. チャイルド シートを確実に固定して取り付けてく
ださい。
g 59 ページの「チャイルド シートの正しい取り
付け」の章を参照してください。

適切な体重およびサイズ グループのチャ
イルド シートの使用
e 適切な体重およびサイズ グループに加えて、チャ

イルド シートが正しく取り付けられており、取り
付け位置が適切であることも確認してください。
g 57 ページの「チャイルド シートの正しい取り
付け位置の徹底」の章を参照してください。
g 59 ページの「チャイルド シートの正しい取り
付け」の章を参照してください。

図. 47: チャイルド シートの ECE ラベルの例

A サイズ グループ
B ｢汎用 (ユニバーサル)｣または｢準汎用 (セミ ユニバー

サル)｣マーク
C 体重グループ

e 準汎用 (セミ ユニバーサル) 認可のチャイルド シー
トの場合は、該当のチャイルド シートに付属す
る、またはインターネットで入手できる適合車種
一覧表を参照してください。

チャイルド シートの体重グループによる分類
グループ 0 および 0 + のお子様：13 kg まで (i-Size シ
ステム、ISOFIX システム、車両のシート ベルトによる
固定)
この体重グループのお子様は、後ろ向きに着座するタイ
プのチャイルド シートを必ず使用してください。この
タイプのチャイルド シートは、可能な限りリヤ シート
に取り付けてください。

体重グループ I のお子様：9～18 kg (i-Size システム、
ISOFIX システム、または車両のシート ベルトによる固
定)
このグループのお子様は、必ず前向きに着座するタイプ
のチャイルド シートを使用してください。特別な状況
に限り、この体重グループのお子様は後ろ向きに着座す
るタイプの特別なチャイルド シートを使用することも
できます。このタイプのチャイルド シートは、可能な
限りリヤ シートに取り付けてください。

体重グループ II のお子様：15～25 kg (車両のシート ベ
ルトによる固定)
このグループのお子様は、必ず前向きに着座するタイプ
のチャイルド シートを使用してください。このタイプ
のチャイルド シートは、可能な限りリヤ シートに取り
付けてください。

体重グループ III のお子様：22～36 kg (車両のシート ベ
ルトによる固定)
このグループのお子様は、必ず前向きに着座するタイプ
のチャイルド シートを使用してください。このタイプ
のチャイルド シートは、可能な限りリヤ シートに取り
付けてください。

チャイルド シートのサイズ グループによる分
類
A ISO/F3：前向き、フルサイズ チャイルド シート
B ISO/F2：前向き、小型サイズ チャイルド シート
B1 ISO/F2X：前向き、小型サイズ チャイルド シート
B2 ISO/B2: バックレスト付き前向き i-Size ブースタ

ー シート
C ISO/R3：後ろ向き、フルサイズ チャイルド シート
D ISO/R2：後ろ向き、小型サイズ チャイルド シート
D1 ISO/R2X：後ろ向き、小型サイズ チャイルド シー

ト
E ISO/R1：後ろ向き、乳幼児用チャイルド シート
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F ISO/L1：左向きチャイルド シート (ベビー キャリ
ア)

G ISO/L2：右向きチャイルド シート (ベビー キャリ
ア)

バックレスト装備または非装備のブースター シート
ISO/B2：前向きチャイルド シート (バックレスト装備
または非装備のブースター シート)、減少幅 440 mm
ISO/B3：前向きチャイルド シート (バックレスト装備
または非装備のブースター シート)、全幅 520 mm

e チャイルド シートの適用範囲、および使用するチ
ャイルド シートのメーカーの取り付けおよび取扱
説明書を遵守してください。

体重およびサイズ グループの概要
この表は利用可能なチャイルド シート サイズの概要を
示しています。推奨する取り付け方法を示しているわけ
ではありません。

体重グループ チャイルド シ
ートの位置

サイズ グルー
プ /ISOFIX グ
ループ

グループ 0
0 ～ 10 kg

左向き F/L1

右向き G/L2

後ろ向き E/R1

グループ 0+
0 ～ 13 kg

後ろ向き

C/R3

D/R2

E/R1

グループ I
9 ～ 18 kg

前向き
A/F3

B/F2

体重グループ チャイルド シ
ートの位置

サイズ グルー
プ /ISOFIX グ
ループ

B1/F2X

後ろ向き
C/R3

D/R2

グループ II
15 ～ 25 kg

前向き —

グループ III
22 ～ 36 kg

前向き —

i-Size チャイル
ド シート

後ろ向き –/R2X

前向き –/B2, F2X

ブースター シ
ート

前向き –/B2, B3
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1. シート 5 は、リヤ シート 3 席装備車でのみ使用可能で、車両のシートベルトで固定されるチャイルド シートの取り付けのみに適しています。

チャイルド シートの正しい取り付け位置の徹底
e 適切な取り付け位置に加えて、チャイルド シート

が正しい体重およびサイズ グループで、正しく取
り付けられていることを確認してください。
g 55 ページの「適切な体重およびサイズ グループ
のチャイルド シートの使用」の章を参照してくだ
さい。
g 59 ページの「チャイルド シートの正しい取り
付け」の章を参照してください。

下表は、ECE-R16 規格に従ってチャイルド シートを使
用する方法の概要です。

図. 48: ISOFIX および i-Size のシンボル

A ISOFIX チャイルド シートのアタッチメントのシンボ
ル（国によって異なる）

B i-Size チャイルド シートのアタッチメントのシンボ
ル（国によって異なる）

i-Size および ISOFIX はチャイルド シート用の標準化さ
れたアンカー システムです。使用できるかどうかは国
によって異なります。ECE-R 129 および ECE-R 44 に
準拠して承認された ISOFIX チャイルド シートおよび i-
Size チャイルド シートは、i-Size のアンカー ポイント
に取り付けることができます。

図. 49: リヤ シート 3 席装備車にチャイルド シートを取り付け
るためのシート番号

A リヤ シート 3 席装備の左ハンドル車

B リヤ シート 3 席装備の右ハンドル車

図. 50: リヤ シート 2 席装備車にチャイルド シートを取り付け
るためのシート番号

A リヤ シート 2 席装備の左ハンドル車
B リヤ シート 2 席装備の右ハンドル車

i-Size システムによる固定 シート ベルトによる固定 ISOFIX システムによる固定

シート番号に応じて許容される取り付け
位置

なし 3、4、51 および 6 4 および 6
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1. 助手席エアバッグを OFF にする必要があるかどうかを必ず確認してください。
2. この取り付け位置は、サポート レッグ付きのチャイルド シートの取り付けに適しています。
3. この取り付け位置は、サポート レッグ付きのチャイルド シートの取り付けに適して いません 。
4. 可 ISOFIX マウント ブラケットによる固定（国別仕様および装備による）
5. シート ベルトによる固定

チャイルド シート取り付けのためのシート番号 1 3 1 4 2 5 3 6 2

シート ベルトによる固定 いいえ はい はい はい はい

ISOFIX の取り付け位置 いいえ はい 4 はい いいえ はい

i-Size の取り付け位置 いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

横向きのチャイルド シート いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

適切な後ろ向きチャイルド シートで最大のもの いいえ R2X R2/R3 R25 R2/R3

適切な前向きチャイルド シートで最大のもの いいえ F2X F3 F25 F3

適切なチャイルド シートで最大のもの（バックレスト装備または非装備のブ
ースター シート）（B2/B3）

いいえ B3 B3 B3 B3

いいえ シートはこのグループのチャイルド シートの取り付けに適していません。
g 59 ページの「チャイルド シートの正しい取り付け」の章を参照してください。

助手席へのチャイルド シートの取り付けの概要
汎用（U）または「準汎用」（L）認定カテゴリーのチャイルド シートを助手席に取り付ける場合、下記の表を使用して、助手席エアバッグを OFF にする必要があるかどうか
を確認してください。
認定カテゴリーの詳細については、チャイルド シートにあるオレンジ色の認証マークを参照してください。
X： シートはこのグループのチャイルド シートには適していません。
U / L： ｢汎用｣または｢準汎用｣認定カテゴリーのチャイルド シートで、大人用シート ベルトで固定され、このグループでの使用が認定されているものに適しています。
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危険

グループ 助手席エアバッグ ON 助手席エアバッグ ON

グループ 0：
0～10 kg

X U / L

グループ 0+：
0～13 kg

X U / L

グループ I：
9～18 kg

X U / L

グループ I：
9～18 kg

U / L U / L

グループ II：
15～25 kg

U / L U / L

グループ III：
22～36 kg

U / L U / L

チャイルド シートの正しい取り付け
e チャイルド シートは、適切に取り付けることに加

えて、体重、サイズ グループ、および取り付け位
置が適切であることも確認してください。
g 55 ページの「適切な体重およびサイズ グループ
のチャイルド シートの使用」の章を参照してくだ
さい。
g 57 ページの「チャイルド シートの正しい取り付
け位置の徹底」の章を参照してください。

e チャイルド シートが取り付けられている場合、シ
ート ヒーターを必ず OFF にしてください。

ベビー キャリア
サイズ分類 F および G の左向きまたは右向きタイプの
チャイルド シート (ベビー キャリアなど) は、通常いか
なるシートにも使用しないでください。
g 57 ページの「チャイルド シートの正しい取り付け位
置の徹底」の章を参照してください。
ポルシェでは、ポルシェ テクイップメント製品のチャ
イルド シートを使用することを推奨いたします (例：
Porsche Babyseat ISOFIX G0+)。

助手席エアバッグの ON/OFF の切り替え
助手席エアバッグ OFF

助手席エアバッグを OFF にしたままにしておくと、事
故の際にエアバッグが作動しません。
e チャイルド シートを助手席に取り付けている場合

にのみ、助手席エアバッグを OFF にしてくださ
い。

e チャイルド シートを取り外した後は、必ず助手席
エアバッグを再び ON にしてください。
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情報

危険

危険

図. 51: 助手席エアバッグを OFF にする

b イグニッションが OFF になっている。
1. グローブ ボックスを開いてください。
2.

キー スイッチおよびエアバッグ システムが損傷す
る危険があります。
e エマージェンシー キーは必ず、キー スイッチ

にいっぱいまで押し込んでから回してくださ
い。
キー スイッチはさほど大きな力をかけなくて
も回せるはずです。

e 助手席エアバッグは、イグニッションが OFF
のときにのみ、ON または OFF に切り替えて
ください。

キーからエマージェンシー キーを取り外してくだ
さい。
g 32 ページの「キー」の章を参照してください。

3. エマージェンシー キーをキー スイッチにいっぱい
まで押し込んでください。

4. 助手席エアバッグの不意
の作動により重傷または
致命傷を負う危険

キー スイッチにエマージェンシー キーを挿入した
まま走行した場合、振動によってエマージェンシ
ー キーが不意に回転し、エアバッグが作動する恐
れがあります。
e エマージェンシー キーをキー スイッチに挿入

したまま走行しないでください。

エマージェンシー キーを回し、助手席エアバッグ
を OFF (スイッチ位置 OFF) または ON (スイッチ位
置 ON) にしてください。

5. エマージェンシー キーをキー スイッチから抜き取
ってください。

6. グローブ ボックスを閉じます。

PASSENGER AIR BAG OFF/ON インジケータ
ー
助手席エアバッグ OFF/ON インジケーターは、オーバ
ーヘッド コンソールにあります。
OFF 2 ライト作動点検

イグニッションを ON にすると、ライト
作動点検のために PASSENGER AIR BAG
OFF/ON インジケーターが約 5 秒点灯し
ます。

2 助手席エアバッグ OFF
助手席エアバッグを OFF にすると、イグ
ニッションが ON のときやエンジンが作
動しているときは、PASSENGER AIR
BAG OFF インジケーターが継続的に点灯
します。

助手席エアバッグ ON
助手席エアバッグを ON にすると、イグ
ニッションが ON のときは PASSENGER
AIR BAG ON インジケーターが点灯し、
約 1 分後に消灯します

助手席エアバッグの故障と
作動不良

作動準備が確立されて助手席エアバッグを OFF にした
ときに PASSENGER AIR BAG OFF インジケーターが点
灯しない場合は、システムに不具合が生じている可能性
があります。
e 助手席にチャイルド シートを取り付けないでくだ

さい。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

i-Size または ISOFIX システム付きチャイルド
シートの取り付け
g 55 ページの「適切な体重およびサイズ グループのチ
ャイルド シートの使用」の章を参照してください。

e チャイルド シート システムに付属の取扱説明書を
よく読み、注意事項を必ず遵守してください。
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助手席へのチャイルド シートの取り付け

図. 52: 助手席シートの ISOFIX アンカー システム (装備により
異なります)

ISOFIX チャイルド シート用アンカー システムのリテー
ニング ラグ A (図. 52) の位置を示すマークは、リヤ シ
ートのバックレストおよび助手席のシート面の間にあり
ます (国別仕様により異なります)。
1. エマージェンシー キーを使用して、助手席エアバ

ッグを OFF にしてください。
🡆 オーバーヘッド コンソールの助手席エアバッ

グ OFF 警告灯が点灯します。
2. チャイルド シートを付属の説明書に従ってリテー

ニング ラグ A (図. 52) に固定してください。
3. チャイルド シートを引っ張って、両側のアンカー

ポイントが確実に固定されているか点検してくだ
さい。

リヤ シートへのチャイルド シートの取り付け

図. 53: リヤ シートの ISOFIX アンカー システム

チャイルド シート用 ISOFIX アンカー システムのリテ
ーニング ラグ A (図. 53) の位置を示すマークは、シー
ト面にあります。
1. チャイルド シートを付属の説明書に従ってリテー

ニング ラグ A (図. 53) に固定してください。
2. チャイルド シートを引っ張って、両側のアンカー

ポイントが確実に固定されているか点検してくだ
さい。

ISOFIX トップ テザー付きチャイルド シートの
取り付け

図. 54: リヤ シート 2 席装備車： ISOFIX リテーニング ラグ (ト
ップ テザー) の固定位置

図. 55: リヤ シート 3 席装備車: ISOFIX リテーニング ラグ (トッ
プ テザー) の固定位置

e ISOFIX トップ テザー付きチャイルド シートを使用
する場合は、トップ テザーをリヤ シート後部の固
定位置に装着してください。
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図. 56: ISOFIX リテーニング ラグ (トップ テザー) 付きチャイル
ド シートの取り付け

図. 57: ISOFIX トップ テザーの取り付け

1. チャイルド シートを付属の説明書に従ってリテー
ニング ラグ A (図. 56) に固定してください。

2. チャイルド シートを引っ張って、両側のアンカー
ポイントが確実に固定されているか点検してくだ
さい。

3. ISOFIX トップ テザー B (図. 56) をヘッドレストに
通してください。

4. ISOFIX トップ テザー B (図. 56) をバックレスト後
方の固定箇所に取り付け、トップ テザーを締め付
けてください。
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1. 必要条件： 4 ゾーン エアコン

図. 58: 概要 – フロント エアコン

エアコン システム (2-/4- ゾーン エア
コン)
概要 – エアコン
フロント コントロール パネル
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありませ
ん。 操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」
および「警告」を必ずお読みください。

希望する操作 操作方法 操作箇所

オート モードを ON にする 左側はボタン C (図. 58)、右側はボタン G (図. 58) を押
してください。

g P. 67

温度の設定 左側はボタン A (図. 58)、右側はボタン H (図. 58) を押
してください。

g P. 67

オート モードで風量を設定する  e  エアコン   e g P. 67

フットウェル温度の設定 1  e  エアコン  e g P. 67

風量を設定する 左側はボタン B (図. 58)、右側はボタン I (図. 58) を押
してください。

g P. 67

送風口を調節する  e  エアコン  e 、  または g P. 67

センター エア ベントを調節する  e  エアコン  g P. 67

フロント ウィンドウ デフロスター ボタン D (図. 58) を押してください。 g P. 67

リヤ ウィンドウ ヒーターおよびドア ミラー ヒーターを
ON にする

ボタン E (図. 58) を押してください。 g P. 67
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希望する操作 操作方法 操作箇所

手動で内気循環モードを ON にする ボタン F (図. 58) を押してください。 g P. 66
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図. 59: 概要 – リヤ エアコン

リヤ コントロール パネル (4 ゾーン エアコン)
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありません。 操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」および「警告」を必ずお読みください。

希望する操作 操作方法 操作箇所

オート モードを ON にする 左側はボタン C (図. 59)、右側はボタン D (図. 59) を押
してください。

g P. 66

温度の設定 左側はボタン A (図. 59)、右側はボタン E (図. 59) を押
してください。

g P. 67

オート モードで風量を設定する ボタン  e g P. 67

風量を設定する 左側はボタン B (図. 59)、右側はボタン F (図. 59) を押
してください。

g P. 67

送風口を調節する ボタン  e 、  または g P. 67

センター エア ベントを調節する ボタン  e  エアコン  g P. 67
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作動原理
オート モードでは、車内温度、日射量、空気の状態な
ど、様々な環境条件に応じて、エアコン システムが送
風口や送風量を完全に全自動で制御します。
イグニッションを ON にすると、どのキーが使用された
かに関わりなく LastMode (最後に選択した設定) のエ
アコンの設定が呼び出されます。
エアコン システムの設定を手動で調整すると、オート
モードが直ちに解除されます。
エアコン システムは、センター コンソールのボタンお
よびダッシュボードと後部のタッチ ディスプレイを介
して操作することができます (装備により異なります)。
エアコン システムは、ウィンドウを閉じた状態で最も
効果的に作動します。
車内に熱がこもっている場合：
e ウィンドウを開けて車内を短時間換気します。
外気温度および湿度によっては、除湿した水分により車
両下部に水たまりができることがあります。 これは正
常な状態であり、故障ではありません。
バッテリー電圧が低すぎると、最初エアコン機能が制限
され、その後 OFF になります。

2 ゾーン エアコン
オート エアコンの温度、風速、送風口、およびタイプ
は、左および右の空調エリアに対して個別に設定できま
す。

4 ゾーン エアコン
オート エアコンの温度、風速、送風口、およびタイプ
は左前、右前、左後、および右後の空調エリアに対して
個別に設定できます。

エアコンの ON/OFF の切り替え
車両全体のエアコンの ON/OFF の切り替え
ダッシュボードのタッチ ディスプレイ：

e   e  エアコン  e OFF

リヤ エアコン システムの ON/OFF の切り替え
リヤのタッチ ディスプレイ：

e  ボタン  e  エアコン   e OFF
リヤの空調エリアへの風量を少なくしたり、リヤ エア
コン システムを OFF にしたりしても、フロントの空調
エリアの快適性は向上しません。

オート モードを ON にする
フロントおよびリヤの空調エリアは、個別にオート モ
ードに切り替えることができます。

e フロントまたはリヤのコントロール パネルにあ
る、該当する空調エリアのボタン  を押し
てください。
🡆 ボタン  のインジケーター ライトが点

灯します。 風速および送風口が自動的に制御
されます。

必要であれば、自動システムを手動で制御できます。
手動で設定を変更すると、その機能の設定を再度変更す
るか、または  ボタンを押すまで設定が維持さ
れます。

冷房機能の ON/OFF の切り替え
冷房機能は空気を冷却し、乾燥させます。
オート モードでは、冷房機能が常に ON になります。
冷房の出力は自動制御されます。

e   e  エアコン  e A/C
🡆 冷房機能は ON または OFF に切り替えるこ

とができます。

最大冷房出力の ON/OFF の切り替え – A/C
MAX モード
A/C MAX モードでは、最大出力で車内が冷却されま
す。

図. 60: A/C MAX モードの起動と停止

最大冷房出力を ON にする
e  ボタンを押してください。

🡆 ボタンのインジケーター ライトが点灯する
か、消灯します。
A/C MAX モードが ON または OFF です。
– または –

e   e  エアコン  e A/C 最大
🡆 A/C MAX モードが ON または OFF です。
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情報

リヤのタッチ ディスプレイで最大冷房出力の
ON/OFF を切り替える
b エグゼクティブ車両

e  ボタン  e  エアコン   e A/C
最大
🡆 最大出力で車内が冷却されます。 ここで

は、リヤの空調ゾーンに注目します。

エアコン システムの操作
温度の設定
温度は 16 ºC～29.5 ºC の範囲に設定できます。推奨：
22 °C
温度を一時的に低くまたは高く設定しても、車内が設定
温度まで下がる、または上がる時間が短くなるわけでは
ありません。

インフォメーション

E ハイブリッド車両：E-POWER 走行プログラムでは、
電動走行可能距離向上のため外気温度の低い状態（約
0 ºC 以下）でのヒーター出力が減少します。そのた
め、車内がなかなか温まらないなど、快適性に限界が生
じる可能性があります。
別の走行プログラムを選択することによって、最大ヒー
ター出力が可能です。

g 109 ページの「モード スイッチでの走行プログラム
の選択」の章を参照してください。

図. 61: フロントの温度および風量の設定

図. 62: リヤの温度および風量の設定（4 ゾーン エアコン）

温度を上げる / 下げる
e 該当する空調エリアのボタン  を押して

調節してください。
🡆 選択した温度は、該当する空調エリア用ボタ

ンの上にあるディスプレイに表示されます。
ディスプレイに LO または HI が表示された場合、エア
コンは冷房（LO）または暖房（HI）の最大出力で作動
しています。このときオート モードは OFF になりま
す。
1 つの空調エリアが LO または HI に設定されている場
合、車両のすべての空調エリアも LO または HI に切り
替わります。

風量の調整
送風量を上げる / 下げる
e 該当する空調エリアのボタン  を押して調節して

ください。
🡆 設定した風量はボタン  の上のバー ディス

プレイに表示されます。バーの数が多くなる
ほど、車室内への風量が多いことを示しま
す。

 ボタンを押すと、オート モードに戻ります。
エアコン ディスプレイに OFF と表示されるところまで
すべての空調エリアの風量を少なくすると、外気導入に
よる送風が停止し、エアコン システムが OFF になりま
す。

風量 OFF による視界の低
下

風量設定を OFF にすると、ウィンドウが曇りやすくな
ります。
e 風量を再び強くしたい場合、  ボタンを上方向に

押すか、オート モードに戻してください。

エア ベントの調整
エア ベントは手動で開閉することができ、ダッシュボー
ド内とドア ピラー上にあります。送風方向も調節可能
です。
前部と後部（装備による）のセンター エア ベントは、
タッチ ディスプレイによって電子的にのみ調節できま
す。

エア ベントを損傷する恐れがあります
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e エア ベントに物（携帯電話クレードルや差し込み
式のエア フレッシュナーなど）を挟まないでくだ
さい。

e 電動エア ベントは、タッチ ディスプレイでのみ調
節できます。

e エア ベントの電動調節を妨害しないでください
（スラットの動きを妨げるなど）。

g 68 ページの「センター エア ベントを調節する」の
章を参照してください。

エア ベントの開閉
e エア ベントの刻み付きホイールを回してくださ

い。

風向の変更
e ルーバーの角度を調節して希望の方向に風を送る

ことができます。

外気の取り入れを可能にする
e フロント ウィンドウとボンネットの間の外気導入

口を雪、氷、木の葉などが塞がないようにしてく
ださい。

センター エア ベントを調節する
センター エア ベントの ON/OFF 切り替え

1.   e  エアコン  
2. センター エア ベント  を選択します。

個別の気流方向の調節

図. 63: フロントの風向の変更

1.   e  エアコン   e 送風
🡆 調節可能なエア ベントは、PCM に白い〇印

で示されています。
2. 目的のエア ベントを選択します。

🡆 選択したエア ベントが赤色に変わります。

3. エア ベントを希望の方向に調節します。

センター エア ベントの開閉および送風の調節

1.   e  エアコン   e 送風
🡆 調節可能なエア ベントは、PCM に白い〇印

で示されています。
2. 目的のエア ベントを選択します。

🡆 エア ベントを調節するためのスライダーが
表示されます。
選択したエア ベントが赤色に変わります。

3. スライダーを使用して、エア ベントの開き具合
を調節します。

送風口を調節する
フロントの送風口の調節

1.   e  エアコン  e 、  ですか？あるいは で
すか？

2. 該当する空調エリアの送風口を選択してくださ
い。

フロント ウィンドウおよびサイド ウィンドウへの
送風を開始します。
中央および左右エア ベントからの送風を開始しま
す。
フットウェルへの送風を開始します。

リヤ送風口を手動で調節する

1.  ボタンを押してください 
2. 該当する空調エリアの送風口を選択してくださ

い。
センター エア ベントおよびドア ピラーのベントか
らの送風を開始します。
足元およびドア ピラーのベントからの送風を開始
します。

アッパー換気パネルの調節

図. 64: アッパー ベンチレーション パネル

ダッシュボード上にあるベンチレーション パネルでも
車内への補助的な換気ができます。換気パネルは、個別
に ON/OFF を切り替えることができます。エアコン シ
ステムは送風量を自動的に調整します。ベンチレーショ
ン パネルのコントロールを使用して送風方向を設定す
ることができます。
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警告
e  e  エアコン   e ベンチレーション e  e

 を選択します。

エアコンの種類の設定
オート モードでは各空調エリアのために 3 段階で送風
の強さを調節できます。

1.   e  エアコン  e
2. 該当する空調エリアに、希望するタイプのエアコ

ンを選んでください。

Eco モードの ON/OFF の切り替え
Eco モードが ON の場合、エアコン システムは最大燃
料効率で作動します。燃料消費を低減させるために、車
両の快適性を低下させる場合があります（たとえば、車
室内が暖まるまで、または冷えるまで時間がかかるな
ど）。

ダッシュボードのタッチ ディスプレイ：

e   e  エアコン  e A/C ECO

フットウェル温度の設定
ダッシュボードのタッチ ディスプレイ：
対象：4 ゾーン エアコン装備車
フロント空調エリアでは、全体の室内温度とは別に、フ
ットウェル温度を個別に設定できます。

1.   e  エアコン  e
2. 該当する空調エリアでの希望するフットウェル温

度を選択してください。

イオナイザーの ON/OFF の切り替え
対象：イオナイザー装備車
イオン発生機は、空気の状態が悪い地域 –大都市など–
において車室内の空気の状態を向上させることができま
す。
イオン発生機は無臭です。

1. センター ベントを開けます。

2.   e  エアコン   e 空気質 e
イオナイザーが ON になっています。
イオナイザーが OFF になっています。

自動内気循環の ON/OFF の切り替え
自動内気循環モードでは、空気の状態に応じて自動的に
外気導入と内気循環を切り替えます。外気温度が約
5 ℃を下回ると、ウィンドウの曇りを防止するため、内
気循環モードが自動的に停止します。

ダッシュボードのタッチ ディスプレイ：
b 対象：イオナイザー装備車

e  e  エアコン   e 空気質 e
自動内気循環モードが ON になっています。
自動内気循環モードが OFF になっています。

ダッシュボードのタッチ ディスプレイ：
b 対象：イオナイザー非装備車

e  e  エアコン   e 送風 e
自動内気循環モードが ON になっています。
自動内気循環モードが OFF になっています。

内気循環モードの ON/OFF の手動切り替え
手動内気循環モードでの視
界の低下

手動内気循環モードを長時間 ON にすると、ウィンドウ
が曇る恐れがあります。 外気が導入されないため、倦
怠感を引き起こし、集中力が低下する恐れがあります。
e 手動内気循環モードは長時間 ON にしないでくだ

さい。

図. 65: 内気循環モードの ON/OFF の切り替え

手動で内気循環モードを ON にする
e  ボタンを押してください。

🡆 内気循環モードを ON にすると、  ボタ
ンが赤く点灯します。

インフォメーション

手動または自動で冷房機能を OFF にすると、約 5 分後
に内気循環モードが停止します。
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手動で内気循環モードを OFF にする
b 対象：イオナイザー装備車
e  ボタンを押してください。

– または –
 ボタンを押してください。

– または –

 e  エアコン   e 空気質 e
手動で内気循環モードを OFF にする
b 対象：イオナイザー非装備車
e  ボタンを押してください。

– または –
 ボタンを押してください。

– または –

 e  エアコン   e 送風 e

車両全体のエアコン設定の調節 – SYNC モード
ダッシュボードのタッチ ディスプレイで SYNC モー
ドの ON/OFF を切り替える

e  e  エアコン   e 同期
🡆 SYNC モードを ON または OFF にします。

SYNC モードが作動すると、他の空調エリ
アの表示値が運転席の値に変わります。

後部のタッチ ディスプレイで SYNC モードの ON/
OFF を切り替える
b エグゼクティブ車両

e  ボタン  e  エアコン   e SYNC
🡆 SYNC モードを ON または OFF にします。

SYNC モードが作動すると、他の空調エリ
アの表示値が右リヤ空調エリアの値に変わ
ります。

ドライバーが一人で乗車する場合の推奨エアコ
ン設定
e 車室内の快適性を最大限に高めるには、ダッシュ

ボードのタッチ ディスプレイで SYNC モードを
ON にしてください。

4 ゾーン エアコン： リヤ空調エリアへの風量を少なく
したり、リヤ エアコン システムを OFF にしたりして
も、フロント空調エリアの快適性は向上しません。

リヤ最適化エアコンの ON/OFF の切り替え
b エグゼクティブ車両

e  ボタン  e  エアコン   e リヤ
プラス
🡆 リヤのエアコン コンフォートは最適化され

ています。

リヤ空調エリアをフロントから設定する
4 ゾーン オート エアコンでは、ダッシュボードのタッ
チ ディスプレイを使用してリヤ空調エリアを調節でき
ます。

1.  エアコン   e 後部
2. 必要に応じて設定を調節します。

グローブ ボックスの冷房

図. 66: グローブ ボックスの開放空気口

e グローブ ボックスを冷やすには、エア ベントを矢
印の方向に開きます。
🡆 冷気は直接グローブ ボックスに送り込まれま

す。
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フロント ウィンドウ、リヤ ウィンドウ、
ミラー ヒーターの操作
フロント ウィンドウ デフロスター

図. 67: フロント ウィンドウ デフロスター

デフロスト モードを ON にする
e  ボタンを押してください。

🡆 ボタンのインジケーター ライトが点灯しま
す。
フロント ウィンドウおよびフロント サイド ウ
ィンドウへの送風を開始します。
なるべく早くフロント ウィンドウの曇りまた
は霜を取ります。

デフロスター モードでは、リヤへのエアの供給が状態
に応じて制御されており、曇りを取り除く効果を最大に
します。
4–ゾーン エアコン： リヤのエアコン コントロール パ
ネルが無効です。

デフロスト モードを OFF にする
e  ボタンを押してください。

🡆 ボタンのインジケーター ライトが消灯しま
す。

リヤ ウィンドウ ヒーターおよびドア ミラー ヒ
ーターの ON/OFF の切り替え

図. 68: リヤ ウィンドウ ヒーター / ドア ミラー ヒーター ボタン

リヤ ウィンドウ ヒーターおよびドア ミラー ヒーター
を ON にする
b エンジンが作動している。
e  ボタンを押してください。

🡆 ボタンのインジケーター ライトが点灯しま
す。

リヤ ウィンドウ ヒーターおよびドア ミラー ヒーター
を OFF にする
e  ボタンを押してください。

🡆 ボタンのインジケーター ライトが消灯しま
す。

リモートエアコンのタイマーおよびプレ
クーリング/ヒーティングの使用
エンジンの余熱の利用 – REST モード

図. 69: REST モードの作動および停止

イグニッションを OFF にしてから最大 20 分間は、作
動温度に達しているエンジンの余熱を利用して車内を暖
めることができます。

b イグニッションを OFF にする
e フロント コントロール パネルのボタン

 を押してください。
🡆 ボタンのインジケーター ライトが点灯しま

す。REST モードではエアコン システムの設
定を変更できません。

e 機能を停止するには、フロント コントロール パネ
ルのボタン  をもう一度押し
ます。
🡆 ボタンのインジケーター ライトが消灯しま

す。
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警告

注意

エアコン タイマーおよびプレクーリング / ヒ
ーティングの使用（E ハイブリッド）
プレクール / ヒート タイマーの作動および停止
車両プラグが挿入されていなくても、車内温度はプレク
ール / ヒート タイマーを使用して選択した時間までに
事前に調節できます（冷房/暖房）。
タイマーは 1 回（シングル タイマー）または定期的
（反復タイマー）のいずれかに設定可能です。補助ヒー
ターのタイマーは、3 つまでプログラム設定できます。
b 高電圧バッテリーが十分に充電されている（最低

10 %）。
b 燃料タンクの残量が少なくない。

1.   e  エアコン   e リモート AC
2. リモートエアコンのプランにチェックマークを付

けます。
3. 出発時刻をタッチして希望の時間を設定します。
4. 希望の日付を設定するには、日付をタッチしま

す。
5. 希望のタイマーを繰り返すには、繰り返すにチェ

ックマークを付け、曜日をタッチします。希望の
曜日を選択します。

選択されたエアコン設定は、プログラムされた時間の最
大 10 分後まで維持されます。イグニッションが ON の
場合、風量、送風方向および温度を個別に調節すること
ができます。

プレクール / ヒート タイマーの停止

1.   e  エアコン   e リモート AC
2. リモートエアコンのプランのチェックマークを外

します。

この操作を行っても、すでに開始されているリモートエ
アコンが停止されることはありません。

プレクーリング / ヒーティングを ON にする
プレクーリング / ヒーティングは、内燃エンジンが作動
していない状態でも、車内を暖めたり冷したりするのに
使用することができます。

1.   e  エアコン   e リモート AC
2.  リモート AC エアコン をタップします。
🡆 プレクーリング / ヒーティングを ON にすると、

電動走行可能距離が減少します。
車両が走行可能状態で、停車している場合、プレ
クーリング / ヒーティングは 30 分後までに OFF
になります。

インフォメーション

車内プレクーリング / ヒーティングは、イグニッション
を OFF のままにして使用すると、最も効率的に動作し
ます。

プレクーリング / ヒーティングを OFF にする

1.   e  エアコン   e リモート AC
2.  リモート AC エアコン をタップします。
🡆 リモートエアコン タイマーによって開始されたプ

レクーリング/ヒーティングも停止されます。

ステアリング ホイール
ステアリング ホイールの調節

運転中のステアリング ホイ
ールの調節

走行中にステアリング ホイールを調節すると、ステア
リング ホイールが必要以上に移動する可能性がありま
す。 運転操作を誤る恐れがあります。
e 運転中はステアリング ホイールの調節を行わない

でください。

メモリー設定の予期せぬ呼
び出し

ステアリング ホイールの調節中に可動範囲に人や動物
がいると、身体の一部が挟まれる恐れがあります。
e お子様だけを車内に残さないでください。

ステアリング ホイールの手動調節

図. 70: ステアリング ホイールの手動調節用レバー

1. ドライバーから離して、レバーを下方に回転させ
てください。

2. ステアリング ホイールを垂直および平行に動か
し、ステアリング ホイールの位置をバックレスト
の傾斜や着座位置に合わせます。
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3. ステアリング ホイールが確実に固定されるまで、
レバーをドライバーに向かって元の位置まで戻し
てください。

ステアリング ホイールの電動調節

図. 71: ステアリング ホイール調節用スイッチ

e ステアリング コラム下に取り付けられているスイ
ッチを前後上下に動かして、ステアリング ホイー
ルを希望の位置に調節してください。

ステアリング ホイール設定の保存
ステアリング ホイール設定の保存と呼び出しに関する
詳細なインフォメーション:
g 74 ページの「パーソナル設定」の章を参照してく
ださい。

マルチファンクション ステアリング ホイ
ールによるインストルメント クラスター
の操作
インストルメント クラスターの操作に関する詳細なイ
ンフォメーション：
g 148 ページの「インストルメント クラスターの操
作」の章を参照してください。

ステアリング ホイール ヒーターの ON/
OFF の切り替え

図. 72: ステアリング ホイール ヒーター ボタン

b エンジンが作動している。
e インストルメント クラスターにメッセージが表示

されるまで、センター ステアリング ホイール スポ
ークのボタン (図. 72) を押します。
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パーソナル設定
概要 –
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありません。 操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」および「警告」を必ずお読みください。

図. 73: 運転席ドア メモリー ボタン (運転席およびコンフォート メモリー パッケージ)

図. 74: 助手席ドアのメモリー ボタン (運転席およびコンフォート メモリー パッケージ)



75

エアコンおよび人間工学

どのように設定を保存 / 呼び出しできま
すか?

どちらの設定を、メモリー パッケージで
保存 / 呼び出しできますか?

どの機能ですか? 操作箇所

運転席ドアのメモリー ボタン 1 および /
または 2、あるいは 3 (装備により異な
る： 助手席ドア、リヤ ドア) を使用しま
す。

人間工学に基づいた設定

運転席メモリー – 運転席シート g P. 80

– ドア ミラー g P. 85

コンフォート メモリー パッケージ – 運転席シート、フロント助手席シー
ト、リヤ シート (装備により異なる)

g P. 80

– ステアリング ホイール g P. 72

運転席ドアのキー ボタン  を介し
てキーで行います。

人間工学に基づいた設定

運転席メモリー – 運転席シート g P. 80

– ドア ミラー g P. 85

コンフォート メモリー パッケージ – 運転席シート g P. 80

– ドア ミラー g P. 85

– ステアリング ホイール g P. 72

コンフォート設定 (コンフォート メモリ
ー パッケージ)

– ライト g P. 111

– フロント ウィンドウ ワイパー g P. 126

– セントラル ロック g P. 44
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注意パーソナル設定の保存と呼び出し
人間工学に基づいた設定の機能： シート、ドア ミラ
ー、およびステアリング ホイールの設定 (装備によ
る)。
人間工学に基づいた設定を運転席と助手席のドアのメモ
リー ボタンで 3 件まで手動で保存でき、呼び出すこと
ができます (装備による) (図. 73)/(図. 74)。
コンフォート設定の機能： ライト設定 (オートマチック
カミング ホーム ライトの遅延消灯の設定など)、視界の
設定 (リバース ギヤ選択時のリヤ ワイパー機能など)、
およびセントラル ロック設定 (自動ロックなど)。
ドアのロックを解除し、ドアを開くと、キーに保存され
た設定が自動的に呼び出されます。 複数の人が車両を
使用する際、各自が 1 本ずつ鍵を使用し、専用設定を
キーに保存すると便利です。
運転席メモリー パッケージ装備車では、最後に選択され
たコンフォート設定が自動的に呼び出されます。 コン
フォート メモリー パッケージ装備車では、キーに保存
されたコンフォート設定が呼び出されます。

インフォメーション

各メモリーの情報は最大で 4 本のキーに保存すること
ができます。 さらにキーを追加する場合は、最後に車
両に登録されたキーのメモリー情報が適用されます。

シート、ドア ミラー、およ
びステアリング ホイールの
自動設定の呼び出し

メモリー設定が予期せぬタイミングで起動した場合、身
体の一部が挟まれたり、圧迫されたりする恐れがありま
す。
e お子様だけを車内に残さないでください。
e メモリー ボタンまたはシート調節ボタンのいずれ

かを押すと、必要に応じて人間工学に基づいた設定
の自動呼び出し機能をキャンセルできます。

e メモリー ボタンかシート調節ボタンのいずれかを
押すか、または PCM により、必要に応じてコンフ
ォート設定の自動呼び出し機能をキャンセルできま
す。

コンフォート設定の保存と呼び出し
コンフォート設定の保存
e イグニッションを OFF にすると、それまでに行っ

た設定は自動的に PCM のドライバー プロファイ
ルに保存されます。

コンフォート設定の呼び出し
b 車両が停止している。
e PCM を使用してドライバー プロファイルを変更し

ます。
– または –
車両をロック解除します。
🡆 ドライバー プロファイル設定が呼び出されま

す。
設定のロードが中断された場合：

e  PCM でドライバーを有効にするを選択します。

アカウントを管理する
PCM で最大 7 つのアカウントを登録および管理できま
す。 1 つのゲスト アカウントが利用可能です。これは
削除できません。
PCM の初回起動時にはセットアップ アシスタントが表
示され、PCM 設定のための重要なステップが案内され
ます。 最初のアカウントを正しく作成するために、セ
ットアップ アシスタントを完全に実行することをお勧
めします。 アカウントを設定して使用するには、ポル
シェ ID (Porsche Connect ユーザー) が必要です。 g 
195 ページの「 ポルシェ コネクト」の章を参照してく
ださい。
イグニッションを ON にした直後、およびイグニッショ
ンが ON のときはいつでも PCM を使用して、インスト
ルメント クラスターから登録済みアカウントを切り替
えることができます。
キーを使用するとドライバーを自動的に検出します。
キーは必ず作動中のアカウントに自動的に割り当てられ
ます。

インフォメーション

ポルシェ コネクトに関する詳細な情報 (ヘルプ ビデ
オ、ポルシェ コネクト取扱説明書およびヘルプ) は、
www.porsche.com/connect で入手できます。

アカウントは PCM で管理することができます。
g 195 ページの「 ポルシェ コネクト」の章を参照して
ください。
有効になった個人設定が現在のドライバーと一致しない
場合、別の登録済みアカウントに切り替えることをお勧
めします。 ご自身のアカウントを使用することをお勧
めします。 必要であれば、新しいアカウントを作成し
て車両設定を調整できます。 これにより、最初に選択
したアカウントの車両設定を不用意に調整することを避
けることができます。
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キーへの設定の保存
運転席ドアのキー ボタンを押す
1. 設定ボタンを押してください。

🡆 ボタンのインジケーター ライトが点灯しま
す。

2. 10 秒以内にキー ボタン  を押してくださ
い。
🡆 人間工学に基づく設定およびコンフォート設

定 (キーに特有の設定) が保存されます。 保存
されると確認音が鳴り、設定ボタンのインジ
ケーター ライトが消灯します。

キーから設定を呼び出す
車両ロック解除による自動呼び出し
e 車両をロック解除し、運転席ドアを開けてくださ

い。
🡆 既存のキーの設定が呼び出されます。 運転席

シートとステアリング ホイールが保存した位
置まで戻ります。

運転席ドアのキー ボタン  を押す
e すべての設定が呼び出されるまでキー ボタン

 を押し続けてください。

b イグニッションが OFF になっている。
b 運転席ドアが開いています。
e キー ボタン  を短く押してください。

🡆 既存のキーの設定が呼び出されます。 運転席
シートとステアリング ホイールが保存した位
置まで戻ります。

人間工学に基づいた設定の保存と呼び出
し
メモリー ボタン 1、2 または 3 への設定の保存
人間工学に基づいた設定を運転席ドアのメモリー ボタ
ン 1 と 2 に割り当てることができます。
助手席シートとリヤ シートの設定は、助手席ドアまたは
リヤ ドアのボタン 1、2、および 3 に個別に割り当てる
ことができます。

1. 設定ボタンを押してください。
🡆 ボタンのインジケーター ライトが点灯しま

す。
2. 該当するメモリー ボタン 1、2 または 3 を 10 秒

以内に押してください。
🡆 設定が保存されます。

保存されると確認音が鳴り (運転席ドアの
み)、設定ボタンのインジケーター ライトが消
灯します。

メモリー ボタン 1、2 または 3 による設定の
呼び出し
人間工学に基づいた設定を運転席ドアのメモリー ボタ
ン 1 と 2 を使って呼び出すことができます。 助手席シ
ートとリヤ シートの設定は、助手席ドアまたはリヤ ド
アのメモリー ボタン 1、2、および 3 を使って呼び出す
ことができます。

e すべての設定が呼び出されるまで該当するメモリ
ー ボタン 1、2 または 3 を押し続けてください。

b イグニッションが OFF になっている。
b 運転席ドア、助手席ドア、または該当するリヤ ド

アが開いている。
e 該当するメモリー ボタン 1、2 または 3 を短く押

してください。
🡆 設定が自動的に適用されます。 助手席シート

またはリヤ シートが収納位置に移動します。
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危険

危険

シート ベルト
シート ベルトの正しい使用方法

シート ベルトを着用してい
ない、または正しく使用し
ていない

シート ベルトを着用していないと、事故の際に保護効
果を発揮できません。シート ベルトを正しく着用して
いない場合、事故の際に負傷する危険が高まります。
e 安全のため、すべての乗員がシート ベルトを着用

するよう義務付けられています。
e 1 本のシート ベルトを同時に 2 人で使うことは絶

対に避けてください。
e だぶついた衣服やかさばる衣服 (ジャケットなど)

は、シート ベルトを正しく装着できない上に動き
が制限されるので、乗車時には脱ぐようにしてく
ださい。 

e 硬い物や壊れやすい物 (メガネ、ボールペン、携帯
電話など) の上からシート ベルトを締めないでくだ
さい。衝突の際に怪我をする危険性が高くなりま
す。

e シート ベルトがねじれていないか、ゆるんでいな
いかを確認してください。

e また、運転者はこの章で説明している内容を、す
べての乗員の方に理解してもらってください。

e すべてのお子様に適切なチャイルドシートを使用
してください。

e 身体の上半身と腰が前方にスライドしないよう、
シートベルトを身体の正しい位置に着用してくだ
さい。シートベルトを正しい位置に着用しない
と、事故の際に重傷を負う可能性があります。

e 肩のストラップは必ず上半身に当てる必要があり
ます。肩のストラップは背中の後ろや腕の下にく
るように着用しないでください。

e 最大限の効果を得るため、腰のベルトが腰の低い
位置に当たるように着用してください。

e 妊娠中の方の場合、シート ベルトは骨盤の上ので
きるだけ低い位置に着用する必要があります。腹
部の圧迫を避けるようにしてください。

e ベルト ストラップの損傷を防ぐため、シート ベル
トが鋭利なものに擦れることがないようにしてく
ださい。

損傷したシート ベルトを使
用した場合

損傷したシート ベルト、強い負荷のかかったシート ベ
ルト、または摩耗したシート ベルトは、事故の際に保
護効果を十分に発揮できません。
シート ベルト プリテンショナー システムは 1 回しか作
動できません。作動した場合、早急に交換してくださ
い。
e すべてのシート ベルトを定期的に点検し、ベルト

の帯が損傷していないか、またシート ベルト バッ
クルと取り付け部が正常に機能することを確認し
てください。

e シート ベルトは清潔に保つ必要があります。 そう
しないと、リトラクター ローラーが正しく機能し
ない場合があります。

e シート ベルト バックルは汚れないように保護し、
清潔に保ってください。

e 損傷していたり、事故によって大きな負荷がかか
ったりしたシート ベルト、および作動したシート
ベルト プリテンショナー システムと挟み込み防止
機能は、早急に交換してください。

e さらに、シート ベルトのアンカー部分についても
点検してください。

ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

e シート ベルトを使用しないときは、汚れや損傷を
防ぐために完全にリトラクターに巻き取らせてく
ださい。

e 清掃後は、シート ベルトが乾くまでリトラクター
に巻き取らないでください。

e シート ベルトを染めたり漂白したりしないでくだ
さい。

g 238 ページの「車両のお手入れ」の章を参照してく
ださい。

シートベルト プリテンショナー
シートベルト プリテンショナーは、事故時の衝撃の大
きさに応じて作動します。
シートベルト プリテンショナーの作動条件：
– 車両の前方および後方からの衝突時。
– 車両の側面からの衝突時。
– 車両が横転した場合。

インフォメーション

シートベルト プリテンショナーが作動すると、煙が発
生する場合があります。しかし、この煙は必ずしも車両
火災の兆候ではありません。
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シート ベルトの着用と取り外し
シート ベルトを着用する

図. 75: シート ベルトを着用する

1. 適切な位置に着座します。
g 80 ページの「シート」の章を参照してくださ
い。

2. シート ベルトが常に上半身に当たり肩の中央を横
切るように、バックレストを調整します。

3. シート ベルトのバックル プレートをつかみ、ゆっ
くり連続した動きでベルトを引き出し、胸とひざ
に回します。

4. シート ベルトのバックル プレートを、シートの内
側の適切なベルト バックルにカチッと音がするま
で確実に差し込みます。

5. シート ベルトが引っかかったり、ねじれたり、鋭
利な物に擦れたりしないように注意してくださ
い。

6. 腰ベルトは必ず腰の低い位置 (骨盤) にぴったりと
かかっていることを確認してください。 そのた
め、シート ベルトを装着した後、肩ベルトを上に
引っ張ってください。 妊娠中の方： 腰ベルトをで
きる限り低い位置まで下げて骨盤部を横切るよう
に調整し、腹部の圧迫を避けるようにしてくださ
い。

7. 走行中は肩ベルトを定期的に引き上げ、腰ベルト
がゆるまないようにしてください。

インフォメーション

シート ベルトは、次のような場合に引っかかる場合が
あります。
− 車両が傾いている。
− シート ベルトが急激に引き出された場合。
− 加速時または減速時、コーナリング時または登坂

時。

シート ベルトを外す
1. シート ベルトのバックル プレートを手で持ちま

す。
2. シート ベルトのバックルにある赤いボタンを押し

ます。
3. シート ベルトのバックル プレートをベルト アウト

レットまでガイドします。

シート ベルトの調節

図. 76: ベルトの高さ調節

フロント シートのベルト アウトレットは、高さ調節が
可能です。

e ベルトが首ではなく、肩の中央を横切るようにベ
ルト アウトレットの高さを調節します。
– 上げる – ベルト アウトレットを上方向に押し

ます。
– – ロック ボタン A (図. 76) を押し下げ、ベル

ト アウトレットを動かします。

シート ベルト警告灯および警告メッセー
ジの確認

図. 77: インストルメント クラスターのシート ベルト ステータ
ス表示

A 左リヤ シート用のシート ベルト ステータス表示
B センター リヤ シートのシート ベルト ステータス表

示 (装備により異なる)
C 右リヤ シート用のシート ベルト ステータス表示
D 警告シンボル： 運転席または助手席のシート ベルト

が着用されていない
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警告

注意

情報

危険

フロント シート
イグニッションを ON にすると、インストルメント ク
ラスターに赤色の警告シンボル  D (図. 77) が点灯
し、運転席側および助手席側 (乗員が座っている場合)
のシート ベルトが着用されるまで点灯し続けます。
さらに、インストルメント クラスターに警告シンボル
が表示されます。
速度が約 24 km/h を超えると、運転席側および助手席
側 (乗員が座っている場合) のシート ベルトが着用され
ていない場合、インストルメント クラスターに赤色の
警告シンボル D (図. 77) が点滅し、警告音が鳴りま
す。

リヤ シート
イグニッションを ON にすると、リヤ シートのベルト
ステータス インジケーターがインストルメント クラス
ターに表示されます。
ベルト ステータス インジケーターは、発進後約 60 秒
で消灯します (図. 77)。
緑色のシンボル マーク  は、そのシートに座った人が
シート ベルトを着用していることを示します。
赤色の警告シンボル  は、そのシートに座っている人
がシート ベルトを着用していないか、誰もそのシート
に座っていないことを示します。 シート ベルトが着用
されてないシートがあると、約 24 km/h の速度から警
告音が鳴り、インストルメント クラスターで赤色の警
告シンボル マーク  が約 60 秒間点滅します。

シート
正しいシート位置の選択
正しいシート位置は、安全で疲れにくい運転に重要な要
素です。
運転席シート位置を個別に調節するには、以下の手順を
実施してください。
1. 頭上の空間に十分余裕があり、周囲がよく見える

高さにシートの高さを調節してください。
2. ペダルをいっぱいに踏んだ時に足が伸び切らない

ように、かつ靴の裏がペダルの表面全体に接触す
るように、シートの前後位置を調節してくださ
い。

3. ステアリング ホイールの上部を握ってください。
バックレストの角度とステアリング ホイールの位
置は、肘が少し曲がる程度に調整してください。
このとき、肩をバックレストに預けられる位置に
調節してください。

4. 必要であればシートの前後位置を調節します。
走行中のシート調節

走行中にシートを調節すると、シートが予期した以上に
移動する恐れがあります。 運転操作を誤る恐れがあり
ます。
事故が起きた場合、首に怪我を負うリスクを最小限に抑
えるため、ドライバーを含むすべての乗員のシート バ
ックレストが正しい位置に調節されてから運転するよう
にしてください。
e 走行中にはシートを調節しないでください。
e シート バックレストの角度を調節し、ヘッドレス

トが垂直になるようにします。
e ドライバーおよび他の乗員は背筋を伸ばしてシー

トの中央に座るようにします。

電動シートの調整機能は走行中制限されます。

シート調節

シート位置を調節するときに、シートが動く範囲に人や
動物がいると、身体の各部が圧迫されたり挟まれたりす
る危険があります。
e シートが動く範囲に人や動物がいないことを確認

してからシート位置を調節してください。
e 動く範囲に物があったり人がいたりする場合はメ

モリー ボタンを作動しないでください。
e シート調整ボタンを押して、自動設定プロセスを

終了します。

ヘッドレスト、ルーフ、またはサンバイザーなどを損傷
する恐れがあります。
e ヘッドレスト、ルーフ、またはサンバイザーとの

間に十分なスペースを確保してからシート位置を
調節してください。

ヘッドレスト
取り外されたまたは未調節
のヘッドレスト

ヘッドレストなし、ヘッドレストの調節が正しくない、
またはヘッドレストが正しく取り付けられていない状態
で走行すると、事故の際に重傷または死亡に至る可能性
があります。
e ヘッドレストの上端が目線の位置になるように、

ヘッドレストを調節してください。
e ヘッドレストを取り付けずに、またはヘッドレス

トを正しく調節せずに車両を走行させないでくだ
さい。
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情報

運転席と助手席およびリヤ シートにはシート バックレ
スト一体型のヘッドレストがあります。 運転席と助手
席のヘッドレストおよび外側のリヤ シートのヘッドレ
ストは調整できません。 中央のリヤ シートのヘッドレ
ストの高さ (装備仕様により異なる) は調整可能です。

フロント シートの調整

図. 78: フロント シートの電動調整

1 シートの角度調節
2 シートの高さ調節
3 サイ サポートの調節
4 シート クッションのサイド ボルスターの調節
5 シート バックレストのサイド ボルスターの調節
6 シートの前後調節
7 バックレストの角度調節
8 ランバー サポートの調節
9 マッサージ機能の ON/OFF の切り替え

e 各スイッチを矢印の方向に押して、希望のシート
位置、または停止位置まで調節してください。

リヤ シートの調整

図. 79: リヤ シートの調整

A サイ サポートの調節
B バックレストの角度調節
C ランバー サポートの調節

e 各スイッチを矢印の方向に押して、希望のシート
位置、または停止位置まで調節してください。

シート設定の保存
シート設定の保存および呼び出しに関する情報：
g 74 ページの「パーソナル設定」の章を参照してくだ
さい。

運転席からの助手席シート調整
ダッシュボードのタッチ ディスプレイ：

1.   e 車両 e コンフォート e 助手席シートを
調整

2. 運転席のコントロールを使って助手席シート位置
を調整します (図. 78)。

調整を終えるには：

e  シート調整を停止を選択します。

リヤからの助手席シート調整
リヤのタッチ ディスプレイ：
b 機能は作動しています。

1.  ボタン  e コンフォート e 助手席
2. 後ろに倒す、前に倒す、後方に移動、および前方

に移動の機能を使って、助手席シートを調整しま
す。

リヤ シート バックレストを前方に倒して
垂直位置に戻す
リヤ シート バックレストは、ラゲッジ コンパートメン
トをより広く使用するため、個別に前方に倒すことがで
きます。

リヤ シートに置いた物によりリヤ シートが損傷する恐
れがあります。
e バックレストを倒すときは、シートに物を置かな

いでください。
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リヤ シート バックレストを前方に倒す

図. 80: リヤ シート バックレストを前方に倒す

4 ゾーン エアコン装備車の場合：
1. 運転席ドアのアームレストにあるセーフティ ボタ

ンを押してから、シート バックレストを前方に倒
してください。
g 83 ページの「リヤ シート中央のヘッドレスト
調節」の章を参照してください。
🡆 ボタンのインジケーター ライトが点灯しま

す。
リヤ センター コンソールのコントロール パネ
ルおよびリヤ ドアのパワー ウィンドウ スイッ
チの機能は無効です。

2. フロント シートを前方に動かしてください。
3. リリース ボタン A (図. 80) を引き上げながらバッ

クレストを前方に倒してください。
装備によりリヤ シート間の積載開口部も前方に倒すこ
とができます。

中央のリヤ シート バックレストを前方に倒す

図. 81: リヤ シート 3 席装備車で中央のリヤ シート バックレス
トを前方に倒す

b リヤ シート 3 席装備車
e 解除レバー A (図. 81) を矢印の方向に操作しなが

らバックレストを前方に倒してください。

リヤ シート バックレストをラゲッジ コンパー
トメントから前方に倒す

図. 82: リヤ シート バックレストをラゲッジ コンパートメント
から前方に倒す

装備により、リヤ シートはラゲッジ コンパートメント
から前方に倒すことができます。

b Sport Turismo 車両
e 運転席ドアのアームレストにあるセーフティ ボタ

ンを押してから、シート バックレストを前方に倒
してください。
g 36 ページの「リヤでの操作を無効にする – チャ
イルド プロテクション」の章を参照してくださ
い。
🡆 ボタンのインジケーター ライトが点灯しま

す。
リヤ センター コンソールのコントロール パネ
ルおよびリヤ ドアのパワー ウィンドウ スイッ
チの機能は無効です。

1. フロント シートを前方に動かしてください。
2. ボタン A (図. 82) を左または右に引いてくださ

い。
🡆 該当するシート バックレストが前方へ倒れま

す。
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警告

警告リヤ シート バックレストを垂直位置に戻す

図. 83: リヤ シート バックレストを垂直位置に戻す

シート バックレストが正し
く固定されていない

リヤシート バックレストが正しく固定されていない
と、走行中に意図せずに前に倒れてしまう場合がありま
す。
赤いマーク B がまだ見える場合、シート バックレスト
は正しく固定されていません。
e シート バックレストを起こした後、赤いマーク B

が見えなくなったことを確認してください。
e 必要に応じて、再度シート バックレストを倒して

から、もう一度起こしてください。

e バックレストを接続音が聞こえるまで起こしてく
ださい。 シート ベルトを挟まないように注意して
ください。

リヤ シート中央のヘッドレスト調節

b リヤ シート 3 席装備車
1. ヘッドレストの高さを、上端が目線より高くなる

位置に調節してください。
2. ヘッドレストがしっかり固定されていることを確

認してください。
リヤ シート中央のヘッドレストは、高さ調節が可能で
す。

図. 84: リヤ シート中央のヘッドレストの高さ調節

上げる
e ご希望の設定になるまでヘッドレストを押し上げ

てください。

下げる
e 希望の位置に達するまでヘッドレストを押し下げ

ながら B (図. 84) ボタンを押します。
後方視界を確保するために、リヤ シート中央のヘッド
レストの位置を格納位置まで通常より下げることができ
ます。

リヤ シート中央のヘッドレ
スト格納位置

ヘッドレストが正しく調節されていないと、事故の際に
負傷する恐れが高まります。
e リヤ シート中央に乗員が座っている場合、ヘッド

レストを格納位置から上部に動かして調節してく
ださい。

e ヘッドレストの高さを、上端が目線より高くなる
位置に調節してください。

e ヘッドレストがしっかり固定されていることを確
認してください。

シート ヒーター / シート ベンチレーター
の使用

シート ヒーター / シート ベンチレーターの
ON/OFF の切り替え

図. 85: フロント シート ヒーター / フロント シート ベンチレー
ターの ON/OFF の切り替え
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シート ヒーター / シート ベンチレーターを ON にす
る
b エンジンが作動している。
e 必要に応じてボタン A (図. 85) (シート ヒーター)

またはボタン B (図. 85) (シート ベンチレーター)
を繰り返し押します。
🡆 選択した設定に応じた数のインジケーター ラ

イトが点灯します。

シート ヒーター / シート ベンチレーターを OFF にす
る
e インジケーター ライトがすべて消灯するまで、必

要に応じてボタン A (図. 85) (シート ベンチレータ
ー) またはボタン B (図. 85) (シート ヒーター) を繰
り返し押します。

インフォメーション

車内の温度が高いときはシート ヒーターを使用できま
せん。
室内の温度が低いときはシート ベンチレーターを使用
できません。
バッテリー電圧が低すぎると、まずシート ヒーター /
シート ベンチレーターの作動が制限され、その後 OFF
になります。

シート ヒーター / シート ベンチレーターの設
定
ダッシュボードのタッチ ディスプレイ：
シート ヒーターとシート ベンチレーターに対し、シー
ト クッションとバックレストのバランスを設定するこ
とができます。

1.   e  e 車両 e コンフォート e 運転席 / 助
手席 e ヒート バランス / 換気バランス

2. バランスを設定します。

リヤのタッチ ディスプレイ：

1.  ボタン  e コンフォート e ヒート バラ
ンス / 換気バランス

2. バランスを設定します。

イージー エントリー機能およびマッサー
ジ機能の使用
フロント マッサージ機能の使用
フロント マッサージ機能の ON/OFF を切り替える
b 作動待機が ON になっている。

1. 動作させるシートのボタン 9 (図. 78) を押してく
ださい。
🡆 マッサージ機能の ON と OFF が切り替わり

ます。
2. 希望のプログラムを選択してください。
3. 希望の強さを選択してください。

マッサージ機能は 10 分後に自動的に OFF になりま
す。

フロント マッサージ プログラムの設定
マッサージ プログラムは運転席と助手席で別々に調節
できます。

1.   e コンフォート e 運転席 / 助手席 e マッ
サージ プログラム

2. 希望のマッサージ プログラムを選択してくださ
い。

フロントのマッサージの強さの調節
マッサージの強さは運転席と助手席で別々に調節できま
す。

1.   e コンフォート e 運転席 / 助手席 e マッ
サージの強さ

2. 希望のマッサージ強度を選択してください。

リヤ マッサージ機能の使用
リア マッサージ機能の選択およびマッサージ機能の
ON/OFF の切り替え
マッサージ プログラムは左右のリヤ シートで別々に調
節できます。

1.   ボタン e マッサージ e マッサージ プ
ログラム

2. 希望のマッサージ プログラムを選択してくださ
い。

マッサージ機能は 10 分後に自動的に OFF になりま
す。

リヤ シートのマッサージの強さの調節
マッサージ プログラムは左右のリヤ シートで別々に調
節できます。

1.   ボタン e マッサージ e マッサージの
強さ

2. 希望のマッサージ強度を選択してください。

イージー エントリー機能の利用
イージー エントリー機能は、車両への乗り降りを容易
にするための装備です。
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注意

情報

警告

注意

情報

情報

運転席シートの自動調節

運転席の後ろにいる人は、運転席が後ろに向かって自動
的に調節された結果、座席に挟まれる可能性がありま
す。
e 運転席の後ろに人がいる場合は、イージー エント

リー機能を OFF にしてください。

リヤ シートを前方に倒した状態で設定を呼び出すと、
車両を損傷する恐れがあります。
シートが後退して破損する可能性があります。
e リヤ シートが折りたたまれている場合は、イージ

ー エントリー機能を OFF にしてください。

降車するとき
ダッシュボードのタッチ ディスプレイ：
機能を作動させる

e  e  e 車両 e コンフォート e イージー エ
ントリー

b 機能が作動している
e イグニッションを OFF にし、さらに運転席ドアを

開いてください。
🡆 ステアリング ホイールが上方に移動します。

運転席が後方に移動します。

乗車するとき
ダッシュボードのタッチ ディスプレイ：
機能を作動させる

e  e  e 車両 e コンフォート e イージー エ
ントリー

b 機能は作動しています。
b 運転席とステアリング ホイールは、イージー エン

トリーで設定した位置にあります。
e 運転席のドアを閉じて、イグニッションを ON に

します。
🡆 運転席シートとステアリング ホイールが保存

した位置まで戻ります。

インフォメーション

キーを交換した場合、シートおよびステアリング ホイ
ールはそのキーに保存された位置に移動します。

インフォメーション

シート設定を手動で変更すると、イージー エントリー
機能はキャンセルされます。
e ドライビング ポジションを手動で調節してくださ

い。

ミラー
ドア ミラーの使用

ドア ミラーに周囲がゆがん
で映るため、交通状況を正
しく評価できないことがあ
ります

凸面形ミラーでは、車両や物が小さく写るため、実際の
距離よりも遠く感じられます。 走行状況を正しく評価
できず、事故につながる場合があります。
e 後続車との距離を判断するときや、後退して駐車

するときなどは、歪みを念頭に置いてください。
e 距離の判断はルーム ミラーと併用して行ってくだ

さい。

電解液の流出

破損したミラーからは電解液が流出する可能性がありま
す この液体は皮膚や目の炎症を引き起こします。
e 電解液が皮膚や目にかかった場合、清潔な水で直

ちに洗い流してください。
e 必要に応じて、医師の診察を受けてください。

塗装、レザー、プラスチック、布を損傷する恐れがあり
ます。
電解液は乾くと取り除けなくなるため、濡れている間に
取り除いてください。
e 電解液が付着した部品は水で洗い流してくださ

い。

洗車機で洗車を行う場合にドア ミラーを損傷する恐れ
があります。
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e 洗車機を使用する前にドア ミラーを格納してくだ
さい。

e 電動格納式ドア ミラーを手動で格納 / 復帰しない
でください。

図. 86: ドア ミラー コントロール パネル

A ドア ミラーの選択 - 運転席側
B ドア ミラーの選択 - 助手席側
C ドア ミラーの調節
D ドア ミラーの格納および復帰

ドア ミラーの調節

図. 87: ドア ミラーの調節

b イグニッションを ON にする
– または –
イグニッションを OFF にして、運転席ドアまたは
助手席ドアをまだ開けていない状態 (最大 10 分以
内)。

1. ボタン A または B を押して、操作するドア ミラー
を選択します。
🡆 選択したボタンのインジケーター ライトが点

灯します。
2. 調節ボタン C (図. 87) を押して、ドア ミラーの角

度を希望の位置に調節してください。

電動機能が故障した場合
e ミラーの表面を押してミラーを調節します。

ドア ミラーの格納および復帰
車内からのドア ミラーの格納および復帰
b 約 50 km/h の最高速度。
e ボタン D (図. 86) を押します。

🡆 ドア ミラーが格納または復帰します。

e 手でドア ミラーの格納や復帰をしないでくださ
い。

ドア ミラーの自動格納および復帰
ロック時のドア ミラーの格納
e キーのボタンを少なくとも 2 秒間押し続けるか、

運転席ドア ハンドルの近接センサー (装備による)
に少なくとも 2 秒間触れ続けてください。
🡆 ドア ミラーが格納されます。

ドア ミラーの自動格納
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。
b 機能が作動している。
e 車両をロックします。

🡆 ドア ミラーが格納されます。

ドア ミラーの自動復帰
e 車両をロック解除します。

🡆 ドア ミラーが復帰します。

インフォメーション

手動でドア ミラーを格納した場合はドア ロックを解除
した後、自動的に元の位置には復帰しません。
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自動防眩機能の使用
明るい光がルーム ミラーに当たるとすぐに、ルーム ミ
ラーおよびドア ミラーはそれぞれ自動的に防眩機能が
作動します。
リバース ギヤに入れた場合またはインテリア ライトが
点灯している場合は、ミラーの自動防眩機能は作動しま
せん。
ルーム ミラーの、またはフロント ウィンドウを通って
フロント ライト センサーに照射される光をステッカー
等で妨げないようにしてください。

1. ルーム ミラーの前のフロントガラス、またはリヤ
ウィンドウにはいかなるステッカーも貼付しない
でください。

2. ラゲッジ コンパートメント カバーの上に物を置い
たまま運搬しないでください。

3. ラゲッジ コンパートメントに荷物を安全に収納し
て、ラゲッジ コンパートメント リッドを閉じてく
ださい。

ドア ミラー設定の保存
ドア ミラー設定の保存と呼び出しに関するインフォメ
ーション：
g 74 ページの「パーソナル設定」の章を参照してくだ
さい。

パーキング エイドとしてのミラー ガラス
の下向き切り替え
リバース ギヤを選択すると、助手席側のドア ミラーが
自動的に少し下向きになり、助手席側の車両後方下部に
ある障害物を視認しやすくなります。

ドア ミラーを自動で下向きにする
b 作動待機が ON になっている。
b 機能が作動している。
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。

ドア ミラーを手動で下向きにする
1. ギヤをリバース (後退) に入れてください。

🡆 運転席ドア ミラーを調節するためのボタン A
のインジケーター ライトが点灯します。

2. 助手席側ドア ミラーを調節するにはボタン B を押
してください。
🡆 助手席のドア ミラーが下向きになります。

ドア ミラーの下向き角度の個別調整
e ボタン C を押して、ドア ミラーの角度を希望の位

置に調節してください。

ドア ミラーを通常位置に戻す
車両速度が 15 km/h 以上に達すると、ドア ミラーが通
常の位置に戻ります。

助手席のミラー ガラスを手動で通常位置に戻す
e 運転席ドア ミラーのボタン A を押してください。

プレヒーター
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警告

警告

警告

警告

警告

警告

運転 / ドライバー アシスタンス
アダプティブ クルーズ コントロール
(ACC)
一般的な安全に関する指示

集中力の低下

システムがドライバーの安全を危険にさらすよう誘導す
ることがあってはなりません。システムが作動している
場合でも、ドライバーは安全な車間距離を保ち、適切な
速度で走行するなどして安全運転に努めてくださ
い。 このシステムは、ドライバーの注意力の代わりに
なるものではありません。
e 十分注意して運転してください。
e システムによる減速が不十分な場合には、フット

ブレーキを使用して直ちに車両を減速させます。
e 常に車両がコントロールできるか確認してくださ

い。

危険な交通状況や路面状態
が悪い状況

現在の交通状況では前走車との安全な距離を保って走行
できない場合や一定の車速で走行できない場合、このシ
ステムを使用すると事故を起こす危険があります。
車線の分岐点、高速道路の出口、または道路工事中のエ
リアを走行する場合、車両は設定速度まで加速できま
す。
e 道路工事が行われている交通量の多い場所、市街

地、私道または野道、あるいは交通静音化対策地
域では、システムを使用しないでください。

e 車線の分岐点、高速道路の出口、または道路工事
が行われている地域では、システムを一時的に
OFF にしてください。

覆われたレーダー センサー

レーダー センサーが覆われると、システムの機能に悪
影響が及んだり、無効になったりする可能性がありま
す。
e レーダー センサーは常に汚れ、氷、雪などが付着

していない状態を保ってください。

図. 88: レーダー センサーの位置

レーダー センサーへの損傷

駐車場の段差などで、バンパー、ホイール アーチ、ア
ンダーボディに衝撃や損傷が発生すると、センサーが作
動することがあります。 これは、アダプティブ クルー
ズ コントロールの性能に悪影響を及ぼす可能性があり
ます。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

アクセル ペダルに足が置か
れている

アクセル ペダルに足が置かれている場合、システムが
自動的にブレーキをかけることはありません。足をアク
セル ペダルに置くと、クルーズ コントロールおよび車
間距離制御が無効になることがあります。
e システムが作動している場合は、アクセル ペダル

から足を離してください。

システムによる自動ブレー
キ中の制動力不足

システムが作動しているときに、ドライバーのブレーキ
操作が必要であると判断された場合は警告音が鳴り、イ
ンストルメント パネルに警告シンボルが表示されま
す。この場合、システムのブレーキ制動力では衝突を回
避するのに十分ではありません。
e この場合はすぐにブレーキをかけてください。

システム制限
アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) のレーダー
センサーは、自車正面の比較的狭い範囲を円錐状に監視
します。

検出されない車両または物
体

レーダー センサーは、車両の前方の狭い円錐形の領域
をカバーします。 そのため、場合によっては、車両ま
たは物体がタイミングよく検出できなかったり、全く検
出できないこともあります。
e 必要に応じて適切な運転をし、ブレーキをかけて

ください。
e 細心の注意を払って運転し、交通状況と車両の周

囲に常に注意を払ってください。
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そのため、以下の場合、車両または物体がタイミングよ
く検出できなかったり、全く検出できないこともありま
す。
– 車線変更または割り込みをする車両
– 断面が小さな車両または幅の狭い車両
– カーブの入口 / 出口
– 停車中の車両
– オーバーハングの長い車両
– 歩行者、自転車、動物
– 路上の障害物
– 対向車および交差車両

図. 89: 車線変更または割り込みをする車両、および幅の狭い車
両

A - 車線変更する / 割り込む車両
車線変更をする車両は、完全に同一走行車線に入りセン
サーの検出範囲内に収まるまで検出されません。
B - 断面が小さい / 幅の狭い車両
は検出できないか、検出のタイミングが遅すぎます。

図. 90: コーナリングおよび停止中の車両

C – カーブの入口 / 出口
カーブに入るときやカーブから出るときは、前走車を検
出できなかったり、検出するタイミングが遅すぎたりす
る場合があります。また、システムが隣の車線を走行す
る車両に反応する場合もあります。
D - 停止中の車両
前走車が車線変更した後や渋滞の終わりなど、レーダー
センサーの監視範囲に停止中の車両や障害物が突然現れ
ても、アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) は限
定的にしか検出できません。

アダプティブ クルーズ コ
ントロールの停止車両の不
検出

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) のレーダー
センサーは、停止中の車両を限定的にしか検出できませ
ん。
e 十分注意して運転してください。
e 必要に応じて減速してください。

図. 91: オーバーハングの長い車両

E - オーバーハングの長い車両
オーバーハングの長い車両 (木材運搬トラックなど) が
前方にいる場合、レーダー センサーはその車両の後部
を検出できないか、正しく検出することができません。

前走車の後部が正しく検出
されない

前走車のオーバーハングが長い場合、アダプティブ ク
ルーズ コントロール (ACC) のレーダー センサーはその
車両の後端を検出できない、または距離を正しく検出す
ることができません。
e 十分注意して運転してください。
e 必要に応じて減速してください。

警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に注
意を払ってください。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

作動原理
アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) を使用する
と、前走車のいない道路を走行する場合に、アクセル
ペダルを踏まなくても、約 30～210 km/h の範囲で希
望する速度と車間距離を維持したまま走行できます。
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設定した速度よりも遅い車両を同一車線上に検出する
と、ACC は既定の車間距離を自動的に維持します。 ア
ダプティブ クルーズ コントロールは、前走車との車間
距離が短くなるとブレーキをかけ、車間距離が長くなる
と加速します。
また ACC は、前の車両が停止すると自車両を減速して
停止させ、前の車両が 15 秒以内に再び動き始めると自
動的に運転を再開します。 それ以外の場合は、ドライ
バーが自動速度制御と車間距離制御を再開できます。
アクセル ペダルを踏むことにより、いつでも加速する
ことができます。 保存した希望の速度と車間距離が保
持され、アクセル ペダルを放すと復元されます。 車両
の速度はブレーキを踏むことでいつでも減速できます。
これにより、システムは停止状態に切り替わります。

表示部と制御部
各操作部

図. 92: Porsche InnoDrive の操作

R システムの ON/OFF を切り替えてオプション メニュ
ーを開く

S オプション メニューを開く (システムが ON の場合)
1 減速
2 設定速度の設定 / 加速
3 中断： 制御のキャンセル
4 再開： 制御を再開し、速度を適用する

ディスプレイ
アダプティブ クルーズ コントロールに関するすべての
重要な情報、メッセージ、および警告は、インストルメ
ント クラスターの速度 & アシスト機能ディスプレイの
ACC メイン メニューに表示されます。

図. 93: 速度 & アシスト機能ディスプレイの ACC

A 前走車との目標車間距離
B ステータス ディスプレイと目標速度
C 前走車の検知
D 前走車からの現在の距離
E 前走車の現在の速度
F 目標速度の表示

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) を ON にす
ると、インストルメント パネルの速度 & アシスト機能
ディスプレイにステータス ディスプレイ B (図. 93) が
表示されます。
アダプティブ クルーズ コントロールが作動すると、ス
テータス ディスプレイ B が緑色になります。

アダプティブ クルーズ コントロールの作動を中断する
と、ステータス ディスプレイ B が灰色になります。

記号 意味

アダプティブ クルーズ
コントロールが ON で目
標速度が保存されていま
せん。

目標速度が保存されてお
り、前方の車両は検出さ
れていません。

目標速度が保存されてお
り、前方に車両が検出さ
れています。

アダプティブ クルーズ コントロール
(ACC) の ON 時の作動モード
アダプティブ クルーズ コントロール ON 時には、3 種
類の作動モードがあります。

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) 作
動中
アダプティブ クルーズ コントロールが自動的に速度お
よび前走車との車間距離を制御します。
ステータス ディスプレイ B は緑色です。

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) ス
タンバイ中
ブレーキ ペダルを踏んだときや、レバーを下方 (3 の位
置、キャンセル) に押して中断したときは、クルーズ コ
ントロールおよび車間距離制御が解除されます。
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設定された希望速度および設定車間距離は保存されたま
まになります。 ステータス ディスプレイ B が灰色にな
ります。
クルーズ コントロールと車間距離制御の再開に関する
情報：
g 91 ページの「ACC の操作」の章を参照してくださ
い。

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) は
停止中
アクセル ペダルを踏むと、クルーズ コントロールおよ
び車間距離制御は停止します。
インストルメント クラスターに ACC が停止中であるこ
とを示すメッセージが表示されます。
設定された希望速度および設定車間距離は保存されたま
まになります。
ステータス ディスプレイ B が灰色になります。
アクセル ペダルから足を放すと、アダプティブ クルー
ズ コントロールは再び作動します。

ACC の ON/OFF の切り替え
常に、前回選択されたシステムが ON になります。 ON
になった時点では、システムは停止中になっています。
コントロール機能を作動させるには、最初にシステムを
起動する必要があります。

ACC を ON にする
b ドライバー アシスタンス システムがまだ ON にな

っていません。
1. レバーの R ボタンを押してください。

🡆 ドライバー アシスト システムのオプション メ
ニューがインストルメント クラスターに表示
されます。

2. ACC をまだ選択していない場合は、ステアリング
ホイールのロータリー プッシュ ボタンを使用して
ACC を選択し、ボタンを押して確定します。
🡆 ACC が ON になっていて、停止中。

既に作動中のドライバー アシスタンス システムから
ACC への切り替え
1. レバーの S ボタンを押します。

🡆 ドライバー アシスト システムのオプション メ
ニューがインストルメント クラスターに表示
されます。

2. ステアリング ホイールのロータリー プッシュ ボタ
ンを使用して ACC を選択し、ボタンを押して確定
します。
🡆 ACC が ON になっていて、停止中。

インフォメーション

作動したドライバー アシスタンス システムは、OFF に
して作動待機が復元された後でも、再び作動します。

ACC を OFF にする
e レバーの R ボタンを押してください。

🡆 設定速度目標が削除されます。
目標車間距離が保存されます。

ACC の操作
速度の設定 / 設定速度の変更
b アダプティブ クルーズ コントロールが ON になっ

ている。
b 静止した物体が前方に検出されていない。
例外： 静止物が車両として検出されています。

目標速度の設定
1. アクセル ペダルの操作で目標速度まで加速または

減速します。
2. ステアリング ホイールのコントロール レバーを前

方に短く押してください。
🡆 現在の速度が目標速度として保存され、自動

的に維持されます (約 30–210 km/h の制御
範囲内)。ステータス ディスプレイ B に緑色で
表示されます。
緑色のバー F は車両の設定目標速度を示しま
す。

3. アクセル ペダルから足を放してください。
🡆 アダプティブ クルーズ コントロールが作動し

ました。

インフォメーション

前方に静止物が検出されていて、コントロール レバー
を前方 (1 の位置) に押すと、インストルメント パネル
に ACC 作動不可のメッセージが表示されます。
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設定速度を上げる
b ACC 作動中。
e ステアリング ホイールのコントロール レバーを前

方 (1 の位置) に軽く押すか (1 km/h 単位)、押し続
けてください (10 km/h 単位)。
🡆 ステータス ディスプレイ B が新しく設定した

速度を表示します。
緑色のバー F は車両の設定目標速度を示しま
す。

減速
b ACC 作動中。
e ステアリング ホイールのコントロール レバーをス

テアリング ホイール方向 (2 の位置) に短く引く (1
km/h 単位) か、引き続けます (10 km/h 単位)。
🡆 ステータス ディスプレイ B が新しく設定した

速度を表示します。
緑色のバー F は車両の設定目標速度を示しま
す。

目標車間距離の設定
前走車との目標車間距離は 5 段階に設定できます。 段
階 3 をお勧めします。 実際の車間距離は速度に応じて
変化します。 車両が減速すると車間距離は短くなり、
加速すると長くなります。

図. 94: 目標車間距離の設定

インフォメーション

システム ディスプレイが作動していない場合、初めて
ロッカー スイッチ Z を押すと、目標距離が変更され
ず、ドライバー アシスタンス システムのメイン メニュ
ーが表示されます。

目標車間距離を長くする
e ロッカー スイッチ Z を上方向に押します。

🡆 前走車 C までの目標車間距離表示 A のより長
い距離セグメントが表示されます。

目標車間距離を短くする
e ロッカー スイッチ Z を下方向に押します。

🡆 前走車 C までの目標車間距離表示 A のより短
い距離セグメントが表示されます。

前走車との車間距離を表示する
前走車を検出すると、インストルメント パネルまたは
ステータス ディスプレイ B に車両のシンボル マーク C
が表示されます。
グレー ゾーン D が、前走車 (図. 93) との現在の車間距
離を示します。
前走車 C までの距離が短ければ短いほど、ディスプレ
イに車両は大きく表示されます。 前走車 C までの距離
が長ければ長いほど、ディスプレイに車両は小さく表示
されます。

記号 適した走行 120 km/h での
距離

流れに乗った高
速走行

約 33 m (≙ 約 1
秒)

少し余裕のある
ドライビング

約 43 m (≙ 約
1.4 秒)

「走行速度の半
分の距離」に相
当

約 60 m (≙ 約
1.8 秒)

郊外道路での走
行

約 73 m (≙ 約
2.2 秒)

交通量が少ない
道路での走行

約 87 m (≙ 約
2.6 秒)

車間距離が近すぎる

前走車との車間距離が近すぎると、衝突する恐れがあり
ます。
e 常に各国で規定されている距離を維持してくださ

い。

自動ブレーキ制御での停止
アダプティブ クルーズ コントロールが作動している場
合、前走車が停止すると、車両はシステムの制御範囲内
で減速して停車します。 インストルメント パネルのイ
ンジケーター ライト  が点灯します。 車両は前
走車が発進するまで停止状態を維持します。
HOLD 機能に関するインフォメーション：
g 106 ページの「HOLD 機能」の章を参照してくださ
い。
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警告

インフォメーション

周囲の交通状況によっては (たとえば、ゆっくりとした
交通の流れの中では)、車両はゆっくりと徐行してから
停車します。

インフォメーション

車間距離制御の作動中、または車両が停止状態に維持さ
れているとき、ブレーキ ペダルの感触が変化したり、
油圧作動音が聞こえたりすることがあります。 これは
システムの正常な作動であり、 故障ではありません。

再発進
アダプティブ クルーズ コントロール システムの作動モ
ードに応じて、停車後に再発進し、自動車速制御と自動
車間距離制御を再開することができます。

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) 作動中
e ステアリング ホイールのコントロール レバーを上

方 (4 の位置、再開) に押してください。
– または –
アクセル ペダルを短く踏んでください。
🡆 車両が自動的に走行を再開します。

渋滞走行時に、数秒以内に自動的に再発進し
ます。

インフォメーション

状況に応じて、アダプティブ クルーズ コントロールは
渋滞走行時の再自動発進をサポートします。 これは、
低速走行する交通状況での快適な制御を可能にします。

障害物がある場合の発進

渋滞走行時、自車と前走車との間に障害物がある場合で
も、車両は再発進する可能性があります。 その結果、
衝突する恐れがあります。
e この場合はすぐにブレーキをかけてください。

インフォメーション

前走車が停止しているときは発進できません。

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) スタンバ
イ中
自動クルーズ コントロールおよび車間距離制御は車両
が停止中または発進後、前方に静止した物体を検出して
いないとき再開できます。
e ステアリング ホイールのコントロール レバーを上

方 (4 の位置、再開) に押してください。
– または –
目標速度の設定。

速度および車間距離制御の中断と再開
クルーズ コントロールおよび車間距離制御の中断 –
キャンセル
e ブレーキ ペダルを踏んでください。

– または –
コントロール レバーを下方向に押してください (3
の位置、キャンセル)。
🡆 アダプティブ クルーズ コントロールは停止中

です。
保存されている目標速度と目標車間距離が保
持されます。
ステータス ディスプレイ B が緑色からグレー
になります。

インフォメーション

停車時は、速度および車間距離制御はコントロール レ
バーを使用してのみキャンセルできます。 これによっ
て、停止時に ACC も有効になる場合があります。

クルーズ コントロールと車間距離制御の再開 – 再開
e ステアリング ホイールのコントロール レバーを上

方 (4 の位置、再開) に押してください。
🡆 前走車が目標速度よりも遅く走行しているこ

とが検出される場合、および先行車両との車
間距離があらかじめ設定した車間距離未満で
ある場合を除き、車両は保存されている目標
速度になるまで加速します。
ステータス ディスプレイ B がグレーから緑色
になります。

インフォメーション

コントロール レバーを 3 の位置 (キャンセル) にして速
度および車間距離制御を中断していた場合、前方に静止
した物体を検出していない状態でのみ制御を再開できま
す。

ACC 警告メッセージ
アダプティブ クルーズ コントロール作動時のドライバ
ー引き継ぎリクエスト (ACC 作動)
システムが作動しているときに、ドライバーのブレーキ
操作が必要であると判断された場合は警告音が鳴り、イ
ンストルメント パネルに警告シンボルが表示されま
す。
アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) の警告メッ
セージに関する情報：
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。
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警告 システムによる自動ブレー
キ中の制動力不足

システムが作動しているときに、ドライバーのブレーキ
操作が必要であると判断された場合は警告音が鳴り、イ
ンストルメント パネルに警告シンボルが表示されま
す。 この場合、システムのブレーキ制動力では衝突を
回避するのに十分ではありません。
e この場合はすぐにブレーキをかけてください。

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) の
例外
以下の場合、アダプティブ クルーズ コントロール
(ACC) が使用できないか、OFF になります。
– イグニッションが OFF になっている場合。
– 運転席ドアが開いている場合、または運転席のシ

ート ベルトが着用されていない場合。
– エレクトリック パーキング ブレーキが作動してい

る場合。
– セレクター レバーが N、R または P の位置にある

場合。
– 急な上り坂または下り坂。

オート スタート / ストップ機能
オート スタート / ストップ機能
たとえば信号待ちや渋滞などで停車した場合、エンジン
を自動で停止するためのすべての条件が満たされるとエ
ンジンは自動停止します。車両が徐行中に停車した場合
も、エンジンが自動的に停止することがあります。 こ
うしてオート スタート / ストップ機能により燃料消費
が節減されます。
エンジンが自動停止しているときもイグニッションは
ON の状態のままで、 すべての安全機能が作動可能な状
態になっています。
エンジン自動停止の前提条件
b オート スタート / ストップ機能が ON になってい

る。
b ボンネットが閉まっている。
b ブレーキ ペダルが踏み込まれている
b PDK 作動モード D、M、N または P が選択されて

いる。
b エンジン、トランスミッション、エアコンが作動

温度に達している。
b 前回エンジンが自動停止してから、車両を徐行運

転した。
b 運転席シート ベルトを着用している、または運転

席ドアが閉じている。

エンジンの自動停止および自動始動
エンジンの停止
1. フット ブレーキを踏んで車両にブレーキをかけて

ください。
2. ブレーキ ペダルを踏み続けてください。

– または –
停車中にセレクター レバーのボタン P を押してく
ださい。

インフォメーション

停車中にブレーキ ペダルをいっぱいまで踏み込むと、
HOLD 機能が作動します。 これにより、自動停止が作
動し、ブレーキ ペダルを踏み続けなくても車両は停止
した状態に維持されます。
エンジンはアクセル ペダルを踏む、またはエンジンを
始動する必要が生じたときに自動的に始動します。

インフォメーション

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) が ON の場
合、前走車が停車したら車両は走行を停止し、エンジン
が自動的に停止します。
車両は HOLD 機能によって停止状態に維持されます。

エンジンの始動
b 作動モード D、M、N または P を選択している。
e フット ブレーキを放してください (作動モード P

以外)。
– または –
アクセル ペダルを踏み込んでください。
– または –
ステアリング ホイールを動かしてください。
– または –
作動モード R を選択してください。
🡆 エンジンが始動した後は通常の運転操作で発

進できます。

インフォメーション

エアコンで車内を快適にするためなど特定の条件下で、
エンジンが自動的に始動する場合もあります。 場合に
よっては、ドライバーにブレーキ ペダルを踏むよう指
示するメッセージがインストルメント クラスターに表
示されます。



95

運転 / ドライバー アシスタンス

インフォメーション

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) の作動中
は、前走車が発進するとエンジンが自動的に始動しま
す。

降車後の反応
エンジンが自動停止した後に降車する (運転席シート ベ
ルトを着用しておらず、運転席ドアが開いており、ブレ
ーキ ペダルを踏んでいない場合) と、エンジンは自動的
には始動しません。 作動モードが D、R または M の場
合：
– エレクトリック パーキング ブレーキがかかりま

す。
– トランスミッションはパーキング ロック P に入っ

ている。
g 96 ページの「ブレーキ」の章を参照してくださ
い。
g 102 ページの「トランスミッション」の章を参照し
てください。
運転席ドアが開き、運転席シート ベルトが外れた状態
でも、エレクトリック パーキング ブレーキを手動で解
除すると車両を動かすことができます。 この場合、パ
ーキング ブレーキは解除され、トランスミッション レ
ンジは選択された位置のままになります。
作動モード D、R または M でパーキング ブレーキが解
除された場合、またはブレーキを踏んだ状態で作動モー
ド D、R または M に切り替えた場合、エンジンは再始
動します。

降車後 30 秒以内に以下の条件のうちの 1 つが検出され
た場合、オート スタート / ストップ モードが再開しま
す。
– ブレーキ ペダルを踏み、さらに運転席ドアを閉じ

るか、運転席シート ベルトを着用した場合。
– または –
運転席ドアを閉じ、運転席シート ベルトを着用し
た場合。
– または –
運転席ドアを閉じ、運転席シート ベルトを着用し
たうえで、アクセル ペダルを踏んだ場合。

車両を離れてから 30 秒以内にオート スタート / スト
ップ機能を OFF にした場合、運転席ドアを閉めてシー
ト ベルトを着用してからでなければ、エンジンが始動
しません。 上記の条件のいずれも満たされなかった場
合、車両から離れて 30 秒後にエンジンを手動で始動す
る必要があります。 エンジンを手動で始動することを
促すメッセージが、インストルメント クラスターに表
示されます。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。
g 100 ページの「車両の始動、走行、駐車」の章を参
照してください。
g 78 ページの「シート ベルト」の章を参照してくださ
い。

オート スタート / ストップ機能の ON/
OFF

e   e ドライブ e Start/Stop OFF
エンジンの自動停止が無効になります。
停車すると、エンジンが自動的に停止します。

オート スタート / ストップ機能の例外
たとえば次のような状況では、オート スタート / スト
ップ機能は使用できません。
– SPORT および SPORT PLUS 走行プログラムが有

効
– PSM が OFF または PSM がスポーツ モードのと

き。
– 操作中。
– エアコン機能の「最大冷房出力」が有効になって

いる場合
– 「フロント ウィンドウ デフロスター」機能が有効

になっている場合。
– 標高が高いとき
– 車高を調整しているとき
– トレーラーが検出されている場合 (バイク ラックま

たはトレーラー コネクターが差し込まれている)。
他のメーカーのトレーラー ヒッチが車両に取り付
けられている場合は、オート スタート / ストップ
機能を手動で停止する必要があります。

たとえば次のような状況では、オート スタート / スト
ップ機能が制限されます。
– エアコンや車室内ヒーターが高負荷で作動してい

る場合
– バッテリーの充電状態が低いとき
– 上り坂または下り坂
– オート エンジン診断機能など車両が内部点検を実

行している場合
– 外気温度やバッテリー温度が非常に低いとき、ま

たは高いとき

インフォメーション

エンジンが自動停止した後、上記のいずれかの条件が満
たされると、エンジンが自動的に再始動します。



96

運転 / ドライバー アシスタンス

警告

警告

警告

警告

オート スタート / ストップ機能の表示
自動停止および再始動の準備
オート スタート / ストップ機能でエンジンが
自動停止し、エンジンの自動始動が利用でき
る場合、インストルメント クラスターのイン
ジケーター ライトが緑色に点灯します。

自動停止または再始動の準備ができていない
エンジンの自動停止が利用できない、または
エンジンが自動停止した後に再始動できない
場合は、停車中にインストルメント クラスタ
ーのインジケーター ライトが黄色に点灯しま
す。

オート スタート / ストップ システムは、次の状態を検
出します：
– エンジンを自動停止するための条件のいずれか 1

つが満たされていない。
– または –
オート スタート / ストップ機能の例外条件が 1 つ
以上満たされている。

g 94 ページの「エンジンの自動停止および自動始動」
の章を参照してください。
g 95 ページの「オート スタート / ストップ機能の ON/
OFF」の章を参照してください。

警告メッセージへの対応
故障したときは、スタート / ストップ機能が停止してい
るというメッセージがインストルメント クラスターに
表示されます。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。

ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。

ブレーキ
一般的な安全に関する指示

ペダル操作の妨げ

フット マットの固定が不適切であるか、正しく固定さ
れていないと、アクセル ペダルやブレーキ ペダルが誤
って操作されたり、ペダルが固定される可能性がありま
す。
その結果、意図せず車両が加速または減速したり、加速
や減速が困難になる場合があります。
e 車両には適切なフロア マットのみを使用してくだ

さい。
e フロア マットはフロア上に敷くだけでなく、しっ

かりと固定してください。
e 幾つものフロア マットを重ねて敷かないでくださ

い。
e 清掃などのためにフロア マットを取り外した場合

には、元の場所に正しく取り付けられているか確
認してください。

ブレーキ ブースターの機能
停止

ブレーキ ブースターは、エンジン作動時に作動準備完
了状態になります。エンジン停止時やブレーキ ブース
ターに不具合がある場合は、ブレーキ ペダルを踏み込
むときに大きな力が必要になります。
e ブレーキが故障した車両は、必ず車両輸送専用車

かトレーラーでけん引してください。

ブレーキ ディスクの水膜

激しい降雨時や水たまりを通過したときや洗車後は、ブ
レーキの効きが悪くなり、ペダルを強く踏まなければな
らない場合があります。
e 洗車後にはブレーキを点検してください。
e 後方の安全を確認した上で定期的にブレーキをか

け、ブレーキを乾かしてください。このとき、後
方の交通状況に注意してください。

ブレーキ性能の低下

塩分を含んだ道路や砂利の多い道路を長時間運転した
後、ブレーキ ディスクとパッドにコーティングが形成
され、ブレーキ性能が低下する場合があります。
車両を長期間駐車すると、ブレーキディスクが腐食して
振動を引き起こす可能性があります。
e ブレーキ効果が著しく損なわれている場合：

ポルシェ正規販売店にご相談ください。ポルシェ
は、トレーニングを受けたメカニックと必要な部
品とツールが備わっているため、ポルシェ正規販
売店のご利用を推奨します。

e ブレーキの効きを持続するため、下り坂を走行す
るときは、タイミング良くギヤを落とし、エンジ
ン ブレーキを利用してください。坂道でのエンジ
ン ブレーキ効果が十分でない場合は、間隔を置い
てフットブレーキを使用します。継続的にブレー
キをかけると、ブレーキの過熱を引き起こす恐れ
があり、ブレーキ効果が損なわれます。

ブレーキ フルードとブレーキ フルード レベルの点検に
関する情報：
g 226 ページの「ブレーキ フルード」の章を参照して
ください。
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警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に注
意を払ってください。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。
車両を ON にすると、ブレーキ機能によって自動的に作
動状態が点検されます。警告灯とインジケーター ライ
トが短時間点灯し、再び消灯します。ブレーキ警告灯が
常時点灯している場合は、故障が発生しています。

e 直ちに故障を修理してください。ポルシェ正規販
売店にご相談ください。ポルシェ正規販売店のご
利用をお勧めいたします。十分なトレーニングを
受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と
専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約
束します。

停車中にエレクトリック パーキング ブレーキを完全に
作動させることができない場合、P ボタンのインジケー
ター ライトとブレーキ警告灯が点滅します。

ブレーキ パッドの摩耗限界
ブレーキ パッドが摩耗限界に達すると、インストルメ
ント パネルに警告メッセージが表示されます。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。
e 直ちにブレーキ パッドを交換してください。ポル

シェ正規販売店にご相談ください。ポルシェ正規
販売店のご利用をお勧めいたします。十分なトレ
ーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の
技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな
整備をお約束します。

ブレーキブレーキ パッドとブレーキ ディ
スク
ブレーキ パッドやブレーキ ディスクの摩耗は、ユーザ
ーの運転の仕方や使用環境によって大きく左右されるた
め、必ずしも走行距離には依存しません。
この車両の高性能ブレーキ システムは、すべての速度
域および温度下で、最適な制動効果が得られるように設
計されています。
特定の速度、制動力、車両を取り巻く環境（気温、湿度
など）によってブレーキから異音が発生することがあり
ます。

警告シンボルへの対応
ブレーキ パッドが摩耗限度に達すると、警告シンボル
が表示されます。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。
e 直ちにブレーキ パッドを交換してください。ポル

シェ正規販売店にご相談ください。ポルシェ正規
販売店のご利用をお勧めいたします。十分なトレ
ーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の
技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな
整備をお約束します。

ぽるしぇせらみっくこんぽじっとぶれーき（ぴ
ーしーしーびー）
この車両の高性能ブレーキ システムは、すべての速度
域および温度下で、最適な制動効果が得られるように設
計されています。
ブレーキ パッドやブレーキ ディスクなどのブレーキ シ
ステムおよび関連部品の摩耗は、ユーザーの運転の仕方
や使用環境によって大きく左右されるため、必ずしも走
行距離に依存するとは言えません。

ポルシェ社が使用している数値は、交通状況に合わせた
通常の運転操作に基づいています。サーキット走行や同
様の運転スタイルは、摩耗を大幅に促進させます。
e 車両をサーキット走行などに使用する場合は、現

在のガイドラインについてポルシェ正規販売店に
お問い合わせください。

e ブレーキ パッドおよびブレーキ ディスクに摩耗が
ないか定期的に点検します。

エレクトリック パーキング ブレーキ
エレクトリック パーキング ブレーキは停車中に車両が
動き出さないよう固定するために使用します。

図. 95: エレクトリック パーキング ブレーキの作動

パーキング ブレーキの作動
b 車両が停止していること。
e P ボタンを引いてください。

🡆 P ボタンのインジケーター ライトとブレーキ
警告灯が点灯します。
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警告

パーキング ブレーキの手動解除
b イグニッションが ON になっていること。
1. ブレーキペダルを踏んでください
2. P ボタンを押してください。

🡆 ブレーキ警告灯が消灯します。

パーキング ブレーキの自動解除
b エンジン始動状態 / 車両走行可能状態（E-Hybrid

車両）。
b 運転席ドアが閉じていること
b 運転席シート ベルトを着用している、または作動

モード D、R または M が選択されている。
パーキング ブレーキをかけたままでも通常のように発
進することができます。

パーキング ブレーキの自動ロック
b 車両が停止していること。
b 作動モード D、R、または M が選択されている。
b 運転席ドアを開きます。
b 運転席シートベルトをします。
P ボタンのインジケーター ライトとインストルメント
パネルのブレーキ警告灯が点灯します。
エレクトリック パーキング ブレーキの自動締結を手動
解除によって無効にした場合、この機能は再度ドアを開
くか、または運転席シートベルトを外した場合にのみ利
用できます。

緊急ブレーキ機能の作動
急激な減速

緊急ブレーキ機能が作動すると非常に高い制動力が発揮
されます。周囲の走行を妨げたり、車両のコントロール
を失う恐れがあります。
e 緊急ブレーキ機能は緊急時以外作動させないでく

ださい。

通常のブレーキ操作のみでは車両を停車できない場合は
急制動をかけ、停車させることができます。
e P ボタンを引いたままにします。

🡆 ブレーキ警告灯と P ボタンのインジケーター
ライトが点滅します。

緊急ブレーキ機能を解除するには:
e P ボタンを放します。

走行プログラム
走行モードの概要
装備により、全体的によりスポーティーで多様な走行プ
ログラムがあります。
ノーマル
日常での走行中、コントロール システムは快適さと燃
費のバランスを取りながら機能します。
スポーツ
日常での走行中、コントロール システムは情動性およ
びダイナミズムを重視して調整されます。
スポーツ プラス
レース サーキットのような運転で最高のパフォーマン
スを発揮します。
INDIVIDUAL
ノーマル、スポーツ、スポーツ プラスの走行プログラ
ムの一部の設定を個別に組み合わせることができます。

ノーマル、スポーツ、スポーツ プラスおよび
INDIVIDUAL 走行プログラムの車両設定に関するインフ
ォメーション：
g 98 ページの「走行プログラムの選択」の章を参照
してください。
E ハイブリッド車両の走行モードの選択および E パワ
ー、ハイブリッド オート、E チャージ、E ホールド走行
プログラムの車両設定に関するインフォメーション：
g 109 ページの「モード スイッチでの走行プログラム
の選択」の章を参照してください。

走行プログラムの選択
インフォメーション

作動準備が整うと、ノーマル走行モードが自動的に有効
になります。
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PCM による走行プログラムの選択

e  e 走行 e 走行モードを選択します。

センター コンソールでの走行プログラムの選
択
b スポーツ クロノ パッケージ非装備車。

図. 96: センター コンソールの走行プログラム ボタン

e SPORT または INDIVIDUAL ボタンを押します。
🡆 走行プログラムが作動している場合、ボタン

のインジケーター ライトが点灯し、インスト
ルメント クラスターに走行プログラムが表示
されます。

モード スイッチによる走行モードの選択
b スポーツ クロノ パッケージ装備車

図. 97: ステアリング ホイールのモード スイッチ

e モード スイッチを左または右に回して、希望する
走行プログラムを選択します。
🡆 デジタル スピードメーターに選択した走行プ

ログラムが表示されます。

INDIVIDUAL 走行モードの設定
INDIVIDUAL 走行プログラムでは、シャーシ、車両レベ
ル、スポーツ エキゾースト システム、オート スター
ト / ストップ機能 (E ハイブリッド車両ではない)、およ
びリヤ スポイラーを、ノーマル、スポーツ、スポーツ
プラスの各走行プログラムに基づいて個別に組み合わせ
ることができます。 保存した組み合わせは、モード ス
イッチを INDIVIDUAL に切り替えるか、INDIVIDUAL
ボタンを使用して再び呼び出すことが可能です。

INDIVIDUAL での設定の選択と保存

e  e 走行 e  e 走行モード INDIVIDUAL の
設定

SPORT Response モードの使用
b スポーツ クロノ パッケージ装備車

図. 98: SPORT Response タイマー ディスプレイ

SPORT Response モードでは、エンジンおよびトラン
スミッションが最大レスポンスに設定されるとともにタ
イマー制御されます。

SPORT Response モードの作動
e モード スイッチの SPORT Response ボタンを押

してください。
🡆 「車両＆情報」ディスプレイ内のタイマー

は、この機能が有効な残り時間を示します。
次に、約 20 秒後、車両は以前に選択していた
走行プログラムに戻ります。

SPORT Response モードの作動停止
b SPORT Response モードが作動している
e モード スイッチの SPORT Response ボタンを再

度押してください。
🡆 車両は以前に選択していた走行プログラムに

戻ります。
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選択した走行モードの車両設定の概要
e 個々の車両機能に関して詳しくは、該当するセク

ションを参照してください。

走行プログラム ノーマル / ハイブリッド SPORT SPORT PLUS

アイドル回転数上昇 無効 作動 作動

シフトダウン用インターミディエイト スロットル アプリケーション 無効 作動 作動

車内のエンジン サウンド最適化 無効 作動 作動

バックファイアー 無効 作動 作動

ローンチ コントロール 使用不可 使用不可 使用可能

オート スタート / ストップ 作動 使用不可 使用不可

スポーツ エキゾースト システム 無効 作動 作動

スポーツ エキゾースト システムの ON/OFF の
切り替え
スポーツ エキゾースト システムは PCM で排気音最適
化モードに切り替えることができます。

e  e 走行 e スポーツ エキゾースト システム
追加情報
走行可能距離
走行可能距離は、運転の仕方、天候、大量のエネルギー
を消費する負荷の使用、および走行モードなどの選択さ
れた車両設定によって異なります。 電力消費量に配慮
した運転を心掛け、大量のエネルギーを消費する負荷の
使用を控えると、走行可能距離が延びます。

警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に注
意を払ってください。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

車両の始動、走行、駐車
イグニッション ロック
キーはイグニッション ロック内のコントロール ユニッ
トに変更されました。 必要なのはキーを携行している
ことだけです。

図. 99: イグニッション ロック / コントロール ユニット

0 初期位置
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警告

警告

1 イグニッション ON
2 エンジン始動 / 作動準備の確立 (E-Hybrid 車両)

0 - イグニッション OFF (初期位置)
イグニッション ロックが位置 0 のとき、エンジンとイ
グニッションは OFF になっています。
1 - イグニッション ON
ほとんどの電装品が作動可能になります。 インストル
メント クラスターの警告灯がランプ作動確認のために
点灯します。

インフォメーション

イグニッションを ON にしてから 10 分以上電装品を
ON にしなかった場合、再度イグニッションを ON にす
る必要があります。 初めにコントロール ユニットをイ
グニッション ロック位置 0 (初期位置) に回します。

2 - エンジン始動
コントロール ユニットは、E-Hybrid 車両でエンジンが
始動、または作動準備が確立すると、自動的に位置 2
から位置 1 にリセットされます。

エンジンの始動
E-Hybrid 車両の始動に関するインフォメーション:
g 107 ページの「ハイブリッド車両」の章を参照して
ください。

1. ブレーキ・ペダルを踏み込んでください。
2. セレクター レバーの P ボタンを押すか、作動モー

ドの N を選択してください。
3. アクセル・ペダルは踏まないでください。
4. コントロール ユニットをイグニッション ロック位

置 2 に一時的に回してください。
🡆 イグニッション ロック位置 2 (エンジン始動)

にすると、直ちにエンジン始動制御が実行さ
れ、エンジンが自動的に始動します。

e エンジンが始動しない場合は、10 秒程度間をおい
てから再度始動させてください。 まずコントロー
ル ユニットをイグニッション ロック位置 0 (初期
位置) に戻してください。
停車した状態での暖機運転は行わず、 直ちに発進
してください。 ただしエンジンが通常の作動温度
になるまでは、スロットル操作を控えめにし、エ
ンジン回転数を上げすぎないよう注意して運転し
てください。

車両が始動しない場合：
g 32 ページの「キー」の章を参照してください。

エンジンの停止
車両が動き出す危険

車両を適切に駐車しなかった場合、車両が不意に動き出
して人や物に危害を与える恐れがあります。
e 車両から離れるときは、必ずエレクトリック パー

キング ブレーキをかけ、セレクター レバーの P ボ
タンを押してください。

作動停止状態のパワー ステ
アリングおよびブレーキ ブ
ースター

パワー ステアリングおよびブレーキ ブースターは、エ
ンジンが作動しているときのみ作動します。 エンジン
が OFF になると、ステアリング ホイールを回すことや
ブレーキングに普段より大きな力が突然必要になりま
す。
e イグニッションは、車両が停止している場合にの

み、OFF にしてください。

1. 停車してください。
2.  コントロール ユニットをイグニッション ロック位

置 0 に回してください。

e 車両から離れるときは、セレクター レバーの P ボ
タンを押して、エレクトリック パーキング ブレー
キをかけてください。

インフォメーション

コントロール ユニットは取り外せません。
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トランスミッション
Porsche Doppelkupplung (PDK) による
走行
Porsche Doppelkupplung (PDK) はオートマチック シ
フト モードとマニュアル シフト モードを備えた 8 段変
速トランスミッションです。
オートマチック シフト モード (作動モード D) では、ギ
ヤは自動的にシフトされます。 ステアリング ホイール
のシフト パドルを操作することにより、一時的にオー
トマチック シフト モードからマニュアル シフト モード
に切り替えることができます。
マニュアル シフト モード (作動モード M) では、セレク
ター レバーまたはステアリング ホイール上にあるシフ
ト パドルの操作でギヤを変更できます。
D と M の作動モードは、走行中も必要に応じて切り替
えられます。
e オートマチックとマニュアルのどちらのモードに

あるときでも、ステアリング ホイールのギヤシフ
ト パドルを誤って操作しないように注意してくだ
さい。思わぬタイミングでギア シフトが発生して
しまいます。

図. 100: 作動モードの変更

1 リリース ボタン
2 トランスミッション パーキング ロック (P ボタン)

作動モードの変更
イグニッションが OFF の場合、作動モード P が有効と
なり、セレクター レバーはシフト ゲート内で自由に動
かせます。
作動モードはセレクター レバーのリリース ボタン
(1(図. 100)) を押した場合にのみ変更できます。 作動
モードを P または N から切り替える場合には、リリー
ス ボタンに加え、ブレーキ ペダルを踏む必要がありま
す。 作動モード M は、作動モード D になっている場合
のみ有効にできます。 作動モード P に切り替えるに
は、セレクター レバーの P ボタン (2) を押すか、イグ
ニッションを OFF にします。
各操作の後、セレクター レバーは元の中央位置に戻
り、選択されている作動モードがインストルメント ク
ラスターに表示されます。
g 103 ページの「セレクター レバー ポジション インジ
ケーターおよびギヤ ポジション インジケーターを読み
取る」の章を参照してください。

リリース ボタン
セレクター レバーのリリース ボタン (1 (図. 100)) は、
シフトの誤操作を防止します。 作動モードを変更する
たびにリリース ボタンを押す必要があります。

P ボタン
セレクター レバーの P ボタン (2 (図. 100)) は、トラン
スミッション パーキング ロックを作動させます。 作動
モード D、M または R でイグニッションを OFF にする
と、トランスミッション パーキング ロックが自動的に
作動します (自動 P)。

インフォメーション

車両から離れる (運転席シート ベルトが着用されていな
い、運転席ドアが開いている、ブレーキ ペダルを踏ん
でいない) ときは、作動モードが D、M または R でもト
ランスミッション パーキング ロックがかかります。
運転席ドアが開いており、運転席シート ベルトが着用
されていない状態でも、電動パーキング ブレーキを手
動で解除し、必要に応じて希望する作動モード D、M
または R に切り替えると、車両を動かすことができま
す。 この場合、パーキング ブレーキは解除され、希望
する作動モード D、M または R が選択された状態のま
まになり、トランスミッション パーキング ロックは自
動的に作動しません。

g 100 ページの「車両の始動、走行、駐車」の章を参
照してください。

エンジンの始動
セレクター レバーが P か N の位置にあり、ブレーキ ペ
ダルを踏んだ状態でないと、エンジンを始動することは
できません。
E ハイブリッド車両の始動に関するインフォメーショ
ン：
g 100 ページの「車両の始動、走行、駐車」の章を参
照してください。

インフォメーション

E ハイブリッド車両： 車両を電気のみ (例：バッテリー
電圧、温度) で走行する条件が満たされたとき、内燃エ
ンジンは始動せず作動スタンバイ状態になります。

車両の発進
e 希望する発進用の作動モードの選択 (D、M または

R) はエンジンのアイドリング中に行い、その間は
ブレーキ ペダルを踏み続けてください。
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e ギアが入ると車両はゆっくりと動き出そうとする
ので、発進の準備が整うまでブレーキ ペダルから
足を放さないでください。

坂道での発進
g 106 ページの「HOLD 機能」の章を参照してくださ
い。

車両の停止
e 信号待ちなど短時間の停車時は、セレクター レバ

ーを作動モード D のままにし、ブレーキ ペダルを
踏んでください。

e 上り坂でアクセル ペダルを踏みながら停止位置を
保つようなことはしないでください。 ブレーキ ペ
ダルを踏むか、電動パーキング ブレーキを作動さ
せてください。

e 車両から離れるときは、必ず電動パーキング ブレ
ーキを作動させ、作動モードを P にしてくださ
い。

駐車
e アクセル ペダルは慎重に操作してください。

e 特に、狭い場所で駐車や移動をする場合は、フッ
ト ブレーキを使用して速度を調節してください。

セレクター レバー ポジション インジケーター
およびギヤ ポジション インジケーターを読み
取る

図. 101: インストルメント クラスター内のモードおよび締結ギ
ヤ インジケーター

エンジン作動中に、作動モードと締結ギヤが表示されま
す。
ブレーキを踏んでいない状態で不意にセレクター レバ
ーが P または N 位置から異なるモードに動いてしまっ
た場合、希望する作動モードは作動しません。 インス
トルメント クラスターにメッセージが表示されます。
e 発進するには、ブレーキをかけた状態で、セレク

ター レバーを再び P または N から希望する作動モ
ードに動かしてください。

インストルメント クラスター内での作動モード R または
D の点滅
駆動力が伝達されません。
原因：

最高許容速度以上で、または進行方向と反対方向にセレ
クター レバーを R または D にシフトした。

対策：
e ブレーキ ペダルを踏み、セレクター レバーを N か

ら希望するギヤに移動させてください。

作動モード
P – パーキング ロック
e 必ず車両が停止してから、P ボタンを使ってパーキ

ング ロックをかけてください。 作動モード P が点
滅している場合、パーキング ロックがかかってい
ません。 車両が不意に動き出す恐れがあります。
もう一度 P ボタンを押すか、イグニッションを
OFF にしてください。

R – リバース ギヤ
e セレクター レバーの選択は、必ず車両が停止しブ

レーキをかけてからにしてください。
N – ニュートラル
たとえば、洗車機を使用するときなどは、作動モード N
を必ず選択してください。
e 希望する発進用の作動モードの選択 (D、M または

R) はエンジンのアイドリング中に行い、その間は
ブレーキ ペダルを踏み続けてください。

D – オートマチック シフト モード
e 「ノーマル」の走行時には、作動モード D を使用

してください。 アクセル ペダルの踏み込み方と車
速により、ギヤが自動的に選択されます。
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インフォメーション

ステアリング ホイールのギヤ シフト操作により、一時
的にオートマチック シフト モード D からマニュアル シ
フト モード M に切り替えることができます。
例えば、以下のような状況ではこの操作を行ってくださ
い。
− カーブや市街地に入る前にシフトダウンしたいと

き。
− 下り坂でエンジン ブレーキをかけるためにシフト

ダウンしたいとき。
− 急加速のためにシフトダウンしたいとき。

インフォメーション

以下の場合、マニュアル モードが維持されます：
− オーバーラン モードのとき。
− 車両が交差点などで停車した場合

インフォメーション

次の場合は、マニュアル シフト モードが解除されま
す。
− オーバーラン モード以外は、自動的に約 6 秒後、

M - マニュアル シフト モード

図. 102: セレクター レバーのマニュアル モード

ステアリング ホイールのギヤシフト パドルまたはセレ
クター レバーの操作により、ドライバーは 8 つの前進
ギヤを快適かつ安全に選択することができます。
e セレクター レバーを D の位置から M の位置に押し

てください。
現在のギヤは、D から M にシフトしてもそのまま維持
されます。
M から D にシフトするとき、現在の走行スタイルに適
したギヤシフト マップが選択され、対応するギヤに入
ります。

図. 103: シフト パドル付きステアリング ホイール

セレクター レバーまたは右「+」シフト パドルでのシ
フトアップ
e セレクター レバーまたは右側シフト パドルを手前

に引いてください。

セレクター レバーまたは左「-」シフト パドルでのシ
フトダウン
e セレクター レバーを前方に押してください。また

は左側シフト パドルを手前に引いてください。

シフト パドルを使用したクラッチの解除
b ACC - またはクルーズ コントロール無効
e 両方のシフト パドルを同時に引いて、すぐに放し

てください。

トランスミッションがクラッチを開きます。 車両はエ
ンジンを切り離した状態でアイドル回転数で走行し、エ
ンジン ブレーキの効果は得られません。 直前の作動モ
ードが D または M であった場合、ギヤ シフト インジ
ケーターの数字が点滅します。 シフト パドルのいずれ
かを引くかセレクター レバーを操作すると、再びクラ
ッチが閉じます。

インフォメーション

速度しきい値を下回ると、クラッチは締結しません。
その場合はブレーキ ペダルを踏みながら、N から希望
する作動モードを再度選択します。

最適な燃費で走行するためのシフトアップ インジケ
ーター

図. 104: シフトアップ インジケーター A

燃費重視の運転を促すシフトアップ インジケーター A
は、ドライバーが経済的な運転をできるように支援しま
す。 選択しているギヤ、エンジン回転数、アクセル ペ



105

運転 / ドライバー アシスタンス

警告

ダルの踏み込み方に応じて、シフトアップ インジケー
ターが点灯し、1 段高いギヤにシフトアップする適切な
タイミングをお知らせします。
e シフトアップ インジケーターが点灯したときは、1

段高いギヤにシフトアップしてください。

キックダウン機能を作動させる
キックダウン機能はモード D で作動します。
e 追い越し時などで大きな加速力が必要な場合は、

アクセル ペダルを素早くいっぱいに踏み込んで (キ
ックダウン) ください。

走行速度とエンジン回転数に応じて、トランスミッショ
ンがシフト ダウンされます。 そのギヤでのエンジン回
転数の許容上限に達するまで、シフトアップされませ
ん。

惰性走行モードで走行する
b Panamera、Panamera 4、Panamera 4S、

Panamera GTS、Panamera Turbo S
惰性走行モードでは、締結ギヤが自動的に切り離され、
エンジン ブレーキによる減速を防止します。 車両はニ
ュートラルで惰性走行します。

惰性走行モードを開始する
b オート スタート / ストップ機能が ON になってい

る。
b ノーマル走行モードが選択されている。
b 作動モード D が選択されている。
b ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) が有

効になっている。
b クルーズ コントロールが作動していない。
b アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) が有効

になっていない。

b Porsche InnoDrive (PID) が無効になっている。
b ゆるやかな上り / 下り勾配
1. アクセル ペダルから足を完全に離してください。
2. ギヤシフト パドルまたはセレクター レバーを使用

して、可能な限り高いギヤに手動でシフトアップ
します。
🡆 惰性走行モードが開始されます。

惰性走行モードの終了
e アクセル ペダルを踏みます。

– または –
シフト パドルまたはセレクター レバーを使用して
ギヤを切り替えます。
🡆 エンジンが締結され、惰性走行モードが終了

します。

ローンチ コントロールを使用した発進
ローンチ コントロール機能は停車状態から最大加速度
で発進することができるシステムです。

車両のコントロールの喪
失、または他の通行者への
危険

特定の状況 (路面状態が悪いとき、集中力が低下したと
きなど) では、車両の制御が失われることや、他の道路
利用者に危険が及ぶ恐れがあります。
e ローンチ コントロールの使用は、路面状況や周囲

の交通状況から判断して安全が確保できる場合の
みにしてください。

e ローンチ コントロールを使用して発進するとき
は、他の通行者に危険が及ばないようにしてくだ
さい。

インフォメーション

通常の発進に比べて、最大加速での発進が構成部品に与
える負荷は劇的に増大します。

b 作動温度の車両。
b 道路の勾配率が低い。
b SPORT PLUS 走行プログラム作動中。
b ステアリング ホイールは直進位置。
1. 左足でブレーキ ペダルを踏んでください。
2. 素早くアクセル ペダルをいっぱいに踏み込んで、

そのまま保持してください。
🡆 エンジン回転数が自動的に均一になります。

ローンチ コントロールが作動していることを
示すメッセージがインストルメント クラスタ
ーに表示されます。

3. 数秒以内にブレーキを解除してください。

e ローンチを使用した発進
b E ハイブリッド車両
e ローンチ機能で、停車状態から電気のみを使用して最
大加速度で発進することができます。

b 高電圧バッテリーは十分に充電され、作動温度に
なっています。

b 作動温度の車両。
b 道路の勾配率が低い。
b ステアリング ホイールは直進位置。
1. E-POWER 走行プログラムを作動させます。
2. 左足でブレーキ ペダルを踏んでください。
3. ローンチ コントロールが作動していることを示す

メッセージがインストルメント クラスターに表示
されるまでアクセル ペダルを踏み込み、そのポイ
ントで停止します。

4. 数秒以内にブレーキを解除してください。
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警告

警告

インフォメーション

E パワー走行プログラムでは、アクセル ペダルにハイ
ブリッド特有のエンド ポイントがあります。 このエン
ド ポイントを超えると、内燃エンジンが始動します。

HOLD 機能
一般的な安全に関する指示

車両コントロールの喪失

HOLD 機能を使用している場合でも、勾配での停止およ
び始動の責任はドライバーにあります。 滑りやすい路
面 (凍結している、またはぬかるんだ路面など) での停
止および始動時には、HOLD 機能によるアシストは保証
されません。 この場合、発進時に車両がスリップする
恐れがあります。
e 常に路面状況や車両負荷に応じた適切な運転を心

がけてください。 必要に応じてフット ブレーキを
使用してください。
HOLD 機能が作動しない場合、ドライバーは坂道
での発進時にアシストを受けられなくなります。

e フット ブレーキをかけて停車してください。

上り坂での僅かな後退

フット ブレーキを使用せずに急な上り坂で停車する場
合、HOLD 機能が作動する前に車両がわずかに後退する
恐れがあります。 このような状況では、フット ブレー
キを踏むことにより後退を抑制することができます。
e 停止をサポートするために、フット ブレーキでさ

らに制動力を上げます。

警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に注
意を払ってください。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

作動原理
HOLD 機能は、上り坂での停車時や発進時に、ドライバ
ーの運転操作を支援します。

この機能により、車両の思わぬ後退を自動的に防ぎま
す。 HOLD 機能が作動すると、インストルメント クラ
スターのインジケーター ライト  が点灯しま
す。
HOLD 機能は車両が停止状態にあるとき作動します。
この機能により、ブレーキ ペダルを踏んでいないとき
でも、車両の思わぬ後退を自動的に防ぎます。 アダプ
ティブ クルーズ コントロールが正常に機能している場
合、HOLD 機能は自動ブレーキ後に車両を停車状態に維
持します。
車両が HOLD 機能により保持されている場合は、通常
の運転操作で発進できます。 HOLD 機能の作動中にド
ライバーのシート ベルトが外され、運転席ドアが開い
た場合、車両は動き出さないように自動的に固定されま
す。

インフォメーション

PDK 装備車の HOLD 機能は、以下の条件では作動しま
せん。
− 作動モードが P および N のとき。
− 車両が停止していないとき。
− エンジンが手動で OFF にされたとき。
− 坂道の勾配率が 5 % 未満の場合。
− 運転席ドアが開き、運転席シート ベルトを着用し

ていない場合。

インフォメーション

車両が停止している間に素早くブレーキ ペダルを踏み
込むと、勾配に関係なく HOLD 機能が作動します。 こ
れにより、ブレーキ ペダルを踏み続けなくても車両の
停止状態を維持することができます。 セレクター レバ
ーを操作してトランスミッション レンジを変更しても
HOLD 機能は無効になりません。
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インフォメーション

HOLD 機能作動時にドライバーがブレーキ ペダルに違
和感を感じる場合や、油圧作動音が聞こえる場合があり
ます。
これはシステムの正常な作動であり、 故障ではありま
せん。

ハイブリッド車両
ハイブリッド作動モード
パラレル プラグイン ハイブリッド ドライブにより、以
下のハイブリッド作動モードが可能になります：
– 電気モーターによる走行。
– 内燃エンジンの駆動による走行（その際、内燃エ

ンジンはモーター ジェネレーターをによって同時
にて高電圧バッテリーを充電します）。

– 電気モーターおよび内燃エンジンによる走行。電
気モーターは、車両の駆動（ブースト）時にも燃
焼エンジンをサポートします。

– 回生（エネルギー再生）による走行。電気モータ
ーは、例えば内燃エンジン作動状態で車両が惰走
時に惰力運転し、車両降坂時は自動的に高電圧バ
ッテリーを充電します。

電動ドライブの作動の前提条件
インフォメーション

エンジン オイル内に燃料が溜まるのを防ぐため、時に
は、内燃エンジンを作動させた状態でより長い距離を走
行してください。

b 高電圧バッテリーが十分に充電されている。
b エンジン湯音が約 0 ºC 以上。
b 高電圧バッテリーが適温（低すぎることも高すぎ

ることもない）。
b モーター ジェネレーターの温度が高すぎない。
b ボンネットが閉じている。
これらの条件が満たされていない場合、インストルメン
ト クラスターにメッセージが表示されます。

車両を始動
b 車両プラグが車両充電ポートに挿入されていませ

ん。
1. フットブレーキを踏んでください。
2. セレクター レバーの P ボタンを押すか、作動モー

ドの N を選択してください。
3. アクセル ペダルは踏まないでください。
4. コントロール ユニットをイグニッション ロック位

置 2 に一時的に回してください。
🡆 インストルメント クラスターに READY と表

示されます。
エンジンが始動した後は通常の運転操作で発
進できます。

インフォメーション

車両プラグが車両充電ポートに挿入されている状態で車
両を始動すると、メッセージがインストルメント クラ
スターに表示されます。
e 約 20 秒以内に、車両充電ポートから車両プラグを

引き抜いてください。

降車後の作動
エンジンの自動停止時に降車する（運転席シート ベル
トを着用しておらず、運転席のドアが開いており、ブレ
ーキ ペダルを踏んでいない場合）と、エンジンは自動
的に始動しません。さらに、作動モード D、R、または
M になっている場合：
– エレクトリック パーキング ブレーキも作動しま

す。
– トランスミッション パーキング ロック P に入れま

す。
g 96 ページの「ブレーキ」の章を参照してください。
g 102 ページの「トランスミッション」の章を参照し
てください。
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運転席ドアを開き、運転席シート ベルトを外した場合
でも、エレクトリック パーキング ブレーキを手動で解
除することによって、車両を動かすことができます。こ
の場合、パーキング ブレーキは解除され、トランスミ
ッション レンジは選択された位置のままになります。
降車後 30 秒以内に下記のいずれかに該当すると、自動
エンジン始動が再び可能になります。
– ブレーキ ペダルが踏まれ、運転席ドアが閉められ

るか、運転席シート ベルトが着用された場合。
– または –
運転席ドアを閉じ、運転席シート ベルトを着用し
た場合。
– または –
パーキング ブレーキが手動解除され、車両の作動
モードが D、R または M である。
– または –
ブレーキ ペダルが踏まれており、走行プログラム
が変更されている。
– または –
車両が 2 km/h を超える速度で動いている状態で
ブレーキが踏まれた場合。

上記の条件のいずれも満たされなかった場合、車両から
離れて 30 秒後にエンジンを手動で始動する必要があり
ます。エンジンを手動で始動することを促すメッセージ
が、インストルメント パネルに表示されます。
g 100 ページの「車両の始動、走行、駐車」の章を参
照してください。
降車後の車両の反応は、運転席シート ベルトが適切に
使用されているかどうかに応じて異なります。
g 78 ページの「シート ベルト」の章を参照してくださ
い。

インフォメーション

状況により、内燃エンジンを自動始動することができる
ように、ブレーキ ペダルを踏み込むことを促すメッセ
ージがインストルメント クラスターに表示される場合
があります。

エネルギー フローを表示する
ハイブリッド エネルギー フロー ディスプレイは、内燃
エンジン、高電圧バッテリー、ホイール間のエネルギー
の流れを示します。

ダッシュボードのタッチ ディスプレイ：

e   e  ハイブリッド e E フロー 
インストルメント パネル
g 147 ページの「インストルメント パネル」の章を参
照してください。

インストルメント パネルのパワーメーター
パワー メーターでは、現在の電気駆動力が 6 時方向の
左側に表示され、現在の回生電力が 6 時方向の右側に
表示されます。
g 147 ページの「インストルメント パネル」の章を参
照してください。

PCM でゼロ エミッションを表示
ハイブリッド ゼロ エミッション ディスプレイは、内燃
エンジンなしで車両が何時間走行したかをパーセントで
示します。

e  e  ハイブリッド  e 統計値 

E ドライブ アシストをインストルメントクラス
ターで表示
E ドライブ アシスト は電気駆動力を計測する補助とし
て使用されます。
緑色部分はアクセル ペダルの可動域を表します。アク
セル ペダルを強く踏み込むほど、より多くの電力が利
用可能になります。内燃エンジンはパワー限界値 E
max で ON になります。利用可能なパワー限界値は選
択された走行プログラムによって異なります。
目盛りの中央に表示される値は、おおよその電気走行可
能距離を示します。上下の矢印は、現在の走行スタイル
および電装品が現在オンになって状態で、走行可能距離
に達することができるかどうかの傾向を示しています。

電力消費量をインストルメント クラスターで
表示
E 燃費 は、車両始動以降における瞬間消費量または累計
消費量として平均電気消費量を表示します。さらに、リ
ングは車両走行およびコンフォート機能の配分率（エア
コンなど）の面で燃費値がどのように構成されているか
を表示します。

ブースト補助をインストルメント クラスター
で表示
ブースト補助 は加速のために使用された電気車両走行
のパーセンテージを示します。
十分なブースターがない場合は、目盛りがグレーになり
ます。ブースト充電によって、最大になるまで目盛りが
白色で満たされます。



109

運転 / ドライバー アシスタンス

モード スイッチでの走行プログラムの選
択

図. 105: ステアリング ホイールのモード スイッチ

e モード スイッチを左または右に回して、希望する
走行プログラムを選択します。
🡆 デジタル スピードメーターに選択した走行プ

ログラムが表示されます。

インフォメーション

該当する走行プログラムも PCM で選択することができ
ます。

e  e 走行 e 走行モードを選択します。

インフォメーション

ハイブリッド車両の場合、INDIVIDUAL 走行プログラム
は通常センター コンソールの

 ボタンを使用して選択さ
れます。

E-POWER 走行プログラム
E-POWER 走行プログラムが作動するよう標準で設定さ
れており、電動モーターだけでの走行を可能にします。
イグニッションを OFF にした後に、選択された走行プ
ログラムは、この走行プログラムの条件が満たされる場
合に自動的に E-POWER に戻ります。
電動走行可能距離は走行スタイル、気象、およびエネル
ギー多消費型の負荷によって異なります。
慎重な走行スタイルおよびエネルギー多消費型の負荷の
使用を抑制することが、有効な電動走行可能距離にプラ
スの影響を与えます。

インフォメーション

E-POWER 走行プログラムでは、電動走行可能距離向上
のため外気温度の低い状態 (< 約 0 °C) でのヒーター出
力が減少します。 そのため、車内がなかなか温まらな
いなど、快適性に限界が生じる可能性があります。

E-POWER 走行プログラムの前提条件が満たされない場
合 (高電圧バッテリーの充電不足など)、E-POWER 走行
プログラムの作動後、メッセージがインストルメント
クラスターに表示されます。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。
E-POWER 走行プログラムのステータス ディスプレイ
利用可能な電力のみがインストルメント クラスターの
出力 & 駆動ゲージに表示されます。

E-POWER 走行プログラムが利用可能です。

ハイブリッド走行プログラム
ハイブリッド走行プログラムでは、3 つの異なる作動モ
ード HYBRID AUTO、E-HOLD、E チャージ が利用可能
です。
HYBRID AUTO モード
HYBRID AUTO モードは、HYBRID 走行プログラムを選
択した場合標準で作動します。 ナビゲーション システ
ムおよび現在の速度から得たルート固有データを考慮に
入れて、最も効率的な車両の走行を予測します。 高電
圧バッテリーの充電が E-POWER 走行プログラムで走
行するには低すぎる場合、HYBRID AUTO モードが自動
的に作動します。
E-HOLD モード
E-HOLD モードは、たとえば、現在使用可能な高電圧
バッテリーの充電が意図的に維持されるようにして、後
で車両が電動モーターのみで走行できるようにします。
ブースティングおよび制限された電動モーター走行は、
この走行プログラムでも可能ですが、充電状態が変動す
ることがあります。

E-HOLD モードの作動
b HYBRID 走行プログラムが選択されている。

e  e 走行 e ハイブリッド モード e E-HOLD
E チャージ モード
E チャージ モードでは、走行しながら高電圧バッテリ
ーを充電できます。 このモードは、内燃エンジンの駆
動走行時に電動モーターによる走行可能距離を延ばす目
的に特に役に立ちます。 高電圧バッテリーは、たとえ
ば高速道路を走行しているときに充電でき、そうするこ
とにより、市街地ではバッテリーの電力だけを使用して
走行できます。
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E チャージ モードの作動
b HYBRID 走行プログラムが選択されている。

e   e 走行 e ハイブリッド モード e E チャー
ジ

g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

SPORT および SPORT PLUS 走行プログラム
SPORT、SPORT PLUS および INDIVIDUAL 走行プロ
グラムの車両設定に関する追加情報：
g 98 ページの「走行プログラム」の章を参照してくだ
さい。

SPORT 走行プログラム
SPORT 走行プログラムでは、内燃エンジンは常に作動
しています。 エンジンとトランスミッションもスポー
ティーな設定になります。 高電圧バッテリーの充電
は、ブースト機能を使用するために最少レベルになりま
す。

SPORT PLUS 走行プログラム
SPORT PLUS 走行プログラムでは、内燃エンジンは常
に作動しています。 エンジンとトランスミッションが
最もスポーティーな設定になります。 高電圧バッテリ
ーは、より頻繁に長い時間ブーストできるように、なる
べく早く約 80% 充電されます。
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ライト
概要 – ライト
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありませ
ん。 操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」
および「警告」を必ずお読みください。

図. 106: ライト コントロール パネル

希望する操作 操作方法 操作箇所

オートマチック ヘッドライトを ON にする e  ボタンを押してください。
オートマチック ヘッドライトとポルシェ ダイナミック ライト システム プラス (PDLS/PDLS Plus) が
ON になります。

g P. 112

パーキング ライトを ON にする e  ボタンを押してください。
ライセンス プレート ライト、インストルメント照明、および車幅灯が ON になります。

–

ロー ビームを ON にする b イグニッションを ON にする
e  ボタンを押してください。
ロー ビームが ON になります。 オートマチック ヘッドライト、デイタイム ドライビング ライト、お
よびポルシェ ダイナミック ライト システム プラス (PDLS/PDLS Plus) が OFF になります。

–

リヤ フォグ ライトを ON にする e  ボタンを押してください。 –

エクステリア ライトを完全に OFF にする e  ボタンを約 2 秒間押してください。
ボタン  のインジケーター ライトが消灯します。 すべてのエクステリア ライトは、速度が 10 km/h
または距離が 100 m を超えるまでは消灯したままです。

g P. 112
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警告

警告

一般的な安全に関する指示
ライトが点灯していない状
態での走行

ライトを点灯しないで走行すると、ドライバーの視界が
大幅に制限されるばかりでなく、他の道路利用者の視認
性を大きく妨げることになります。
e オートマチック ライトの作動状況を常に監視し

て、必要に応じてロー ビームを手動で ON にして
ください。

e 特定の国では、ロー ビーム ヘッドライトを使用し
た走行に関する法律を遵守してください。

ダイナミック ハイ ビーム
またはハイ ビーム アシス
トを使用して走行するとき
の注意の欠如

ダイナミック ハイ ビームまたはハイ ビーム アシストを
過信せず、走行時はたとえば周囲の明るさ、視界、交通
状況などに応じてハイ ビームを手動で調節し、責任あ
る運転を心がけてください。このシステムは、あくまで
も補助的な機能のため運転時には細心の注意を払ってく
ださい。
e 十分注意して運転してください。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。
e 必要に応じて、ハイ ビームを照明、視界、交通状

況に手動で合わせてください。

次のような場合には手動での設定が必要になることがあ
ります。
– 雨、霧、雪、氷、多量の水しぶきなどの悪天候時
– 高速道路など、対向車が確認しづらい道路
– 自転車など、ライトが暗い道路利用者がいる場合
– 狭いカーブ、急な傾斜路の頂上や山道
– 明かりが少ない市街地

– 道路標識などの強い反射がある場合
– フロント ウィンドウのカメラの視界が曇り、汚

れ、凍結、またはステッカーで覆われている

インフォメーション

検出挙動を妨害しないようにすること：
e ルーム ミラーのカメラの視界をステッカーなどで

遮らないでください。
e カメラの視界に付着した汚れ、氷、雪などが付着

していない状態を保ってください。

警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に注
意を払ってください。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

オートマチック ヘッドライト / エクステ
リア ライトの ON/OFF の切り替え
オートマチック ヘッドライトを ON にする
e  ボタンを押してください。

🡆 オートマチック ヘッドライトが ON になりま
す。

次のような状況では、ロー ビームは自動的に ON にな
ります：
– 夕暮れ時
– 夜間
– トンネル内走行時
– 雨天時
ロー ビームが ON になると、インストルメント クラス
ターのインジケーター ライト  が点灯します。

インフォメーション

霧は検出されません。
e 霧の場合には、ロー ビームとリヤ フォグ ライトの

スイッチを手動で入れてください。

エクステリア ライトを完全に OFF にする
e  ボタンを約 2 秒間押してください。

🡆  ボタンが消灯します。
次のような状況では、自動ヘッドライトは再度 ON にな
ります (国により異なる)：
– 10 km/h 以上の速度。
– エクステリア ライトを OFF にした後 100 m 以上

走行した場合。

雨機能
ワイパーの連続作動が検出されると、ロー ビームが自
動的に ON になります。 ワイパーが一時停止すると、
ロー ビームが OFF に戻ります。

インフォメーション

気温と湿度によっては、車両のエクステリア ライトが
曇ることがあります。
この曇りは十分な距離を走行すると乾燥して消えます。

ライト機能の使用
オートマチック カミング ホーム ライトの調整
b オートマチック ヘッドライトが ON になっていま

す。
一定時間、次のライトが点灯したままになり、車両に乗
降するときの足元を明るく照らします：
– デイタイム ドライビング ライト
– 開いた状態の格納式ドア ミラーのドア カーテシー

ライト
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– フロントおよびリヤの車幅灯
– ライセンス プレート ライト
ウェルカム ホーム機能 (遅延消灯)
車両をロックすると、設定した遅延消灯時間の間ライト
が点灯したままになります。
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。
エントリー / イグジット機能
車両をロック解除すると、設定した遅延消灯時間の間、
車両の周囲が照らされます。 以下の場合は、ライトが
消灯します。
– イグニッションを ON にする
– オートマチック ヘッドライトが OFF になっている
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。

ポルシェ ダイナミック ライト システム
(PDLS)
b PDLS を含む LED ヘッドライト。

スタティック コーナリング ライト
最大 130 km/h の速度でステアリング ホイールを回す
と、スタティック コーナリング ライトのスイッチが
ON になります。

ダイナミック コーナリング ライト
速度が約 5 km/h を超えている場合、車両の速度やステ
アリグ ホイールの回転角に応じて、カーブの方向にロ
ー ビームまたはハイ ビーム ヘッドライトが回転され、
道路がよりはっきり見えるように照射されます。

状況に応じたライト配光
状況に応じたライト配光 (一部の国で利用可能) によ
り、ロー ビームおよびハイ ビーム ヘッドライトの配光
が市街地、郊外道路、または高速道路の走行に適応され
ます。

悪天候のライト
速度が約 60 km/h 未満でリヤ フォグ ライトが点灯し
ている場合、ロー ビームの配光特性が変化します。 ラ
イトは眩しさを抑えるように照射され、照射エリアが広
がります。

ポルシェ ダイナミック ライト システム プラス
(PDLS Plus)
b PDLS Plus 付き LED マトリックス ヘッドライト
PDLS Plus には PDLS 機能も含まれます。
g 113 ページの「ポルシェ ダイナミック ライト システ
ム プラス (PDLS Plus)」の章を参照してください。

ジャンクション ライト
ナビゲーション データを使用して交差点と合流点が検
出され、状況に適切な照射になるよう配光が修正されま
す。

ダイナミック ハイ ビーム

図. 107: フロント ウィンドウ カメラ

ルーム ミラー付近に取り付けられたカメラ A (図. 107)
により光源や他の通行者を検出することができます。
他の車両の位置、スピードおよび他の環境や交通状況に
応じて、ハイ ビーム ヘッドライトの各 LED セグメント
を点灯または消灯されます。 車両の前方領域はロー ビ
ームになり、残りは完全に点灯したままです。これによ
り、他の道路利用者を眩惑させることなく確実に最も効
果的な方法で周囲を照らすことができます。
ダイナミック ハイ ビームは、車速 30 km/h から
60 km/h の間でナビゲーション データに応じて ON ま
たは OFF にされます。 カメラが街灯を検出した場合
も、ハイ ビームからロー ビームに切り替わります。

パッシング ライト
b 対向車なし。
b 前走車がいる。
e 運転中に追い越す場合、方向指示灯を作動させて

ください。
🡆 前走車の隣の領域が明るく照らされます。 こ

れにより、前方の道路が見やすくなります。
ターン シグナルが OFF になった場合または対
向車が検出された場合、パッシング ライトは
自動的に再び OFF になります。
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検知ライト
b 前走車なし。
b ヘッドライトを点灯した対向車の検出。
走行中のレーンが明るく照らされるように、配光特性が
素早く変わります。 こうすることで、視線が走行中の
レーンに向くようにします。 対向車によるドライバー
の眩惑を軽減します。
標識の眩しさの軽減
b ダイナミック ハイ ビームが ON になっている。
反射式の交通標識や他の標識の眩しさによって (特にハ
イ ビームを使用して運転する際) ドライバーが眩惑され
てしまう場合があります。
標識の眩しさ軽減機能は、素早く車両のローまたはハイ
ビーム ヘッドライトの各 LED セグメントを減光して適
切に調整します。 交通標識や他の標識の反射による、
ドライバーの眩惑を軽減します。

方向指示灯 / ハイ ビーム レバーの操作

図. 108: 方向指示灯、ハイ ビーム、およびヘッドライト パッシ
ングの操作

1 方向指示灯 / 左側パーキング ライト
2 方向指示灯 / 右側パーキング ライト
3 ハイ ビーム / ダイナミック ハイ ビーム
4 ヘッドライト パッシング

方向指示灯の操作
e 抵抗を感じる位置 1 または 2 (図. 108) を超えるま

でレバーを押してください。
🡆 方向指示灯は、レバーを手動で初期位置に戻

すか、ステアリング ホイールを回したときに
自動的に初期位置に戻るまで、作動したまま
になります。

コンフォート方向指示
e 抵抗を感じる位置 1 または 2 (図. 108) までレバー

を 1 度押してください。
🡆 方向指示灯が 3 回点滅します。

e コンフォート方向指示を中断するには、反対方向
に操作レバーを押します。

ハイ ビームの ON/OFF の切り替え
b PDLS Plus 非装備車

– または –
LED マトリックス ハイ ビーム アシスタント調整が
停止しています。

ON にする
e 抵抗を感じる位置 3 (図. 108) までレバーを 1 度押

してください。
🡆 インジケーター ライト  が点灯します。

OFF にする
e 抵抗を感じる位置 4 (図. 108) までレバーを 1 度引

いてください。
🡆 インジケーター ライト  が消灯します。

ダイナミック ハイ ビームの作動 / 停止
b PDLS Plus 装備車。
b オートマチック ヘッドライトが ON になっていま

す。
b LED マトリックス ハイ ビーム アシスタント調整が

作動しています。
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくだ
さい。

作動
e 抵抗を感じる位置 3 (図. 108) までレバーを 1 度押

してください。
🡆 インジケーター ライト  が点灯します。

ハイ ビームの部分的な点灯時または完全な点
灯時には、インジケーター ライト  が点灯
します。

停止
e 抵抗を感じる位置 4 (図. 108) までレバーを 1 度押

してください。
🡆 インジケーター ライト  が点灯していると

きのみダイナミック ハイ ビームを解除できま
す。

ハイ ビーム アシストの作動条件が満たされない場合、
手動でハイ ビームの ON/OFF を切り替えることができ
ます。

手動で ON にする
e 抵抗を感じる位置 3 (図. 108) までレバーを 2 度押

してください。
🡆 インジケーター ライト  が点灯します。

手動で OFF にする
e 抵抗を感じる位置 4 (図. 108) までレバーを 1 度押

してください。
🡆 インジケーター ライト  が消灯します。
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危険

情報

ヘッドライト パッシングの操作
e 抵抗を感じる位置 4 (図. 108) までレバーを 1 度押

してください。
🡆 インジケーター ライト  が短時間点灯しま

す。

パーキング ライトの ON/OFF の切り替え
b イグニッションが OFF になっている。
e 抵抗を感じる位置 2 (図. 108) または 1 を超えるま

で操作レバーを押すと、右または左のパーキング
ライトが点灯します。 パーキング ライトが点灯し
ている場合は、イグニッションを OFF にしてドア
を開くとインストルメント クラスターにメッセー
ジが表示されます。

ハザード ライトの ON/OFF
衝突の危険

危険な場所で停止すると衝突の危険があります。
e 安全かつ適切な場所で停車してください。
e 車両から離れてください。
e ハザード ライトをオンにして、停止表示板を設置

します。

ハザード ライトの ON/OFF
e センター コンソールのボタンを押してくだい。

🡆 すべての方向指示器とボタンが点滅します。

緊急ブレーキ後のハザード ライトの解除
約 70 km/h 以上の速度で走行中、停車するために急ブ
レーキをかけるとハザード ライトが自動的に作動しま
す。 ブレーキ中にブレーキ ライトが点滅します。
e センター コンソールのボタンを押して、ハザード

ライトを停止させてください。 車両が動き出す
と、ハザード ライトが自動的に停止します。

事故後のハザード ライト
エアバッグが作動する事故が起きた場合、ハザード ラ
イトが自動的に作動します。

トラベル モード作動
車両通行帯 (右側通行または左側通行) が異なる国で走
行する場合は、ヘッドライトの配光を調整する必要があ
ります。 これによりロー ビームの照射方向が左右対称
に切り替わり、対向車のドライバーの眩惑を防ぐことが
できます。 配光の適応は、通常、ナビゲーション デー
タに基づいて自動的に行われます。 変更後は、イグニ
ッションを ON にするたびにインストルメント パネル
にメッセージが表示されます。
自動的に変更が行われない場合：
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。
e 帰国したときは、ヘッドライトを元の設定に戻す

ことを忘れないでください。

バルブの交換
車両のエクステリア ライトおよびインテリア ライトに
は LED が取り付けられています。 LED は個別に交換で
きません。
ライトの取り外しおよび取り付けには、大きな労力を必
要とします。

e 壊れたバルブとライトの交換または修理は、必ず
ポルシェ正規販売店で実施してください。 ポルシ
ェではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいた
します。十分なトレーニングを受けた経験豊かな
スタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装
置を駆使し、確かな整備をお約束します。

摩耗と過剰な温度により、ヘッドライトが損傷する可能
性があります。
e ヘッドライトにカバー (ストーン ガードやフィルム

など) を装着しないでください。

インフォメーション

LED マトリックス ヘッドライトを備えた車両では、ロ
ー ビームの設定を確認するにはボンネットを開ける必
要があります。
e ヘッドライト調整は、必ず専用の調整装置を使用

しているポルシェ正規販売店で実施してくださ
い。 ポルシェではポルシェ正規販売店のご利用を
お勧めいたします。十分なトレーニングを受けた
経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工
具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。
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警告

注意

警告

ナイト ビュー アシスト
一般的な安全に関する指示

集中力の低下、およびナイ
ト ビュー アシストにより
障害物が検出されない

ナイト ビュー アシストはサポート システムであり、あ
らゆる状況下で衝突が差し迫っていることを警告するも
のではありません。 事故を起こす恐れがあります
適時ブレーキをかけること、および状況に適した車両ラ
イトの点灯は、常にドライバーの責任です。
e 十分注意して運転してください。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。

ナイト ビュー アシストの
制限または使用不可

パーキング分路などによるバンパーへの衝撃や損傷によ
り、センサー位置がずれる場合があります。 これは、
システムの性能を損なう可能性があります。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

システム制限
システムは制限付きで利用
可能

特定の状況では、システムによるアシストは保証されま
せん。 以下のような状況が含まれます。
人物や動物をいつも検出できるわけではありません。
外気温が 28 °C を超える場合、システムは自動的に無
効になります。 外気温が 25 C° よりも下がると、再び
自動的に有効になります。
豪雨、降雪、凍結など、悪天候によって、カメラの動作
に支障をきたし、結果として衝突リスクの検出能力が低
下する場合があります。
システムの内部制限により、複雑な走行状況では、人物
および動物警告が不意に作動することがあります。
e 進行方向と周囲の交通状況に常に注意を払ってく

ださい。

警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に注
意を払ってください。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

作動原理

図. 109: ナイト ビュー アシスト サーマル イメージ

ポルシェ ナイト ビュー アシストには、次の機能が搭載
されています。
– サーマル画像の表示
– 歩行者および動物警告
車両フロントのナイト ビュー アシストのサーマル イメ
ージング カメラは周囲のサーマル画像を提供し、この
画像はインストルメント クラスターの車両 & 情報ディ
スプレイで見ることができます。 システムはヘッドラ
イトにより照らされたエリアを超えて人および動物を検
知し、カメラ画像内で対象物をハイライトします。
サーマル イメージング カメラは、熱放射の帯域のみを
感知します。そのため、このカメラの画像は人間の目に
知覚できる映像とはかなり異なる場合があります。 ナ
イト ビュー アシストは、周囲がかなり暗く、温度が 28
°C 未満の場合に人と動物を検出します。
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衝突が起こりそうになる場合、または通行人に危険なほ
ど近づいた運転をした場合、システムの限界内で警告が
発せられます。 この場合、システムはドライバーに、
視覚と音により警告します。 ポルシェ ダイナミック ラ
イト システム プラス装備車では、危険にさらされた人
が危険を認識できるよう、点滅による警告が行われま
す。
市街地の外で野生動物と衝突が起こりそうになる前に
も、システムの限界内で警告が発せられます。 この場
合、システムはドライバーに、視覚と音により警告しま
す。 動物を赤色で示したカメラ画像も表示され、危険
位置を察知できるようドライバーをサポートします。

歩行者警告

図. 110: インストルメント クラスターの歩行者警告

歩行者と衝突する危険性をシステムが検出した場合、車
両の速度が最大 250 km/h の範囲内であれば、警告音
とインストルメント クラスターでの表示によりドライ
バーに警告が行われます。 歩行者警告は、歩行者が走
行車線内で立ち止まっているか、走行車線内に入ってく

る場合に行われます。 ポルシェ ダイナミック ライト シ
ステム プラス装備車では、危険にさらされた人が危険
を認識できるよう、点滅による警告が行われます。 こ
の警告が発生しても、ドライバーは、ステアリング回避
や急ブレーキにより衝突を防止できる可能性がありま
す。 交通状況とドライバーの運転方法で、警告のタイ
ミングが違ってきます。

動物警告

図. 111: インストルメント クラスターの動物警告

動物警告は、市街地の外でシカなどの野生動物による危
険を警告します。 動物警告は予測される走行車線に動
物がいるか、危険なほど接近している場合に作動しま
す。 市街地走行中、動物警告は自動的に無効になり、
リードにつながれた犬などにより警告が誤作動するのを
防止します。

ナイト ビュー アシストの ON/OFF の切
り替え

e   e アシスタンス e 標準アシスタンス e ナ
イト ビュー アシスト

衝突警告および画像調整の設定
衝突警告のタイミングおよびナイト ビュー アシストの
イメージ パラメーターは PCM で設定できます。

e   e アシスタンス e  e アシスタンス シス
テム設定 e ナイト ビュー アシスト

ナイト ビュー アシスト ステータス ディスプレ
イ

シンボル インストルメ
ント パネル

意味

速度 & アシ
スト ディス
プレイ

ナイト ビュー アシスト
はバックグラウンドで
作動します。

車両 & 情報
ディスプレイ

カメラ画像が表示され
ている場合、車外の状
況 (外気温度や明るさ)
が原因でシステムは人
や動物を確実には検出
できないことを示して
います。この場合、警
告機能は使用できませ
ん。

ナイト ビュー アシスト カメラの清掃
b ロー / ハイ ビームが作動している。
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警告

警告

イグニッションを ON にした後、フロント ウィンドウ
ウォッシャー システムが初めて作動するとき、および
10 回作動するごとに、ナイト ビュー アシスト カメラ
は自動的に清掃されます。
g 127 ページの「フロント ウィンドウ ワイパーの操
作」の章を参照してください。

パークアシスト
一般的な安全に関する指示

運転中または駐車中の不注
意

パークアシストによって運転は快適になりますが、無謀
な運転は避けてください。 パークアシストはあって
も、駐車の際に注意したり、障害物の有無を確認したり
する責任は、依然としてドライバーにあります。 この
システムは、ドライバーの注意力の代わりになるもので
はありません。
e 人や動物、障害物が取り回しの範囲内にないこと

を確認してください。
e 操作中、および人、動物、障害物、または他の車

両がある場合は、赤色のエリアに進入しないでく
ださい。

ゆがんだ表示による怪我の
危険

カメラが映す物体はゆがんで見えます。 赤色のマーク
は車両後部を示します。 リバース カメラ画像は車両の
後方全体を映してはいません。
e 常に車両周囲全体を確認してください。
e 人や動物、障害物が操作エリア内にないことを確

認してください。

システム制限
システムは以下を検出できません。
– 音波を吸収する障害物 (冬場の滑りやすい路面、粉

雪などの雪、布地や毛皮の衣類など)。
– 音波を反射する障害物 (ガラス面やなめらかな塗装

面など)。
– 非常に細い障害物 (細い支柱など)。

– その他の超音波を発する機器 (他車のエア ブレー
キ、掃除機、削岩機など) が障害物の検出に干渉す
る場合があります。

– 障害物がある、センサーやカメラが非常に汚れて
いる、ほこり、汚れ、雪や氷などに覆われている
場合など。

機能
ドライバーが車庫入れ操作をしているとき、パーキング
アシスタントは車両と障害物の間の距離を視覚的および
音響的に示します。
パーキング アシスタント情報は PCM に表示されます。
車両前後の障害物が色別にフィールド表示されます。
このフィールドにより障害物の形や車両との距離が分か
ります。

距離測定

図. 112: 距離測定用超音波センサー
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フロントおよびリヤ バンパーの超音波センサー A
(図. 112) が、最も近くにある障害物からの距離を測定
します。 障害物を検出すると、警告音が断続的に鳴り
ます。 車両が障害物に近づくにつれて警告音の断続間
隔は短くなります。 障害物との距離が約 30 cm 以下に
なると、警告音が連続して鳴ります。
センサーの上および下にある障害物は検知できません。
警告音の音量は PCM で設定できます。
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。

パークアシストの作動および停止
パークアシストの作動
自動作動
b イグニッションが ON になっていること。
b リバース（後退）ギヤに入っていること。

– または –
前方の距離が約 80 cm 以下です。
– または –
車両の後退が検出されていること。

手動での作動

e  アシスト e パークアシスト

ダッシュボードのタッチ ディスプレイの表示

図. 113: パークアシストのカラー コーディング

カラー フロント側の距
離

リヤ側の距離

白 障害物が操車範囲内にはなく、30
cm を超える距離があります。

オレンジ < 120 cm < 180 cm

赤 < 40 cm < 40 cm

赤 + 連続音 < 30 cm < 30 cm

記号 意味

現在の駐車操作でパークアシストを無効
にします。15 km/h の速度を超える
か、トランスミッション レンジ R を再
度選択した場合、無効化はキャンセルさ
れます。

オーディオ再生を OFF にします。

ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
（PCM）の操作に関するインフォメーション：
g 158 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

パークアシストの停止
自動停止
b セレクター レバーの P ボタンが作動している。

手動での停止

図. 114: パークアシストの停止
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情報

e オーバーヘッド コンソールのボタン A (図. 114) を
押してください。
🡆 ボタンのインジケーター ライトが点灯しま

す。
ダッシュボードのタッチ ディスプレイに何の
表示もありません。ダッシュボードのタッチ
ディスプレイの表示を手動で再起動すること
はできません。

– または –
ダッシュボードのタッチ ディスプレイで  をタ
ップします。

パークアシストの設定

e   e アシスタンス e   e アシスタンス シス
テム設定 e パークアシスト

ポルシェ アクティブ サスペンション
マネージメント (PASM)
一般的な安全に関する指示
警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に注
意を払ってください。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

作動原理
PASM システムは、シャーシ ダイナミクスを能動的に
調整します。アジャスタブル シャーシ システムは、路
面状況などに基づき、各ホイールの減衰力を適切な力に
調整します。
シャーシには 3 種類の設定があり、ボタン操作で切り
替えることができます。
– 標準：快適に走行できる設定
– スポーツ：スポーティーに走行できる設定
– スポーツ プラス：サーキットでの走行などに適し

た、非常にスポーティーなショック アブソーバー
設定。

選択可能なエア サスペンションとレベリング
システムを備えた PASM
エア サスペンションを備えたレベリング システムは、
負荷変動を自動的に均等化し、一定の車高を保ちます。
以下のシャーシ レベルが用意されています：
中間の高さ
標準レベルが、｢ノーマル｣と｢スポーツ｣シャーシ モー
ドの標準として採用されています。｢スポーツ プラス｣
モードでは、中間の高さを手動で選択できます。
高レベル
レベリング システムにより、車両の切り返し操作中に
縁石や傾斜を乗り越えるために、車両を通常のレベルと
比較して約 20 mm 上げることができます。ハイ レベ
ルは約 30 km/h 未満の速度のとき、手動でのみ選択で
きます。車速が約 30 km/h を超えると、ハイ レベルは
自動的に解除されます。

インフォメーション

ハイレベル時、リフレクターの規定の取り付け高さを超
えることがあるため、公道では、ハイレベルでの走行は
禁止されています。

低レベル

トレーラー車両けん引時に車高レベルを調整すると、車
両の最大ドローバー荷重を超えることがあります。
e 標準の高さでの垂直荷重を必ず確認してくださ

い。

車高も中レベルより約 18 mm 下降し、低レベルに設定
されます（モデルによって異なります）。「PASM スポ
ーツ プラス」モードを選択すると、自動的に低レベル
に切り替わります。
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警告

トレーラーけん引時のレベリング システム
国により利用可能なトレーラー車両けん引時、低レベル
は利用できません。トレーラーけん引時、高レベルは
30 km/h 以下で走行している場合にのみ選択できま
す。速度が 30 km/h を超えると、車両は自動的にノー
マル レベルまで下がります。

シャーシ設定の選択

図. 115: センター コンソールの PASM ボタン

1. イグニッションを ON にします。
2. PASM ボタンを繰り返し押します。

🡆 PASM ボタンのインジケーター：
– ｢ノーマル｣（デフォルト設定）を選択した場合、

インジケーター ライトは点灯しません。
– ｢スポーツ｣を選択すると、インジケーター ライト

が 1 つ点灯します。
– ｢スポーツ プラス｣を選択すると、インジケーター

ライトが 2 つ点灯します。
さらに、選択したシャーシ設定はインストルメント パ
ネルに短時間表示されます。
シャーシ設定は PCM でも行えます:

e   e 走行 e シャーシ

インフォメーション

イグニッションを OFF にすると、そのとき選択してい
るシャーシ設定がメモリーに保存されます。

シャーシ高の選択
対象：エア サスペンションおよびレベリング システム
付き PASM
エア スプリングの高さは PCM で設定できます。

e  走行 e シャーシ高

インフォメーション

ドアが開いている場合、車両は下がりません。ドアが閉
じた後に、選択したレベルが設定されます。

インフォメーション

「ノーマル」モードの状態で低レベルを選択すると、車
両は自動的に「PASM スポーツ」モードに切り替わりま
す。

インフォメーション

車両が停止している場合、車両重量のバランスを保つた
め車高が自動的に調整されることがあります。

インフォメーション

イグニッションを OFF にすると、最後に手動で選択し
たシャシー高と車両レベルがメモリーに保存されます。

インフォメーション

エンジン作動中にのみ個別レベル ステップが設定でき
ます。

インフォメーション

レベルを何度も切り替えると、コンプレッサーがオーバ
ーヒートすることがあります。この場合、コンプレッサ
ーが冷えるまで数分間待ってから、レベリング システ
ムを再度正常に機能させてください。コンプレッサーが
冷えると、システムは選択したレベルに自動的に調整さ
れます。

インフォメーション

車両を数週間駐車していた場合、車高が低くなることが
あります。エンジン始動後、車両によってこの下降が自
動的に調整されます。このプロセスは、車両によっては
数分かかります。このとき、地上高が減少します。

レベリング システムを OFF にする
車両のリフト アップ

PASM 警告メッセージ、または車両が高温になっている
という警告メッセージが表示されている場合、車高を上
げると怪我や車両損傷の恐れがあります。
e 必ず車両がクールダウンした状態で車高を上げて

ください。
e PASM からの警告メッセージが表示されている状

況では、お客様ご自身でシャーシに関する作業を
行わないでください。 ポルシェ正規販売店にご連
絡ください。 ポルシェ正規販売店のご利用をお勧
めいたします。十分なトレーニングを受けた経験
豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や
専用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。
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警告

警告

レベリング システムのコン
トロール作動

レベリング システムが作動している車両は、予期しな
いタイミングで動いたり、傾いたり、ジャッキやリフテ
ィング プラットフォームなどのリフト装置から落下し
たりする恐れがあります。 これにより深刻な怪我や損
傷に至る場合があります。
e 車両の高さを上げる際には、事前に車両の高さを

「標準」に設定し、レベリング システムを OFF に
します。

車両をリフトで持ち上げたり、ジャッキを使用して持ち
上げたりする場合、オート レベリング システムは必ず
OFF にしてください（車両ジャッキ モード）。

e   e 調整  e 車両 e シャシー e ジャッキ モ
ード
🡆 これで車両をジャッキ アップできます。

インフォメーション

車速が約 7 km/h を超えると、レベリング システムは
自動的に ON になります。

車両のリフト アップに関する情報：
g 262 ページの「ジャッキおよびリフティング プラッ
トフォーム」の章を参照してください。

ポルシェ スタビリティ マネージメン
ト (PSM)
一般的な安全に関する指示

車両コントロールの喪失

PSM は、不適切な走行速度による事故の危険性を減少
させるものではありません。
走行安全性は向上しますが、だからといって無謀な運転
は避けてください。 PSM が装備されていても、物理的
限界を超えて車両を制御することはできません。
e PSM の利点にかかわらず、ドライバーには路面、

天候、周囲の交通状況に応じた適切な運転に努め
る責任があります。

警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に注
意を払ってください。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

機能説明
ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) は、極端
な条件での運転時に車両を安定させるためのアクティブ
コントロール システムです。作動待機が確立される
と、自動的に有効になります。
PSM システムの主要構成部品は、オートマチック ブレ
ーキ ディファレンシャル (ABD) システム、アンチスリ
ップ コントロール (ASR) システム、ドライブ ドラッグ
トルク コントロール システム、およびアンチロック ブ
レーキ システム (ABS) です。
PSM コントロールは、以下によって示されます。
– インストルメント パネルの PSM 警告灯が点滅しま

す。
– 油圧作動音が聞こえます。

– 車両は減速し、ステアリングホイールの力は目標
を定めたブレーキ介入によって変化します。

– エンジン出力が低下します。
– ブレーキ ペダルが振動し、ペダルの位置が変化し

ます。

オートマチック ブレーキ ディファレンシャル
駆動中のアクスルの一方のホイールがスピンし始める
と、そのホイールにブレーキがかかり、同一アクスルの
もう一方のホイールが駆動できるようになります。

アンチスリップ コントロール
アンチスリップ コントロール システムは、駆動力を調
整することでホイールのスピンを防止し、確実なレーン
維持性および走行安定性を実現します。

アンチロック ブレーキ システム (ABS)
アンチロック ブレーキ システムは、フル ブレーキをか
けたときにホイールがロックするのを防ぎます。
g 123 ページの「ABS ブレーキ システム (アンチロッ
ク ブレーキ システム)」の章を参照してください。

エンジン ドラッグ トルク コントロール
極度に滑りやすい状況で加速した際に、エンジン ドラ
ッグ トルク コントロール システムがすべての駆動輪の
ロックを防ぎます。 滑りやすい路面でシフトダウンし
た場合も同様です。

ステアリング トルク パルス
ステアリング トルク パルスは摩擦値が異なる路面でブ
レーキをかけた場合に運転者のステアリング アシスト
を行います。 カウンターステアリング中も操舵力を追
加してドライバーをサポートします。
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警告

警告

PSM の操作
PSM を OFF にする

図. 116: センター コンソールの PSM OFF ボタン

e PSM OFF ボタンを 2 秒以上押します。
🡆 ボタンのインジケーター ライトとインストル

メント クラスターの PSM OFF 警告灯が点灯
します。
インストルメント クラスターにメッセージが
表示されます。

インフォメーション

ABS コントロール範囲内でブレーキをかけた場合、
PSM が OFF の状態でも車両は安定性を維持します。
片方の駆動輪が空転すると、PSM を OFF にしていても
空転を抑制します。

以下の例外的な状況では、PSM を一時的に OFF にする
ことが有効な場合があります。
– ぬかるみ
– 深い雪道
– ｢ぬかるみなどからの脱出｣時

インフォメーション

PSM スポーツ モードの作動中は、PSM が事前に作動
していた場合にのみ PSM OFF モードに切り替えること
ができます。

PSM を ON にする
e PSM OFF ボタンを押します。

🡆 ボタンのインジケーター ライトとインストル
メント クラスターの PSM OFF 警告灯が消灯
します。
インストルメント クラスターにメッセージが
表示されます。

PSM スポーツの作動
b スポーツ クロノ パッケージ装備車。
PSM スポーツ モードにすると、システムが非常にスポ
ーティーなモードで作動するようになります。

PSM サポート制限

PSM スポーツ モードの場合、ABS 制御の範囲外になる
ような過酷な走行状況では PSM によるサポートが制限
されます。
e 「ノーマル」走行では常に PSM スポーツを OFF

にすることをお勧めします。
e スペア ホイールを装着して走行している場合は、

絶対に PSM スポーツを有効にしないでください。

e  ボタンを短く押してください。
🡆 ボタンのインジケーター ライトとインストル

メント クラスターの PSM OFF 警告灯  が点
灯します。
インストルメント クラスターの表示は、PSM
スポーツが作動中であることを示していま
す。

警告メッセージへの対応
PSM 警告灯に関するインフォメーション：
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

ABS ブレーキ システム (アンチロック ブ
レーキ システム)

車両コントロールの喪失

ABS は危険なスピードによる事故のリスクを減らすこ
とはできません。
走行安全性は向上しますが、だからといって無謀な運転
は避けてください。 アンチロック ブレーキ システムが
装備されていても、物理的限界を超えて車両を制御する
ことはできません。
e アンチロック ブレーキ システムの有無にかかわら

ず、ドライバーには路面、天候、周囲の交通状況
に応じた適切な運転に努める責任があります。

ABS の特徴：
– ステアリングの操作性の確保： 安定したステアリ

ング コントロール性能を維持します。
– 優れた走行安定性： ホイール ロックによるスリッ

プを回避します。
– 制動距離の短縮： ほとんどの状況で制動距離が短

くなります。
– ホイール ロックの回避： タイヤのフラット スポッ

トを回避できます。
ポジション
ABS は、緊急回避が必要な状況で最も効果を発揮し、
走行安定性とステアリング コントロール性を維持しま
す。
ABS は、フル ブレーキをかけた際に、実質的にあらゆ
る路面において車両が停止する直前までホイールがロッ
クすることを防ぎます。
ホイールが 1 本でもロックしそうな場合は、ABS が適
切に制御し始めます。
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警告

警告

警告

警告このブレーキ コントロールは、非常に小刻みなポンピ
ング ブレーキをかけるのと似た状態です。 ブレーキ ペ
ダルの脈動やノイズは、ドライバーが道路状況に対して
スピードを調整するようにという警告の役目をします。

フル ブレーキをかける必要がある場合：
e ブレーキをかける際、ブレーキ ペダルが小刻みに

動いても、ブレーキ ペダルをいっぱいに踏み込み
ます。 ブレーキ圧力を低下させないようにしてく
ださい。

警告メッセージへの対応
ABS 警告灯に関する情報：
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

トレーラー スタビリティ マネージメント
（国によって異なります）
トレーラー スタビリティ マネージメントは、トレーラ
ー連結運転を支援する PSM 内の支援機能です。
トレーラー スタビリティ マネージメントは、トレーラ
ー連結車両の蛇行を検出します。
このような危険な走行状態である蛇行が少しでも検出さ
れると、フロント アクスルの各車輪に対して個別にブ
レーキ介入が行われ、トレーラー連結車両の走行を安定
化させます。その場合でも、ドライバーはトレーラー連
結車両を加速させることができます。より激しい蛇行が
生じている場合、トレーラー スタビリティ マネージメ
ント機能は、トレーラー連結車両の走行が安定するまで
車両にブレーキをかけます。
トレーラーは、すべての走行状況において安定させるこ
とができるものではありません。例: 滑りやすい道やぬ
かるんでいる路面を走行すると、トレーラが破損する恐
れがあります。またトレーラーの重心が高いと転倒する
恐れがあります。

e 車両制御中には慎重にステアリング操作してくだ
さい。

車両コントロールの喪失

トレーラー スタビリティ マネージメントは、不適切な
走行速度による事故の危険性を減少させるものではあり
ません。
走行安全性は向上しますが、だからといって無謀な運転
は避けてください。 トレーラー スタビリティ マネージ
メントが装備されていても、物理的原則を回避すること
はできません。
e トレーラー スタビリティ マネージメントがもたら

すメリットがあるとしても、ドライバーには、路
面、天候および周囲の交通状況に応じた適切な運
転に努める責任があります。

トレーラーの V 字屈曲

(滑りやすい路面やぬかるみなどで) トレーラーが V 字
形に折れ曲がると、トレーラー連結車両の走行を安定化
できません。
e 路面状況に応じた運転を心がけてください。

トレーラーの転倒

またトレーラーの重心が高いと転倒する恐れがありま
す。
e 適切な運転を心がけてください。

速度超過

トレーラー連結車両は、路面、交通状況および車両 / ト
レーラーの積載物に適した速度で運転する必要がありま
す。 走行場所の周辺状況に対して速度が速すぎると、
ドライバーはトレーラー連結車両を制御できなくなる恐
れがあります。
e トレーラーを連結した運転用の国ごとの法律を遵

守します。
e 車両とトレーラーを組み合わせた走行安定性は、

速度が上昇するにつれて悪化します。 下り坂コー
ス、悪い路面状態および悪天候 (強風など) では特
にスピードを落として走行します。

e エンジン ブレーキ効果を利用するために、下り坂
コースでは適切な低いギヤで走行します。

e けん引車両は空で、トレーラーに荷物をたくさん
積んだ状態にして、運転しないでください。 この
好ましくない状況がどうしても避けられない場合
は、特にスピードを落として運転してください。

e トレーラーが蛇行を始めた場合はすぐに減速しま
す。 カウンターステアリングしないでください。
必要に応じてブレーキをかけます。 加速すること
によって車両とトレーラーの組み合わせをまっす
ぐにしようとしないでください。

g 266 ページの「重量」の章を参照してください。
b トレーラー コネクターが差し込まれ、トレーラー

が検出されている。
b トレーラー上の各ライト（各灯、ブレーキ ライ

ト、方向指示器）が正しく作動しており、トレー
ラー自体も正常に機能している。

b インジケーターを ON にすると、トレーラーの方
向指示器インジケーター ライトが点灯する。

g 153 ページの「警告灯およびインジケーター ライ
ト」の章を参照してください。
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作動準備が整っています
b トレーラー スタビリティ マネージメントは、PSM

が ON の状態で速度が約 65 km/h に達すると作動
する。

e トレーラーを連結した運転用の法定速度を遵守し
ます。

インフォメーション

− PSM を OFF にするとトレーラー スタビリティ マ
ネージメントも OFF になります。

− PSM が OFF の状態でも、制動力が高まるとトレー
ラー スタビリティ マネージメントが作動します。

− 電動格納式トレーラーは、完全に伸長され、最大
伸長位置になければなりません。
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フロント ウィンドウ ワイパー
概要 –
この概要は「フロント ウィンドウ ワイパー」セクショ
ンの詳しい情報に代わるものではありません。 操作す
る際は、この概要のみでなく「安全指示」および「警
告」を必ずお読みください。

図. 117: フロント ウィンドウ ワイパー レバー

図. 118: リヤ ワイパー用のボタン A およびレイン センサー感
度用のスイッチ B

希望する操作 操作方法 操作箇所

フロントのワイパーの自動作動 (レイン センサー作動) e 操作レバーを押して 1 (図. 117) の位置にしてくだ
さい。

P. 127

レイン センサー作動感度を設定する e スイッチ B (図. 118) を上方向 (作動回数が増える)
または下方向 (作動回数が減る) に押してくださ
い。

P. 127

フロントのワイパーを作動させる e 低速： 操作レバーを押して 2 (図. 117) の位置に
してください。

e 高速： 操作レバーを 3 の位置にしてください。
e ワンタッチ： 操作レバーを 4 の位置に押してくだ

さい (4 の位置で保持すると、ワイパーの動きが速
くなります)。

P. 127

フロントのワイパー & ウォッシャー作動 e 操作レバーをステアリング ホイール方向に向かっ
て 5 の位置に引いて、保持してください。

P. 127
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警告

情報

希望する操作 操作方法 操作箇所

リヤのワイパーを作動させる (間欠作動) e ボタン A を押してください。 P. 127

リヤのワイパーを作動させる (1 回のみ作動) e ボタン A を短く 2 回続けて押してください。 P. 127

フロント ウィンドウ ワイパーを格納位置から出す
アイスまたはサン シールドの装着とワイパー ブレード
の交換

e イグニッションを OFF にして、ワイパー レバーを
4 の位置まで 1 回押し下げます。 フロント ウィン
ドウ ワイパーが上方に約 45° 移動します。

P. 127

一般的な安全に関する指示
ワイパーの不意の作動

フロント ウィンドウ清掃時に怪我をする恐れがありま
す。 レイン センサー モードでは、フロント ウィンドウ
に水滴を検出すると自動的にワイプ作動を行います。
e フロント ウィンドウ ワイパーを OFF にしてからフ

ロント ウィンドウを清掃してください。

ラゲッジ コンパートメント リッド、フロント ウィンド
ウおよびワイパー システムを損傷する恐れがありま
す。
e フロント ウィンドウが十分に濡れた状態でワイパ

ーを作動させてください。乾いた状態での使用は
ウィンドウの擦り傷の原因になります。

e ワイパー ブレードが凍結した場合は、走行前に慎
重にフロント ウィンドウから剥がしてください。

e 凍結時はヘッドライト ウォッシャーを操作しない
でください。

e (レイン センサー機能により) 不意に作動すること
のないよう、洗車機で洗車する前に必ずフロント
ウィンドウ ワイパーを OFF にしてください。

e 洗車機での洗車中はヘッドライト ウォッシャー シ
ステムを操作しないでください。

e ワイパー ブレードを交換する場合は、ワイパー ア
ームをしっかりと保持してください。

e ワイパー ブレードを交換する場合は、ワイパー ブ
レードの長さが異なることを念頭においてくださ
い。

e エンジン コンパートメント リッドを開く前に、必
ずフロント ウィンドウ ワイパーを OFF (ワイパー
レバーを 0 の位置) にしてください。 イグニッシ
ョン スイッチが OFF で、ワイパー アームが停止
位置にない場合、エンジン コンパートメント リッ
ドを開くとワイパーアームが停止します。 エンジ
ン コンパートメント リッドを閉じ、ワイパーシス
テムを OFF にしてから再度 ON にするまで、この
位置が保持されます。

フロント ウィンドウ ワイパーの操作

図. 119: フロント ウィンドウ ワイパー レバー

0 フロント ウィンドウ ワイパー OFF
フロント ウィンドウ ワイパーおよびイグニッ
ションが OFF の場合、ワイパーの端が正しい
位置に調整されるように、ワイパーがレスト ポ
ジションから少し持ち上がります。

1 レイン センサー / 間欠作動、フロント ウィンド
ウ ワイパー
e ワイパー レバーを最初の位置にまで動か

します。

2 フロント ウィンドウ ワイパー低速
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e ワイパー レバーを 2 番目の位置にまで動
かします。

3 フロント ウィンドウ ワイパー高速
e ワイパー レバーを 3 番目の位置にまで動

かします。

4 フロント ウィンドウ ワイパーのワンタッチ機能
e ワイパー レバーを押し下げます。

フロント ウィンドウ ワイパーが 1 回作動
します。

e ワイパー レバーを押し下げて保持しま
す。
フロント ウィンドウ ワイパーが高速でワ
イプします。

5 フロント ウィンドウ ワイパー / ウォッシャー
システム
e ワイパー レバーをステアリング ホイール

に向かって引きます。
レバーを引いている間、ウォッシャー シ
ステムとワイパーが作動します。 ワイパ
ー レバーを放すと、拭き取りのためワイ
パーが数回作動します。

インフォメーション

噴出する水の量は走行速度およびワイパー レバーの作
動時間に基づいて調節されます。

インフォメーション

e フロント ウィンドウが非常に汚れている場合は、
洗浄プロセスを繰り返します。

e 頑固な汚れ (昆虫の死骸など) は定期的に清掃して
ください。

フロント ウィンドウ ワイパー ブレードを万全の状態に
保つことは良好な視界のために不可欠です。

レイン センサー作動の調節
レイン センサーが作動すると、フロント ウィンドウに
付着する水滴の量を感知します。 ワイパーの作動間隔
は、状況に応じて自動的に調節されます。
フロント ウィンドウ ワイパーが ON になっているとき
(ワイパー レバーが 2 の位置) に速度が約 4 km/h 以下
になると、レイン センサーは自動的に作動します。 速
度が約 12 km/h を超えると、ワイパーの動きがレバー
で設定した速さに復帰します。

インフォメーション

− イグニッションを ON にしたとき、ワイパー レバ
ーが既に 1 の位置にあった場合、速度が 4 km/h
を超えるまでレイン センサーは作動しません。

− イグニッションを ON にしたときに、既にワイパ
ー レバーが 2 または 3 の位置にある場合、フロン
ト ウィンドウ ワイパーはワイパー レバーを操作し
なければ作動しません。

レイン センサー感度の手動調節
高感度。
– スイッチ B を押し上げてください。

フロント ウィンドウ ワイパーが 1 回ワイプ作動を
行い、設定が切り替わったことを知らせます。

低感度。
– スイッチ B を押し下げてください。

リヤ ワイパーの操作

図. 120: リヤ ワイパー用のボタン A

リヤ ワイパーの間欠作動を ON にする
e ボタン A (図. 120) を押してください。

リヤ ワイパーの間欠作動を OFF にする
e ボタン A (図. 120) を押してください。

リバース機能を ON にする
PCM では、雨天時やフロント ウィンドウ ワイパー作動
中にギヤをリバースに入れると一連のワイプ作動が自動
的に実行されるようにリヤ ワイパーを設定できます。
PCM でこの機能の有効 / 無効を切り替えることができ
ます。

e   e 設定  e 車両 e ライトと視界

リヤ ウィンドウの清掃
b Panamera Sport Turismo



129

運転 / ドライバー アシスタンス

情報

注意

情報

図. 121: リヤ ウィンドウの清掃

e ワイパー レバーを前方に押します (図. 121)。
🡆 ワイパー レバーを前方に押している間、ウォ

ッシャー システムとワイパーが作動します。
レバーを放すと、拭き取りのためワイパーが
数回作動します。

ワイパー ブレード

ワイパー アームを誤ってフロント ウィンドウに勢いを
つけて戻すと、フロント ウィンドウが損傷することが
あります。
e ワイパー ブレードを交換する場合は、ワイパー ア

ームをしっかりと保持してください。

ワイパー ブレードの交換
ワイパー ブレードは年に 2 回 (寒い季節の前後に)、ま
たはワイパーのパフォーマンスが落ちたり、ブレードが
損傷したりした場合に交換する必要があります。

正しく取り付けられていな
いワイパー ブレード

交換が正しく行われていないと、ワイパー ブレードが
走行中に外れる可能性があります。
e ワイパー ブレードはワイパー アームに適切に固定

する必要があります。
e ワイパー ブレードが確実に固定されていることを

確認します。

フロント ウィンドウ ワイパー ブレードの交換
ワイパーの展開
b イグニッションが OFF になっている。
1. ワイパー レバーを下方向に 1 回押します (位置 4、

(図. 119))。
🡆 フロント ウィンドウ ワイパーが上方に約 45°

移動します。
2. メーカーの取扱説明書 (別冊) に従い、ワイパー ブ

レードを交換してください。 ワイパー ブレードの
長さが異なるので注意してください。

ワイパーの格納
b 作動待機が ON になっている。
e ワイパー レバーを下方向に約 1 秒間押します (位

置 4、(図. 119))。
🡆 フロント ウィンドウ ワイパーが通常位置に戻

ります。

インフォメーション

必要な場合は、ポルシェ正規販売店で交換作業を行って
ください。 ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいた
します。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッ
フが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、
確かな整備をお約束します。

リヤ ワイパー ブレードの交換
b Panamera Sport Turismo

ワイパー アームを損傷する恐れがあります。 リヤ ウィ
ンドウのワイパー アームにはジョイントがないのでウ
ィンドウから完全に折り曲げることができません。
e ワイパー アームを最大 15° ウィンドウから持ち上

げます。

ワイパー ブレードの取り外し

図. 122: リヤ ワイパー ブレードの交換

1. ワイパー アームを約 15° ウィンドウから持ち上げ
ます。

2. ワイパー ブレードを手で支えます。
3. マウント A (図. 122) の後ろに人差し指を置き、ワ

イパー ブレードを少し押し上げます。
4. 両手の親指と親指の腹を使ってマウント A

(図. 122) からワイパー ブレードを持ち上げます。
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警告

注意

情報

ワイパー ブレードの取り付け
1. マウント A (図. 122) にワイパー ブレードを位置決

めします。
2. ワイパー ブレードがマウント A (図. 122) にしっか

りはまるまで押し込んでください。

スポイラー
一般的な安全に関する指示
格納式リヤ スポイラー

エアロダイナミクスの変化

ルーフ スポイラーの故障に関するインストルメント パ
ネルの警告メッセージは、高速走行時にリヤ アクスル
が浮き気味になるため走行安定性が損なわれることを示
します。
e この状態を配慮した走行スタイルと速度で運転を

行ってください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。

ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。

リヤ スポイラーの展開 /
格納

停車中にリヤ スポイラーを手動で展開 / 格納するとき
は、動いているスポイラーと車両の固定部分の間に身体
の一部が挟まれる恐れがあります。
e リヤ スポイラーが稼働する範囲に人や物がないこ

とを確認してください。

リヤ スポイラーを損傷する危険があります。
e リヤ スポイラーを持って車両を押さないでくださ

い。

作動原理
リヤ スポイラーは、高速走行時では走行安定性を向上
させ、低速走行時では燃料消費を低減します。

Panamera Turbo には追加フラップが取り付けられてい
るため、空気力学的に優れており、より大きく効果的な
形状の改良型リヤ スポイラーが装備されています。

リヤ スポイラーの展開 / 格納
オート モード
リヤ スポイラーの自動展開および格納には、さまざま
な条件が関係します。
リヤ スポイラーが自動的に展開します。
– 約 90 km/h で A 位置に移動。
– 約 200 km/h で B 位置に移動。
リヤ スポイラーが自動的に格納します。
– 約 180 km/h で B 位置から A 位置に移動。
– 約 60 km/h で A 位置から停止位置に移動。
自動コントロール システムが故障した場合、インスト
ルメント パネルにリヤ スポイラーの故障についての警
告メッセージが表示されます。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

マニュアル モード
イグニッションが ON の場合、リヤ スポイラーは、ダ
ッシュボード内のタッチ ディスプレイを使用して、手
動で展開および格納することができます。 マニュアル
モードでは、リヤ スポイラーが完全に自動格納されな
いようになっています。

1.   e  設定   車両を選択します
2. スポイラー ボタンを押してください。

🡆 現在のスポイラー位置は、車両モデルに表
示されます。
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警告

警告

警告

インフォメーション

選択されたスポイラー位置は、パーソナル モードに保
存できます。

手動格納

1.   e  設定   車両 e スポイラーを選択します
2. 現在のスピードが 15 km/h 未満の場合： リヤ

スポイラーが最終位置に達するまでスポイラー
ボタンを押し続けます。
🡆 リヤ スポイラーはオート モードに切り替わ

ります。
– または –
現在のスピードが 15 km/h を超える場合： スポ
イラー ボタンを短く押します。

レーン キープ アシスト
一般的な安全に関する指示
レーン キープ アシストは一部の国でのみ利用可能で
す。

集中力の低下

システムは、その制限内で、車両が走行車線に留まるよ
うにドライバーをサポートしますが、代わりに運転する
わけではありません。 ドライバーは、たとえレーン キ
ープ アシストが作動中であっても、走行車線内に留ま
るようにするなど、常に安全運転に努めてください。
このシステムは、あくまでも補助的な機能のため運転時
には細心の注意を払ってください。
e 慎重に運転し、いつでもハンドル操作できるよう

に常にステアリング ホイールを握っていてくださ
い。

e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ
さい。

e インストルメント パネルに警告メッセージが表示
された場合は、ドライバー本人が直ちに車両のコ
ントロールを行ってください。

e 道路状況と天候に応じて適したスピードで運転し
てください。

e ステアリング ホイールには物を取り付けないでく
ださい。

ステアリング介入がない、
またはほとんどない

急ブレーキ時には、ステアリング介入による補正が行わ
れない場合があります。 同様に、ドライバーが積極的
にハンドル操作を行っている場合は、ステアリング介入
による補正が低減されるか、または行われないことがあ
ります。
e 慎重に運転し、いつでもハンドル操作できるよう

に常にステアリング ホイールを握っていてくださ
い。

e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ
さい。

e インストルメント パネルに警告メッセージが表示
された場合は、ドライバー本人が直ちに車両のコ
ントロールを行ってください。

ステアリング介入による補
正が不十分

わだち、カーブの多い道、坂道、または横風がある場合
など、ステアリング介入による補正だけでは車両を走行
車線に保つには不十分な場合があります。
e そのような状況では、積極的なステアリング操作

によりアシストしてください。
e 十分注意して運転してください。
e ステアリング ホイールは、必ず両手で持つように

してください。
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警告

警告インフォメーション

e システムの故障またはレーン キープ アシストの機
能不全がこの章の記載どおりに発生する場合、レ
ーン キープ アシストを使用しないでください。 ポ
ルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正
規販売店のご利用をお勧めいたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

システム制限
物理的な限界とシステム制
限

状況によっては、システムが車線を適切に検出できず、
ステアリング介入による補正が不十分で車両を車線内に
維持できなかったり、機能ステータスが操作中から停止
中に突然変わったりすることがあります。事故を起こす
恐れがあります!
e これらの状況ではシステムを使用しないでくださ

い。

以下のような状況が含まれます。
– 通常よりもドライバーの注意が必要とされる場合
– スポーツ走行中
– 悪天候 (霧、雪、または豪雨など)
– 道路状況 (悪路、道路のくぼみ、汚れている路面を

含む) が悪い場合。
– 道路工事区間の近く
– 起伏の激しい路面や坂道に近づいている場合
– 市街地での走行
– カーブの多い道および細い道での走行

カメラの視界の低下

カメラの視界は、雨水、雪、氷、多量の水しぶき、対向
車のヘッドライト、損傷などさまざまな要因によって低
下します。 一定の条件下では、カメラが車線区分線を
検出できない、または正しく検出できない場合がありま
す。 この場合、ステアリング介入が行われなかった
り、予期しないステアリング介入が行われたりすること
があります。 ステアリング介入は、車線区分線が検出
された側に対してのみ発動します。 その他の道路構造
物や障害物なども、車線区分線と誤って認識される場合
があります。 これにより、ステアリング介入や警告音
が予期せぬ形で発動、または発動しない場合がありま
す。
e 十分注意して運転してください。
e ハンドルをしっかり持ち、車線区分線に常に注意

を払ってください。
e カメラ レンズは定期的に洗浄し、雪や氷が付着し

たときは取り除いてください。
e カメラ レンズを覆わないでください。
e カメラ レンズ前面のフロント ウィンドウに損傷が

ないかを定期的に確認してください。

システムの使用には制限があります
以下の状況では、システムが停止状態になる場合があり
ます。
– 車両がシステム動作速度である約 65 km/h 未満の

速度で走行している。
– 現在のレーンの車線区分線が検出されない (例：降

雪、土砂、濡れた状態、前方車両との距離が近い
などの条件が発生した場合)

– 車線区分線の状態が良好ではないために、レーン
キープ アシストが起動できない。

– カーブの半径が小さすぎる。
– 一番近い車線区分線までの距離が遠すぎる。

– 車線区分線が車両に近すぎる。
– 稼働中、一時的に極めて激しい運転が行われてい

る。
– 方向指示灯が操作中。
– システムにより、ドライバーがステアリング ホイ

ールを握っていないことが検出された。

警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に注
意を払ってください。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

作動原理
b Panamera および Panamera Sport Turismo モデ

ル。

図. 123: フロント ウィンドウ カメラ

レーン キープ アシストは、ドライバーが車両を車線内
に維持するのをアシストする機能です。 そのために、
システムはフロント カメラ (A (図. 123)) を使用し、車
線区分線に基づいて前方の道路のコースを検出します。
さらに、車両が検出された車線区分線に接近して車線を
逸脱する危険がある場合、ステアリング補正介入を開始
して車両を車線内に維持します。 ドライバーはいつで
もステアリング介入を無効にできます。
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方向指示器を使用せずに車両が車線区分線を横切る場
合、システムがドライバーに警告音を発するよう設定す
ることができます。 このためには、セントラル ディス
プレイで警告音を有効にする必要があります。 車線変
更前にドライバーが方向指示器を使用すれば、システム
は警告やステアリング補正を行いません。 こうした状
況では、システムは車線変更が意図的なものであると解
釈します。
このシステムは高速道路やよく整備された郊外道路での
走行を想定して設計されており、約 65 km/h – 250
km/h の速度範囲で作動します。

レーン チェンジ アシスト装備車
車両がレーン チェンジ アシストを装備している場合、
危険な状況の可能性がある車線変更を行おうとすると、
作動しているシステムがステアリング補正介入を行って
ドライバーに警告します。 該当する方向に方向指示器
を出す場合も、ステアリング介入が行われます。 ステ
アリング介入がドライバーにより無効にされた場合は、
さらに警告音による警告が行われます (作動している場
合)。

ステアリングが操作されない場合の挙動
レーン キープ アシストが ON で有効になっている間、
ドライバーのステアリング操作は監視されています。
ステアリングが操作されない場合 (ステアリング ホイー
ルを握っていない、または軽く手を置いているなど)、
インストルメント パネルに警告メッセージが表示され
ます。 システムは、ステアリング操作を行うようドラ
イバーに促します。 ドライバーがメッセージに応じず
操作しない場合、システムは停止状態に切り替わりま
す。

レーン キープ アシストの表示および読み
方
各操作部

図. 124: レーン キープ アシストの操作

R システムの ON/OFF を切り替えてオプション メニュ
ーを開く

S オプション メニューを開く (システムが ON の場合)

レーン キープ アシストの表示および読み方

図. 125: 速度 & アシスト ディスプレイ

A レーン キープ アシスト表示
B 車線区分線の表示
C ステータス表示

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) 装
備車
アシスト メイン メニューの｢速度 & アシスト機能｣ディ
スプレイには、車線区分線 B とステータス ディスプレ
イ C が表示されます。

アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) 非
装備車
車線区分線はステータス ディスプレイ C にのみ表示さ
れます。
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警告

警告

システム ステータスの読み方
表はレーン キープ アシストのシステム ステータスおよ
びインストルメント クラスターにおけるその表示を示
します。

レーン キープ
アシスト表示

ステータ
ス表示

意味

表示なし 表示なし レーン キープ アシス
トが OFF になってい
ます。

レーン キープ アシス
トは ON になってい
ますが、停止してい
ます。 車線区分線お
よび車両はグレーで
ディスプレイに表示
されます。

レーン キープ アシス
トは ON で有効で
す。 認識された車線
区分線および車両は
緑色でディスプレイ
に表示されます。

車線区分線は片側の
み検出される場合も
あります。

ドライバーはレーン
キープ アシスト作動
中に車線を逸脱する
と、右側で警告され
ます。 該当する車線
区分線は赤色で表示
されています。

表示部と制御部
レーン キープ アシストの ON および OFF の切
り替え

1. コントロール レバーの R ボタンを押します。
🡆 ドライバー アシスタンス システムが ON に

なります。
2. コントロール レバーの S ボタンを押します。

🡆 ドライバー アシスタンス システムの状況がイ
ンストルメント パネルに表示されます。

3. ステアリング ホイールのロータリー プッシュ ボタ
ンを使用してレーン キープ アシストを選択し、ボ
タンを押して確定します。

ステアリング ポイントと警告音の設定

e  e アシスタンス e e アシスタンス システ
ム設定 e 車線逸脱警告

ステアリング ポイント
早く： この設定では、ステアリング介入による補正が
常時行われ、ドライバーが車両を車線の中央に保持でき
るよう支援します。
遅く： この設定では、ステアリング介入による補正が
行われるのは、検出された車線区分線を車両が横切る直
前になります。

警告音
警告音は個別に ON および OFF に切り替えることがで
きます。 警告音量も 3 段階から選択することができま
す。

レーン チェンジ アシスト (LCA)
一般的な安全に関する指示

集中力の低下

レーン チェンジ アシストおよびリヤ ターン アシストが
装備されていても、走行中は周囲の状況に注意し、責任
ある運転を心がけてください。 車線変更の際は、特に
注意を払ってください。
e ハンドルをしっかり持ち、周囲の交通状況に常に

注意を払ってください。

レーダー センサーの視界の
妨げ

レーダー センサーの視界は急カーブ、急勾配への接
近、および悪天候 (雨、雪、氷、強い水しぶき) では低
下することがあります。 車両を正しく検出できないこ
とや、まったく検出できなくなることがあります。
e ハンドルをしっかり持ち、周囲の交通状況に常に

注意を払ってください。
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警告 車両が検出されない

e 以下のような状況で、システムはタイミングよく
車両を検知できない場合があります。
− レーダー センサーの視界は、悪天候 (雨、雪、

氷、強い水しぶき)、急カーブ、急勾配への接
近時に低下することがあります。

− レーン チェンジ アシストは約 15 km/h 以上
の速度で走行しているときにのみ、接近車両
や死角エリアの車両をドライバーに警告しま
す。

− 高速で後方から接近する車両や遠ざかる車
両。

− 車両が道をそれて、道路に対して斜めまたは
直角になっている場合、レーダー センサーは
接近する車両を検出できなくなります。

− 自分の車両と移動または静止している物体の
速度差が少ないと、リヤ ターン アシストが低
速走行車両の検出に失敗したり、逆に固定さ
れている物体 (車止めポールなど) で警告が発
生したりする場合があります。

− リヤ ターン アシストは発進時に作動します。
そのため、既に移動するか発進している車両
を検出しなかったり、遅れて検出したりする
場合があります。 同様に、既に車両のすぐ隣
にあり、センサーの検出範囲外にある車両を
検出することはできません。

− リヤ衝突警告は、交差車両、断面が小さな車
両、幅の狭い車両、および車両として認識さ
れない物体には反応しません。

e ハンドルをしっかり持ち、周囲の交通状況に常に
注意を払ってください。

システム制限
– システムは車速が約 15 km/h を超えるとアシスタ

ンスを提供します。
– 15 km/h 以下の速度で、リヤ ターン アシストがド

ライバーをサポートします。ただし、方向指示灯
が作動している車両の側に対して発進時にのみ作
動します。

– レーダー センサーが覆われていることをシステム
が検出した場合には、レーン チェンジ アシストと
リヤ ターン アシストは利用できません。

– レーダー センサーは、車両以外の他の障害物 (高い
または隆起した中央分離帯など) を検出する場合が
あります。

– このディスプレイはドライバーがドア ミラーを一
目見ただけで気づくよう設計されています。

インフォメーション

例えば、レーダー センサーの位置が事故によって変わ
った場合などは、レーン チェンジ アシストの機能が損
なわれる可能性があります。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

インフォメーション

レーン チェンジ アシストを適切に機能させるには：
e リヤ バンパーのレーダー センサー部をステッカー

などで覆わないでください。 また、この周囲から
汚れや雪、氷を取り除いてください。

e ドア ミラーの警告インジケーターを (ステッカーま
たは接着式の死角ミラーなどで) 覆わないでくださ
い。

e バンパーに上塗りすると、塗料の厚みが増すこと
により、センサーの反応が悪くなる可能性があり
ます。 新しい塗料の電気的な特性も、承認された
塗料の特性とは異なる場合があります。

図. 126: リヤ バンパーのレーダー センサー

作動原理
リヤ バンパー内に組み込まれたレーダー センサーを使
用して、レーン チェンジ アシストは、検出した車両と
自車との距離および速度差を測定します。 レーダー セ
ンサーは後方 70 m までの範囲 (アプローチ ゾーン) お
よび死角を検出します。
レーン チェンジ アシストがその速度差および距離から
車線変更が危険と判断した場合、該当するドア ミラー
に表示されます。 車両の右側および左側に個別に表示
されます。 例えば、左ドア ミラーの警告インジケータ
ーは左車線に車線変更する際にドライバーをサポートし
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ます。 ドライバーが方向指示灯を操作した際、危険と
みなす車両を検出すると、該当するドア ミラーの警告
インジケーターが数回明るく点滅します。
他車をゆっくり (速度差約 15 km/h 未満) と追い越す場
合、他車が死角エリアに入ったことをレーン チェンジ
アシストが検出すると、直ちに警告インジケーターが点
灯します。 速度差がそれ以上の場合、ドア ミラーには
表示されません。
発進直後は、レーン チェンジ アシストの速度範囲には
達しません。 速度範囲に達するまで、ドライバーはリ
ヤ ターン アシストによりサポートされます。
方向指示灯が作動すると、リヤ ターン アシストは車両
の側方および後方の物体を検出しますが、インジケータ
ーが作動している側に対してのみ作動します。 レーン
チェンジ アシストと同様、危険の可能性が認識される
と該当するドア ミラーに警告が表示されます。

インフォメーション

レーダー センサーは左右の隣接する車線を検出しま
す。 他の車線は検出しません。

情報および警告ステージ
方向指示灯が設定されたかに応じて、レーン チェンジ
アシストには適切に作動する 2 つのインジケーター レ
ベルがあります。

情報ステージ
ドライバーが方向指示灯を操作していない場合、レーン
チェンジ アシストは、車線変更する場合に検出した車
両が危険であると判断すると、ドライバーに知らせま
す。 レーン チェンジ アシストが検出した車両との速度
差および距離を危険と判断すると、該当するドア ミラ
ーの警告インジケーターが弱い光で点灯します。

警告ステージ
方向指示灯が ON で、その側でレーン チェンジ アシス
トが危険とみなす車両を検出した場合、その側のドア
ミラーの警告インジケーターが明るく点滅を開始しま
す。 警告ステージが数回明るく点滅する場合、ドア ミ
ラーを見るかまたは肩越しに確認するなど、再度周囲の
交通状況を確認するよう促しています。

表示要素
レーン チェンジ アシスト (LCA) は、後方から接近する
車両や死角にある車両をドライバーに警告します。 こ
れは、他車を追い越すときや追い越されるときにも作動
します。 危険な状況や車線変更が不可避な状況を検出
すると、両側のドア ミラーの警告インジケーターが直
ちに点灯します。
脇道に入る状況でレーン チェンジ アシスト作動範囲を
下回る速度で走行している場合、追加のリヤ ターン ア
シストも車両の後方を監視することでドライバーをサポ
ートします。 リヤ ターン アシストとレーン チェンジ
アシストは常に自動でスタンバイ状態に切り替わりま
す。

図. 127: ドア ミラーの警告インジケーター A

レーン チェンジ アシストの ON/OFF の
切り替え
車線変更アシスタントは、 PCM のドライバーがオンと
オフを切り替えることができます

e   e アシスタンス レーン チェンジ アシスト
🡆 レーン チェンジ アシストの作動中は、シンボル

 がインストルメント クラスターに表示されま
す。

レーン チェンジ アシスト画面の明るさの
設定
情報と警告の画面の明るさは、どちらも周囲の明るさに
応じて自動的に調整されます。 ドア ミラーの警告イン
ジケーターの基本的な明るさも調節可能です。

e   e アシスタンス  e アシスタンス システ
ム設定 e レーン チェンジ アシスト e LED の明
るさ

インフォメーション

− 車両の接近が高速であるほど、ドア ミラーの警告
インジケーターは早いタイミングで点灯します。
レーン チェンジ アシストによって検出されたすべ
ての車両は、遅くとも死角に入るまでにドライバ
ーに警告されます。

− ドア ミラーの警告インジケーターがまだ作動して
いなくても、高速で接近する車両がある場合、車
線変更は危険と考えられます。

運転状況
起こり得るケースとそれに関連するレーン チェンジ ア
シストおよびリヤ ターン アシストの警告インジケータ
ーを、運転状況に応じて以下に説明します。
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急速に接近する車両

図. 128: 急速に接近する車両

A – ドア ミラーの警告インジケーターは点灯しない
センサーは車両を検出していません。 ドア ミラーの警
告インジケーターは点灯しません。
B – 警告インジケーターが情報ステージで点灯する
高速で接近する車両 – 図の例は左車線を示す – を検出
しました。 車両との距離はまだ離れていますが、著し
い速度差があるため、すでに車速変更を行うには危険で
あると判断されます。 ドア ミラーの警告インジケータ
ーが点灯します。
C – 警告インジケーターが警告ステージで点滅する
運転状況 B でドライバーが方向指示灯を操作すると、
ドア ミラーの警告インジケーターが数回明るく点滅し
ます。 レーン チェンジ アシストは、車両を見落として
いた可能性があることを警告します。

ゆっくりと接近する車両

図. 129: ゆっくりと接近する車両

A – ドア ミラーの警告インジケーターは点灯しない
この例では、センサーはゆっくりと接近する車両を左車
線で検出します。 速度差が小さくて車間距離が長い場
合は、ドア ミラーに表示されません。
B – 警告インジケーターが情報ステージで点灯する
車両がゆっくりと接近してきています。 ドア ミラーの
インジケーターが点灯します。 レーン チェンジ アシス
トがその速度差および距離から車線変更が危険と判断し
た場合にのみ、該当するドア ミラーに表示されます。
レーン チェンジ アシストによって検出されたすべての
車両は、遅くとも「死角」に入るまでにドライバーに警
告されます。
C – 警告インジケーターが警告ステージで点滅する
運転状況 B でドライバーが方向指示灯を操作すると、
ドア ミラーの警告インジケーターが数回明るく点滅し
ます。 レーン チェンジ アシストは、車両を見落として
いた可能性があることを警告します。

ゆっくりと後ろに遠ざかる車両

図. 130: ゆっくりと後ろに遠ざかる車両

A – ドア ミラーの警告インジケーターは点灯しない
レーン チェンジ アシストはこの車が追い越した車両を
まだ検出していません。 ドア ミラーの警告インジケー
ターが点灯しません。
B – 警告インジケーターが情報ステージで点灯する
レーン チェンジ アシストはゆっくりと遠ざかる車両
(速度差約 15 km/h 未満) を右側車線で検出しました。
ドア ミラーのインジケーターが点灯します。
C – 警告インジケーターが警告ステージで点滅する
運転状況 B でドライバーが方向指示灯を操作すると、
ドア ミラーの警告インジケーターが数回明るく点滅し
ます。 レーン チェンジ アシストはドライバーが車両を
見落としている可能性があることを知らせます。
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急速に後ろに遠ざかる車両

図. 131: 急速に後ろに遠ざかる車両

A – ドア ミラーの警告インジケーターは点灯しない
レーン チェンジ アシストはこの車が追い越した車両を
まだ検出していません。 ドア ミラーの警告インジケー
ターが点灯しません。
B – ドア ミラーの警告インジケーターは点灯しない
この例では、レーン チェンジ アシストは高速で遠ざか
る車両 (速度差約 15 km/h 以上) を右側車線で検出しま
すが、高速で遠ざかっているため車線変更を行う際の危
険とはみなされません。 ドア ミラーの警告インジケー
ターが点灯しません。
C – ドア ミラーの警告インジケーターは点灯しない
運転状況 B でドライバーが方向指示灯を操作しても、
ドア ミラーの警告インジケーターは作動しません。

車両が脇道に入る

図. 132: 車両が脇道に入る

A – ドア ミラーの警告インジケーターは点灯しない
方向指示灯が ON にならなかったため、脇道に入った後
にリヤ ターン アシストは作動しておらず、死角のバイ
クは検出されません。 同様に、高速で接近する車両が
検出されない場合があります。 ドア ミラーの警告イン
ジケーターが点灯しません。
B – 警告インジケーターが情報ステージで点灯する
運転状況 A でドライバーが該当する方向指示灯を操作
すると、ドア ミラーのインジケーターが数回明るく点
滅して、点灯します。 ターン アシストはドライバーが
車両を見落としている可能性があることを知らせます。
C – 警告インジケーターが警告ステージで点滅する
該当する側の方向指示灯が ON になると、急速に接近す
る車両 (この例は左側線を示す) がセンサーによって検
出されます。 車両との距離はまだ離れていますが、著

しい速度差があるため、すでに脇道に入るには危険であ
ると判断されます。 ドア ミラーのインジケーターが数
回明るく点滅して、点灯します。

コーナリング
コーナリング時に、レーン チェンジ アシストは 1 つ離
れたレーンを走行する車両に反応し、ドア ミラーの警
告インジケーターを点灯することがあります。
レーン チェンジ アシストは急カーブでは車両を検出で
きません (約 50 m 未満の半径のカーブ)。

e レーンの幅が異なるカーブを走行するときは十分
に注意してください。

車線幅
標準的な幅の車線の場合、ドライバーが車線の中央部ま
たは車線の端を走行しているかに関わらず、レーン チ
ェンジ アシストの検出エリアには隣接した車線 (左 /
右) が含まれます。
狭い車線を走行する場合、検出エリアにはより多くの車
線が含まれます (特に車線の端を走行している場合)。
このような状況では 1 つ離れた車線を走行する車両が
検出されることもあり、レーン チェンジ アシストがイ
ンフォメーションまたは警告ステージに切り替わる可能
性があります。
同様に、とても幅広い車線を走行している場合、隣接車
線の車両が検出範囲外にあるために検出されないことが
あります。
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警告

情報

図. 133: 車線幅および検出範囲

トラフィック ジャム アシスト (TJA)
一般的な安全に関する指示

注意の欠如および環境要因
の変化

トラフィック ジャム アシストは、高速道路やよく整備
された郊外道路でのみ使用することを想定して設計され
ています。 トラフィック ジャム アシストのおかげで運
転は非常に快適になりますが、無謀な運転は避けてくだ
さい。 車線を守ることおよび交通状況を常に正しく判
断することは、ドライバー本人の責任です。
e 常にステアリング ホイールを保持し、いつでもハ

ンドルを切れる状態でいてください。
e 常にドライバー本人が運転操作 (加速または減速)

を引き継げる状態でいてください。
インストルメント クラスターに警告メッセージが
表示された場合は、ドライバー本人が直ちに車両
のコントロールを行ってください。

e 以下の状況では、トラフィック ジャム アシストを
決して使用しないでください：
− 通常よりもドライバーの注意が必要とされる

場合。
− 雪、氷、または豪雨など悪天候のとき。
− オフロードまたは未舗装および滑りやすい路

面。
− カーブの多い道、道路工事区間や市街地。
− 狭い車線。
− 分岐点や料金所などの不安定な交通状況。

e アダプティブ クルーズ コントロール（ACC）およ
びレーンキープアシストに関する制限や情報：
g 131 ページの「レーン キープ アシスト」の章を
参照してください。
g 88 ページの「アダプティブ クルーズ コントロ
ール (ACC)」の章を参照してください。

システムは、常に、車両を車線の中央部分または車列最
後尾の中央位置に保持できるわけではありません。トラ
フィック ジャム アシストは路上の障害物を避けて走行
するためのものではありません。トラフィック ジャム
アシストは、人、動物、同一車線上の対向車両または交
差車両に反応しません。センサーはこれらを障害物とし
て検知しません。

インフォメーション

e この章の記載どおりにシステムの故障または交通
渋滞アシストが機能しない場合は、交通渋滞アシ
ストを使用しないでください。ポルシェ正規販売
店にご相談ください。
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。

警告シンボルへの対応
トラフィック ジャム アシストの警告およびインフォメ
ーション メッセージの情報：
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

作動原理
トラフィック ジャム アシストは、交通渋滞時や約 65
km/h 未満の速度で低速走行する交通状況で、ドライバ
ーの運転をサポートします。
トラフィック ジャム アシストは、システムが計算した
車線を車両が維持できるようにします。 ACC が ON に
なっている場合は、システムの制限内で、システムが車
両のハンドル操作を自動で行います。
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トラフィック ジャム アシストはアシスタンス システム
であるため、ドライバーはいつでも車両のハンドル操作
ができるように、常にステアリング ホイールを握って
いなければなりません。 ドライバーはいつでも思い通
りにステアリングを操作して、アシスタンス システム
を解除することができます。
このシステムは、高速道路やよく整備された郊外道路で
の運転向けに設計されています。 市街地では、トラフ
ィック ジャム アシストを決して使用しないでくださ
い。

各操作部

図. 134: 交通渋滞アシストの使用

R システムの ON/OFF を切り替えてオプション メニュ
ーを開く

S オプション メニューを開く (システムが ON の場合)

トラフィック ジャム アシストの ON/OFF
の切り替え
トラフィック ジャム アシストの ON/OFF は PCM で切
り替えることができます。

1.  アシスト  e 渋滞アシスト
– または –
レバーの R ボタンを押してください。
🡆 ドライバー アシスタンス システムが ON にな

ります。
2. レバーの S ボタンを押します。

🡆 ドライバー アシスタンス システムの状況がイ
ンストルメント パネルに表示されます。

3. ステアリング ホイールのロータリー プッシュ ボタ
ンを使用してレーン キープ アシストを選択し、ボ
タンを押して確定します。

ACC が作動している場合、インストルメント パネルに
トラフィック ジャム アシストのステータス ディスプレ
イが表示されます。
g 90 ページの「表示部と制御部」の章を参照してくだ
さい。

トラフィック ジャム アシストのステータス表
示

表示 意味

トラフィック ジャム アシストは ON
になっていますが、停止しています。
交差車両はありません。

トラフィック ジャム アシストは ON
になっており、作動しています。 前方
の車両が認識され、他のすべての条件
が満たされています。車両は走行中に
制御されます。

ドライバーの操作がないと、トラフィ
ック ジャム アシストは車両が停止す
るまで車両にブレーキをかけます。

インフォメーション

レーン キープ アシストも同時に作動している場合は、
トラフィック ジャム アシストのシンボル  の代
わりにレーン キープ アシストのシンボル  が表示さ
れる場合があります。これは、最後の作動状態のシステ
ムまたは PCM で最後に作動したシステムがインストル
メント パネルに表示されるためです。

トラフィック ジャム アシストが有効になっている間、
ドライバーのステアリング操作は監視されています。
ステアリングが操作されない場合、短時間でインストル
メント パネルに警告メッセージが表示されます。
システムは、警告音とインストルメント パネルのテキ
スト メッセージによって、積極的にステアリング操作
を行うようにドライバーに促します。
一定時間内にドライバーが反応しない場合、トラフィッ
ク ジャム アシストは停止中に切り替わります (ステー
タス ディスプレイ / システム状態を参照)。 この状況
で、システムは車両にブレーキをかけて停止させること
ができます。 減速中は警告音が鳴り、インストルメン
ト パネルには警告が表示されます。
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警告

クルーズ コントロール
一般的な安全に関する指示

危険な交通状況や路面状態
が悪い状況での走行

現在の交通状況で前走車との安全な距離を保って走行で
きない場合、または一定の車速で走行できない場合、ク
ルーズ コントロールを使用すると事故を起こす危険が
あります。
e 渋滞、カーブの多い道、悪い路面状態 (冬場の滑り

やすい路面、濡れた路面、起伏の多い路面など) で
はクルーズ コントロールを使用しないでくださ
い。

作動原理
クルーズ コントロールを使用すると、約 30～240
km/h の範囲でアクセル ペダルを踏まなくても希望す
る速度を維持したまま走行できます。

インフォメーション

アクティブ ダウンシフト機能とアクティブ ブレーキ介
入機能は、(特に下り坂などで) 設定速度を維持するた
め、自動的に作動します。

表示部と制御部
各操作部

図. 135: クルーズ コントロールの使用

R クルーズ コントロールの ON/OFF
1 設定速度の設定 / 加速
2 減速
3 クルーズ コントロールの中断 (OFF)
4 クルーズ コントロールの再開 (RESUME)
S オプション メニューを開く (ドライバー アシスタン

ス システムが ON になっている場合)

クルーズ コントロールの ON/OFF の切り
替え
クルーズ コントロールを ON にする
e レバーの R ボタンを押してください。

🡆 アダプティブ クルーズ コントロールが ON
で、なおかつ停止中になります。
ステータス ディスプレイに動作ステータスが
グレーで表示されます。 速度は保存されてい
ません。

– または –

b ドライバー アシスタンス システムがまだ ON にな
っていません。

1. レバーの R ボタンを押してください。
🡆 ドライバー アシスト システムのオプション メ

ニューがインストルメント クラスターに表示
されます。

2. ステアリング ホイールのロータリー ノブを使用し
てクルーズ コントロールを選択し、ノブを押して
確定します。
🡆 アダプティブ クルーズ コントロールが ON

で、なおかつ停止中になります。
ステータス ディスプレイに動作ステータスが
グレーで表示されます。 速度は保存されてい
ません。

すでに有効化されたドライバー アシスタンス システ
ムから ACC への切り替え
1. レバーの S ボタンを押します。

🡆 ドライバー アシスト システムのオプション メ
ニューがインストルメント クラスターに表示
されます。

2. ステアリング ホイールのロータリー ノブを使用し
てクルーズ コントロールを選択し、ノブを押して
確定します。
🡆 アダプティブ クルーズ コントロールが ON

で、なおかつ停止中になります。
ステータス ディスプレイに動作ステータスが
グレーで表示されます。 速度は保存されてい
ません。
クルーズ コントロール ON
インストルメント クラスターのグレーのアイ
コンは、クルーズ コントロールがスタンバイ
状態にあることを示します。



142

運転 / ドライバー アシスタンス

クルーズ コントロールを OFF にする
e レバーの R ボタンを押してください。

🡆 メモリーが消去され、スタンバイのシンボル
マークが消灯します。

クルーズ コントロールの作動
1. アクセル ペダルの操作で目標速度まで加速または

減速します。
2. コントロール レバーを前方 (1 の位置) に短く押し

ます。

クルーズ コントロールの使用
速度の維持と保存
e アクセル ペダルの操作で目標速度まで加速または

減速します。

e ステアリング ホイールのコントロール レバー 1
(図. 135) を前方に押してください。

設定速度
現在の設定速度は赤色のクルーズ コントロー
ル シンボルの下に表示され、自動的に維持さ
れます。

目標速度の変更
e 速度を上げる場合は、ステアリング ホイールのコ

ントロール レバーを前方 1 に押します。短く押す
= 1 km/h、押し続ける = 10 km/h。

e 速度を下げる場合は、ステアリング ホイール 2 に
向かってコントロール レバーを引きます。短く引
く = 1 km/h、引き続ける = 10 km/h。

新しく設定した速度がインストルメント クラスターに
表示されます。

インフォメーション

アクセル ペダルを使用して加速することができます。
こうしても保存された値は変更されません。 アクセル
ペダルから足を離すと、保存された値はリセットされま
す。

クルーズ コントロールのキャンセル – キャン
セル
クルーズ コントロールをキャンセルする前の走行速度
はメモリーに保存されており、コントロール レバーを
押して再開することができます。

e コントロール レバーを下方向に押します (3 の位
置)。
– または –
ブレーキ ペダルを踏みます
– または –
セレクター レバーを作動モード N にしてくださ
い。
– または –
レバーの R ボタンを押してください。

次のような状況では、クルーズ コントロール
は自動的にキャンセルされます。
– 車両が設定速度を超える速度、または設定速度未

満の速度で一定時間走行している。
– ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) が有

効。

クルーズ コントロールの再開 – RESUME
e コントロール レバーを上方向に押します (4 の位

置)。
🡆 クルーズ コントロールは設定速度に達するま

で加速または減速します。

速度制限および前方カーブあり警告
の表示

図. 136: インストルメント クラスターの交通標識表示

A 主要交通標識
B 補助標識
C 前方カーブあり警告

インストルメント クラスターに、補助標識 B を含む主
要交通標識 A (図. 136) を最大 3 個まで表示することが
できます。 最も優先度の高い交通標識が左側に表示さ
れます。
イグニッションを ON にすると、有効な最新の制限速度
がインストルメント クラスターに表示されます。 制限
速度が検出されない場合 (制限速度がない高速道路な
ど)、または現在地で交通標識検知が利用できない場合
は、インストルメント クラスターにメッセージが表示
されます。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。
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警告

インフォメーション

− 交通静音化対策地域または住宅街では、「5 km/
h」と表示されます。

− 交通標識のない高速道路や (中央分離帯のある) 幹
線道路の入口 / 出口では、郊外道路の該当する制
限速度が表示されます。

警告およびブレーキ アシスト
一般的な安全に関する指示

システムが使用できない
か、使用が制限されていま
す

システムはその制限内でドライバーをサポートします
が、すべての状況で事故を防ぐことはできません。
事故を回避するために適切な運転を心がけるのは、常に
ドライバーの責任です。
e 十分注意して運転してください。
e 交通状況と車両の周囲には常に注意を払ってくだ

さい。
e システムを利用できない、または期待どおりに機

能しない場合、ドライバーは常に車両を制御でき
るよう備えていなければなりません。

システム制限
システムの制限内で、システムは差し迫った正面衝突を
警告し、適切なブレーキ操作を開始できます。 すべて
の通行人および危険な状況を正確に素早く認識できるわ
けではありません。
車両の横および後方は監視されていません。
複雑な走行状況では、システムが不適切な警告を発した
り、不必要なブレーキ介入を行ったりする可能性があり
ます。
危険な状態に応じて、すべての警告およびブレーキ ア
シストの保護措置を起動できるわけではありません。
システムは歩く速度よりも速ければ利用でき、85
km/h の速度まで歩行者に反応できます。 速度が 250
km/h までの車両に反応できます。
システムは、動物や交差車両のほか、支柱、フェンス、
列車などの障害物には反応しません。

次の場合、機能は使用できません。
– 後退時
– ブレーキ ライトが故障している場合
– PSM が作動不良で OFF になっている場合
– エアバッグ コントロール ユニットが故障している

場合

次の場合、機能は制限されるか、使用できない
可能性があります。
– 垂直連結荷重が大きい場合、警告およびブレーキ

アシスタントの反応が制限されるか、利用できな
い場合があります。

– シート ベルトを着用していない場合
– 急カーブ
– ガードレールやトンネルの入り口などの反射物が

ある場合
– 豪雨、雪、霧、氷の場合
– フロント ウィンドウが損傷している場合
– フロント ウィンドウが非常に汚れている場合 (フロ

ント カメラの領域)
– バンパーが破損している場合 (パーキング分路など

により)
– レーダー センサーが損傷しているか、汚れている

場合
– アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) が作動

不良の場合

警告メッセージへの対応
車両に表示される警告および情報メッセージには常に注
意を払ってください。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。
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作動原理
警告とブレーキアシスト（WBA）は、特定の危険な状
況で、乗員および他の通行者を保護するための措置を開
始できます。
警告とブレーキ アシスト（WBA）には、国によって次
の機能が含まれます：
– 距離警告
– 衝突警告
– ブレーキ時の振動
– 自動ブレーキおよびブレーキ アシスタンス
– 予防的乗員保護機能
アダプティブ クルーズ コントロール（ACC）のレーダ
ー センサーおよびフロント ウィンドウ背面のカメラ
は、車両正面エリアを監視します。他の道路利用者（車
両、歩行者、自転車）と正面衝突しそうな状況を検出で
きます。
衝突警告は歩行者に関連して作動することがあります。
すべてのサブ機能は車両に関連して作動します。

インフォメーション

e 特に、走行、車間距離、速度などに関して、該当
する国固有の規制を遵守してください。ドライバ
ーは常に、各国で適用される関連規制を遵守する
責任があります。

e 警告およびブレーキ アシストを OFF にするための
指示に従ってください。

e 機能設定に関する情報を遵守してください。

g 145 ページの「警告およびブレーキ アシストの ON/
OFF を切り替える」の章を参照してください。
g 145 ページの「警告およびブレーキ アシスト機能の
設定」の章を参照してください。

距離警告
警告およびブレーキアシストが、近づきすぎて安全に危
険があることを検出した場合、ドライバーは  メー
タ・パネルでの警告
速度が約 65 km/h – 250 km/h の場合に検知できま
す。

衝突警告

図. 137: インストルメント クラスターの衝突警告

システムが衝突の危険を検知した場合、警告音を発し、
インストルメント クラスターに警告を表示してドライ
バーに注意を促します。

ブレーキ時の振動
ドライバーが衝突警告に対応しない場合、警告音および
インストルメント パネルのシンボルに加えて、ブレー
キ振動を与えます。ブレーキ振動によりドライバーの注
意を喚起し、衝突の危険が高まっていることを知らせま
す。この警告が発生しても、ドライバーは、ステアリン
グ回避や急ブレーキにより衝突を防止できる可能性があ
ります。

自動ブレーキおよびブレーキ アシスタンス
ドライバーが緊急警告に反応しない、またはブレーキを
十分にかけていない場合、警告およびブレーキアシスト
は徐々にブレーキを強めていき、ドライバーのブレーキ
ングをサポートしたり、車両を停止させることができま
す。
さらに、警告音が発せられ、インストルメント クラス
ターにシンボル マークが表示されます。車両を減速さ
せることにより、事故の被害を軽減することができま
す。

インフォメーション

自動ブレーキ介入は、次のようにキャンセルできます。
e ブレーキペダルを踏んでください
e アクセル ペダルをいっぱいまで踏み込みます。
e 積極的にステアリング操作します。

インフォメーション

トレーラーモード時、質量の変化とブレーキとスタビラ
イザーの挙動の変化により、トレーラーのブレーキ挙動
とは異なる場合があります。
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情報

インフォメーション

車両が停止しても、それ以降、ブレーキがそのままずっ
とかけられるわけではありません。
e 必要であれば、ブレーキを踏み、車両のコントロ

ールを再開してください。

予防的乗員保護機能
シート ベルト システム最適化
発進すると、フロント シート ベルトは徐々に締め付け
られます。
ドライブ スピードが約 30 km/h に達するか、シート
ベルトを再度締めるとこの機能が作動します。
シート ベルトおよび車内のプレコンディショニング
危険な状態になると、予防的乗員保護システムの効果を
高めるために、衝突に備える保護措置が開始されます。
そのため、状況に合わせてフロントのシート ベルトの
張力調整が行われたり、ウィンドウを開いて（装置によ
っては）サンルーフが閉じられたり、（装置によって
は）フロント シートの両側のボルスターが膨らまされ
たりします。
次の状況において、システムの制限内で予防的乗員保護
措置を作動できます。
– ドライバーによる約 30 km/h の速度からの緊急停

止中
– 車両による自動ブレーキ介入の作動中
衝突の危険がなくなり、運転の状況が安定すると、プレ
コンディショニング措置は終了し、シート ベルト張力
はもう一度緩められます。
システム制限
– 繰り返し作動により（例えば、安全運転トレーニ

ングにおいて）、ベルト張力は徐々に強くなって
いき、ベルト張力を正しく解除できなくなること

があります。この場合、シート ベルトを外して再
度着用するか、警告およびブレーキアシストを無
効にします。

– リバーシブル シートベルト プリテンショナーが故
障している場合、予防的乗員保護機能は限られた
範囲でのみ使用可能です。

– 事故後、シート ベルト プリテンショナーは損傷し
ている可能性があります。ポルシェ正規販売店に
ご相談ください。ポルシェ正規販売店のご利用を
お勧めいたします。十分なトレーニングを受けた
経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工
具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。

– PSM の機能が制限されているか OFF になっている
と、警告およびブレーキアシストの予防的乗員保
護機能も無効になります。

警告およびブレーキ アシストの ON/OFF
を切り替える

e 次の状況では、警告およびブレーキ アシストを
OFF にしてください。
− 公道以外を走行する場合。
− 復旧車両、車両輸送専用車、電車、船舶など

での輸送中。
− 車両をけん引するとき。

e   e アシスタンス e 標準アシスト e 警告お
よびブレーキ アシスト

🡆 警告およびブレーキ アシストが制限されているか
OFF になっている場合、それを示すアイコンがイ
ンストルメント クラスターに表示されます。

g 147 ページの「インストルメント パネル」の章を参
照してください。

警告およびブレーキ アシスト機能の設定

e   e アシスタンス e ベーシック アシスト e
警告およびブレーキ アシスト e 距離警告

以下の機能の ON/OFF を切り替えることができます。
– 距離警告

警告時間も設定できます。
– 衝突警告

警告時間も設定できます。
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情報

表示および入力
ヘッドアップ ディスプレイ
ヘッドアップ ディスプレイ (HUD) は、重要なメッセー
ジや選別された情報をフロント ウィンドウのドライバ
ーが見える場所に投影します。 これにより、ドライバ
ーは道路から目を離すことなく、車両速度、エンジン回
転数、ナビゲーションなどの情報を読み取ることができ
ます。 情報はカスタマイズできます。 ヘッドアップ デ
ィスプレイ (HUD) はインストルメント パネルの補助デ
ィスプレイです。

ガラス カバーの傷により損傷する恐れがあります。
e ヘッドアップ ディスプレイのガラス カバーの上に

物を置かないでください。

インフォメーション

ヘッドアップ ディスプレイに表示された情報のドライ
バー ビューは、複数の要因に影響されます。
e 以下の点に留意してください。

− 特定の偏光フィルター付きサングラス。
− 濡れた路面。
− 望ましくない照明条件。
− ガラス カバー上の荷物。

e ヘッドアップ ディスプレイが適切な位置にセット
され、高さが正しく調節されていることを確認し
てください。

ヘッドアップ ディスプレイの有効化 / 無効化
および設定
設定で、表示される情報のパーソナライズやヘッドアッ
プ ディスプレイの明るさの設定など、さまざまな調整
を行うことができます。

e   e  設定   ディスプレイ e ヘッドアップ デ
ィスプレイ
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インストルメント パネル
インストルメント パネル（パワーメータ
ー）の概要

図. 138: インストルメント クラスター
A – 速度 & アシスト画面
外気温度、速度およびアシスト システムに関する情報
は、チューブ 1 と 2 に表示されています。
速度 & アシスト表示の設定:
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。

B – タコメーター（回転計）
タコメーターの目盛りが赤色の部分は、エンジン回転数
の許容上限を示しています。

C – デジタル スピードメーター / パワー & ド
ライブ画面
速度、セレクター レバー位置、入っているギアおよび
起動中の走行プログラムに関する情報は、デジタル ス
ピード メーターに表示されます。
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情報

情報

警告

D – 車両 & 情報画面
車両ステータス、ドライバー アシスタンス、および日
付と時刻に関する情報は、チューブ 4 と 5 に表示され
ています。
車両 & 情報表示の設定:
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。

E – 電力メーター
b E ハイブリッド車両
パワー メーターでは、現在の電気駆動力が 6 時方向の
左側に表示され、現在の回生電力が 6 時方向の右側に
表示されます。

F – クーラント温度計

クーラント温度が高すぎるとエンジンが損傷する恐れが
あります。
冷却水温度が異常に高くなると、水温計の指針が最高温
度マークまで動きます。 インストルメント クラスター
に警告メッセージが表示されます。 警告灯  が点灯
または点滅します。
e レッド ゾーンに達した場合は、直ちに適切な場所

に停車してエンジンを OFF にしてください。 運転
を続けないでください。

g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。
車両の装備仕様により、クーラント温度がディスプレイ
に表示される場合があります。

バーが左部分にあるとき – エンジン冷間時
e 高いエンジン回転数および重いエンジン負荷を避

けます。

バーが中央部分にあるとき – 通常の作動温度
e 外気温が高いときにエンジンに大きな負荷をかけ

た場合、バーがレッド ゾーンを示すことがありま
す。

バーがレッド ゾーンにあるとき – 作動温度が高すぎ
る
e クーラント レベルが低い場合、急な坂道など車両

が急角度で傾いたり、円状に走行するなどして長
いカーブで横加速度が発生したりすると、警告メ
ッセージが表示されることがあります。車両が
「通常」の作動状態に戻っても警告が消えない場
合、クーラント レベルを点検してください。
g 227 ページの「クーラント」の章を参照してく
ださい。

F – バッテリーの充電状態
b E ハイブリッド車両
バッテリーの充電状態および電動走行可能距離を表示し
ます。

充電ポート リッド位置の表示
矢印は充電ポート リッドが付いている車両の
側を示しています。

F – ブースト圧表示
車両の装備仕様により、ブースト圧はディスプレイに表
示されます。

G – 燃料計

燃料不足は、エミッション コントロール システムに損
傷を与える恐れがあります。
e 燃料タンクが空になるまで走行しないでくださ

い。
e 燃料警告が表示された場合、カーブを曲がるとき

にスピードを出さないでください。

車体の傾きが変化する場合（上り坂や下り坂の走行な
ど）、表示位置が少し変化することがあります。
燃料残量警告
燃料の残量が機種ごとに設定された一定量の燃料残量を
下回る場合、残燃料低下警告メッセージが表示されま
す。
e 最寄りの給油所で給油してください。

g 259 ページの「補給」の章を参照してくださ
い。

フィラー フラップ位置の表示
矢印は車両のフィラー フラップの付いている
側面を示しています。

インストルメント クラスターの操作
運転中の使用および操作

マルチファンクション ステアリング ホイールやインフ
ォテインメント システムなどの設定や操作を行うと、
交通状況に対する注意がそらされる危険があります。
運転操作を誤る恐れがあります。
e 運転中は、周囲の交通状況が安全を確保できる場

合に限ってコンポーネントを操作してください。
e 安全にできるか分からない場合は、車両を安全な

場所に停車し、車両停車中にのみ詳細な操作や設
定を行ってください。
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インストルメント パネルは、イグニッションが ON の
ときのみ作動します。 安全のため、一部の機能は停車
中しか利用できません。

図. 139: マルチファンクション ステアリング ホイールによるイ
ンストルメント クラスターの操作

A – 音量の調節またはオーディオ ソースのミュート
e 音量調節： ロータリー ノブ A (図. 139) を上方向

または下方向に回します。
e ミュート： ロータリー ノブ A を押します。

B – ボイス コントロールの呼び出し
e ボタン B (図. 139) を押してください。

C – 保存した機能を呼び出す
e ◊ ボタン C (図. 139) を押してください。 ボタンは

個別に割り当てることができます。
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくだ
さい。

D – 次 / 前の放送局 / トラックを再生する
e ボタン D (図. 139) を押してください。

E – 速度 & アシスト機能 1 ディスプレイおよび車両 & 情
報 2 ディスプレイでメニューおよび機能をスクロールし
選択する
e スクロール： ロータリー ノブ E (図. 139) を上方

向または下方向に回します。
e 選択 / 入力： ロータリー ノブ E を押します。

F – 速度 & アシスト機能 1 ディスプレイおよび車両 & 情
報 2 ディスプレイの切り替え
e ボタン F (図. 139) を押してください。

G – ディスプレイでの 1 つ以上前の選択レベルへの移動
e 戻るボタン G (図. 139) を押してください。

H – 通話に応答する / 終了する / 拒否する
e 電話ボタン H (図. 139) を押してください。

インフォメーション

長いリストから項目を探す際、選択した文字で始まる項
目までスキップするには、ロータリー ノブを上方向ま
たは下方向に短時間回してください。

オプションの選択および機能の有効化
手前のシンボル マークは、オプションが選択されてい
るかどうか、または機能が有効な状態であるかどうかを
示します。
複数のオプションから 1 つを選択

オプションは選択されています。
オプションは選択されていません。

機能の有効化および無効化
機能は作動しています。
機能が停止している
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図. 140: インストルメント パネルの表示項目

インストルメント パネルの表示項目
一部のディスプレイ表示は停車中のみ利用できます。
この取扱説明書は機能の一部のみを紹介しています。こ
こではメニューの構成や、主な機能を例示し、操作方法
をわかりやすく説明します。

チューブ 表示 行える操作 / 表示される内容 操作箇所

1 e 外気温度 外気温度を表示します。 –

2 e スピードメーター スピードメーターを表示します。 –

2 e 走行距離および区間走行距離 オドメーター（積算距離計）およびトリ
ップ メーターを表示します。トリップ メ
ーターは、9,999 km を超えた後、「0」
に戻ります。
トリップ メーターをリセットする
e マルチファンクション ステアリング

ホイールの右ロータリー ノブ A
(図. 139) を長押しします。
トリップ メーターが点滅します。3
回の点滅後、トリップ メーターは
「0」に戻ります。

–

2 e アシスタンス スクリーン アダプティブ クルーズ コントロール
（ACC）を調節および表示します。

g P. 88

レーン チェンジ アシスト（LCA）を表示
します。

g P. 134
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チューブ 表示 行える操作 / 表示される内容 操作箇所

レーン キープ アシストを表示します。 g P. 131

クルーズ コントロールを表示します。 g P. 141

交通渋滞アシストを表示します。 g P. 139

2 e ハイブリッド アシスタント 電気駆動力の現在の分配（緑色部分）を
表示します。内燃エンジンはパワー限界
値 E max で ON になります。

g P. 107

2 e 速度制限 速度警告を伴う速度制限のパーソナル設
定を行い、表示します。

g P. 152

2 e ナビゲーション ナビゲーション情報（分岐メッセージな
ど）を表示します。

–

4 e 電話 接続した電話を使用します。 g P. 202

4 e 駆動力分配 フロント アクスルとリヤ アクスルの間の
現在のトルク配分を棒グラフ形式で表示
します。

–

4 e Sport Chrono ストップウォッチで時間を計測します。 g P. 199

4 e ブーストアシスト 加速に使用される電気駆動力の現在の分
配を表示します。

g P. 107

4 e エナジーフロー エネルギー フローを表示します。 g P. 107

4/5 e 電気消費量 車両ドライブおよびコンフォート電装品
（エアコンなど）の電気消費量とその割
合を表示します。

g P. 107

4/5 e 車両 車両設定および車両情報（メッセージ、
サービス インターバル、および充填レベ
ル）を表示します。

g P. 152
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チューブ 表示 行える操作 / 表示される内容 操作箇所

4/5 e トリップ 走行データ（平均燃費、走行可能距離、
走行時間など）を表示およびリセットし
ます。

g P. 181

4/5 e G-Force 現在の最大縦加速度および最大横加速度
を円グラフで表示します。

–

4/5 e タイヤ空気圧 タイヤ空気圧モニタリング システムを表
示します。

g P. 244

4/5 e マップ 地図画面を表示および調整します。 –

4/5 e ナイト ビュー アシスト 熱画像検出機能付きのナイト ビュー アシ
ストを表示します。

g P. 116

5 e 時刻と日付 時刻と日付を表示します。 –

速度警告を伴うカスタム速度制限の設定
速度警告を伴う制限速度のパーソナル設定を行い有効に
すると、制限を超えた場合に警告メッセージが表示さ
れ、警告音が鳴ります。
この機能は、装着しているタイヤの種類に許容される最
高速度を守るために、ドライバーに注意を喚起する場合
などに利用できます。

1.  速度制限 e Lim 1: または Lim 2:
2. 任意の制限を選択します：
– リセット 速度制限をリセットします。
– 現行：現在の速度を設定してください。
– 手動 任意の速度値を設定してください。
– 有効 速度制限を有効、または無効にします。

速度制限が作動しています。
制限速度は無効です。

車両情報の表示
さまざまな車両情報の表示

e  車両 e ビュー
希望する車両情報ビューを選択してください。
カスタム ディスプレイの設定方法:
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。

メッセージの表示

e  車両 e 通知
未解決の警告または車両メッセージが表示されます。
下部のエリアに表示される警告メッセージは、未解決の
重要な警告メッセージの数を示します。

サービス インターバルの表示

e  車両 e メンテナンス
任意のサービス インターバルを選択します。
次回のサービス時期が表示されます。
g 229 ページの「エンジン オイル レベルの点検」の章
を参照してください。
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1. ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

情報

警告灯およびインジケーター ライト

不具合は警告灯により示されます。 不具合の原因が解
消した場合に限り、該当する警告灯が消灯します。
次の場合は、必ずポルシェ正規販売店にご相談くださ
い。
e 車両の作動準備が整っているときや走行中に、警

告灯が点灯または点滅した場合。
e ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま

す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。

警告灯が表示されると、警告音も鳴ります。
特定のイベントが発生したとき、ドライバーにとって優
先度が高いメッセージや、情報を提供するメッセージが
インストルメント パネルに表示されます。 このメッセ
ージに了解すると、チューブ メニューを開けるように
なります。
g 148 ページの「インストルメント クラスターの操
作」の章を参照してください。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

車両の装備に応じて、次の警告灯とインジケーター ラ
イトが表示されます。

クーラント温度の警告灯
クーラント温度が高過ぎます。
e 運転を続けず、適切な場所で安全に停車

してください。
e ▶ 車両を OFF にして、冷却してくださ

い。
e ラジエーターおよび車体周辺の空気取り

入れ口がゴミなどで塞がれていないか点
検してください。クーラント レベルを点
検してください。

e ポルシェ正規販売店で直ちに故障を修理
してください。1

g 227 ページの「クーラント」の章を参
照してください。

ポルシェ アクティブ サスペンション マネージ
メント (PASM) 警告灯
ポルシェ アクティブ サスペンション マネジメ
ント（PASM）機能が故障している可能性があ
ります。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。
e ポルシェ正規販売店で直ちに故障を修理

してください。1

g 120 ページの「ポルシェ アクティブ サ
スペンション マネージメント (PASM)」
の章を参照してください。

エアバッグ警告灯
エアバッグ システムが故障している可能性が
あります。
e ポルシェ正規販売店で直ちに故障を修理

してください。1

g 51 ページの「エアバッグ」の章を参照
してください。

シートベルト警告灯
シート ベルトが着用されていないか、正しく
着用されていません。
e シート ベルトを正しく着用してくださ

い。
g 78 ページの「シート ベルト」の章を参
照してください。

ブレーキ システム警告灯
警告灯が常時点灯：パーキング ブレーキがか
かっているか、ブレーキ システムが故障して
います。ブレーキ フルード レベルが低すぎる
可能性があります。
警告灯が点滅：パーキング ブレーキに故障が
あります。
e ポルシェ正規販売店で直ちに故障を修理

してください。1

g 96 ページの「ブレーキ」の章を参照し
てください。
g 226 ページの「ブレーキ フルード」の
章を参照してください。
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ブレーキ システム警告灯
警告灯が常時点灯：パーキング ブレーキがか
かっているか、ブレーキ システムが故障して
います。ブレーキ フルード レベルが低すぎる
可能性があります。
警告灯が点滅：パーキング ブレーキに故障が
あります。
e できるだけ早くポルシェ正規販売店で故

障を修理してください。1

g 96 ページの「ブレーキ」の章を参照し
てください。
g 226 ページの「ブレーキ フルード」の
章を参照してください。

エンジン制御システム警告灯
エンジン制御システムで重大な欠陥が検出さ
れました。
e 直ちに適切な場所で停車してください。
e 運転を続けず、安全に停車し、車両を

OFF にしてください。
e ロードサイド アシスタンスに連絡する

か、車両をけん引して移動してくださ
い。

e ポルシェ正規販売店で直ちに故障を修理
してください。1

火災の恐れあり
車両の走行システムまたは充電システムに重
大な不具合が検出されました。
– 直ちに安全な場所に駐車して\n 車から降

りてください
– ロードサイド アシスタンスに連絡する

か、車両をけん引して移動してくださ
い。

– ポルシェ正規販売店で直ちに故障を修理
してください。1

ハイブリッド システムの重大な故障を示す警
告灯
ハイブリッドシステムまたは車両の高電圧バ
ッテリーで重大な欠陥が検出されました。
e 直ちに適切な場所で停車してください。
e 運転を続けず、安全に停車し、車両を

OFF にしてください。
e ロードサイド アシスタンスに連絡する

か、車両をけん引して移動してくださ
い。

e ポルシェ正規販売店で直ちに故障を修理
してください。1

中央の警報灯
少なくとも 1 つの警告メッセージが表示また
は保存されています。
g 168 ページの「警告および情報メッセー
ジ」の章を参照してください。

ブレーキ パッドの摩耗を示す警告灯
ブレーキパッドが摩耗しています。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e できるだけ早くポルシェ正規販売店でブ

レーキ パッドを交換してください。1

g 96 ページの「ブレーキ」の章を参照し
てください。

エレクトリック パーキング ブレーキ警告灯
警告灯が常時点灯：パーキング ブレーキに故
障があります。
警告灯が点滅：ブレーキ システムに不具合が
あります。
e この故障が頻繁に発生するか継続してい

る場合は、ポルシェ正規販売店で修理し
てください。1

e 122 ページの「ポルシェ スタビリティ
マネージメント (PSM)」の章を参照して
ください。

e 96 ページの「ブレーキ」の章を参照して
ください。
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アンチロック ブレーキ システム警告灯
アンチロック ブレーキ システム（ABS）また
はポルシェ スタビリティ マネージメント
（PSM）が故障しました。ブレーキ ブースタ
ーに不具合がある可能性があります。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 可能な限り、急ブレーキを避けてくださ

い。制動距離が長くなることを考慮して
ください。

e できるだけ早くポルシェ正規販売店で故
障を修理してください。1

e 122 ページの「ポルシェ スタビリティ
マネージメント (PSM)」の章を参照して
ください。

ポルシェ スタビリティ マネージメント警告灯
警告灯が点滅：ポルシェ スタビリティ マネー
ジメント（PSM）コントロール プロセス。
122 ページの「ポルシェ スタビリティ マネー
ジメント (PSM)」の章を参照してください。
警告灯が常時点灯：ポルシェ スタビリティ マ
ネージメント（PSM）が故障しています。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 過酷な走行条件下では急加速、急ブレー

キ、急ハンドルを避けてください。
e この故障が頻繁に発生するか継続してい

る場合は、ポルシェ正規販売店で修理し
てください。1

e 122 ページの「ポルシェ スタビリティ
マネージメント (PSM)」の章を参照して
ください。

PSM OFF 警告灯
ポルシェ スタビリティ マネージメント
（PSM）が無効になっています。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。
e 122 ページの「ポルシェ スタビリティ

マネージメント (PSM)」の章を参照して
ください。

ステアリング システム警告灯
ステアリング システムが故障している可能性
があります。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。
e できるだけ早くポルシェ正規販売店で故

障を修理してください。1

AWD システム警告灯
車両の AWD システムで不具合が検出されま
した。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。
e できるだけ早くポルシェ正規販売店で故

障を修理してください。1

タイヤ空気圧警告灯
ホイールまたはタイヤや新しく取り付けた空
気圧センサーの登録プロセス中に、1 つまた
は複数のタイヤの圧力が低下した場合、また
はタイヤ空気圧モニタリング（TPM）システ
ムの故障や一時的な不具合が生じた場合、警
告灯が点滅または点灯することがあります。
e 道路状況に合わせた速度と運転を心がけ

てください。急ブレーキや急ハンドルは
避けてください。

e 適切な場所で安全に停車し、車両を OFF
にしてください。該当するタイヤに損傷
がないか点検してください。必要に応じ
てシーラントを追加してください。次の
機会に正しいタイヤ空気圧に調整してく
ださい。

e この故障が頻繁に発生するか継続してい
る場合は、直ちにポルシェ正規販売店で
修理してください。1

アシスタンス システム警告灯
ドライバー アシスタンス システムが OFF に
なっています。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。
e できるだけ早くポルシェ正規販売店で故

障を修理してください。1
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E-Sound 警告灯
E-Sound が OFF になっています。
e ▶ 電動モーターでの走行中、他の道路利

用者があなたの車両の音に気付かない可
能性があるため、細心の注意を払って走
行してください。

e ポルシェ正規販売店で直ちに故障を修理
してください。1

g 181 ページの「車両設定」の章を参照
してください。

距離警告灯
前方車両に接近しすぎているという危険を知
らせます。
g 143 ページの「警告およびブレーキ アシス
ト」の章を参照してください。

警告およびブレーキアシスト警告灯
警告とブレーキ アシストの動作が制限されて
います。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。
e この故障が頻繁に発生するか継続してい

る場合は、ポルシェ正規販売店で修理し
てください。1

g 144 ページの「作動原理」の章を参照
してください。

ポルシェ ダイナミック ライト システム プラス
(PDLS Plus) 警告灯
ポルシェ ダイナミック ライト システム プラ
ス（PDLS Plus）が故障しています。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。
e この故障が頻繁に発生するか継続してい

る場合は、ポルシェ正規販売店で修理し
てください。1

ライト警告灯
車両のライトが故障している可能性がありま
す。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。
e できるだけ早くポルシェ正規販売店で故

障を修理してください。1

エンジン コントロール システム警告灯
エンジン制御システムで欠陥が検出されまし
た。道路状況に合わせた限定的な運転が可能
です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。
e できるだけ早くポルシェ正規販売店で故

障を修理してください。1

レーン チェンジ アシストのインジケーター ラ
イト
レーン チェンジ アシスト が作動しています。
g 134 ページの「レーン チェンジ アシスト
(LCA)」の章を参照してください。

ナイト ビュー アシスト インジケーター ライト
ナイト ビュー アシストが作動しています。
g 116 ページの「ナイト ビュー アシスト」の
章を参照してください。

ハイブリッド システムの故障を示す警告灯
ハイブリッド システムまたは車両の高電圧バ
ッテリーで欠陥が検出されました。
e 直ちに適切な場所で停車してください。
e できるだけ早くポルシェ正規販売店で故

障を修理してください。1

HOLD 機能インジケーター ライト
HOLD 機能が作動しています。車両は、自動
的に停止状態を保ちます。
g 106 ページの「一般的な安全に関する指
示」の章を参照してください。

作動待機インジケーター ライト
車両を走行させないでください
g 100 ページの「車両の始動、走行、駐車」
の章を参照してください。

ロー ビーム インジケーター ライト
ロー ビーム ヘッドライトが ON になっていま
す。
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ダイナミック ハイ ビーム インジケーター ライ
ト
ダイナミック ハイ ビーム アシストが ON にな
っています。
交通状況に応じて自動的にハイ ビーム ヘッド
ライトの ON と OFF が切り替わります。
g 111 ページの「ライト」の章を参照してく
ださい。

ハイ ビームのインジケーター ライト
ハイ ビーム ヘッドライトが ON になっていま
す。
g 111 ページの「ライト」の章を参照してく
ださい。

リヤ フォグ ライト インジケーター ライト
リヤフォグライトが ON になっています。
g 111 ページの「ライト」の章を参照してく
ださい。

フォグ ライト インジケーター ライト
フォグ・ライトが ON になっています。
g 111 ページの「ライト」の章を参照してく
ださい。

方向指示灯、左

方向指示灯、右

トレーラー方向指示灯
トレーラー方向指示器が ON になっていま
す。
g 111 ページの「ライト」の章を参照してく
ださい。

エミッション コントロール警告灯（チェック
エンジン）
汚染物質の排出量を増加させたり、損傷を引
き起こす原因となったりする作動不良（エン
ジンの不点火など）が生じた際に、警告灯が
点滅または点灯する場合があります。

エミッション コントロール（チェック エンジン）警告
灯が点滅または点灯する場合
e 直ちにエンジンの回転数を下げ、エンジンの負荷

を軽減してください。
e 必要に応じて、安全な場所に停車してください。

可燃物（乾燥した草や枯れ葉など）が高温の排気
システムに接触しないよう注意してください。

e 必要な措置を講じて、エミッション コントロール
システムの不具合を解消してください。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の
章を参照してください。
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図. 142: タッチ ディスプレイ エリア

ポルシェ コミュニケーション マネジメ
ント システム (PCM)
概要説明 - PCM
この概要説明は、本項に記載された完全な説明に代わる
ものではありません。
操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」および
「警告」を必ずお読みください。

図. 141: PCM ロータリー プッシュ ボタンおよびボリューム ス
イッチ

希望する操作 操作方法 操作箇所

PCM を ON にする e イグニッションを ON にするか、ボリューム スイ
ッチ A (図. 142) を押してください。

–

PCM を OFF にする e イグニッションを OFF にするか、ボリューム スイ
ッチ A (図. 142) を押し続けてください。

–
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希望する操作 操作方法 操作箇所

音量を調節する e ボリューム スイッチ A (図. 142) を回してくださ
い。
– または –
マルチファンクション ステアリング ホイールのボ
リューム スイッチ（ロータリー ノブ）を回しま
す。

ミュート：マルチファンクション ステアリング ホイー
ルのボリューム スイッチ A (図. 142) かボリューム ス
イッチ（ロータリー ノブ）を軽く押してください。

–

PCM の操作 e ロータリー プッシュ ボタン B (図. 142) で PCM
を操作します。

g P. 162

グローバル検索を使用する e 検索エリア C (図. 142) に検索テキストを入力する
か、音声入力を使用してください。

–

時間、接続、ステータス シンボル、オプションを表示
する

e ステータス エリア D (図. 142) を使用します。
ステータス シンボルを選択すると、該当する設定（イ
オナイザー、ガレージ ドア オープナーなど）を直接呼
び出すことができます。

g P. 162

アプリのカスタマイズ ビュー b  が選択されています。
e ステータス エリア D (図. 142)  で アプリの並べ

替え をタップします。

g P. 185

個人画面を開く e ホーム画面   で左にスワイプします。
MyScreen  が表示されます。

g P. 185

MyScreen の設定 b MyScreen  が表示されます。
e ステータスエリア D (図. 142)   で MyScreen の

設定 をタップします。

g P. 185
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希望する操作 操作方法 操作箇所

メイン メニューおよびサブメニューの内容を使用する e メイン メニュー E (図. 142) とコンテンツおよび
インタラクション エリア F (図. 142) を使用しま
す。

P. 161

セット アップ ウィザードを呼び出す PCM の初回起動時にはセットアップ アシスタントが開
き、PCM 設定のための重要なステップが表示されま
す。
セットアップ ウィザードを手動で呼び出すには:

–  e 設定   セットアップアシスタント

–

プライベート モードを有効/無効にする（一部の国で利
用可能）

–  e 設定   ポルシェ コネクト設定 e プライベー
トモード の順にタップします。

P. 197

サービス間隔の表示 e  e [サービス] をタップします をタップしま
す。

次回のサービス時期が表示されます。

–

システムおよび車両設定を変更する e  e 設定  e システム/車両 をタップします。 g P. 181

車両情報の表示 e （E (図. 142)を参照）ドライブ をタップしま
す。

–

通知を表示する e コンテンツおよびインタラクション エリア F
(図. 142) で  をタップします。

g P. 180
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警告

図. 143: ダッシュボードのタッチ ディスプレイ コントロール

セントラル ディスプレイ
PCM 表示コンテンツ
ダッシュボードのタッチ ディスプレイ

A – ホーム画面 / MyScreen
g 185 ページの「ホーム画面および個人画面」の章を
参照してください。

B – メイン メニュー（メイン操作エリア）
メイン メニューは次の 3 つのメイン エリアに分かれて
います。
–  ホーム画面 /  個人画面
–  ナビゲーション
–  メディア
–  電話
–  車両
g 162 ページの「タッチスクリーンの操作」の章を参
照してください。
メイン操作エリアは個別に設定することができます。
g 185 ページの「ホーム画面および 個人画面 の設定」
の章を参照してください。

C – クイック フィルター バー / グローバル検
索（サブ操作エリア）
選択したメニューに応じて、このエリア（クイック フ
ィルター バー）にメニュー項目が追加されたメニュー
バーが表示されます。ホーム画面のここにグローバル検
索が表示されます。

D – 時刻 / 温度
g 162 ページの「タッチスクリーンの操作」の章を参
照してください。

E – フィルター バー
選択したメニューに応じて、フィルター バーが表示さ
れます。

F – 接続およびステータス シンボル
g 183 ページの「デバイス マネージャー」の章を参照
してください。

G – コンテンツおよびインタラクティブ エリア

H – コンテンツとインタラクティブ エリアに応
じたオプションおよび最も重要な設定
[オプション] で、各ディスプレイのコンテキストに応じ
た設定を画面ごとに行うことができます。

操作に関する重要なインフォメーション
ポルシェ コミュニケーション マネジメント システム
（PCM）はセントラル コントロール ユニットです。車
両バッテリーを保護するため、PCM はイグニッション
を OFF にしてから数分経過すると自動的に OFF になり
ます。
安全のため、一部の機能は停車中しか利用できません。

運転中の使用および操作

マルチファンクション ステアリング ホイールやインフ
ォテインメント システムなどの設定や操作を行うと、
交通状況に対する注意がそらされる危険があります。
運転操作を誤る恐れがあります。
e 運転中は、周囲の交通状況が安全を確保できる場

合に限ってコンポーネントを操作してください。
e 安全にできるか分からない場合は、車両を安全な

場所に停車し、車両停車中にのみ詳細な操作や設
定を行ってください。



162

表示および入力

リヤのタッチ ディスプレイ

図. 144: リヤ タッチ ディスプレイ コントロール

A – メイン メニュー
g 158 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

B – サブメニュー

C –戻る

D – ヘッダー
例えば、選択したメディア ソースを表示します。クイ
ック選択をタップして開いてください。

E – 各メニュー項目のオプション

F – 時刻または外気温ディスプレイ

タッチスクリーンの操作

図. 145: タッチスクリーンの操作

A タップ（選択）
タッチスクリーンを指で軽くタッチします。
例：機能をタップしたり、チェックボックスを
有効 / 無効に切り替えます。

B 長押し
タッチスクリーンを指で長くタッチします。
例：メディア メイン メニューでお気に入りと
して放送局を保存します。

C スワイプ
タッチスクリーン上で指を左右に動かします。
例：お気に入りを左右にスクロールします。

D 上下にスワイプ（スクロールと切り替え）
タッチスクリーンを 1 本の指で上下にスワイプ
します。例：リスト内を手動でスクロールする
か、Info Widget を変更します。

E 上下にスワイプ（切り替え）
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タッチスクリーンを 2 本の指を使って上下にス
ワイプするとナビゲーション メイン メニュー
の地図が傾きます。

F
、
G

ズーム
2 本の指をディスプレイに触れたまま指を広げ
る、または指を狭めてください。タッチ ディス
プレイを 2 回タップすると、そのセクションが
拡大表示されます。

ロータリー プッシュ ボタンとボタンを使用し
た PCM の操作

図. 146: ロータリー プッシュ ボタンの操作

1. 希望の機能がハイライトされるまで、ロータリー
プッシュ ボタンを回してください。

2. ロータリー プッシュ ボタンを押して、ハイライト
表示された機能を有効にします。

3. ボタン  で 1 つ前のメニューへ移動しま
す。

4. 各メニュー項目の最も重要な設定を開くには、ボ
タン  OPT を使用します。

メニューを開く
メイン メニューを開く

e メイン操作エリア（  など）のメニューをタッ
プします。

サブ メニューの呼び出し

e クイック フィルター バーのメニュー項目（例：
連絡先）をタップします。

各メニュー項目の設定を開く
b 希望のメニューが選択されている。

e オプション  をタップします。
🡆 それぞれのコンテンツまたはインタラクテ

ィブ エリアの設定およびその他の機能が表
示されます。

時刻の表示または温度の設定

e ステータス エリアで時間  または温度をタ
ップすると、ディスプレイを調整できます。

PCM の設定方法：

e   e 設定   ディスプレイ e センターディスプ
レイ

テキストと文字の入力
テキストや文字を入力できる場合は、すぐに入力フィー
ルドが表示されます （ナビゲーション目的地や検索ワ
ードの入力など）。検索結果をタッチすると、検索結果
リストが拡大表示されます。

図. 147: タッチスクリーンのキーボード

A 前
B 現在のカーソル位置
C 自動訂正と提案された検索結果
D オンライン検索（国によってはご利用いただけない

場合があります）
E 文字 / 数字と特殊文字の入力切り替え
F 統合検索（PCM メモリー内とオンライン コンテン

ツの検索）
G スペースを挿入する
H 検索結果リストの拡大
I 検索エリア（国によってはご利用いただけない場合

があります）
J 入力データを削除する
K 手書き入力（タッチスクリーンからアルファベット

や文字を入力）（一部の国別仕様では使用不可）
L 結果リスト

テキストや文字の入力には様々なオプションがありま
す：

キーボードによる入力

1. 希望の入力フィールドを選択してください。
🡆 タッチ ディスプレイ キーボードが表示され

ます。
2. 希望のテキストまたは文字を入力してください。
3. アクセントやウムラウトなどを入力するには、希

望の文字を長押ししてください。
🡆 アクセントやウムラウトが表示されたウィ

ンドウが開きます。
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ロータリー プッシュ ボタンによる入力
1. 希望の文字または記号がハイライト表示されるま

で、ロータリー / プッシュ ボタン(図. 146)を回し
ます。

2. ロータリー プッシュ ボタンを押し、ハイライトさ
れたアルファベットまたは文字を決定してくださ
い。

3. ボタン  を使用して、文字入力フィール
ドから結果リストにジャンプします。

4. ボタン  を使用して、結果リストから入
力フィールドにジャンプします。

手書き入力による入力

図. 148: 手書き入力

手書き入力では、手書き文字認識機能により指でテキス
トや文字を書くことができます。

1.  を選択して手書き入力を開きます。
2. 指で入力したい文字を書いてください。
3. スペースを挿入するには、左から右に指でスワイ

プします（メニュー言語の文字方向が右から左の
場合、書く方向に注意してください）。

4. スペースを削除するには、右から左に指でスワイ
プします（メニュー言語の文字方向が右から左の
場合、書く方向に注意してください）。

音声入力による入力
ボイス コントロールを使用して、テキストや数字を入
力することも可能です（例：電話番号をダイヤルすると
きや、ナビゲーション目的地を入力するときなど）。
g 165 ページの「ボイス コントロール」の章を参照し
てください。

PCM でマニュアルを開く
b 車両が停止していること。

e   e 取扱説明書
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図. 149: ボイスコントロールを使用

ボイス コントロール
ボイス コントロールの概要
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありませ
ん。操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」お
よび「警告」を必ずお読みください。
ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
(PCM) の操作に関するインフォメーション：
g 158 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

希望する操作 操作方法 操作箇所

ボイス コントロールの起動 e ステアリング ホイールの  ボタンを押します。
e ヘイ、ポルシェと話しかけます (機能が有効になっ

ていること)。
e PCM で  e  e  をタップします。
信号音が鳴り、PCM に対応するウィンドウ (A
(図. 149) を参照) が表示されます。

g P. 165

ボイス コントロール設定の表示 e PCM で  (B (図. 149) を参照) をタップします。 g P. 165

いろいろなオプションが利用できるため、ここに説明さ
れている機能はすべてのモデル、国別仕様、および装備
仕様に対して利用可能なわけではありません。

正常に機能しない音声認識

声はストレスの多い状況で変化することがあります。
特定の状況では、これにより電話接続に失敗したり、接
続に時間を要してしまうおそれがあります。
e 緊急時はボイス コントロールを使用しないでくだ

さい。
e セントラル ディスプレイを使用して緊急電話番号

を入力してください。

ボイス コントロール システムはドライバーの指示を聞
き取って、車両機能の利用や運転中のさまざまな操作を
アシストします。
ボイス コントロール システムは頼りになるパートナー
であり、インタラクティブに利用できます。ボイス コ
ントロールは、音声入力に対して反応し、提案を行い、
ドライバーからの質問に応じて検索を実行し、さらに環
境データを取り込みます。
選択したプレクーリング/ヒーティング機能、人間工学
に基づいた機能、メディア機能、ナビゲーション機能、
電話機能を、簡単な音声コマンドによって手軽に利用で
きます。

ボイス コントロールはヘルプ機能も提供します。
ボイス コントロールの使用
オンライン モード
b My Porsche でポルシェ コネクトが有効になってい

ること。
b クラウドへのデータ転送が許可されていること。
b データ接続が十分であること。
b ボイス コントロールが作動していること。
オンライン モードでは、ボイス コントロール機能の全
範囲にアクセスできます。
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オンライン モードは PCM にアイコン  で表示されま
す。
データ接続が不十分な場合、PCM は自動的にオフライ
ン モードに切り替えます。オフライン モードでは、一
部のボイス コントロール機能を限られた範囲でのみ使
用できます。
ボイス コントロールがオフライン モードになっている
場合、PCM にアイコン  が表示されます。

b イグニッションが ON になっていること。
b リバース ギヤが選択されていないこと。
b 通話中ではない。
b パークアシストが作動していないこと。

ステアリング ホイールでボイス コントロール
を開始する

図. 150: ステアリング ホイールのボイス コントロール ボタン

1. ステアリング ホイールの  ボタンを押します。
🡆 信号音が鳴り、対応するウィンドウが PCM に

表示されます。
2. ボイス コマンドで発話してください。

PCM からのボイス コントロール起動

1.  PCM で  e  e  をタップします。
🡆 入力リクエストの音が鳴り、対応するウィ

ンドウが PCM に表示されます。
2. ボイス コマンドで発話してください。

検索結果は、そのとき選択されているクイック フィル
ター バーのみに限定されます。例えば、クイック フィ
ルター バーのメディアが選択されている場合は、この
クイック フィルター バーの検索結果のみが表示されま
す。

｢ヘイ、ポルシェ｣と発話してボイス コントロ
ールを開始する

1.   e  設定  e ボイス コントロール e 「Hey
Porsche」でボイスコントロール起動

2.  ｢ヘイ、ポルシェ｣と言って、目的のボイス コマ
ンドを発話します。

ボイス コントロールの一時停止
b ボイス コントロールが作動しており、ボイス コマ

ンド待機中であること。

e   を PCM でタップします。
🡆 会話が一時停止し、もう一度タップすると

再開できます。

ボイス コントロールの終了
b ボイス コントロールが作動しており、ボイス コマ

ンド待機中であること。
e ステアリング ホイールの  ボタンを押します。

– または –
 中断と発話します。
– または –
ウィンドウ以外の場所をタップします。
– または –
 PCM で  をタップします。

🡆 終了音が鳴ります。

ボタンによるボイス コントロールの中断
ボイス コントロールの音声出力は、会話中に中断され
る場合があります。
e ステアリング ホイールの  ボタンを短く押しま

す。

音声入力によるボイス コマンドの中断
ボイス コントロールのボイス コマンドは会話中でも中
断できます。これにより、他のボイス コマンドを発話
したり、すぐに実行したりできます。PCM で機能を有
効にします：

e   e  設定   ボイス コントロール e ボイスコ
ントロールの割込みを有効にするをタップしま
す。

外部ボイス コントロール (Siri や Google アシ
スタントなど) の起動
g 178 ページの「Apple CarPlay」の章を参照してくだ
さい。
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g 176 ページの「Android Auto」の章を参照してくだ
さい。
1. ステアリング ホイールの  ボタンを長押ししま

す。
2. 希望のボイス コマンドを発話します。

外部ボイス コントロール (Siri や Google アシ
スタントなど) の終了
g 178 ページの「Apple CarPlay」の章を参照してくだ
さい。
g 176 ページの「Android Auto」の章を参照してくだ
さい。
e ステアリング ホイールの  ボタンを押します。

🡆 終了音が鳴ります。

インフォメーション

− 会話中は、ナビゲーション案内および交通情報通
知が中断されます。

− ボイス コントロールが起動している状態で、ボイ
ス コントロール、ロータリー / プッシュ ボタン、
またはタッチ ディスプレイからリスト項目を選択
することができます。

− 発話されたボイス コマンドを理解できない場合や
意味を解釈できなかった場合、ボイスコントロー
ルはもう一度お願いしますと応答しますので、再度
ボイス コマンドを言ってください。

ボイス コントロールを用いたコミュニケーシ
ョン時の注意
ボイス コントロールを使用する際は、以下の点を遵守
してください。
– 通常通りの声量で、はっきりと分かりやすく発話

してください。
– 長い間をおかずにむらなくボイス コマンドを強調

してください。
– ドア、ウィンドウ、スライディング ルーフを閉じ

るなどして、混乱の原因となる雑音を低減してく
ださい。

– ボイス コントロールはドライバーのために最適化
されています。

自然な音声コマンドを使用する
ボイス コントロール システムは、自然な音声コマンド
を使用して操作でき、さまざまな種類の発話コマンドに
対応します。
– ｢エアコンを 22 °C に設定して｣、｢指圧マッサージ

を ON にして｣、｢ロンドンのパーラメント ストリ
ートまで連れて行って｣など、自然な会話による指
示を使用できます。

– ｢寒い｣、｢ガソリン スタンドに行きたい｣、「お腹
が空いた」など、自分が希望することを伝えるこ
とができます。

– ｢高速道路を避ける｣、｢ルート沿いのパン屋を検
索｣など、状況に関連する音声コマンドを使用でき
ます。

– ｢走行可能距離は?｣、｢東京の天気は?｣など、情報を
確認することができます。

– ｢メディア エリアでは何ができるの?｣、｢音声認識
ってどういう仕組み?｣など、一般的な質問をして検
索することができます。

– ｢マップを表示したい｣、｢連絡先を表示して｣な
ど、主要な機能を使用することができます。

– マップを使った目的地設定: 希望する目的地を長押
しして、｢ヘイ、ポルシェ、ここに連れて行って｣
と言ってください。

一般ボイス コマンド
以下の音声コマンドは会話中にいつでも発話することが
可能です。
– 修正
– 一時停止
– キャンセル / 中断
– ヘルプ

ボイス コントロールによるリストの使用
リストをブラウズする
b ボイス コントロールが作動していること。
e  次のページ/前のページと発話します。

リストから項目を選択する
PCM に青色で表示されている行番号とリスト項目は、
発話により選択できます。
b ボイス コントロールが作動していること。
e  1 行目と発話します。

– または –
リスト項目を発話します。
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マルチモデル マップ
マルチモデル マップにより、ナビゲーション中にボイ
ス コントロールとマップ間の操作が可能になります。
これにより、言語によるより迅速で多様な目的地の検索
が可能となります。g 168 ページの「コマンドの例」
の章を参照してください。
ボイス コントロールによるマルチモード マップの起動
ボイス コントロールを使って起動する場合、PCM で呼
び出されているメニューは関係ありません。

b ボイス コントロールが作動していること。
e マップ上に書き込みたいと言います。

– または –
マルチモデルマップを表示してと言います。

🡆 マップが開き、青いフレームが表示されます。

マルチモデル マップを手動で有効にする

1.   e  ナビゲーション  
2. ボイス コントロールを起動します。
🡆 マップに青いフレームが表示されます。

コマンドの例
以下のリストでは、ボイス コントロール システムが対
応可能な自然な音声コマンドと指示の一部のみを示して
います。適切なデータ接続を確保することで、検索結果
が改善され、所要時間が短縮されます。
エアコン システム/コンフォート機能
– シート ヒーターをレベル 2 に設定して。
– フロントガラスが 曇っています。
– マッサージをして欲しい。
– アンビエント ライトを赤に変更して。
– リヤの温度を 24 ℃に設定して。
– 助手席のシート ベンチレーターをレベル 2 に設定

して。

ナビゲーション/運転中/ファインダー
– ポルシェ ミュージアムに連れて行って。
– 給油が必要になるのはいつ頃?
– ルート沿い/目的地のレストランを検索。
– どれくらい時間がかかる?
– 駐車場を検索して。
– 職場まで連れて行って。
– 私は最近どこまで運転した?
– 東京都港区虎ノ門 1-23-1 まで案内して。
メディア
– Porsche Sounds で｢Get a Life (例)｣を再生して。
– マイケル・ジャクソンのアルバム「Bad」を再生し

て。
– 今聴いているのは何の曲?
– 音楽を検索したい。
– Apple Music で Nelly Furtado を再生して。
– クラシック FM を再生して。
– 次の曲をかけて。
– 別のソースを選択したい。
電話
b 通話中ではない。
– John Doe に電話して。
– 020 911 (例) をダイヤルして。
– Andreas Falk に電話をかけ直して。
– 通話履歴を表示して。
– 新しい電話を接続したい。
過去の会話に対応する
b ボイス コントロールが作動していること。
その他の音声コマンドを使用して、メイン機能 (電話な
ど) の過去の会話に対応することができます。
– John Doe にもう一度電話して。

マルチモデル マップ
b 目的地が選択されている状態 (ピンがマップに配置

されている)。
– そこまで案内して。
– 近くのレストランを検索して。
– 近くのパン屋を検索して。
– そこにある郵便局を検索して。

ボイス コントロールのヘルプ
システムはさまざまな方法でのアシストが可能で、質問
をしたり、特定の問題について報告したりすることがで
きます。
– (一般的な) ヘルプが必要
– ボイス コントロールの仕組み
– ナビゲーション エリアで行える操作
– 何ができるか

ボイス コントロール設定の変更

e   e  設定   ボイス コントロール 希望の設定を
選択します。

警告および情報メッセージ
警告メッセージが表示された場合は、このマニュアルの
該当する章をお読みください。すべての測定条件が揃っ
ている場合にのみ、警告メッセージが表示されます –
そのため、定期的にすべてのフルード レベルを確認し
てください。メッセージは、一定時間が経過するか、了
解すると消えます。
警告灯が表示された場合は、このマニュアルの該当する
章をお読みください。
g 153 ページの「警告灯およびインジケーター ライ
ト」の章を参照してください。
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1. ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

重要なメッセージは、メイン メニューのセントラル デ
ィスプレイの  に保存されています。メッセージによ
ってその表示が異なり、たとえば、プロンプトを了解ま
たは確定するためのグラフィック、シンボル、またはボ
タンと組み合わせて使用されることがあります。一部の

メッセージには、セントラル ディスプレイでの指示の
表示や最寄りのポルシェ正規販売店の検索など、他の機
能が含まれている場合があります。
g 180 ページの「通知」の章を参照してください。

一般的なメッセージの構成
次の表に、各種メッセージとその意味を示します。

カラー メッセージの構成 例： 緊急時 意味および必要な措置

赤 原因: 構成部品の不良 / 構成部品の故障 / 構
成部品の不具合

火災の恐れあり! 損傷の危険性が
高い

直ちに適切な場所で停車してください。
e 運転を続けず、適切な場所で安全に停車

し、エンジンを停止してください。
e 表示された警告メッセージに従って、ま

たは安全を確保できない場合は、車両か
ら離れてください。

e ロードサイド アシスタンスに連絡する
か、車両をけん引して移動してくださ
い。
g 223 ページの「けん引」の章を参照し
てください。

e ポルシェ正規販売店で直ちに故障を修理
してください。1

手順：安全な場所に停車してください 安全な場所に停車してください

必要に応じたさらなる手順 [...]（車両）から離れてください

黄 原因: 構成部品の不良 / 構成部品の故障 / 構
成部品の不具合 / 構成部品の過負荷 / 構成部

品の制限 / 構成部品が使用不可など

シャーシエラー 損傷の危険性が
高い

道路状況に合わせた限定的な運転が可能で
す。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ

さい。
e 負荷を軽減してください
e この故障が頻繁に発生するか継続してい

る場合は、ポルシェ正規販売店で修理し
てください。1

アクションと必要に応じてその他のアクショ
ン例えば：要整備 / ワークショップ入庫 / 構
成部品の点検（適応または制限）、引き続き
走行可能 / 走行速度の調整または減速 / 負荷

軽減

要整備

慎重に走行してください

白 原因: 構成部品の不具合、構成部品の制限、
構成部品が利用できない（入手不可）など

カメラシステム使用不可 損傷の危険性が
低い

慎重に走行してください

説明: 一時的な状態など 一時的な状態
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1. ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

カラー メッセージの構成 例： 緊急時 意味および必要な措置

必要に応じてその他のアクション: 要整備 /
引き続き走行可能 / 負荷軽減 / 慎重に走行す

る

e 一時的な状態。運転中または車両の再始
動後に、標準の状態に自動的に復元され
ます。

e 状況に応じた適切な運転を心がけてくだ
さい。

e この故障が頻繁に発生するか継続してい
る場合は、ポルシェ正規販売店で修理し
てください。1

引き続き走行が可能です

このマニュアルに詳細情報が記載されているメッセージ

インストルメント パネルまたは PCM へのメッセージ 意味および必要な措置

ブレーキ
ブースター故障

– ですか？あるいは ですか？–
ブレーキ

ブースターエラー
要整備

走行可能

パワー ステアリングは故障したか不具合があります。
直ちに適切な場所で停車してください。
e 運転を続けず、安全に停車し、車両を OFF にしてください。
e ロードサイド アシスタンスに連絡するか、車両をけん引して移動してくださ

い。
g 223 ページの「けん引」の章を参照してください。

ブレーキパッド
摩耗

ブレーキパッドを交換
してください

走行可能

ブレーキパッドが摩耗しています。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能です。

e できるだけ早くポルシェ正規販売店でブレーキ パッドを交換してください。1
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インストルメント パネルまたは PCM へのメッセージ 意味および必要な措置

タイヤを点検
してください

1 つまたは複数のタイヤに著しい空気圧の低下があります。
車両を安全に駐車します。
e 運転を続けず、安全に停車し、車両を OFF にしてください。
e 該当するタイヤに損傷がないか点検してください。
e 必要に応じてシーラントを追加してください。
e 次の機会に正しいタイヤ空気圧に調整してください。

g 244 ページの「タイヤおよびホイール」の章を参照してください。
g 252 ページの「パンク」の章を参照してください。

e 必要に応じて 必要に応じて、ロードサイド アシスタンスに連絡するか、車両を
けん引して移動してください。
g 223 ページの「けん引」の章を参照してください。

空気を充填して
ください

1 つまたは複数のタイヤの空気圧が不足しています。
慎重に走行してください
e 次の機会に正しいタイヤ空気圧に調整してください。
g 252 ページの「パンク」の章を参照してください。

タイヤ空気圧が
低すぎます

減速してください

設定したタイヤ空気圧の最高速度を超過しています。
慎重に走行してください
e 減速してください
e 次の機会に正しいタイヤ空気圧に調整してください。

g 244 ページの「タイヤおよびホイール」の章を参照してください。

P ブレーキ
サービスモード中

サービスモードの\n パーキングブレーキ
道路状況に合わせた限定的な運転が可能です。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
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インストルメント パネルまたは PCM へのメッセージ 意味および必要な措置

P 位置使用不可
車両が動き出す恐れ

あり。電動 P ブレーキ
をかけてください

トランスミッション パーキング ロック P 位置は使用できません。
車両が動き出す可能性あり
e 電動パーキング ブレーキを締結します。

g 97 ページの「エレクトリック パーキング ブレーキ」の章を参照してくださ
い。

レイン/ライト
センサー故障

要整備

雨/光センサーが故障しています。
慎重に走行してください
e フロント ワイパーおよびライトを手動で ON にしてください。

油圧低下
安全な場所に

停車してください

油圧が低すぎます。
車両を安全に駐車します。
e 直ちに適切な場所に停車し、エンジンを停止してください。
e 運転を続けないでください。
e 車体または車体の下に明らかなオイル漏れがないか点検してください。
e インストルメント パネルのオイル測定を呼び出してください。

g 147 ページの「インストルメント パネル（パワーメーター）の概要」の章を
参照してください。

e 必要に応じてオイルを補充してください。
g 229 ページの「エンジン オイル」の章を参照してください。

e オイル レベルが適正であるにもかかわらず警告メッセージが表示されるとき
は、運転を続けないでください。

オイルレベル限界
補充量の上限：

追加

オイル レベルが最低値を下回りました。
直ちに適切な場所で停車してください。
e 直ちに適切な場所に停車し、エンジンを停止してください。
e 車体または車体の下に明らかなオイル漏れがないか点検してください。明らか

なオイル漏れがあるときは走行を続けないでください。
e インストルメント パネルのオイル測定を呼び出してください。
e 必要に応じてオイルを補充してください。

g 229 ページの「エンジン オイル」の章を参照してください。
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インストルメント パネルまたは PCM へのメッセージ 意味および必要な措置

エンジン温度
超過

エンジン冷却のため
停車してください

エンジン クーラントまたは油温が高過ぎます。
直ちに適切な場所で停車してください。
e 直ちに適切な場所に停車してください。エンジンを OFF にして冷やしてくださ

い。
e ラジエーターおよび車体周辺の空気取り入れ口がゴミなどで塞がれていないか

点検してください。
e クーラントおよびオイル レベルを点検してください。

g 229 ページの「エンジン オイル」の章を参照してください。
e 必要に応じてエンジン クーラントを補充してください。

g 227 ページの「クーラント」の章を参照してください。

冷却水レベル低下
安全な場所に

停車して車両を
冷却してください

エンジン クーラント レベルが低過ぎます。
直ちに適切な場所で停車してください。
e 直ちに適切な場所に停車してください。エンジンを OFF にして冷やしてくださ

い。
e エンジン クーラント レベルを点検してください。

g 227 ページの「クーラント」の章を参照してください。
e 必要に応じてエンジン クーラントを補充してください。

ステアリングロックを
動かしてください

ステアリング ロックに大きな負荷がかかっています。
e ステアリング ホイールを左右に回して、ステアリング ロックを解除してくださ

い。
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インストルメント パネルまたは PCM へのメッセージ 意味および必要な措置

キーが検出不可、
またはキーエラー

マークされた
エリアに対してキーを

保持
– ですか？あるいは ですか？–

キーが検出不可、
またはキーエラー

キーの位置を
変更してください

キー信号エラー。キーの位置が正しくない、または車両キーのバッテリーが切れてい
る。
e 車両を始動するには、左フロントのセンター コンソールの小物入れにキーを置

きます。
e 電池を交換してください。

g 32 ページの「キー」の章を参照してください。
e 干渉源となっている可能性のあるもののスイッチを OFF にしてください。

シャーシシステム
故障

慎重に走行して
ください。取扱説明書

をご確認ください
– ですか？あるいは ですか？–

シャーシシステム
故障

慎重に走行して
ください。取扱説明書

をご確認ください

シャーシが故障しているか、不具合があります。
道路状況に合わせた限定的な運転が可能です。
ハンドリング性能に悪影響が出ます。
e 状況に応じた適切な運転を心がけてください。
e 負荷を軽減してください

燃料システム
エラー

走行可能
要整備

タンク システムの電動ロック解除が故障しています。
e フィラー フラップの緊急解除を実施してください。

g 259 ページの「補給」の章を参照してください。
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インストルメント パネルまたは PCM へのメッセージ 意味および必要な措置

e ローンチ不可

e-Launch 使用不可
車両を安全に駐車します。
車両の温度が高過ぎます。
e エンジンを OFF にして冷やしてください。

– または –
高電圧バッテリーが十分に充電されていません。

e 高電圧バッテリーを充電してください。

長期エンジン
要稼働

取扱説明書を
お読みください

燃料がエンジン オイル内に溜まっています。このため、内燃エンジンをより長時間
作動させる必要があります。
慎重に走行してください
e スポーツ モードを有効にします。

g 98 ページの「走行プログラム」の章を参照してください。
e メッセージが消えるまで中程度のエンジン回転数で運転してください。エンジ

ン回転数を上げすぎないように、スロットル操作を控えめにしてください。該
当する制限速度を遵守してください。

火災の危険あり!
直ちに車両を安全な
場所に停止し、車両
から離れてください

車両の走行システムまたは充電システムに重大な不具合が検出されました。
直ちに適切な場所で停車してください。
e 直ちに車両を安全な場所に停車し、車両から降ります：
e ロードサイド アシスタンスに連絡するか、車両をけん引して移動してくださ

い。
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操作および使用
Android Auto
Android Auto の呼び出し

図. 151: アームレスト内の USB インターフェース (タイプ C)

インフォメーション

接続済みデバイスの充電には、バッテリーのシンボル
マークが付いている USB ポート  を使用してくださ
い。
データ転送や接続済みデバイスの充電には、ID のな
い、または USB シンボル マークが付いた USB ポート

 を使用してください。

b Android 6 またはそれ以降。
b Android Auto が電話にインストールされているこ

と。
Android 10 以降では Android Auto がすでに内蔵
されています。

b 電話のモバイル データ接続が有効になっているこ
と。

b 設定で Google アシスタントと Android Auto が有
効になっていること。

b トラブルなく使用するため、USB アダプターなし
の、損傷のない電話メーカーの純正ケーブルを使
用してください。

b Android Auto のホームページに記載されている最
新の要件を遵守してください。

1. 電話をアームレスト内の USB インターフェース
(タイプ C) A g (図. 151) に接続します。

2. 通知で Android Auto が使用されていることを確
定します。
🡆 Android Auto が呼び出され、利用可能なア

プリが表示されます。
3. 電話に表示される通知を確認してください。

e 別のメニュー項目から Android Auto に切り替え
るには、  e Android Auto  を選択します。

インフォメーション

− 最新の Android バージョンをインストールするよ
うお勧めします。

− Android Auto に対応している電話のアプリのみが
表示されます。Android Auto で使用できるアプリ
は、Google Play ストアでご確認ください。

− この機能は Google がサポートされていない国では
ご利用いただけません。対応している国に関する
情報は、Android Auto のホームページをご確認く
ださい。

− Android Auto の表示コンテンツと機能は、接続し
ている電話でのみご利用いただけます。

− Android Auto の使用中は、有効な Bluetooth® 接続
(通話、メディア再生、またはメッセージなど) が
自動的に解除されます。

− Android Auto をご利用いただくためには、有効な
データ接続が必要です。お使いの携帯電話の料金
体系に応じ、また特に海外で使用する場合、追加
費用が発生する場合があります。定額データ プラ
ンのご利用をお勧めします。

ポルシェ コミュニケーション マネージメント (PCM) の
操作に関するインフォメーション：
g 158 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

Android Auto の操作
PCM による Android Auto の操作
利用可能なすべてのアプリは、PCM のタッチ ディスプ
レイ、ロータリー プッシュ ボタン、バック ボタンで操
作できます。

e Android Auto でメイン メニューを開くには、
PCM のタッチスクリーンでホーム ボタン 
を押してください。
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e PCM のメイン機能に移動するには、Android
Auto  を選択します。
– または –
任意の機能 (  など) を選択します。

Google アシスタント音声認識による Android
Auto の操作

図. 152: ステアリング ホイールのボイス コントロール ボタン

Google アシスタントの起動
b お使いのスマートフォンの設定で Google アシスタ

ントが有効になっていること。
b イグニッションと PCM が ON になっています。
b 通話中ではない。
b パークアシストが作動していないこと。
b PCM のボイス コントロールが有効になっていませ

ん。
1. ステアリング ホイールの  ボタンを長押ししま

す。
2. 希望のボイス コマンドを発話します。

Google アシスタントの終了
b Google アシスタントが有効で、ボイス コマンド待

機中であること。
e ステアリング ホイールの  ボタンを押してくだ

さい。
🡆 終了音が鳴ります。

ボイス コントロールに関する情報：
g 165 ページの「ボイス コントロール」の章を参照し
てください。

ワイヤレス Android Auto の呼び出し
ワイヤレス Android Auto (一部の装備と国別仕様ではご
利用不可) では、ケーブルなしで Android Auto を使用
できます。ワイヤレス Android Auto でサポートされる
のは、有効なスマートフォン 1 台のみです。

b スマートフォンの Bluetooth® 機能と WiFi 機能が
有効になっており、他のデバイスに表示されてい
ること。

b スマートフォンのワイヤレス Android Auto が有効
になっていること。

b 車両の Bluetooth® 機能と WiFi 機能が作動してい
ます。

1.  ステータス エリア  または  (接続ステータ
スによる) と接続ウィザードのメニューから
Android Auto e 検索 を選択します。
– または –
 デバイスをタップします  e Android Auto 

– または –
検索が始まるまで、ステアリング ホイールの 
ボタンを長押します。

2. リストからデバイスを選択してください。
3. 通知で Android Auto が使用されていることを確

定します。
🡆 Android Auto が呼び出されます。利用可能

なアプリが表示されます。

スマートフォンを一度接続すると、乗車時には自動的に
Android Auto が作動します。そのため、スマートフォ
ンはバッグやポケットに入れたままにしておくことがで
きます (Bluetooth® 機能と WiFi 機能を有効にしておく
こと)。

別のメニュー項目から Android Auto に切り替えるに
は：

e    Android Auto  を選択
– または –
 ステータス エリアで Android Auto  を選択し
ます。

ワイヤレス Android Auto の終了

1.    Android Auto  を選択します。
2. お使いのスマートフォンのアイコン  を選択し

ます。
🡆 ワイヤレス Android Auto が終了します。
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Apple CarPlay
Apple CarPlay を開く

インフォメーション

初めて接続する際に Apple CarPlay を必ず選択します。
そうすると、望むとおりに iPod と Apple CarPlay を切
り替えることができます。

g 178 ページの「Apple CarPlay の操作」の章を参照し
てください。

図. 153: フロント アームレスト内の USB インターフェース
(Type-C)

インフォメーション

接続済みデバイスの充電には、バッテリーのシンボル 
付き USB ポートを使用してください。
データ転送や接続済みデバイスの充電には、ID のな
い、または USB シンボル マークが付いた USB ポート

 を使用してください。

b iPhone 7 以降、iOS 14 以上。
b 使用する iPhone の設定で Siri および Apple

CarPlay が有効になっている。
b トラブルなく使用するため、損傷のない Apple 純

正ケーブルを USB アダプターなしで使用してくだ
さい。

1. iPhone をアームレスト内の USB ポート A
(図. 153) に接続してください。

2. Apple CarPlay が使用されていることを確認しま
す。
🡆 Apple CarPlay が開き、利用できるアプリが

表示されます。

e 他のメニュー項目から Apple CarPlay に切り替え
るには、  e Apple CarPlay  を選択します。

インフォメーション

− 最新バージョンの iOS をインストールすることを
お勧めします。

− Apple CarPlay に対応している iPhone アプリのみ
が表示されます。 アプリの入手可能性についての
情報： Apple のウェブサイトを参照してくださ
い。

− この機能は、Apple が対応している国でのみ提供さ
れます。 国別の入手可能性についての情報：
Apple のウェブサイトを参照してください。

− Apple CarPlay 機能の表示コンテンツおよび機能
は、接続している iPhone からのみ提供されます。

− Apple CarPlay の使用中は、有効な Bluetooth® 接
続 (テレフォニー、メディア再生またはニュースの
ためのものなど) はすべて自動的に解除されます。

− 一部のアプリは、有効なデータ接続を必要としま
す。 お使いの携帯電話の料金体系に応じ、また特
に国外で使用する場合、追加費用が発生する場合
があります。 定額データ プランのご利用をお勧め
します。

ポルシェ コミュニケーション マネージメントシステム
(PCM) の操作に関するインフォメーション：
g 158 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

Apple CarPlay の操作
PCM で Apple CarPlay を操作する
利用可能なすべてのアプリは、PCM のタッチ ディスプ
レイ、ロータリー プッシュ ボタン、バック ボタンで操
作できます。

e Apple CarPlay のメイン メニューを開くには、
PCM のタッチスクリーンでホーム ボタン 
を押してください。

e PCM のメイン機能に移動するには、Apple
CarPlay   Porsche  を選択します。
– または –
任意の機能 (  など) を選択します。

Siri 音声認識機能で Apple CarPlay を操作する

図. 154: ステアリング ホイールのボイス コントロール ボタン

Siri の起動
b お使いの iPhone の設定で Siri が有効になっていま

す。
b イグニッションと PCM が ON になっています。
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b 通話中ではない。
b パークアシストが作動していないこと。
b PCM のボイス コントロールが有効になっていませ

ん。
1. ステアリング ホイールの  ボタンを長押ししま

す。
2. 希望のボイス コマンドを発話します。

Siri の終了
b Siri が有効で、ボイス コマンドを待機していま

す。
e ステアリング ホイールの  ボタンを押してくだ

さい。
🡆 終了音が鳴ります。

ボイス コントロールに関する情報：
g 165 ページの「ボイス コントロール」の章を参照し
てください。

Apple CarPlay と、iPod として使用している
iPhone の切り替え
接続している iPhone を iPod として接続すると、Apple
CarPlay を利用できません。デバイス マネージャーを使
用して、iPhone を iPod として使用するか、または
Apple CarPlay モードで使用するかを切り替えることが
できます。

1. デバイス マネージャーを呼び出すには、接続ス
テータスに応じて、ステータス エリアの  また
は  のいずれかを選択します。
– または –
    デバイスをタップします  を選択します

2. 使用している iPhone の Apple CarPlay  マー
クを選択します。
– または –
お使いの iPhone の iPod  アイコンを選択しま
す。
g 183 ページの「デバイス マネージャー」の章
を参照してください。
🡆 現在有効になっている iPhone のアイコンが

ハイライトされ、現在の接続 (Apple
CarPlay または iPod) が表示されます。

ワイヤレス Apple CarPlay の呼び出し
ワイヤレス CarPlay (一部の装備と国別仕様ではご利用
不可) では、ケーブルなしで Apple CarPlay を使用でき
ます。ワイヤレス CarPlay でサポートされるのは、有効
な電話 1 台のみです。

b 電話の Bluetooth® 機能と WiFi 機能が有効になっ
ており、他のデバイスに表示されていること。

b 電話でワイヤレス CarPlay が有効になっているこ
と。

b 車両の Bluetooth® 機能と WiFi 機能が作動してい
ます。

1.   または  ステータス エリア (接続ステータ
スによる) および接続アシスタント メニューで、
Apple CarPlay e 検索を選択します。
– または –
 デバイスをタップします  e Apple CarPlay 

– または –
検索が始まるまで、ステアリング ホイールの 
ボタンを長押します。

2. リストからデバイスを選択してください。

3. Apple CarPlay を使用していることを確認しま
す。
🡆 Apple CarPlay が開きます。利用可能なアプ

リが表示されます。
iPhone を一度接続すると、乗車時には自動的に Apple
CarPlay が作動します。そのため、電話はバッグやポケ
ットに入れたままにしておくことができます。
(Bluetooth® 機能と WiFi 機能を有効にしておくこと)

または、ワイヤレス CarPlay を以下のように接続でき
ます：

1.   e  デバイスをタップします 
2. 使用している iPhone の  マークを選択しま

す。

他のメニュー項目から Apple CarPlay に切り替える
には：

e    Apple CarPlay  を選択
– または –
 ステータス エリアで Apple CarPlay  を選択し
ます。

保存した iPhone をデバイス リストから削除する

1.     デバイスをタップします  を選択します。
2. 削除するデバイスの行を右から左にスワイプしま

す。
🡆 デバイスがデバイス リストから削除されま

す。

ワイヤレス CarPlay の終了

1.     デバイスをタップします  を選択します。
2. 使用している iPhone の  マークを選択しま

す。
🡆 ワイヤレス CarPlay が終了します。
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図. 155: 通知のメイン・メニューのエリア

通知
概要 - 通知
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありませ
ん。操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」お
よび「警告」を必ずお読みください。
ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
(PCM) の操作に関する情報：
g 158 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

希望する操作 操作方法

通知を表示する e メイン・メニューで をタッチする。

通知のフィルタリング e メイン・メニューの 、例 車両 (A(図. 155)を参照) クイック フィルター バーをタップします。

通知を開く e  メイン・メニューでの選択、例：すべて ( A を参照(図. 155)) 通知 ( C(図. 155) を参照)。
通知は詳細エリアに表示されます (B(図. 155) を参照)。

コンテンツ表示を設定する e メイン・メニューの

通知を開く

e  メイン メニューの  をタップします。

通知のフィルタリング
通知はクイック フィルター バーでフィルタリングでき
ます (A を参照)。 コンテンツは次の領域に分かれてい
ます：
–  既存のすべての通知の表示。
–  車両の通知の表示。

–  接続されている携帯電話の通知が表示されま
す。

–  情報の通知の表示。

通知設定の変更

e   e 設定   通知センター e 希望の設定を選択
します。
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車両設定
車両設定
モデル、国別仕様および装備仕様に応じて、様々な車両設定を調整できます。ここで説明した車両機能は、すべてのモデル、国別仕様および装備仕様で利用可能なわけではあ
りません。安全のため、一部の機能は停車中しか利用できません。
車両設定はイグニッションを OFF にしても保存され続けます。
g 74 ページの「パーソナル設定」の章を参照してください。

希望する操作 何を選択するべきですか？ 操作箇所

ロックおよびロック解除オプションの設定 e  e 設定  e 車両 e ロックする –

ライト、フロント ウィンドウ ワイパーおよびドア ミラ
ーを調整する

e  e 設定  e 車両 e ライトおよび視界 –

シート ヒーター、シート ベンチレーターおよびシート
位置を調節する

e  e 設定  e 車両 e シート調整 –

タイヤ空気圧モニタリング（TPM）を設定する e  e 設定  e 車両 e タイヤ空気圧モニタリング g P. 244

マルチファンクション ステアリング ホイールの ◊ ボタ
ンを割り当てる

e  e 設定  e 車両 e ステアリング ホイールボタ
ン ◊

–

ジャッキおよびスノーチェーンモード e  e 設定  e 車両 e シャーシ –

車両とアプリケーション間の通信の停止 e    e 設定  e 車両 e ポルシェ カー コネクト g P. 195

疑似エンジン音を出力する e  e 設定  e 車両 e E サウンド –

サービス履歴を表示する（サービスの電子記録） e    e 設定  e 車両 e メンテナンス履歴
実施されたサービスおよびサービス範囲が表示されま
す。

–

PCM 表示を調整する e  e 設定  e 表示 e PCM 表示 –
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希望する操作 何を選択するべきですか？ 操作箇所

インストルメント パネル ディスプレイを調整する e  e 設定  e 表示 e インストルメント パネルの
表示

–

インストルメント パネルのカスタマイズ表示を調整す
る

e  e Einstellung  e 表示 e インストルメント
パネルの表示 e 内容 e 情報表示設定

長押しして移動させると、各種車両情報を 4 つのフィ
ールドに割り当てることができます。車両情報の 1 つ
の項目を複数のフィールドに同時に割り当てることは
できません。

–

日付と時刻の設定 e  e 設定  e システム e 日付と時刻 –

単位を設定する e  e 設定  e システム e 単位 –

ボイス コントロール システムの設定 e  e 設定  e システム e ボイス コントロール –

言語の設定 e  e 設定  e システム e 言語 –

警告シグナルおよびパークアシストの音量の調整 e  e 設定  e システム e 警告音 –

システムを工場出荷時の状態にリセット e  e 設定  e システム e 出荷時の状態
すべての設定は解除され納車時の状態にリセットされ
ます。

–

ドライビング データの表示（トリップ情報）
タッチ ディスプレイおよびインストルメント パネルの
トリップ メニューには、走行時間、走行距離、平均速
度、平均燃費などの多数の走行データが表示できます。
とインストルメント パネルの操作に関する情報：
g 148 ページの「インストルメント クラスターの操
作」の章を参照してください。
g 162 ページの「タッチスクリーンの操作」の章を参
照してください。

インストルメント クラスターの走行データの
表示
車両 & 情報画面にドライビング データを表示

1. [トリップ] メニューを選択します。
2. リストから表示内容を選択します。

トリップ データのリセット

1.  トリップ リセット
2. リストから表示内容を選択します。

ダッシュボードのタッチ ディスプレイ上での
走行データの表示
トリップ データの表示

1.   e  車両  e トリップ を選択します。
2. 必要な表示内容までスクロールしてください。
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トリップ設定をカスタマイズする

1.   e  車両  e トリップ e   e トリップの
カスタマイズ

2. 長押しして移動させることで、各種ドライビング
データを 4 つのフィールドに割り当てることが
できます。走行データの 1 つの項目を複数のフ
ィールドに割り当てることはできません。

トリップ データのリセット

e   e  車両  e トリップ e   e トリップデ
ータをリセットする

リヤ タッチ ディスプレイ上での走行データの
表示
トリップ データの表示

1.  ボタン  e トリップ
2. 必要な表示内容までスクロールしてください。

トリップ データのリセット

1. 車両 e トリップ e オプション  e
トリップ データをリセットする

2. リストから表示内容を選択します。

デバイス マネージャー
デバイス マネージャーを開く
デバイス マネージャーには、使用可能な機器とその接
続ステータスの一覧が表示されます。

e   e  デバイスをタップします  
– または –
ヘッドラインの または を選択します (接続状
態により異なる)。

接続ステータスの表示
シンボルの色と意味
– 赤色のシンボル：接続が有効
– 白色シンボル：白色のシンボル： 接続は可能だ

が、有効になっていない
– 記号なし：接続不可

選択できる機能：
– 電話：Bluetooth 経由で接続された電話®

g 202 ページの「電話」の章を参照してくださ
い。

– 音楽：外部メディア ソースが Bluetooth® で接続
されている。
g 186 ページの「メディア」の章を参照してくだ
さい。

– メッセージ (国によってはご利用いただけない場合
があります) Bluetooth® 経由でメッセージ受信の
ON/OFF を切り替えます。

– Apple CarPlay：iPhone が USB ポートまたは無
線で接続され、Apple CarPlay にアクセスしてい
る。

g 178 ページの「Apple CarPlay」の章を参照して
ください。

– Android Auto (国によってはご利用いただけな
い場合があります) Android Auto にアクセスでき
る USB 接続経由で接続された Android の電話。
g 176 ページの「Android Auto」の章を参照して
ください。

e 接続マネージャーは、デバイスまたはメディア
ソースの接続を支援します。 e  デバイスをタ
ップします e 新しいデバイスを接続する

外部機器を Bluetooth 経由で接続する®

1.  e  デバイスをタップします e 新しいデバイ
スを接続 e 新しい電話を接続/新しい音楽プレー
ヤーを接続 タッチします。

2. リストからデバイスを選択してください。
🡆 6 桁の Bluetooth® コードが生成され、PCM

および携帯電話に表示されます。
3. PCM とデバイスの Bluetooth® コードを比較しま

す。
4. 携帯電話の Bluetooth® コードが一致していれば

確定してください。
🡆 携帯電話が正常に接続されたら、デバイス

リストに表示されます。
ポルシェ コミュニケーション マネージメント (PCM) の
操作に関するインフォメーション：
g 158 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。
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デバイスをデバイス リストから削除
e  e  デバイスをタップします タップします。

削除するデバイスの行を右から左にスワイプしま
す。
🡆 デバイスがデバイス リストから削除されま

す。

デバイス マネージャーの設定

e   e  デバイスをタップします  e   をタッ
プします。

次の設定が利用可能です (国によって異なります)。
– 電話設定： 202 ページの「電話」の章を参照して

ください。
– Bluetooth 設定：

– Bluetooth の ON/OFF を切り替えます。
– PCM の Bluetooth 名を変更します。

– WiFi 設定：
– WiFi の ON/OFF を切り替え、PCM の車両ホ

ットスポットを有効または無効にします。
– インターネット アクセスを有効にする (国別仕

様による)： 接続機器のデータ接続を有効にし
ます。

– 車両ホットスポットの設定： PCM の WiFi ア
クセス データを表示し、設定します。 このデ
ータはデバイス (携帯電話など) を PCM に接
続するのに必要です。
車両ホットスポットを使用するにはデータ パ
ッケージが必要です。 これは下記で予約する
ことができます。
g www.porsche.com/connect

.
– 車両ホットスポットに接続されているデバイス

の表示： PCM に接続されているすべてのデバ
イスを表示します。

– 希望する電話の選択
– PCM に複数の携帯電話が接続されている場

合、希望する電話を設定できます。 次回、こ
の電話を使用して発信できます。 PCM に接続
されている他の携帯電話を使用して、音楽の
再生などができます。

インターフェイス
USB インターフェース (タイプ C) は、センター アーム
レストとリヤ アームレストの中にあります。
PCM が ON の場合に USB インターフェースが有効に
なります。

インフォメーション

接続済みデバイスの充電には、バッテリーのシンボル
マークが付いている USB ポート  のみを使用してくだ
さい。
データ転送や接続済みデバイスの充電には、ID のな
い、または USB シンボル マークが付いた USB ポート

 を使用してください。

図. 156: フロント センター アームレスト内の USB インターフ
ェース (タイプ C)

図. 157: リヤ センター アームレスト内の USB インターフェー
ス (タイプ C)

USB を介した外部機器の接続
装備によって、リヤ部の USB インターフェースはデバ
イスを充電する目的にのみ使用できます。 マークにご
注意ください。

1. センター アームレストを開きます。
2. 外部機器 (iPod、USB メモリーなど) を USB イン

ターフェース (タイプ C) A (図. 156) に接続しま
す。

3. メディア e 再生 で希望のメディア ソースを選
択します。
g 186 ページの「メディア」の章を参照してく
ださい。

4. 必要に応じて、外部機器および PCM の音量を調節
します。
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インターフェースおよび外部接続機器に関する
注意事項
– 記憶媒体にファイル、フォルダーまたはプレイリ

ストが多数格納されている場合、媒体のトラック
を最初に読み込むのに時間がかかる場合がありま
す。

– オーディオ ファイルの再生時は、記録された追加
情報 (アーティスト、タイトル、アルバム カバーな
ど) が自動的に表示されます。 該当する情報が媒体
に記録されていない場合は、利用可能なインター
ネットのデータベースが利用されます。 それでも
特定の追加情報が表示されない場合があります。

– USB 延長ケーブルまたはアダプターを使用しない
でください。 性能が損なわれる原因になります。

– USB ハブには対応していません。
– ポルシェ社は、ファイルやメディアの損傷や紛失

に対していかなる責任も負いかねます。
対応するメディアおよびファイル形式に関するテクニカ
ル データ：
g 264 ページの「テクニカル データ」の章を参照して
ください。

ホーム画面および個人画面
ホーム画面および 個人画面 の設定
ホーム画面の設定

1.  e e ソートの変更
2. 任意のタイルを押したまま、任意の位置に移動し

ます。
3.  承認を押します。

インフォメーション

− メイン操作エリアに最大 5 つのタイルを表示する
ことができます。

− コンテンツおよびインタラクション エリアからメ
イン操作エリアにタイルを移動すると、両方のエ
リアに表示されます。

個人画面の設定

図. 158: 個人画面のエリア

ホーム画面の 2 ページ目 (個人画面) のさまざまなエリ
アをカスタマイズできます。

1. ホーム画面 で左にスワイプします。
🡆 個人画面 が表示されます。

2.  e 個人画面の設定
3. 希望するカテゴリを選択し、ドラッグ & ドロッ

プで任意のエリアに移動します (A、B、Cg 
(図. 158)を参照)。

4. タイルは別のタイルと交換することで削除できま
す。

ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
(PCM) の操作に関する情報：
g 158 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。
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図. 159: メディアの再生

メディア
メディアの概要
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありませ
ん。操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」お
よび「警告」を必ずお読みください。
ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
（PCM）の操作に関するインフォメーション：
g 158 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

希望する操作 操作方法 操作箇所

メディア ソースを読み込む – CD/DVD を挿入してください。
– SD カードを挿入してください。
– USB を介して外部機器を接続してください。

g P. 162

– 外部デバイスを Bluetooth® を介して接続します。 g P. 183

放送局 / トラック / アルバムを検索する（検索結果は現
在選択されているメディア ソースに関連したもので
す）

e メディア e メディア ソースを呼び出す （A
(図. 159)を参照）希望の放送局/トラックを入力し
ます。

–

メディア ソース / 受信範囲を選択する e メディア e 再生  e メディア ソースを呼び出
す （B (図. 159)を参照）メディア・ソースを
選択します（例: FM）。

–

音楽を再生/一時停止する e メディア e 再生 e  または  （C
(図. 159)を参照）を選択してしてください。

–

次 / 前の放送局 / トラックを再生する e メディア e 再生 e  または  を選択しま
す。

–

放送局 / トラック / アルバムをお気に入りとして保存す
る

e メディア e  （D (図. 159)を参照）。 g P. 187
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希望する操作 操作方法 操作箇所

放送局 / トラックのリストを表示する e メディア e リスト   
選択したメディア ソースに応じて、プレイリス
ト、アーィスト などのサブフォルダーを利用でき
ます。

–

周波数帯または番号を入力して選局する e  e メディア  e チューナ  e または 
を選択します。

–

メディアを再生する
利用できるラジオおよびメディア ソース
ラジオは FM および AM (国による) 周波数帯をサポー
トしています。
車両の装備仕様により、次のメディア ソースが利用可
能です： USB または Bluetooth® 経由の外部デバイ
ス、オンライン メディア サービス。
対応するメディアおよびファイル形式に関するテクニカ
ル データ：
g 264 ページの「テクニカル データ」の章を参照して
ください。

メディア再生中の他の機能
b  e メディア   再生 が選択されています。
概要説明の機能に加え、以下の機能が利用可能です。
– 現在の再生リストを表示する： 
– ランダム再生を有効にする： 
– トラックをリピートする： 

お気に入りの保存および編集

お気に入りの保存

e   e メディア    リスト e 希望の放送局を長押
し   をタップします。
– または –
  e メディア  e 再生 e   をタップしま
す。

お気に入りの整理

1.   e メディア  e お気に入り e   e お気に
入りの並び順を変更する

2.  をタップして編集モードに入ります。

お気に入りの削除

1.   e メディア  e お気に入り
2. 希望の放送局を長押しします。

🡆 削除マークが表示されます。

3. 削除マークをタップします。

メディア設定の変更

e   e メディア  e   e 希望の設定を選択しま
す。
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メッセージ
メッセージの表示と編集
メッセージの表示
ショート メッセージ (SMS) を読むだけでなく、メッセ
ージを読み上げさせたり、メッセージに含まれている電
話番号に電話をかけることができます。一部の機能は電
話でサポートされていない場合があります。この設定に
関する詳細情報は、お使いの電話の取扱説明書を参照し
てください。
電話が接続されていると、通知センターにメッセージ
アプリケーションが表示されます。

インフォメーション

− 電話でデバイスのメモリーに保存されているショ
ート メッセージしか表示できない場合は、車両で
受信したショート メッセージが電話のメッセージ
リストに表示されない可能性があります。受信し
た SMS は SIM カードに保存されます。

− PCM はマルチメディア メッセージング サービス
(MMS) に対応していません。

テキスト メッセージの表示

1.   e メッセージ e SMS
2. リストから希望の SMS をタップしてください。
🡆 SMS が PCM に表示されます。



189

操作および使用

図. 160: 目的地の入力 / 検索

ナビゲーション
ナビゲーションの概要
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありませ
ん。操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」お
よび「警告」を必ずお読みください。
ポルシェ コミュニケーション マネジメントシステム
(PCM) の操作に関するインフォメーション：
g 158 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

希望する操作 操作方法 操作箇所

目的地の検索 / 目的地の住所の入力 e  e  ナビゲーション   
コンテンツとインタラクション エリアに候補が表示さ
れます (D (図. 160) を参照)。
入力オプション (A (図. 160) を参照)
–  検索エリア：ルート沿いまたは付近を検索
–  検索 (国によってはご利用いただけない場合が

あります)：インターネット検索

–

目的地履歴から選択する e フィルター バー (B (図. 160) を参照) 上で、  を
選択します。

–

連絡先から目的地を選択する e フィルター バー (B (図. 160) を参照) 上で、  を
選択します。

–
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希望する操作 操作方法 操作箇所

検索結果を絞り込む e 検索結果はフィルター バーで絞り込むことができ
ます (B (図. 160) を参照)。

– 前回の目的地
– お気に入り
– 連絡先
– 駐車場
フィルター バーのオプション  (B (図. 160) を参照)
からはその他のフィルター (施設情報、充電スタンドな
ど) を表示できます。

–

マップビューを開く e  e  ナビゲーション –

ルート オプションを表示する (代替ルートなど) e  e  ナビゲーション    e オプション  e ル
ートオプション

–

ルート案内を開始 e  e  ナビゲーション  e   目的地の入力 ルー
ト案内を開始 をタップします。

–

ルート案内の停止 e マップ表示で  e  ナビゲーション  e ストップ
をタッチします。

–

目的地をお気に入りに追加 e  e  ナビゲーション  e   目的地を入力するか
候補リストから選択 (D (図. 160) を参照)  をコ
ンテンツおよびインタラクティブ エリア (D
(図. 160) を参照)  から選択してください。
お気に入りはマップビューに  で表示されます。

–

交通情報を表示する b ルート案内が作動中です。

e  e  ナビゲーション 

P. 191

オンライン ナビゲーションを有効にする e  e 設定   ポルシェ コネクト設定 e ポルシェ
コネクト サービスを選択します。購入したサービ
スおよび契約期間に関する情報が表示されます。

–
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警告

警告

希望する操作 操作方法 操作箇所

ナビケーション音声案内の設定 e  e  ナビゲーション  e   e 他のナビゲーショ
ン設定 を選択します。

–

ポルシェ コネクト サービスを使用する (オンライン マ
ップ アップデートなど)

b データ接続が確立されていること。ポルシェ コネ
クト サービスが有効になっていること。ポルシェ
コネクトに関する詳細は、www.porsche.com/
connect を参照してください。

g P. 195

ETC を表示する –  e CAR e  e ETC g P. 193

ナビゲーションの使用
道路交通法を無視すること
による事故の危険性。

案内されたルートが該当する道路交通法と反する場合
は、いつでも国固有の交通規則が適用されます。 ドラ
イバーは常に安全運転に努める責任があります。
e 常に周囲の交通状況に注意してください。
e 視界、天候、路面、および交通状況に合わせたド

ライビング スタイルと速度で走行してください。

システム関連の不正確さお
よび不具合による事故の危
険性

人工衛星に基づくナビゲーション中は、不適切な指示や
不具合の可能性を排除することができません。 ドライ
バーは常に安全運転に努める責任があります。
e 常に路面状態に注意してください。

地図からの目的地入力

1.   e  ナビゲーション  を選択します
2. 地図上で目的地をタッチして長押しします。

3. 表示された住所をタッチして、ルート ナビゲー
ションを開始します。

リヤから運転席への目的地の送信
ナビゲーション目的地は、リヤ部のタッチ ディスプレ
イを介してセンター コンソールのタッチ ディスプレイ
に送信できます。

1. リヤ タッチ ディスプレイの  e
FAV  ボタンを選択します。

2. 前回の目的地または保存した目的地からナビゲー
ション目的地を選択します。

3. 目的地を送信を選択し、選択した目的地をセンタ
ー コンソールのタッチ ディスプレイに送信しま
す。

代替ルート
マップ ビューには最大 3 つのルートが表示されます。

1. マップ ビューで、  e 代替ルートを選択しま
す。

2. 利用可能な代替ルートが表示されます。

3. 代替ルートをタップして選択します。
🡆 選択したルートが強調表示されます。

4. 開始を選択し、ルート案内を開始します。

ツアーの計画（経由地の入力）
ツアーは、1 つの目的地と最大 8 箇所の経由地からなり
ます。

ツアーの入力および開始

1.   e  ナビゲーション  e   e 目的地を入力
e 開始。

2.   e  ナビゲーション  e   e 経由地を入力
または選択 e   e 経由地として追加。

3.  ツアーを開始。

ツアーの編集
経由地の順番は後で変更できます。
b ツアーが開始されています。

e オプション   e ルートの編集から該当する経由
地のアイコン  を押したままにし、目的の位置
にドラッグします。
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地図コンテンツの設定

1.   e  ナビゲーション  e    （サイドバーの
左）

2. 希望の地図コンテンツを有効 / 無効にする（一部
の国別仕様では不可）：

– 北向き：常に地図の上方が北になります。
– 3D マップ：3D マップ ビュー（と 2D ビュー）の

表示または非表示を切り替えます。
– サテライトマップ：地図のサテライトビューの表

示 / 非表示を切り替えます。

地図設定の変更

1.   e  ナビゲーション  e   e ナビゲーショ
ン設定 e マップ設定

2. 希望の地図コンテンツを有効 / 無効にする（一部
の国別仕様では不可）：

– オートズーム：地図の自動ズーム機能の有効と無効
を切り替えます。

– 施設情報を表示：地図上の施設情報の表示と非表示
を切り替えます。

– 3D 建築物：3D マップ ビュー（と 2D ビュー）の
表示または非表示を切り替えます。

– デイビュー/ナイトビュー：マップ上のビューを選
択します。

交通情報を表示する
地図上に交通情報を表示g P. 192
地図上に、現在地または選択したルートに関する次の交
通情報を表示することができます：
– 色付き警告シンボル：選択したルート上に差し迫っ

た交通渋滞。ルート案内が有効でない場合は、現
在の交通渋滞がカラー表示されます。

– グレー表示の警告シンボル：選択したルート上では
ない交通渋滞

以下の交通量情報が表示されます。
– フリー ライン：円滑に流れる交通状態
– 黄色のライン：動きの遅い交通状態
– オレンジ色のライン：のろのろ運転状態
– 赤線：交通渋滞
– 濃い赤線：交通渋滞と封鎖されている道路
加えて、道路工事、事故、事故多発地点などに関する通
知も地図上に表示されます。

交通渋滞の回避
ルート案内で交通渋滞を自動的に回避または表示するこ
とができます。

e   e  ナビゲーション  e   e ルートオプシ
ョン e 道路交通案内の通知を有効にします。

道路交通案内は、ラジオ放送局またはオンライン コン
テンツ プロバイダーから発信されます。そのため、こ
の情報の完全性および正確性に関してポルシェは責任を
負いかねます。

トリップ概要

図. 161: トリップ概要の情報

ナビゲーション作動中に  をタップすると、トリッ
プ概要を開いたり閉じたりすることができます。エリア
A (図. 161) をタップすると、ルート概要が表示されま
す。現在のルート案内に関する以下の情報を確認できま
す：
– 目的地への到着時刻および距離（A (図. 161) を参

照）
– 交通渋滞など による遅延。遅延の度合いも表示さ

れます（B (図. 161) を参照）
– 経由地
以下の交通量情報が表示されます。
– 青色：円滑に流れる交通状態
– 黄色：流れの遅い交通状態
– 赤：交通渋滞

追加情報の表示

e 地図上またはトリップ概要の情報 （渋滞による
遅延  B (図. 161) など）を選択します。
🡆 このメッセージに関する詳細情報が、PCM

の詳細エリアに表示されます。
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マップ ビューおよびナビゲーション情報をイ
ンストルメント クラスターに表示する
インストルメント クラスターの操作に関する情報は、
以下をご覧ください。
g 148 ページの「インストルメント クラスターの操
作」の章を参照してください。

地図画面の表示および設定
1. インストルメント パネルの地図画面を選択しま

す。
g 147 ページの「インストルメント パネル（パワ
ーメーター）の概要」の章を参照してください。

2. マルチファンクション ステアリング ホイールから
希望のビュー オプションを選択してください：

– 手動 ズーム：地図の縮尺を地図画面に合わせて調
節します。

– オート ズーム：地図の縮尺は自動調節されます。
– 3D マップ：3 次元地図を表示します。
– 北向き：常に地図の上方が北になります。
– マップ情報：インストルメント パネルで車両 & 情

報画面でマップ表示が選択されていない場合、ナ
ビゲーション作動時にマップが自動的に表示され
ます。

– 矢印情報：インストルメント パネルで速度 & アシ
スト表示のナビゲーションメニューが選択されてい
ない場合、ナビゲーション 作動時にメニューが自
動的に表示されます。

インストルメント クラスター上でのナビゲーション
情報の表示
e インストルメント パネルで速度 & アシスト表示の

ナビゲーション メニューを選択します。
g 147 ページの「インストルメント パネル（パワ
ーメーター）の概要」の章を参照してください。

ナビゲーション設定の変更

e   e  ナビゲーション  e   e ナビゲーショ
ン設定 e 希望の設定を選択します。

オンライン ソフトウェア アップデートの実行
オンライン ソフトウェア アップデートの詳細について
は、以下をご覧ください：
g 194 ページの「オンライン ソフトウェア アップデー
トのダウンロードとインストール」の章を参照してくだ
さい。

道路通行料自動収受システム (ETC) の使
用
ETC カードの挿入および取り出し

図. 162: グローブ ボックス内の ETC カード リーダー

1. 有効な ETC カードをカチッと音がするまでカード
リーダーに差し込んでください。

2. ETC カードを取り出すには、  を押してください
🡆 ヘッドラインに表示される  は、カードがな

いこと、またはカード エラーを示します。

ETC 設定
b ETC カードの詰まり

e   e  車両  e ETC e 支払い方法
– 通行料の表示
– 通行料の警告
– カード抜き忘れ警告
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情報

オンライン ソフトウェア アップデー
ト
オンライン ソフトウェア アップデートの
ダウンロード
オンライン ソフトウェア アップデート機能 (一部の国
で利用可能) により、PCM および車両をアップデート
できます。
オンライン ソフトウェア アップデートはバックグラウ
ンドで自動的にダウンロードされます。 すべての PCM
機能および車両機能は、ダウンロード中も完全に使用可
能です。
b ポルシェ コネクト ストアで ポルシェ コネクト パ

ケットまたは Porsche Connect Care を購入してい
る。

b My Porsche でポルシェ コネクトが有効になってい
る。

b オンライン ソフトウェア アップデートが My
Porsche で有効化された。

b データ接続が正常に確立されています。
b プライベート モードが無効です。
ダウンロードは、車両を OFF にすると一時停止し、ON
にすると自動的に再開されます。 ダウンロード時間は
接続品質によって異なります。 ダウンロードの完了
後、インストールを開始できます。

オンライン ソフトウェア アップデートの
ダウンロードとインストール
オンライン ソフトウェア アップデートのダウ
ンロード
国別仕様のオンライン ソフトウェア アップデート機能
により、PCM と車両をアップデートできます。

オンライン ソフトウェア アップデートはバックグラウ
ンドで自動的にダウンロードされます。すべての PCM
機能および車両機能は、ダウンロード中も完全に使用可
能です。
b ポルシェ コネクト ストアでポルシェ コネクト パ

ッケージまたはポルシェ コネクト ケアを購入して
いること。

b My Porsche でポルシェ コネクトが有効になってい
ること。

b オンライン ソフトウェア アップデートが My
Porsche で有効になっていること。

b データ接続が正常に完了していること。
b プライベート モードが無効になっていること。
ダウンロードは、車両を OFF にすると一時停止し、ON
にすると自動的に再開されます。ダウンロード時間は接
続状況によって異なります。ダウンロードが完了する
と、インストールを開始できます。

オンライン ソフトウェア アップデートのイン
ストール
インストールの準備ができると、PCM が再起動するた
びに、利用可能なオンライン ソフトウェア アップデー
トに関するメッセージが 1 回表示されます。通知で、
いつでもメッセージを表示できます。

e オンライン ソフトウェア アップデートの詳細につ
いては、ホーム画面で アップデート  を選択して
ください。

オンライン ソフトウェア アップデート中の使用制限。
車両の走行準備が整っておらず、始動できません。 ディ
スプレイと車両機能 (コンフォート機能や盗難防止機能
など) が一時的に無効になる場合があります。

e 車両を安全に駐車します。
e PCM のプロンプトに従ってください (すべての乗

員が降車するなど)。
e オンライン ソフトウェア アップデート中は、車両

を使用しないでください。
e 車両はインストール後にのみ使用してください。

1 つのインストール プロセスのみ開始できます。この
インストール プロセスは中断できません。インストー
ル時間はオンライン ソフトウェア アップデートの内容
に応じて異なります。一度インストールしたオンライン
ソフトウェア アップデートは元に戻すことができませ
ん。

b オンライン ソフトウェア アップデートのダウンロ
ードが正常に完了していること。

b 車両が OFF になっていること。
b パーキング ロックとパーキング ブレーキが作動し

ていること。
b バッテリーが十分充電されていること。
b さらに条件が必要になる場合があります (ドアが閉

まっている、車両がロックされているなど)。これ
らの条件は PCM に表示されます。

e インストールでオンライン ソフトウェア アップ
デートのインストールを確定します。
再び走行可能状態を確立すると、PCM に通知が
1 度表示されます。車両を再びフル活用すること
ができます。

インフォメーション

インストールが確認されていない場合、または後で通知
するを使用した場合、インストール時間は自動的に延期
されます。
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情報

オンライン ソフトウェア アップデートの失敗
オンライン ソフトウェア アップデートの実行中に故障
が発生する場合があります。
発生した故障の重大度とその結果は PCM に表示されま
す。
エラーが発生する場合、PCM の該当する情報を厳守し
てください。

オンライン ソフトウェア アップデートの失敗による損
傷と使用制限。
表示および車両機能が正常に機能しません。
e 車両の作動準備が整っている場合：状況に応じた

適切な運転を心がけてください。
e 車両の作動準備が整っていない場合：ロードサイ

ド アシスタンスに連絡し、車両をけん引して移動
してください。

e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。

ポルシェ コネクト
可用性
モデル、国、機器によって使用方法が異なる可能性があ
ります。 そのため、ここに説明されている内容は、す
べてのモデル、国別仕様、および装備仕様で利用可能な
わけではありません。 国によっては、内蔵 SIM カード
または外部 WiFi ホットスポット経由でデータ接続を確
立することができます。 現在有効なデータ接続は PCM
のステータス ラインおよびデバイス マネージャーに表
示されます。
g 158 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。
g 183 ページの「デバイス マネージャー」の章を参照
してください。

登録および有効化
Porsche ID アカウント (ポルシェ コネクト ユーザー)
とポルシェ コネクトサービスの有効化
b Porsche ID アカウントを有効にするための E メー

ルを受け取っていること。

1. E メールの「Porsche ID アカウントを有効にす
る」ボタンをクリックし、確認コードを入力しま
す (保存されている携帯電話番号に送信されま
す)。

2. Porsche ID アカウントのパスワードとセキュリ
ティ コードを設定します。

3. プロフィール情報を入力し、一部の国で設定され
ているポルシェ コネクトの無料ご利用期間を有
効にします (該当する国ではバックグラウンドに
て自動的に反映)。

インフォメーション

Porsche ID を有効にするための E メールが届かないよ
うであれば、担当のポルシェ正規販売店にお問い合わせ
ください。

暗証コード
車内で Porsche ID のログインを完了させ、アプリや
My Porsche から一部のリモートサービスをご利用いた
だくためには、セキュリティ コードを指定する必要が
あります。

1.  My Porsche を開きます。(ポルシェ ウェブサイ
トの左上に表示されますが、国により異なりま
す。)

2. お客様の個人アクセス データ (ポルシェ ID およ
びパスワード) を使ってログインします。

3. セキュリティ コードは、ユーザー設定において
設定、変更、またはリセットできます。

以下のサービスを使用する場合など、国によってはセキ
ュリティ コードを発行する必要があります。
– 乗車後に Porsche ID をロック解除 (「セキュリテ

ィコードでログイン」が設定されている場合)
– 車両のログイン設定を変更 (「セキュリティコード

なしでログイン」などに変更)
– ポルシェ車両追跡システム (PVTS) の停止
– 追加ユーザーのためのリモート機能の作動
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My Porsche 経由での追加サービスの有効化
b Porsche ID アカウントが有効になっている。

1.  My Porsche を開きます。(ポルシェ ウェブサイ
トの左上に表示されますが、国により異なりま
す。)

2. お客様の個人アクセス データ (ポルシェ ID およ
びパスワード) を使ってログインします。

3. サービス タブを選択します。
🡆 利用可能なサービスが表示されます。

4. ご希望のサービスを選択します。
5. アクティベーションと設定を行います。
g 194 ページの「オンライン ソフトウェア アップデー
トのダウンロードとインストール」の章を参照してくだ
さい。

インフォメーション

− ポルシェ コネクト サービス パッケージは、無料利
用期間中、幅広いポルシェ コネクト サービスを無
料で提供します。その期間はサービスと国ごとに
期間が異なる場合があります。無料ご利用期間、
ならびにそれ以降の費用やアクティベーション、
ご利用、ご利用可能な各サービスに関する詳細情
報については、www.porsche.com/connect をご
覧いただくか、担当のポルシェ正規販売店にお問
い合わせください。

− 国によっては、ポルシェ コネクト サービスを内蔵
SIM カードまたは外部の WiFi ホットスポットで利
用できます (ロシアでのみ利用可能)。

− お使いの携帯電話の料金体系によっては (また海外
で使用する場合は)、インターネットからデータ パ
ッケージを受信する際に追加料金が発生する場合
があります。定額データ プランのご利用をお勧め
いたします。

サービスの利用可否、範囲およびプロバイダーは
国、年式、機器および使用料金によって異なる場
合があります。

車両での Porsche ID (ポルシェ コネクトユー
ザー) のログイン
一部のポルシェ コネクト サービスをご利用いただくた
めには、車両で Porsche ID のログインが必要となりま
す。このログインを行うことにより、My Porsche のパ
ーソナル設定を車両で呼び出すことができます。
b My Porsche でポルシェ コネクト ユーザー

(Porsche ID) が作成されていること。
b セキュリティ コード (参照先：g P. 195) が

Porsche ID 用に My Porsche で作成されており、
コードを把握していること。

1.   e  設定  e アカウント e アカウントの設定
2. Porsche ID、E メール アドレス、My Porsche パ

スワードを入力し、ログインで確定します。

ナビゲーション システムおよびボイス コント
ロール システムを使用する
– My Porsche からナビゲーション目的地を入力し

て、ポータル施設情報やその他の施設情報カテゴ
リーをロードする場合のオンライン検索。

– 追加地図画面
– リアルタイム交通情報では、インターネット経由

で事故、工事作業、渋滞情報およびその他の事象
に関する情報が提供されます。

– オンライン音声検索

データ接続の確立
内蔵 SIM カード経由でデータ接続を確立する
国によっては内蔵 SIM カード経由のデータ接続確立オ
プションをご利用いただけない場合があります。
b プライベート モードが無効になっていること。
g 197 ページの「管理と設定」の章を参照してくださ
い。
データ接続は、作動待機が確立されると自動的に確立さ
れます。

インフォメーション

データ接続を確立できない場合は、以下を点検してくだ
さい：
− プライベート モードが無効です。
− 車両がネットワークからの電波を十分受信できる

場所 (電波の届かない場所ではない) にあります。

e 必要に応じて PCM を再起動してください。

外部 WiFi ホットスポット経由でデータ接続を
確立する
外部 WiFi ホットスポットを介したデータ接続の確立
は、現在ロシアでのみ利用可能です。

インフォメーション

外部 WiFi ホットスポットを介したデータ接続には、(デ
ータ ローミングなどによる) 追加のコストが発生する場
合があります。

b 電話の WiFi ホットスポットか公衆ホットスポット
を利用できます。
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1. 名前と機能は変更される可能性があります

警告

1. ステータス エリア  または  において (接続
ステータスによって異なる)、  e WiFi 設定
e 外部ホットスポットを検索を選択します。
🡆 WiFi ネットワークが検索され、表示されま

す。
2. WiFi ホットスポット (公衆ホットスポットや電話

の個人ホットスポットなど) を選択し、PCM に
WiFi アクセス データを入力します。データ入力
時は、大文字 / 小文字に注意してください。
🡆 外部 WiFi ホットスポットへの接続が確立し

ます。

PCM WiFi ホットスポットの有効化
車両ホットスポットに接続できる WiFi デバイスは最大
8 台です。

1. PCM の WiFi アクセスデータを呼び出す：  e
設定   接続ウィザード e 車両ホットスポットに
接続
🡆 デバイス名と PCM WiFi パスワードがセン

トラル ディスプレイに表示されます。
2. デバイスの WiFi 設定に PCM の WiFi アクセス

データを入力するか、デバイスを使用して PCM
に表示された QR コードをスキャンします。
🡆 PCM のワイヤレス インターネット アクセ

スへの接続が確立されます。

管理と設定
Porsche ID (ポルシェ コネクトユーザー) の管
理
b Porsche ID (ポルシェ コネクトユーザー) がログイ

ンしています。

e  e  設定 e アカウント希望のアカウントを
選択します e アクションを完了します：

– セキュリティ コードでログイン：作動待機が確立
されるか、アカウントが変更されたときに、
Porsche ID およびセキュリティ コードを確定する
必要があります。

– セキュリティ コードなしでログイン：作動待機が
確立されるか、アカウントが変更されたときに、
Porsche ID の確定のみが必要になります。

– 自動ログイン ：作動待機が確立されるか、アカウ
ントが変更されたときに、Porsche ID の再確認を
必要とせずに自動的にログインします。

– アカウントの削除：Porsche ID は車両から削除さ
れます。

– アカウント登録の取り消し：Porsche ID は車両か
らログアウトされます。ゲスト アカウントが有効
になります。

サービス概要の表示

e  e  設定 e プライバシーおよびポルシェ コ
ネクトの設定 e すべてのポルシェ コネクト サー
ビスの概要を選択します。
🡆 購入したサービスおよび契約期間に関する

情報が表示されます。

リモート アクセス権限の付与
My Porsche または車両のポルシェ コネクト アプリ (国
によって利用可能) のサービス制御プログラムを使用す
るには、リモート アクセス権限が必要です。リモート
アクセス権限は、メイン ユーザーが初めて車両にログ
インするとすぐに自動的に付与されます。

b メイン ユーザーが少なくとも 1 回車両にログイン
しています。

e 以下で登録済みユーザーの確認： e  設定 e
アカウント

アプリ
国によって、さまざまなアプリが車両で利用できます
(Apple App Store または Google Play ストアからダウ
ンロードしてください)。

運転中の使用および操作

運転中にアプリの設定や操作を行うと、交通状況から注
意がそらされる危険があります。車両のコントロールを
失う恐れがあります。
e アプリを使用および操作するのは車両が完全に停

止している場合だけにしてください。

My Porsche アプリ 1

一部の国で利用可能なアプリを使用して、電話を車両に
接続できます。これにより、車両固有の情報を電話から
直接取得し、選択した車両設定をアプリから行うことが
できます。さらに、故障時電話をアプリでトリガーでき
ます (国により利用可能)。たとえば、以下の機能を利用
できます。 走行可能距離、燃料水準、またはバッテリ
ーのステータスなどの現在の車両データを取得し、車両
のロックおよびロック解除をリモートで制御し、エアコ
ンまたは予熱器を有効および無効にし、パーソナル POI
(施設情報) を管理して車両に送信し、カレンダー入力か
ら目的地を電話から PCM に転送します。さらに、この
アプリは、 製品の機能やイベントなど、ポルシェ ブラ
ンドに関する現在の情報へのアクセスを提供します。
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警告

WiFi 経由でアプリを PCM に接続し、PCM で
アプリを起動する
b アプリが電話にインストールされている (Apple

App Store または Google Play ストアからダウン
ロード)。

b アプリが起動している。
b WiFi が電話で有効になっている。
b WiFi が PCM で有効になっている。

1.  e  デバイスをタップします e e インタ
ーネットにアクセスするには e [WiFi 設定を有効
にする]をタップします。

2. PCM の WiFi アクセスデータを呼び出す： e
デバイスをタップします e 接続ウィザード e
PCM ホットスポットに接続
🡆 PCM の WiFi アクセス データ (デバイス名

および WiFi パスワード) が表示されます。
3. デバイス WiFi 設定に表示された PCM の WiFi

アクセス データを入力するか、表示された QR
コードを電話でスキャンします。
🡆 PCM のワイヤレス インターネット アクセ

スへの接続が確立されます。
車両とアプリ間の通信を無効にすることができます。
g 197 ページの「管理と設定」の章を参照してくださ
い。

インフォメーション

アプリを使用して車両固有データおよびその他の機能に
アクセスできるため、このデータを保護し、第三者によ
る不正なアクセスを防ぐようお勧めします。このアプリ
を使用すると、携帯電話ネットワークでデータが送信さ
れるため、ご利用のサービス プロバイダーの追加料金
が発生する場合があります。

スマート サービス
運転中の使用および操作

マルチファンクション ステアリング ホイールやインフ
ォテインメント システムなどの設定や操作を行うと、
交通状況に対する注意がそらされる危険があります。
運転操作を誤る恐れがあります。
e 運転中は、周囲の交通状況が安全を確保できる場

合に限ってコンポーネントを操作してください。
e 安全にできるか分からない場合は、車両を安全な

場所に停車し、車両停車中にのみ詳細な操作や設
定を行ってください。

機能
車両の一部のコンポーネントは、定期的なメンテナンス
または交換を必要としています。スマート サービス (国
によっては利用可能) を使用すると、メンテナンスおよ
び修理データを呼び出して更新できます。コンポーネン
トのメンテナンスまたは修理が必要な場合、PCM にメ
ッセージが表示されます。

スマート サービスの操作
コネクト ストアのコネクト カー パッケージの一部とし
て操作します。その後、この機能は自動的に車両で利用
できるようになります。
g 195 ページの「登録および有効化」の章を参照して
ください。

インフォメーション

ポルシェ コネクトに関する詳細 (ヘルプ ビデオ、ポル
シェ コネクト取扱説明書およびヘルプ) は、
www.porsche.com/connect にあります。

スマート サービスの使用
操作後、現在のスマート サービス データを PCM で確
認できます。

スマート サービスを開く

e  e  スマート サービス  タップします。
🡆 スマート サービス データを含む概要が表示されま

す。
– ブレーキ フルード
– 車室内フィルター
– 一般的な点検

コンポーネントの機能の呼び出し
b スマート サービスが開いている。

1.   希望のコンポーネントの横をタップします。
2. 希望の機能を選択してください。

選択したコンポーネントに応じて、以下の機能が利用可
能です。
– 手順を開きます。
– 最寄りの修理工場を PCM に表示します。
– コンポーネントをリセットします。
– 新しい有効期限を入力してください。

コンポーネントの停止または操作
b スマート サービスが開いている。

1. 希望するコンポーネントを選択する e 設定 
2. コンポーネントの停止または操作

🡆 停止したコンポーネントに関する必要なメ
ンテナンスまたは修理の通知は表示されま
せん。
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必要なメンテナンスまたは修理の通知の表示
e 次の機会にコンポーネントをメンテナンスまたは

修理してください。
ポルシェ正規販売店にご相談ください。ポルシェ
は、トレーニングを受けた作業スタッフと必要な
部品とツールが備わっているため、ポルシェ正規
販売店のご利用をお勧めします。

以下の機能を利用できます。
– メッセージを読み上げます。
– 最寄りの修理工場を PCM に表示します。
– メッセージを閉じます。メッセージは PCM を再起

動すると再び表示されます。
コンポーネントのメンテナンスおよび修理に関する詳細
情報は、 で開くことができます。My Porsche
g 195 ページの「登録および有効化」の章を参照して
ください。

スマート サービスの停止
e プライベート モードを有効にして、スマート サー

ビス (国により利用可能) を無効にします。
g 197 ページの「管理と設定」の章を参照してく
ださい。

インフォメーション

個々のサービスは、My Porsche のコネクト設定から無
効にすることができます。

スポーツ クロノ ストップウォッチ
機能
スポーツ クロノ ストップウォッチでいつでも時間を停
止、評価できます。 ラップ タイムは、ダッシュボード
のストップウォッチ、ダッシュボードのタッチ ディス
プレイ、インストルメント パネルに表示されます。
以下の情報を記録し、評価することができます。
– ラップ回数
– 完了したラップ距離
– ラップ タイム
– オプション： その他の各種データ (車両位置や速度

など)
記録中、以下を表示します。
– 現在のラップ数
– 現在のラップ タイムと最速ラップ タイムの色分け

での比較
– 基準ラップに対して完了したラップの割合
– 現在のラップ タイムが以前の最速ラップまたは選

択したラップより速いか、遅いか、同じかを表示
するカラー レート

– 燃料の残量および現在タンクに残っている燃料で
の走行可能距離および完了できるラップ回数。

– 残りの記録時間
– 現在のラップおよび基準ラップに関するトラック

進捗。

スポーツ クロノ ストップウォッチの操作
ダッシュボードのストップウォッチ

図. 163: スポーツ クロノ ストップウォッチ

アナログ ポインターは秒を表示します。デジタル表示
は 1/100 秒 まで正確に示します。
デジタル ディスプレイおよびダッシュボードとインス
トルメント パネルのタッチ ディスプレイのディスプレ
イは、99 時間 59 分 59.99 秒まで表示できます。

ダッシュボードのストップウォッチの時刻表示
およびライトの設定
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。

PCM のストップウォッチ

図. 164: PCM のストップウォッチ

A 燃料の残量および現在の燃費残量で走行可能なラッ
プ回数などの記録情報。
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B トラック進捗状況またはラップ カウンター付きのサ
ークル ダイアグラム：基準ラップと比較してすでに
完了したラップの割合。現在のラップ タイムが基準
ラップより速い（緑色）、同一（黄色）、または遅
い（赤色）のいずれであるかを示すカラー レート。

計時の開始

e   e Sport Chrono e 開始
🡆 データの記録が開始されます。基準ラップ

がまだ読み込まれていない場合は、最初の
ラップが基準ラップとして使用されます。

計時の停止
b 計時が開始されました。

e   e Sport Chrono 停止

計時の継続
b 計時が停止されました。

e   e Sport Chrono 続ける

ラップの停止 / 新しいラップの開始
1 回の記録で最大 99 ラップ を保存することができま
す。
b 計時が開始されました。

e   e Sport Chrono e 新しいラップ
🡆 ラップ カウンターの値が 1 ずつ増えます。

走行した最速ラップのタイムは、距離の差
が設定した差に収まっていれば、最速ラッ
プ タイムとして記録されます。

中間タイムの保存
b 計時が開始されました。

e   e Sport Chrono e 中間タイム
🡆 中間タイムは短時間表示され、保存されま

せん。時間測定はバックグランドで継続し
ています。

ストップウォッチ タイムのリセット
b 計時が停止されました。

e   e Sport Chrono e リセット
🡆 すべて のストップ タイム表示は 0 にリセッ

トされ、走行記録は停止されます。

基準ラップの読み込み

e   e Sport Chrono e ラップの読み込み

基準ラップの保存

e   e Sport Chrono e   e Sport Chrono 表示
e 評価 希望の記録を選択 基準ラップの保存

記録の表示と編集および統計の記録
1 回のセッションで最大 99 ラップを記録することがで
きます。基準ラップがまだロードされていない場合は、
記録の中の初めラップが基準ラップとして使用されま
す。最大で 10 時間の記録が可能です。

e   e Sport Chrono e   e Sport Chrono 表示
e 評価

記録および基準ラップの名前変更、削除、インポート
およびエクスポート
b  e Sport Chrono 評価 が選択されています。
b インポート / エクスポート用に接続された USB デ

ータ バンク。データは、記憶媒体の
「SportChrono」フォルダーに保存されていま
す。

b データ バンクは FAT32 か exFat にフォーマット化
されています（Windows または Linux）。

e   e Sport Chrono e

スポーツ クロノの設定
追加データの記録オプションの起動およびトラック進
捗の表示
ラップの長さおよびラップ タイムに加えて、他の走行
データ（速度など）を 1 秒間隔で記録することができ
ます。トラック進捗も地図に表示させることが可能で
す。

e   e Sport Chrono e  e Sport Chrono 設定
e 詳しいデータ記録

許容距離差の設定
基準ラップの長さと任意のラップの長さがどのくらい異
なるかを表示します。長さの逸脱が大きいラップは評価
に含まれません。

e   e Sport Chrono e  Sport Chrono 設定 e
許可されたルート偏差
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評価用の最大タイムの逸脱の設定
記録時に速度が同一（黄色マーク）と評価されたラップ
間の最大のタイム差を表示します。

e   e Sport Chrono e  e Sport Chrono 設定
e 評価の 最大タイム差

最速ラップ（ゴースト カー）の車両位置の表示

e   e Sport Chrono e  Sport Chrono 設定 e
最速ラップの位置を表示

インストルメント パネルのストップウォッチ
ストップウォッチが｢車両＆情報｣ディスプレイに表示さ
れます。

図. 165: インストルメント パネルのストップウォッチ

A 最終のラップ タイム
B 最速ラップ タイム
C ラップ カウンター
D 現在のラップ タイム / 一時中間ラップ

E 基準ラップ タイムまたは最速ラップ タイム
F オプションおよびコントロール コマンド（スター

ト、ストップなど）
G サークル ディスプレイ：基準ラップと比較してすで

に完了したラップの割合。現在のラップ タイムが基
準ラップより速い（緑色）、同一（黄色）、または
遅い（赤色）のいずれであるかを示すカラー レー
ト。

計時の開始

e  Sport Chrono e 開始
🡆 データの記録が開始されます。基準ラップ

がまだ読み込まれていない場合は、最初の
ラップが基準ラップとして使用されます。

計時の停止
b 計時が開始されました。

e  Sport Chrono e 停止

計時の継続
b 計時が停止されました。

e  Sport Chrono e 続ける

ラップの停止 / 新しいラップの開始
現在のストップウォッチ タイムはラップ タイムとして
保存されますが、ストップウォッチは停止しません。
1 回の記録で最大 99 ラップ を保存することができま
す。
b 計時が開始されました。

e  Sport Chrono e ラップ
🡆 ラップ カウンター C (図. 165) が 1 ラップ

ずつ増えます。最速で終了したラップのタ
イムが最速ラップ タイム B (図. 165) として
保存されます。

中間タイムの保存
b 計時が開始されました。

e  Sport Chrono e 中間タイム
🡆 中間タイム D (図. 165) は短時間表示され、

保存されません。
時間測定はバックグランドで継続していま
す。
サークル ダイアグラム G (図. 165) の数字
は設定された中間タイムを示します。

ストップウォッチ タイムのリセット
b 計時が停止されました。

e  Sport Chrono e リセット
🡆 すべてのストップウォッチ タイムをゼロに

リセットすることができます。
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図. 166: 電話番号の入力 (キーパッド)

電話
電話についての概要説明
この概要説明は包括的な説明に代わるものではありませ
ん。操作する際は、この概要のみでなく「安全指示」お
よび「警告」を必ずお読みください。
ポルシェ コミュニケーション マネージメント (PCM) の
操作に関するインフォメーション：
g 158 ページの「 ポルシェ コミュニケーション マネジ
メント システム (PCM)」の章を参照してください。

希望する操作 操作方法 操作箇所

Bluetooth® を介した電
話の接続

e e  電話 e 既知のデバイスを選択するか、新しいデバイスを検索します e  検索を開始します 。 g P. 203

接続された 2 つの電話
を切り替える

e ステータス エリアで現在接続されている電話を選択します(D(図. 166)を参照してください)。既に接続して
いる 2 つのデバイスが表示されます。希望する携帯電話を選択してください。
– または –
ステータスエリアをタップします( E(図. 166) を参照) 。

–

電話をお気に入りに設
定する e e  デバイスをタップします e  タップします。 –

デバイス リストから携
帯電話を削除する

e e  デバイスをタップします タップします。
削除する電話の行を右から左にスワイプします。
デバイス リストから電話が削除されます。

–

接続されたオーディオ
出力デバイス間の切り
替え

e e  電話 e キーパッド を押します ( B を参照(図. 166)) 。希望の装備を選択してください。 –

番号をダイヤルする e e  電話 e キーパッド ( B を参照(図. 166)) をタップします。 –
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警告

警告

希望する操作 操作方法 操作箇所

連絡先をお気に入りに
登録する

e e  電話 e お気に入り ( A(図. 166)を参照) お気に入りを追加 e 対象の連絡先をリストからタップして
選択します 。

g P. 203

通話履歴を表示する

e e  電話 e 通話履歴( A(図. 166) を参照)
– または –
マルチファンクション ステアリング ホイールの ボタンを押します。
通話リストがインストルメント パネルおよびヘッドアップ ディスプレイに表示されます。

–

連絡先を表示する e e  電話 e 連絡先( A(図. 166) を参照) –

メッセージを表示する e  通知 をタップします。 g P. 188

ボイスメールを聞く e e  電話 e キーパッド( B(図. 166) を参照) ボタン 1 を押し続けてください。 –

着信に応答する/拒否す
る

e 応答 または拒否 を押します。 –

通話を終了する e 拒否 ステータスエリアをタップします(C(図. 166)を参照) 。
– または –
マルチファンクション ステアリング ホイールの ボタンを押します。

–

モデル、国別仕様、および装備仕様に応じて、いろいろ
なオプションが利用できます。そのため、ここに説明さ
れている内容は、すべてのモデル、国別仕様、および装
備仕様で利用可能なわけではありません。

電話の使用による事故の危
険あり

走行中に電話を使用すると、注意力が散漫になり交通状
況に集中できなくなります。車両のコントロールを失う
恐れがあります。
e 必ずハンズフリー機器を使用してください。

ケガをする恐れがありま
す。

ガソリン スタンド、燃料貯蔵所、化学工場、または爆
破作業を行っている近くなど、危険な場所では電話の電
源を切ってください。携帯電話は機器設備と電波干渉を
起こすことがあります。
e 常に法律および各地域の規定、および取扱説明書

に従ってください。

Bluetooth® を介した電話の接続 新しい電話を接続
g 183 ページの「デバイス マネージャー」の章を参照
してください。

b 電話の Bluetooth® 機能が作動しており、他のデバ
イスから検出可能になっていること。

b PCM の Bluetooth® 機能が有効になっているこ
と。

1.   e  デバイスをタップします  e 新しいデバ
イスを接続 e 新しい電話を接続 / 新しいオーディ
オプレーヤーを接続をタップします。

2. リストからデバイスを選択してください。
🡆 6 桁の Bluetooth® コードが PCM と該当す

るデバイスに表示されます。
3. PCM とデバイスの Bluetooth® コードを比較し

てください。
4. コードが一致していれば、デバイスの

Bluetooth® コードを確定します。
🡆 電話の接続が正常に完了すると、電話がデ

バイス リストに表示されます。

インフォメーション

− 電話でサポートされている Bluetooth® の機能に応
じて、電話帳や通話履歴、メッセージの内容にア
クセスすることができます。

− 車両停止後は、電話がこの機能に対応している場
合、通話を中断せずに電話に転送することができ
ます。

登録済みの電話を接続
b 電話の Bluetooth® 機能が作動していること。
b PCM の Bluetooth® 機能が有効になっているこ

と。
g 183 ページの「デバイス マネージャー」の章を
参照してください。

1.   e  デバイスをタップします 
– または –
ステータス エリア (D を参照) で (接続ステータ
スに応じて)  か  をタップします。
🡆 登録されている電話が最大 20 件記載された

リスト表示されます。
2. リストから電話を選択してください。

🡆 電話が Bluetooth® を介して接続されます。

別の電話の接続と使用
b 1 台の電話がすでに PCM に接続されていること。

1.   e  デバイスをタップします 
– または –
ステータス エリア (D ) で (接続ステータスに応
じて)  か  をタップします。

2. リストから電話を選択するか、新しい電話を接続
してください (参照先：g P. 203).
🡆 接続されているいずれの電話でも着信は可

能ですが、操作は有効な電話でしか行うこ
とができません。
電話を有効な電話として優先的に接続した
い場合は、お気に入りとして設定すること
ができます (g 202 ページの「電話について
の概要説明」の章を参照してください。).

3. 接続されている 2 台の電話を切り替えるには、
ステータス エリア (D を参照) の右側で  を選
択します。
– または –
 電話    e 電話設定 e 希望のデバイスを選
択します。
🡆 既に接続している 2 つのデバイスが表示さ

れます。

電話の機能
接続ステータスの表示
モデル、国別仕様および装備仕様によっては、以下のよ
うにステータス エリアに表示されることがあります：

電話が接続されていません。
電話を接続してください。
2 台の電話が接続されています。
車両のデータ接続が確立されていません (考えら
れる原因：接続なし、ネットワーク品質不良、音
声接続中のデータ接続中断)。
LTE 携帯電話ネットワークを介した車両のデータ
接続。
接続されている作動中の電話の携帯電話ネットワ
ークの受信電界強度。
外部 WiFi ホットスポットを介した車両のデータ
接続。

お気に入りの保存および編集
お気に入りの保存

1.   e  電話   お気に入り
2. お気に入りに追加します。

3. 連絡先を選択してください。

お気に入りの整理

1.   e  電話  e お気に入り
2. 希望の連絡先を長押しして選択し 、移動しま

す。

お気に入りの削除

1.   e  電話  e お気に入り
2. 希望の連絡先を選択  をタップしてください。

– または –
希望の連絡先を長押ししたまま、  をタップし
ます。

通話中の各種機能
b  e  電話  e キーパッド が選択されているこ

と。

マイクのミュート
b 通話中であること。

e  をタップし、マイクをミュートにします。

通話の保留
b 通話中であること。

1.  をタップします。
2. 通話を再開するには、  をタップします。

電話会議を開始する
この機能は、接続されている電話やお使いの SIM カー
ド、ネットワーク プロバイダーによって異なります。
b 通話中であること。

1.  e 新しい通話の追加 (電話番号の入力または
連絡先の選択) 

2. 会議を開始するには、  を選択します。
3. 電話会議を停止するには、  を選択します。

2 つの会議の切り替え
b 1 つ目の通話が通話中であること。
b 2 つ目の通話が保留になっていること。

e   をタップすると、保留中の通話が有効にな
り、代わりにそれまで有効だった通話が保留にな
ります。

インストルメント パネルに通話情報を表示
e インストルメント クラスターの「車両＆情報」デ

ィスプレイで希望の機能を選択してください。
g 150 ページの「インストルメント パネルの表示
項目」の章を参照してください。

– 着信：ステアリング ホイールの電話ボタンから、
着信の応答または拒否を選択します。

– 発信履歴: ステアリング ホイールの電話ボタンやロ
ータリー ノブを使用して、最近ダイヤルした電話
番号のリストを表示します。

– 会議通話：ステアリング ホイールのロータリー ノ
ブや電話ボタンを使用して、通話中に別の電話を
かけたり、会議通話の参加者を追加したりできま
す。

インストルメント パネルの操作に関するインフォメー
ション：
g 148 ページの「インストルメント クラスターの操
作」の章を参照してください。

携帯電話の収納
携帯電話の収納

図. 167: アームレストの電話トレイ

アームレストまたはリヤ センター アームレスト（エグ
ゼクティブ車両）の小物入れには、電話の充電と PCM
への接続用 USB インターフェース（タイプ C）（一部
の国別仕様と装備では使用不可）が設けられています。

b 電話のキーボード / コード ロックが有効になって
いること。

1.  アームレストの小物入れ ディスプレイを助手席の
方向に向けて電話をサイド ブラケットに置きま
す。ブラケットと携帯電話の間に何も物を置かな
いでください。

2.  センター アームレスト（エグゼクティブ車両）の
小物入れ：ディスプレイを使用して、電話を電話ト
レイの電話シンボルに中央に上に向けて置き、滑
らないように固定します。トレイと携帯電話の間
に何も物を置かないでください。

電話設定の変更
一般設定

e   e  電話    e 電話設定 e 希望の設定を選
択します。

SOS 通報時の番号データ転送
SOS 通報 (法定 SOS 通報を除く) の際、Bluetooth® を
介して接続されている電話の番号を緊急電話センターに
転送するか設定することができます。

e   e  電話    e 電話設定 e 緊急時に番号の
転送を許可します。

SOS 通報時に電話番号が転送されます。
SOS 通報時に電話番号が転送されません。

g 237 ページの「緊急電話システム」の章を参照して
ください。
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収納スペース
荷物の収納

固定されていない、または
不適切な位置に積載された
荷物

固定されていない荷物、あるいは積載位置が正しくない
荷物は、急ブレーキ、進路変更、または事故の際に、位
置がずれたり飛び出したりして乗員を危険にさらす可能
性があります。
e この指示で説明されている収納オプションのみを

使用してください。
e 可能な場合は、必ず荷物をロック可能な小物入れ

に入れて運んでください。
e 前述の状況で荷物が滑ったり投げ出されたりしな

いように収納します。
e 荷物が小物入れやラゲッジ ネットからはみ出して

いないことを必ず確認してください。
e 小物入れやトレイを開けた状態で、重い、尖っ

た、鋭利または壊れやすい荷物を輸送しないでく
ださい。

e 走行中はロック可能な小物入れを閉じてくださ
い。

収納ネットを損傷する危険があります。
e 収納ネットの中に重量物やかさばる物を置かない

でください。

車両装備によっては、次のような収納オプションが利用
できる場合があります。
– グローブ ボックス
– フロントおよびリヤ ドリンク ホルダー

– フロント シート バックレスト背面のマップ ポケッ
ト

– リヤ グラブ ハンドルの衣類フック
– ラゲッジ コンパートメント フロア下の小物入れ
– フロントおよびリヤ アームレストの小物入れ
– フロントおよびリヤ ドア パネルの小物入れとボト

ル ホルダー
– フロントおよびリヤ センター コンソールの小物入

れ
– フロント シート下の小物入れ

グローブ ボックスの開閉
グローブ ボックスを開く
e ハンドルを引いてください。

🡆 グローブ ボックスは自動的に開きます。

グローブ ボックスを閉じる
e カバーを押して閉じてください。
グローブ ボックスは、エマージェンシー キーを用いて
ロックやロックの解除ができます。
g 32 ページの「キー」の章を参照してください。
グローブ ボックスの冷房機能に関する情報：
g 63 ページの「エアコン システム (2-/4- ゾーン エア
コン)」の章を参照してください。

アームレストの小物入れを開く
フロント アームレストの小物入れを開く

図. 168: フロント アームレストの小物入れを開く

e アームレストの運転席側のボタンを押してくださ
い。
🡆 リッドが自動的に開きます。

リヤ アームレストの小物入れを開く

図. 169: リヤ アームレストの小物入れを開く

1. アームレストをたたみます。
2. ボタンを押してリッドを持ち上げます。
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リヤ センター コンソールの小物入れを開く

図. 170: リヤ センター コンソールの小物入れを開く

e ハンドル リセスの部分で、リッドを左右どちらか
にスライドさせてください。
🡆 リッドが自動的に開きます。

格納式テーブルを使用する
対象：エグゼクティブ車両

ケガをする恐れがありま
す。

格納式テーブルは、ブレーキを踏んだとき、進路変更を
したときや、事故が発生したときに、負傷の原因となる
恐れがあります。 走行中に、テーブル上の物やテーブ
ルの一部が車内に飛び出してしまうことがあります。
e 走行中に格納式テーブルを開いたり、使用したり

しないでください。

火傷、挟み込み、つぶされ
る危険

格納式テーブルの上の荷物が重すぎると、テーブルが折
れて、身体の一部が挟まれる、またはつぶれる恐れがあ
ります。 熱い飲み物がこぼれると火傷をする場合があ
ります。
e 折りたたみ式テーブルは最大 5 kg の重量に耐える

ことができます。
e 熱い飲み物を格納式テーブルに置かないでくださ

い。

飲み物がこぼれて損傷する恐れがあります。
e 飲み物がいっぱいに入った容器を格納式テーブル

に置かないでください。

シートを前方に倒すことによる損傷の恐れがあります。
e バックレストを前方に倒す前に、格納式テーブル

を折りたたんでください。

インフォメーション

格納式テーブルは最大 5 kg の重量に耐えることができ
ます。載せているものが重すぎると、折りたたみ式テー
ブルが閉じて、その後再び開いてしまう場合がありま
す。 過負荷保護が 25 回作動したら、格納式テーブルを
交換する必要があります。

格納式テーブルを開く

図. 171: 格納式テーブルを開く

1. ボタンを押して、リヤ センター コンソールを開き
ます。

2. 格納式テーブルをつかみ、カチッと音がして収ま
るまで進行方向に開きます。
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格納式テーブルの調整

図. 172: 格納式テーブルの調整

1. テーブル トップを開きます。 テーブル トップを傷
つけないように注意してください。

2. 必要に応じて、センター コンソールを閉じます。

e テーブル トップは水平方向と垂直方向に動かすこ
とができます。

格納式テーブルを折りたたむ
e テーブルの折りたたみは、逆の順序で行います。

格納式テーブルが完全に押し下げられていること
を確認してください。

ルーフ トランスポート システム
ルーフに物を載せて運ぶ場合

固定されていない、または
不適切に固定したルーフ ト
ランスポート システムまた
は積載器具。

固定されていない、または不適切に固定されたルーフ
トランスポート システムは、走行中に車両から外れ、
重大事故を起こす恐れがあります。
e スキー / スノーボード ホルダーやルーフ ボックス

などの積載機器は、サポート底部に対してできる
限り中央になるように取り付けてください。

e 毎回走行を開始する前に、ルーフ トランスポート
システムや積載器具が正しく確実に固定されてい
ることを必ず確認してください。長距離走行時
は、途中で定期的に確認してください。

e すべてのファスニング スクリューを再度締め付け
ます。

車両のハンドリング特性の
変化

ルーフ トランスポート システムを装着して荷物を載せ
ると、車両操縦性が変化します。
e 適切な運転を心がけてください。
e ルーフ トランスポート システムに荷物を載せてい

る場合、130 km/h を超える速度で走行しないで
ください。

e ルーフ トランスポート システムは装着しているも
のの荷物は載せていない場合、180 km/h を超え
る速度で走行しないでください。

e ポルシェ テクイップメントの積載器具について
は、速度に関する情報が異なる場合があるため、
積載器具の取扱説明書に従ってください。

荷物が固定されていない、
または固定方法が正しくな
い場合

荷物が固定されていない、または固定方法が正しくない
場合、走行中に荷物がルーフ トランスポート システム
から外れ、重大な事故につながる恐れがあります。
e 荷物は走行中に動かないように適切な方法で固定

してください。
e ルーフ トランスポート システムに荷物を載せる際

には、荷物がシステムの側面からはみ出さないよ
うにしてください。 荷物が車両の幅を決して超え
ないようにしてください。

e ゴムのテンショナーは使用しないでください。
e ルーフ トランスポート システム上では、荷物の重

心ができる限り低い位置になるようにし、荷重が
積載エリア全体に分散されるようにしてくださ
い。

ルーフ トランスポート システムを装着したまま自動洗
車機を使用したり、車高に注意を払わなかったり、許容
最大荷重を超過すると、車両やルーフ トランスポート
システムを損傷する恐れがあります。
e 自動洗車機を使用する前に、ルーフ トランスポー

ト システムを完全に取り外してください。
e 立体駐車場など、高さが限られた場所に進入する

前に、ルーフ トランスポート システムを含めた車
両の全高を確認してください。

e 最大ルーフ積載荷重、最大総車両重量および最大
軸荷重の限度を超えないようにしてください。
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インフォメーション

e ルーフ トランスポート システムを使用しない場合
は、ルーフ トランスポート システムを完全に取り
外すことで、燃料を節約し、ノイズを低減できま
す。

荷物を安全に確実に運ぶにはルーフ トランスポート シ
ステムや他の補助アタッチメント（スキー / スノーボー
ド ホルダー、ルーフ ボックス、バイク ラックなど）を
使用してください。

インフォメーション

ポルシェが試験および認定したルーフ トランスポート
システムのみを使用するよう、お勧めします。

ルーフ トランスポート システムについて詳しくは、
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

ルーフ トランスポート システムの取り付
け
b Panamera および Panamera Sport Turismo モデ

ルのみ。

図. 173: ルーフ トランスポート システムの構成部品

A フロント キャリアー バー (ロング)
側面ごとにロック ピン 1 個 (Sport Turismo 車両に
は 2 個)

B リヤ キャリアー バー (ショート)
側面ごとにロック ピン 1 個

C カバー トリム
D トルク レンチ
E キー
F ルーフ キャッチ用の取り外しツール

b キャリア バー サポート部分のルーフとドアおよび
キャリア バー サポート表面を清掃します。

図. 174: ルーフ キャッチの取り外し

1. 取り外し用ツールを使用してすべてのルーフ キャ
ッチを引き出します。

図. 175: カバー フラップのロックおよび折りたたみ

2. カバー フラップをキーでロック解除します。
3. カバー フラップが完全にかみ合うまで折り上げま

す。
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4. トルク レンチを使用してファスニング スクリュー
を反時計方向にゆるめますが、完全には取り外し
ません。

図. 176: キャリア サポートでファスニング ブラケットを
固定します。

5. ファスニング ブラケットを上方向に回転させ、キ
ャリア サポートにはめ込みます。

6. 車両のドアを開きます。

図. 177: キャリアをルーフに取り付ける

7. ステッカー (図. 177) が車両の左側になるようにキ
ャリアをルーフに慎重に取り付けてください。 同
時に、ステッカーを使用してフロントおよびリヤ
キャリアを識別します。

図. 178: ロック ピンの挿入

8. アングル ブラケットを外して、ロック ピンをルー
フ フレームの内側の該当する穴に挿入してくださ
い。

9. ファスニング ブラケットを押し上げてください。
力をかけずにファスニング ブラケットを押し上げ
ることができない場合、キャリアを再調整してく
ださい。

10. 両方のキャリアのサポート底部のファスニング ス
クリューを軽く締め付けます。ここではまだ完全に
は締め付けないでください。 ロック ピンが確実に
固定され、キャリア バーがスリップしないことを
確認してください。

11. トルク レンチを使用して、ファスニング スクリュ
ーを対角線上に 6 Nm のトルクで時計回りに締め
付けます。

12. カバーを閉じ、キーを時計回りに回します。 最後
に、必要に応じてカバー トリムを挿入します。

インフォメーション

e 短距離走行後にファスニングを締め直し、定期的
に再点検してください。

e 状態の悪い路面を走行するときは、スクリューを
頻繁に点検してください。 アタッチメントのゆる
みや紛失は、重大な事故につながることがありま
す。

マウント部品の取り付け

図. 179: カバー トリムをサイズに合わせて切り、押し込む

1. キャリア キャップを取り外します。
2. 所定の T 溝にマウント部品を挿入します。
3. サポート カバーを閉じます。
4. マウント部品の取り付けと固定については、必ず

該当する取扱説明書をお読みください。

プロファイル トリムの閉鎖
水分や汚れから保護し、風切り音を防止するため、マウ
ント部品が使用されていないときはプロファイル トリ
ムの T 溝を閉鎖します。
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図. 180: マウント部品の取り付け

1. 基本的なキャリアの長さにプロファイル トリムを
切断します。

2. プロファイル トリムを T 溝に押し入れます。

ドリンク ホルダー
カップホルダーを使用する

熱い飲み物がこぼれる恐れ

熱い飲み物がこぼれて火傷をする恐れがあります。
e ふた付きの適切な容器のみを使用してください。
e 飲み物がいっぱいに入った容器をドリンク ホルダ

ーに置かないでください。
e 熱い飲み物を置かないでください。
e ドリンク ホルダーは、その用途の通り、飲み物を

収納するためにのみ使用してください。

飲み物がこぼれて損傷する恐れがあります。
e ふた付きの適切な容器のみを使用してください。
e 飲み物がいっぱいに入った容器をドリンク ホルダ

ーに置かないでください。

仕様により、フロントおよびリヤ センター コンソール
には 2 個から 6 個のカップホルダーがあります。 リヤ
アームレストにはさらに 1 個のカップホルダーがあり
ます。

フロント ドリンク ホルダーの使用

図. 181: フロント ドリンク ホルダー

リヤ ドリンク ホルダーの使用

図. 182: リヤのカップホルダー

e センター コンソール開口部を左右にスライドさせ
ます。

ボトルの収納
e ボトルはドアの小物入れに収納してください。
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ラゲッジ コンパートメント
荷物の積載

有毒な排気ガスの吸入

リヤ リッドが開いているか正しく閉じられていない状
態でエンジンが作動している場合、有毒な排気ガスが車
内に入ることがあります。
e エンジン作動時には、必ずリヤ リッドを完全に閉

じたままにしてください。
e リヤ リッドを開いた状態で走行しないでくださ

い。

積載時の車両の操縦性の変
化

車両の操縦性は積載量によって変化します。
e ハンドリング特性の変化に合わせた運転をしてく

ださい。
e 最大総重量および最大軸荷重を超過しないでくだ

さい。

固定されていない、あるい
は固定方法や固定位置が正
しくない荷物

固定していなかったり不適切な位置に載せたりした荷物
は、ブレーキやステアリングを操作したとき、または事
故の際に、滑り出して乗員が怪我をする恐れがありま
す。
e 固定していない荷物を輸送しないでください (事

故、ブレーキ、コーナリング)。
e 荷物は常にラゲッジ コンパートメントで輸送し、

車室内 (座席の上または前など) には絶対に置かな
いでください。

e 荷物は可能な限りシート バックレストで支えてく
ださい。 バックレストは必ず固定してください。

e 重い荷物は必ずリヤ シート バックレストを立て
て、ロックした状態で積載してください。

e 可能な限り、空いている座席の後ろに荷物を置き
ます。

e 重い荷物はできるだけフロアの前方に寄せ、軽い
荷物はその後ろに置いてください。

e バックレストの上端より上には荷物を載せないで
ください。

e ラゲッジ コンパートメント カバー上に荷物を置い
て走行しないでください。

e リヤ シートに乗員がいない場合は、シート ベルト
を使用してシート バックレストを補助的に支える
ことができます。 そのためには、外側座席のシー
ト ベルトを斜めに渡し、反対側のバックルにはめ
てください。

e 小物入れのカバーを開けた状態で重い荷物を運ば
ないでください。

e 走行中は小物入れカバーを必ず閉じてください。

不適切なタイヤ空気圧

不適切なタイヤ空気圧は、走行安全性に悪影響を与える
恐れがあります。
e 荷重に合わせてタイヤ空気圧を調整してくださ

い。
e タイヤ空気圧を調整した場合、タイヤ空気圧モニ

タリングの設定も更新してください。

リヤ ウィンドウおよびサイド ウィンドウを損傷する恐
れがあります。
e 荷物によるリヤ ウィンドウおよびサイド ウィンド

ウの損傷に注意してください。

ラゲッジ コンパートメントの最大許容荷重は 200 kg
です。荷重はラゲッジ コンパートメント全体に均等に
配分する必要があります。

タイダウン ベルトによる荷物の固定
e 荷物を固定するためにゴム ベルトやストラップを

使用しないでください。
e ベルトやストラップが尖った端部を通らないよう

にしてください。
e 荷物の上をベルトが横切るようにします。
e ベルトは必ず手で締め付けてください。 補助的な

テンション工具 (ラチェット) を使用しないでくだ
さい。

e タイダウン ベルトに関する指示や情報に従ってく
ださい。
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1. 利用可否は国によって異なります

タイヤ シーラント、工具セット、軽修理
用装備の取り外しおよび収納
応急処置セットと三角停止表示板の取り外し 1

図. 183: ツイスト ロックとカバーを開く

図. 184: ツイスト ロックとカバーを開く

b リヤ リッドが開いている。
1. ツイスト ロック A (図. 183) を時計回りに 90° 回

します。
2. カバー B (図. 183) を開きます。

– または –

1. ツイスト ロック A (図. 184) を反時計回りに 90°
回します。

2. カバー B (図. 184) を慎重に開きます。
3. 三角の警告灯および応急処置セット C (図. 185) を

取り外します。

図. 185: 応急処置セットと三角停止表示板の取り外し

図. 186: 応急処置セットと三角停止表示板の取り外し
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ラゲッジ コンパートメント フロアの開閉

図. 187: ラゲッジ コンパートメント フロアを開く

ラゲッジ コンパートメント フロアを開く
e ハンドルのフロントを下方向に押してから引き上

げ、ラゲッジ コンパートメント フロアを持ち上げ
ます。

ラゲッジ コンパートメント フロアを閉じる
e ラゲッジ コンパートメント フロアを持ち上げ、閉

じます。

工具セットの取り外し
工具セットは、ラゲッジ コンパートメント フロアの下
に収納されています。

図. 188: 工具セットの取り外し

A タイヤ シーラント (Tire Mobility System - TMS)
B 車載工具
C けん引フックをゆるめます
D 盗難防止ホイール ボルト用レンチ ソケット
E コンプレッサー

対象：E ハイブリッド車両
工具セットは、ラゲッジ コンパートメント フロアの
下、進行方向左側のサイド ウォール内に保管されてい
ます。

図. 189: 工具セットの取り外し

A けん引フックをゆるめます
B 盗難防止ホイール ボルト用レンチ ソケット
C 車載工具
D タイヤ シーラント (Tire Mobility System - TMS)
E コンプレッサー

インフォメーション

ホイール交換に必要な工具は車両に標準装備されており
ません。

コンプレッサーおよびパンク修理剤の取り外し
(Tire Mobility System- TMS)
コンプレッサーとタイヤ シーラントはラゲッジ コンパ
ートメントの床下にあります。
タイヤ空気充填に関する情報：
g 244 ページの「タイヤおよびホイール」の章を参照
してください。
タイヤの補修に関する情報：
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警告

g 252 ページの「パンク」の章を参照してください。

ラゲッジ コンパートメント フロアの開閉

図. 190: ラゲッジ コンパートメント フロアを開く

ラゲッジ コンパートメント フロアを開く
e ハンドルのフロントを下方向に押してから引き上

げ、ラゲッジ コンパートメント フロアを持ち上げ
ます。

ラゲッジ コンパートメント フロアを閉じる
e ラゲッジ コンパートメント フロアを持ち上げ、閉

じます。

ラゲッジ コンパートメント カバーの使用
ラゲッジ コンパートメント
カバー上の荷物

ブレーキやステアリングを操作したとき、または事故の
際に、荷物が車内に滑り出て乗員が怪我をする恐れがあ
ります。
e ラゲッジ コンパートメント カバーの上に荷物を置

かないでください。

ラゲッジ コンパートメント カバーは、左右リヤ シート
の後方に取り付けられている可動装備品です。 必要な
場合、開いているリヤ リッドから外し、取り外すこと
ができます (清掃時など)。

ラゲッジ コンパートメント カバーの取り外し
と取り付け
ラゲッジ コンパートメント カバーの取り外し

図. 191: ラゲッジ コンパートメント カバーの取り外し

1. 両側の掛け金を外します。
2. ラゲッジ コンパートメント カバーをホルダーから

矢印の方向に引き出します。

ラゲッジ コンパートメント カバーの取り付け
1. ラゲッジ コンパートメント カバーをホルダー内

(進行方向) に押し入れます。
2. 両側に掛け金を掛けます。

格納式ラゲッジ コンパートメント カバーの引
き出し / 格納
格納式ラゲッジ コンパートメント カバーは、リヤ ロー
ル アップ ブラインドに内蔵されています。

図. 192: 格納式ラゲッジ コンパートメント カバーの引き出し

格納式ラゲッジ コンパートメント カバーの引き出し
e 格納式ラゲッジ コンパートメント カバー 1 を引き

出し、テールゲート 2 (図. 191) の左右にあるガイ
ドに挿入します。
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情報

格納式ラゲッジ コンパートメント カバーの格納
e 格納式ラゲッジ コンパートメント カバーをテール

ゲートのガイドから外し、慎重にカバーをリトラ
クター ローラーに巻き取らせます。

リヤ ロール アップ ブラインド ホルダーの取り
外し / 取り付け
リヤ ロール アップ ブラインド ホルダーは、右リヤ ド
アから取り外しおよび取り付けができます。

リヤ ロール アップ ブラインド ホルダーの取り外し

図. 193: リヤ ロール アップ ブラインドの取り外し

b リヤ ロール アップ ブラインドが格納されている。
b リヤ シート バックレストが前に倒れている。

b ラゲッジ コンパートメント カバーが取り外されて
いる。
– または –
格納式ラゲッジ コンパートメント カバーが格納さ
れている。

1. 一方の手を使ってリリース ハンドルをロックする
まで矢印の方向に引きます。 リリースの妨げとな
るため、リヤ ロール アップ ブラインド ホルダー
に寄りかかったり、手で握ったりしないでくださ
い。

2. リヤ ロール アップ ブラインド ホルダーを車両右
側の取り付け位置から上方向に取り外します。

3. リヤ ロール アップ ブラインド ホルダーを車両左
側の取り付け位置から上方向に取り外し、ラゲッ
ジ コンパートメント内に固定します。

4. リヤ ロール アップ ブラインド ホルダーを開いた
車両のドアから取り外してください。

リヤ ロール アップ ブラインド ホルダーの取り付け

図. 194: リヤ ロール アップ ブラインド ホルダーの取り付け

b リヤ シート バックレストが前に倒れている。
1. リヤ ロール アップ ブラインド ホルダーをハンド

ルが固定されるまでゆるめます。 同時に、カバー
をセンターで保持します。 リリースの妨げとなる
ため、リヤ ロール アップ ブラインド ホルダーを
手で握らないでください。

2. リヤ ロール アップ ブラインド ホルダーをリヤ シ
ートから、車両左側の取り付け位置に差し込んで
ください。

3. 一方の手を使ってリヤ ロール アップ ブラインド
ホルダーをリリース ハンドルの位置で握り、車両
右側の取り付け位置に上から押し込みます。 リヤ
ロール アップ ブラインド ホルダーがかみ合うまで
リリース ハンドルを折り曲げます。

4. バックレストを垂直位置に戻してください。

スキー バッグとタイダウン リングの使用
スキー バッグの使用
車内を損傷することなくスキーまたはスノー ボードを
安全に運ぶことができます。

荷物の鋭い端 (スノー ボードなど) によってスキーバッ
グが損傷する恐れがあります。
e 荷物の鋭い端部を保護してください。
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スノー ボードやスキーをスキー バッグに収納
する

図. 195: スキー バッグの使用

スキー バッグはラゲッジ コンパートメント内の関連す
るギヤ バッグに収納されます。

1. エッジ プロテクターをスノー ボードまたはスキー
に装着します。

2. スノー ボードやスキー板をスキー バッグに入れ
て、バッグを閉じてください。 スキー板は後端か
らスキー バッグに入れてください。 スキー バッグ
のファスナーは車両後方に向けてください。

3. スキーを締め付けストラップで締め付けます。 ス
キー ビンディングはこのストラップより後ろにす
る必要があります。

4. リヤ シート間のパススルー カバーを折り曲げま
す。

5. タイダウン リングにテンション ストラップのスプ
リング フックを掛けます。

6. テンション ストラップを締め付けます。

タイダウン リングの使用

図. 196: タイダウン リングの使用

タイダウン ストラップをリングに留めて、ラゲッジ コ
ンパートメントの荷物が移動しないように固定すること
ができます。

e 荷物固定時に、すべてのリングに均等に負荷がか
かっていることを確認します。

装備仕様により、2～6 個のタイダウン リングが車両に
装備されています。

インフォメーション

タイダウン リングは事故の際の大きな負荷に耐えるよ
うには設計されていません。

カーゴ マネージメントの使用
カーゴ マネージメント システムはラゲッジ コンパート
メントに荷物を固定するために使用するシステムです。

テレスコピック バーの差し込みと調整

図. 197: テレスコピック バーの挿入

1. エンド エレメントのボタン B を押し、マウント レ
ールの開口部 A (図. 197) に差し込んでください。

2. タイダウン リングのボタンを押して荷物側に押し
付け、動かないようにしてください。

3. ボタンを放してください。
4. エレメントが適切にはめ込められているかを、押

して確認します。
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ストラップ リールの差し込みと調整

図. 198: ストラップ リールの使用

1. エンド エレメントのボタン B を押し、マウント レ
ールの開口部 A g (図. 198) に差し込んでくださ
い。
同時に、ストラップ リールを希望の長さまで引い
てください。

2. タイダウン リングのボタンを押して荷物側に押し
付け、動かないようにしてください。

3. ボタンを放してください。
4. エレメントが適切にはめ込められているかを、押

して確認します。

リバーシブル マット
濡れた荷物または重い荷物を輸送するときにリバーシブ
ル マットの上面にほこりや傷が付くのを防ぐため、ラ
ゲッジ コンパートメントのリバーシブル マットの底面
は滑り止め加工が施されています。

ラゲッジ コンパートメント パーテーション ネ
ットの使用
ラゲッジ コンパートメント パーテーション ネットは車
室に軽い荷物が飛び込んでくるのを防ぎます。

図. 199: ラゲッジ コンパートメント パーテーション ネット

A ルーフ アンカー
B フロント タイダウン ベルト着用
C リヤ タイダウン ベルト着用
D センター ベルトのタイダウン リング
E ラゲッジ コンパートメント パーテーション ネット

エクステンション
F ラゲッジ コンパートメント パーテーション ネット

エクステンションのリリース
G ステッカー

インフォメーション

車室内のラゲッジ コンパートメント パーテーション ネ
ットの取り外しと取り付け
e ステッカー G がリヤ側に面していることを確認し

てください。

リヤのラゲッジ コンパートメント パーテーション ネ
ットの取り付け
b リヤ シート バックレストが前に倒れている。

図. 200: リヤのラゲッジ コンパートメント パーテーショ
ン ネットの取り付け
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1. ルーフ左右のリヤ固定リングにラゲッジ コンパー
トメント パーテーション ネットを掛けます。

図. 201: リヤのラゲッジ コンパートメント パーテーショ
ン ネットの取り付け

2. 下部フック C (図. 199) を使用してラゲッジ コンパ
ートメント パーテーション ネットを荷室フロア左
右のタイダウン リングにはめ込んでください。

3. タイダウン ストラップを使用してラゲッジ コンパ
ートメント パーテーション ネットを張ります。
ラゲッジ コンパートメント パーテーション ネット
が垂直に張られていることを確認してください。

4. リヤ シート バックレストを起こしてください。

フロントのラゲッジ コンパートメント パーテーショ
ン ネットの取り付け

図. 202: フロントのラゲッジ コンパートメント パーテーション
ネットの取り付け

b リヤ シート バックレストが前に倒れている。
b 左右のラゲッジ コンパートメント パーテーション

ネット エクステンション E (図. 199) が開いてい
る。

1. ルーフ左右のフロント固定リングにラゲッジ コン
パートメント パーテーション ネットを掛けます。

2. 下部フック B (図. 199) を使用して、ラゲッジ コン
パートメント パーテーション ネットを左右のリヤ
サイド トリム パネルのタイダウン リングにはめ込
んでください。

3. タイダウン ストラップを使用してラゲッジ コンパ
ートメント パーテーション ネットを張ります。
ラゲッジ コンパートメント パーテーション ネット
が垂直に張られていることを確認してください。

ラゲッジ コンパートメント パーテーション ネットの
取り外し
1. タイダウン ストラップ B または C (図. 199) をゆ

るめます。
2. ラゲッジ コンパートメント パーテーション ネット

を上部固定リングと下部フックから外します。
3. 必要に応じて、ボタン F (図. 199) を押してラゲッ

ジ コンパートメント パーテーション ネット エク
ステンションを格納します。
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警告 危険

情報

スモーカーズ パッケージ
灰皿の使用

可燃性物質による火災警告

灰皿に可燃性物質が入っていると発火する可能性があり
ます。
e 可燃物を灰皿に入れないでください。

フロントの灰皿の使用

図. 203: フロントの灰皿の使用

灰皿を開く
e 灰皿のリッドを素早く押してください。

🡆 リッドは自動で開きます。

灰皿を空にする
1. 灰皿のインサートを引き上げて取り外してくださ

い。
2. 灰皿を掃除した後は、インサートを元に戻してカ

チッと音がするまで所定の位置に押し込んでくだ
さい。

リヤの灰皿の使用

図. 204: リヤの灰皿の使用

インフォメーション

e リヤのドリンク ホルダーの灰皿のみ使用します。
e 走行中はリヤ センター コンソールを閉じてくださ

い。

灰皿を開く
1. リヤ センター コンソールを開きます。
2. ハンドルの取っ手部分の灰皿のリッドを開いてく

ださい。

灰皿を空にする
1. 灰皿インサートのリッド部分を持って、取り外し

てください。
2. 灰皿を空にしたら、灰皿インサートを挿入しま

す。

電気ソケット
プラグ ソケットの使用

感電、ショート、または火
災

車両の通電部品に触れると、感電する恐れがあります。
ソケットの不適切な使用は、回路をショートさせる場合
があります。 ショートは火災の原因となります。
e お子様だけを車内に残さないでください。
e 液体がソケットに入らないようにしてください。

ソケットに液体が入った場合は、使用する前にソ
ケット内が完全に乾燥し、液体が残っていないこ
とを確認してください。

e アダプターまたは延長ケーブルを使用しないでく
ださい。 アダプターまたは延長ケーブルを使用す
ると、100 V ソケットのチャイルド プロテクショ
ン機能が無効になり、通電されます。

接続機器を損傷する恐れがあります
e 100 V ソケット用に設計された機器のみを接続し

てください。
e 接続機器の消費電力が 150 W を超えてはなりませ

ん。
e 蛍光灯の入ったランプは接続しないでください。

インフォメーション

接続機器が高温になる場合があります。 その結果、過
電流シャットダウン機構が働き、スイッチが ON になら
ない場合があります。
e 機器をソケットから外し、10 秒後に再接続しま

す。
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プラグ ソケットは次のいずれかの位置にあります (車両
装備による)：
– リヤおよびフロント センター コンソール内の 12

ボルト プラグ ソケット
– リヤ センター コンソール内の 12 ボルト プラグ ソ

ケット
230 V ソケットには、JIS 規格プラグ付きの機器が接続
可能です。 プラグが挿入されているときは、ソケット
のインジケーター ライトが緑色に点灯します。 過電流
または過熱が発生すると、ソケットへの電源供給が
OFF になり、インジケーター ライトが赤色に点灯しま
す。 ソケットへの電源供給は、温度が下がるともう一
度 ON になります。

充電アダプターの接続

電気系統を損傷する恐れがあります。
e 適切な充電アダプターのみを使用してください。

不適切な充電アダプターにより、プラグ ソケット
が損傷を受ける可能性があります。

インフォメーション

− ソケットはイグニッションが OFF の状態でも使え
ます。 電装品が ON になっていると、バッテリー
が放電します。 車両のバッテリーを保護するた
め、約 30 分後に電源の供給が遮断されます。 電
装品への電源供給を再開するには、イグニッショ
ンを再度 ON にしてください。

− プラグ ソケットの最大電流値は、20 A です。複数
の電装品を同時に使用する場合は、プラグ ソケッ
ト 1 つ当たりの電流値が 10 A を超えないようにし
てください。

− シールドされていない機器を使用すると、電波干
渉や車両電装品の誤動作の原因となることがあり
ます。

図. 205: 12 ボルト プラグ ソケット用充電アダプター

A： 適切な充電アダプター (グラウンド接続と充電アダ
プターの上端の間の距離 X が約 16 mm 未満)。

B： 不適切な充電アダプター (グラウンド接続と充電ア
ダプターの上端の間の距離 X が 約 16 mm より大き
い)。
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注意モビリティおよび軽修理
12 V バッテリー
ジャンパー ケーブルによるエンジンの始
動
バッテリーが上がったときは、他の車両のバッテリーを
使用してエンジンを始動したり、ジャンパー ケーブル
を使用して外部電源を接続したりすることができます。
両方のバッテリーの公称電圧が 12 V でなければなりま
せん。支援車側のバッテリー容量 (Ah) が、バッテリー
が上がった車両のバッテリー容量に比べて小さすぎない
ようにする必要があります。 上がったバッテリーは、
必ず車両電気系統に正しく接続してください。
g 232 ページの「充電」の章を参照してください。
通常の作動状態でジャンパー ケーブルによるエンジン
の始動を繰り返し行わなければならない場合は、バッテ
リーの損傷が考えられます。

不適切なジャンパー ケーブ
ルや始動手順

不適切なジャンパー ケーブルを使用した場合や、ジャ
ンパー ケーブルによるエンジンの始動が適切に行われ
なかった場合、ショートする恐れがあります。 ショー
トは火災の原因となります。
e 十分な太さがあり、ターミナル クランプが完全に

絶縁されている標準的なジャンパー ケーブルのみ
を使用してください。 ジャンパー ケーブルのメー
カーが定めた取り扱い方法を遵守してください。

e 車両には決して触れないようにしてください。そ
うしないと、プラス端子を接続した途端、電流が
流れる可能性があります。

e 導電性の装飾品 (指輪、チェーン、時計ストラップ
など) が車両の通電部品に接触しないようにしてく
ださい。

e ジャンパー ケーブルをバッテリーまたは他の電子
部品に決して直接に接続しないでください。 ジャ
ンパー ケーブルを接続するのはジャンパー ケーブ
ルによるエンジンの始動用端子のみにしてくださ
い。

凍結または損傷したバッテ
リーを使用したジャンパー
ケーブルによるエンジンの
始動

凍結または損傷したバッテリーを使用したジャンパー
ケーブルによるエンジンの始動は、爆発および化学熱傷
を引き起こす危険があります。
e 凍結または損傷したバッテリーを使用したジャン

パー ケーブルによるエンジンの始動は、実行しな
いでください。

腐食性バッテリー液

鉛バッテリーには腐食性の高いバッテリー液が入ってお
り、付着すると皮膚や衣服を損傷する恐れがあります。
e 保護手袋と保護眼鏡を必ず着用してください。
e バッテリー液の漏出を防ぐため、バッテリーを傾

けないでください。
e 電解液が目や皮膚に触れた場合は、 多量の冷水で

数分間洗い流してください。

ジャンプ スタート

図. 206: ジャンプ スタート

1. ボンネットを開きます。
2. プラスチック カバーを取り外します。
3. ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動用プラ

ス端子 + のキャップを開きます。
4. 赤色のプラス ケーブルをジャンパー ケーブルによ

るエンジンの始動用プラス端子 + に接続します。
5. 赤色のプラス ケーブルを支援車のバッテリーのプ

ラス端子に接続します。
6. 黒色のマイナス ケーブルを支援車のバッテリーの

マイナス端子に接続します。
7. 黒色のマイナス ケーブルをアース箇所 – に接続し

ます。
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8. 支援車のエンジンを始動し、エンジン回転数を高
めにします。

9. エンジンを始動してください。 ジャンパー ケーブ
ルを使用した始動は、15 秒以上続けないでくださ
い。 始動に失敗したときは、1 分以上待ってから
再試行してください。

10. エンジンが作動状態のまま、 まず黒色のマイナス
ケーブルをアース箇所 – から外し、次に支援車の
バッテリーのマイナス端子からケーブルを外しま
す。

11. エンジンが作動状態のまま、 赤色のプラス ケーブ
ルを先に支援車のバッテリーのプラス端子から外
し、次にジャンパー ケーブルによるエンジンの始
動用のプラス端子 + から外します。

12. ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動用プラ
ス端子 + のキャップを閉じます。

13. プラスチック カバーを元の位置に取り付けます。

バッテリーを充電する
感電、ショート、または火
災

車両の通電部品に触れると感電する危険があります。
車両エレクトリカル システムでの作業が原因で、ショ
ートする恐れがあります。 ショートは火災の原因とな
ります。
e エレクトリカル システムでの作業時は、常にマイ

ナス端子をバッテリーから切り離してください。
e 工具や電気を通す装身具 (指輪、ネックレス、時計

バンドなど) が、車両の電気部品と接触しないよう
に注意してください。

火災または爆発

燃料、エンジン オイル、トランスミッション オイルな
ど、自動車用油脂類の多くには非常に引火しやすい性質
があります。 燃料蒸発ガスは可燃性です。 鉛酸バッテ
リー充電時には、爆発性の高い混合ガスが発生する可能
性があります。
e エレクトリカル システムでの作業時は、常にマイ

ナス端子をバッテリーから切り離してください。
e 静電気の帯電を防ぐため、乾いた布でバッテリー

を拭かないでください。
e バッテリーを取り扱う前に、車両などに触れて静

電気を逃がしてください。
e バッテリーの近くで喫煙したり、裸火を近づけな

いでください。 ケーブル接触等による火花にも注
意してください。

e 屋外または十分に換気されている場所でのみ、車
両の作業を行ってください。

腐食性バッテリー液

鉛バッテリーには腐食性の高いバッテリー液が入ってお
り、付着すると皮膚や衣服を損傷する恐れがあります。
e 保護手袋と保護眼鏡を必ず着用してください。
e バッテリー液の漏出を防ぐため、バッテリーを傾

けないでください。
e 電解液が目や皮膚に触れた場合は、 多量の冷水で

数分間洗い流してください。

回路のショート、火災、またはオルタネーター、電気系
統、および構成部品を損傷する危険があります。
e バッテリーの脱着は、必ずポルシェ正規販売店で

実施してください。 ポルシェではポルシェ正規販
売店のご利用をお勧めいたします。十分なトレー

ニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技
術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整
備をお約束します。

e エレクトリカル システムでの作業時は、常にマイ
ナス端子をバッテリーから切り離してください。

12V バッテリーは、ラゲッジ・コンパートメント・フ
ロア下の個別のプラスチック・カバー下にあります。
E ハイブリッド車両： 12 V バッテリーは、車両右側の
ラゲッジ コンパートメント トリム パネル裏にあるラゲ
ッジ コンパートメント内にあります。
e ジャンパー ケーブルは絶対にバッテリーへ直接接

続しないでください。
g 220 ページの「ジャンパー ケーブルによるエンジン
の始動」の章を参照してください。
g 222 ページの「バッテリーを充電する」の章を参照
してください。

バッテリー上の安全シンボル
説明書をお読みください

保護眼鏡を着用してください

お子様を絶対に近づけたりしないでください

爆発の危険があります
バッテリー充電中には、爆発性の高い混合ガ
スが発生します。そのため、
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火気、スパーク、裸火、喫煙は禁止されていま
す
電気配線や電気機器を取り扱うときは、火花
を発生させたり、ショートさせたりしないで
ください。 中央排気口のあるバッテリーの場
合、ホース開口部では爆発性ガスの濃度が高
くなります。 ガス抜きホースによじれや詰ま
りがないようにしてください。

腐食性火傷の危険があります
バッテリー液には極めて強い腐食性がありま
す。 保護手袋と保護眼鏡を必ず着用してくだ
さい。 ガス抜き穴からバッテリー液が漏れる
恐れがあるため、バッテリーを傾けないでく
ださい。

応急処置
電解液が目にかかった場合、直ちにきれいな
水で数分間洗い流し、 直ちに医師の診察を受
けてください。 バッテリー液 (酸) が皮膚や衣
服にかかった場合、直ちに石鹸水で中和し、
多量の水で洗い流してください。 万一バッテ
リー液 (酸) を飲み込んでしまった場合は、直
ちに医者の診察を受けてください。

廃棄
古いバッテリーは、バッテリー回収場所に持
ち込んでください。

絶対に古いバッテリーを家庭ゴミと一緒に廃
棄しないでください。

バッテリーのお手入れ
インフォメーション

バッテリーの凍結を防ぐため、常に完全な充電状態を維
持してください。 バッテリーが充電不足のときは温度
が 0 °C であっても凍結することがあります。完全に充
電されている場合は –40 °C まで凍結しません。

希望する操作 操作方法

バッテリー上
がりを避ける

e 短距離走行時には、不要な電装
品のスイッチを OFF にしま
す。

e 車両から離れるときは、イグニ
ッションを OFF にしてくださ
い。

バッテリーの
お手入れ

e バッテリー表面は清潔で乾いた
状態に保ってください。

e バッテリー端子は必ず確実に接
続してください。

冬季走行の準
備をする

e 冬になる前に、ポルシェ正規販
売店でバッテリーの点検を受け
てください。

バッテリーを
充電する

e 凍結または損傷したバッテリー
は決して充電しないでくださ
い。

g 222 ページの「バッテリーを充電
する」の章を参照してください。

希望する操作 操作方法

車両を保管す
る

e 車両をガレージやワークショッ
プで長期間保管する場合は、ド
アとリッドを閉めておきます。

e イグニッションを OFF にして
ください。

g 31 ページの「警報システム」の章を参照してくださ
い。

インフォメーション

車両を使用していない間でも、バッテリーは常に放電し
ています。
e 正常に使用可能な状態を保つには、約 6 週間ごと

の充電または AGM（Absorbent Glass Mat（アブ
ソーバント ガラス マット））バッテリーに適した
トリクル充電器の使用が必要です。
ポルシェ テクイップメントの充電器およびトリク
ル充電器を使用することを推奨いたします。

e 取り外したバッテリーは、湿気がなく風通しの良
い冷暗所に保管し、凍結に注意してください。

バッテリーを充電する
凍結または損傷したバッテ
リーの充電

凍結または損傷したバッテリーを充電すると、爆発や酸
による火傷の危険があります。
e 凍結または損傷したバッテリーは決して充電しない

でください。
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図. 207: バッテリーを充電する

b 充電器メーカーの取扱説明書に従ってください。
b バッテリーの充電中は必ず十分に換気を行ってく

ださい。
1. ボンネットを開きます。
2. プラスチック カバーを取り外します。
3. ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動用プラ

ス端子 + のキャップを開きます。
4. 充電器の赤色のプラス ケーブルを、ジャンパー ケ

ーブルによるエンジンの始動用プラス端子 + に接
続してください。

5. 充電器の黒色のマイナス ケーブルをアース箇所 –
に接続します。

6. 充電器のスイッチを ON にしてください。
7. バッテリーの充電後、充電器のスイッチを OFF に

して切り離します。
8. ジャンパー ケーブルによるエンジンの始動用プラ

ス端子 + のキャップを閉じます。
9. プラスチック カバーを元の位置に取り付けます。
適切な充電器に関する情報は、
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

バッテリーの交換
バッテリー本体に表示された規格 / 仕様のみでは、その
バッテリーがポルシェの要求する基準を満たしているか
どうかを判断することができません。
e バッテリー交換は必ずポルシェ正規販売店で実施

してください。
e バッテリーの交換時は、車両が必要とする要件を

満たした AGM (Absorbent Glass Mat：浸透ガラス
マット) バッテリーを必ず使用してください。 ポル
シェ純正バッテリーのご使用をお勧めいたしま
す。

e 新しいバッテリーは取り付け後、コントロール ユ
ニットに登録する必要があります。 ポルシェ正規
販売店にご相談ください。 ポルシェ正規販売店の
ご利用をお勧めいたします。十分なトレーニング
を受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報
と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお
約束します。

e バッテリーの廃棄に関する法規を遵守してくださ
い。

電源遮断
一時的な電源遮断の後、特定の機器では再初期化が必要
です。

1. パワー ウィンドウの停止位置を保存します。
g 34 ページの「ウィンドウ」の章を参照してくだ
さい。

2. タイヤ空気圧モニタリング (TPM) にホイールおよ
びタイヤを登録します。
g 244 ページの「タイヤ空気圧およびタイヤ空気
圧モニタリング (TPM) システム」の章を参照して
ください。

けん引
車両のけん引

インフォメーション

e けん引およびけん引によるエンジンの始動を行う
ときは、法規等を遵守してください。

e 車両をけん引するときは十分注意してください。
発進する前に、けん引する車両とけん引される車
両の両方のドライバーが、けん引によるエンジン
の始動とけん引時の通常とは異なる運転特性をし
っかりと理解しておくことが大切です。

e けん引する前に、両方の車両のドライバー アシス
タンス システムを OFF にします。

e 電気系統の不具合が発生している場合、エレクト
リック パーキング ブレーキやステアリング コラム
ロックを解除するために外部電源の接続が必要な
ことがあります。

けん引または押しがけによるエンジンの始動

けん引または押しがけによる始動は車両とトランスミッ
ションに重大な損傷を与える危険があります。
e けん引または押しがけによる始動は行わないでくだ

さい。
e 車両をけん引しないでください。
e ロードサイド アシスタンスまたは故障復旧サービ

スに連絡してください。
e 復旧車両、車両輸送専用車またはトレーラーに前

輪と後輪の両方を載せて車両を輸送してくださ
い。

e ロープ等で車両を固定するときは、ホイール部の
みを固定してください。 テンション ストラップを
けん引フックにかけないでください。
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バッテリーに不具合があるとき、またはバッテリーが完
全に上がってしまったときは、バッテリーを交換する
か、ジャンパー ケーブルを使用してエンジンを始動さ
せてください。
g 220 ページの「12 V バッテリー」の章を参照してく
ださい。
g 220 ページの「ジャンパー ケーブルによるエンジン
の始動」の章を参照してください。

車両のけん引

図. 208: けん引許可

図. 209: けん引不可

g 225 ページの「鉄道、船舶および積載車での車両輸
送」の章を参照してください。

けん引ロープまたはけん引バーの使用による別
の車両のけん引

パワー アシスト機能が作動
しないことによる操舵力と
ブレーキ踏力の増加

けん引されている車両のエンジンが停止している場合、
パワー ステアリングを利用することはできません。 ス
テアリング操作およびブレーキ操作に大きな力が必要と
なります。
e 車両をけん引するときは十分注意してください。

e これらの仕様と取り扱い方法は、製品メーカーの
取扱説明書を参照してください。 製品メーカーが
指示する注意事項と取り扱い方法に従ってくださ
い。

e けん引ロープまたはけん引バーの許容荷重を遵守
してください。 けん引ロープまたはけん引バーの
許容荷重が、けん引される車両の重量よりも大き
いことを確認してください。 製品メーカーが指定
する定格荷重を超えてはなりません。

e けん引する車両より重い車両はけん引しないでく
ださい。

e ブレーキが故障した車両はけん引しないでくださ
い。

e けん引するときは、けん引フックを車両に取り付
けてから、けん引ロープまたはけん引バーをけん
引フックに取り付けてください。
g 224 ページの「けん引フックの使用」の章を参
照してください。

けん引ロープの使用
e けん引による走行中は、ロープがたるまないよう

に注意し、 ロープに急激な衝撃を与えないでくだ
さい。

けん引バーの使用
e けん引バーを斜め方向に取り付けないでください。

けん引フックの使用

図. 210: けん引フックをゆるめる

けん引フックの取り付け
けん引フックは工具セットに収納されています。
g 210 ページの「ラゲッジ コンパートメント」の章を
参照してください。
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1. プラスチック カバーの下端部をバンパー内に押し
込んで取り外すか、または適切なツール (例：スク
リュードライバー) で慎重にプラスチック カバーを
取り外してください。

2. プラスチック カバーをバンパーから引き出し、カ
バーに付いているひもで吊り下げられた状態にし
てください。

3. けん引フック A (図. 210) を反時計方向いっぱいに
ねじ込み (逆ねじ)、手で締め付けます。

けん引フックの取り外し
1. けん引フック A (図. 210) をゆるめます (時計回り

に回転、逆ねじ)。
2. 開口部の下端にプラスチック カバーを差し込んで

ください。
3. プラスチック カバーを折り曲げ、バンパーにはま

るまで上端を押します。
4. けん引フックを工具セットに収納してください。

鉄道、船舶および積載車での車両輸送
1. ロープ等で車両を固定するときは、ホイール部の

みを固定してください。 テンション ストラップを
けん引フックにかけないでください。

2. 室内モニタリング システムと傾斜センサーを解除
してください。
g 31 ページの「警報システム」の章を参照してく
ださい。

フラットベッドの使用
車両をフラットベッドに載せる
フラットベッドは、トランスミッション パーキング ロ
ックまたはエレクトリック パーキング ブレーキを解除
できる場合にのみ使用してください。 故障 (バッテリー
の放電など) が発生した場合は、車両をフラットベッド
に積み込まないでください。

図. 211: 車両をフラットベッドに載せる

1. セレクター レバーを N の位置にします。
2. イグニッションを OFF にしてください。

約 30 分間、車両のタイヤを回転させることができ
ます。その後、トランスミッション パーキング ロ
ックが自動的に作動します。

3. 傾斜路をフラットベッドの基部に配置して、積み
込み時の角度を小さくします。

4. ウインチ ケーブルを引き込み、車両のアンダーボ
ディをチェックして、障害物がないかどうかを確
認します。

車両をフラットベッドに固定する

図. 212: 車両をフラットベッドに固定する

1. 後輪の開口部からラッシング ストラップを慎重に
巻きつけます。 ラッシング ストラップの金属部分
がリムを損傷しないことを確認します。 ラッシン
グ ストラップがリム ビード上で平らに配置されて
いることを確認します。 ブレーキ キャリアを損傷
しないように注意してください。

2. フラットベッドの後部にストラップを固定しま
す。

3. ラッシング ストラップに張力がかかる程度だけ、
ウインチ ケーブルを引き込みます。

4. 前輪の開口部からラッシング ストラップを慎重に
巻きつけます。 ラッシング ストラップの金属部分
がリムを損傷しないことを確認します。 ラッシン
グ ストラップがリム ビード上で平らに配置されて
いることを確認します。 ブレーキ キャリアを損傷
しないように注意してください。

5. フラットベッドの前部にストラップを固定しま
す。
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危険

6. ウインチ ケーブルをゆるめますが、外さないでく
ださい。

ブレーキ フルード
ブレーキ フルード レベルの点検
g 23 ページの「フィラー キャップ」の章を参照してく
ださい。

図. 213: ブレーキ液タンク

e ブレーキ液タンクのブレーキ フルード レベルを読
み取ります。 フルード液量は常に MIN マークと
MAX マークの間に保つ必要があります。

e ブレーキ液量が MIN マークより下にある場合は、
ブレーキ液を補充してください：
ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

ブレーキ フルードの交換
ブレーキ フルードの飲み込
み

ブレーキ フルードは健康に有害であり、飲み込むと死
に至る可能性があります。
e カー ケア用品はお子様の手の届かない場所に保管

してください。
e ペットをブレーキ フルードに近づけないでくださ

い。 ペットは、こぼれたブレーキ フルードや開口
容器に保管されている古いブレーキ フルードに引
き付けられる可能性があります。

e ブレーキ フルードが皮膚や目に付着した場合は、
すぐに患部をきれいな水で数分間すすいでくださ
い。 直ちに医師の診察を受けてください。

e ブレーキ フルードの補充容器に関するすべての情
報に注意を払ってください。

ブレーキ フルードの定期的な点検および交換は、メン
テナンスの一部です。

e ご自身ではブレーキ フルードを交換しないでくだ
さい。
ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

g 15 ページの「お出かけの前に： 車両に関する重要な
情報」の章を参照してください。

警告メッセージへの対応
ブレーキ フルード レベルが低すぎる場合、インストル
メント クラスターに警告灯  と警告メッセージが表
示されます。 ペダルの可動域が大きくなり、警告灯が
点灯する場合、ブレーキ システムが故障している可能
性があります。
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警告

警告

情報

e 安全な場所に停車し、運転を続けないでくださ
い。

e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

クーラント
一般的な安全に関する指示

エンジン コンパートメント
ブロワーおよびエンジン付
近の他の可動部品

エンジン コンパートメント内で作業する場合、手、
指、衣服の一部、ネックレス、長い髪がエンジン コン
パートメント ブロワーやドライブ ベルトなどの可動部
品に引き込まれる恐れがあります。 エンジン コンパー
トメント ブロワーはエンジン カバーの下に取り付けら
れています。 エンジンを停止した後も、引き続きエン
ジン コンパートメント内の温度が監視されます。 この
間は、エンジン コンパートメント ブロワーが作動し続
けたり、作動し始めたりすることがあります。
e この付近で作業する場合は、エンジンを停止し

て、身体の一部、衣服の一部、または装飾品類が
ラジエーター ファン、エンジン コンパートメント
ブロワー、ドライブ ベルト、またはその他の可動
部品に引き込まれないよう十分に注意してくださ
い。

高温のエンジン部品やクー
ラント

エンジン作動中は、エンジンと周辺の部品、エキゾース
ト システム、クーラントなどが非常に熱くなっていま
す。
クーラント リザーバーには圧力がかかっています。 ク
ーラント タンクを不用意に開くと、熱いクーラントが
突然吹き出す恐れがあります。
e 加熱した車両部品、特にエンジンとエキゾースト

システムの近くでは、十分注意して作業を行って
ください。

e エンジン コンパートメント内の作業を行う前に、
エンジンを OFF にし、十分に冷やしてください。

e エンジン コンパートメント内で作業するときは十
分注意してください。

e クーラントの補充はエンジンを停止し、イグニッ
ションを OFF にしてから行ってください。

e エンジンが熱いときは、クーラント タンクのキャ
ップを開かないでください。 水温計の表示が 60
°C を下回るまで待ってください。

警告メッセージが表示された後も走行を続けると、エン
ジンを損傷する恐れがあります。
e エンジンを OFF にして冷却してください。
e クーラント レベルが適正でも警告が表示され続け

るときは、運転を続けないでください。
e ポルシェ正規販売店で故障を修理してください。

ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。
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g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

エンジン クーラントには年間を通じた腐食防止と、–
37 ºC までの凍結防止の働きがあります。
クーラント レベルを定期的に点検することは、メンテ
ナンスの一部です。
ポルシェが認定した不凍液のみを使用してください：
– Glysantin® G65®

クーラント レベルの点検と補充
E ハイブリッド車の特徴について
E ハイブリッド車には、アクセスできないクーラント
リザーバー タンクが付属する 2 番目の冷却回路が存在
します。 そのクーラント レベルを点検する必要はあり
ません。 故障はインストルメント クラスターに表示さ
れます。
この 2 番目の冷却回路で故障が発生した場合：
e 絶対にクーラントを追加しようとしないでくださ

い。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

クーラント レベルの点検と補充
g 23 ページの「フィラー キャップ」の章を参照してく
ださい。

図. 214: クーラント リザーバー

g 147 ページの「インストルメント パネル」の章を参
照してください。

b 車両が平坦な場所に駐車されている。
b エンジンが冷えていて、水温計が 60 ℃ 以下であ

る。
1. クーラント レベルを読み取ります。 クーラント レ

ベルは常に MIN マークと MAX マークの間に保つ
必要があります。

2. クーラント レベルが MIN マークより下にある場合
は、クーラントを補充してください。

3. 慎重にクーラント リザーバー タンクのキャップを
開き、内部の圧力を逃がしてください。

4. 圧力が完全に抜けてから、キャップを完全に取り
外してください。

5. クーラントを補充します。 不凍液と蒸留水を同量
混ぜ合わせた物のみを補充してください。 MAX マ
ークを超えないように補充してください。

6. リザーバー タンクのキャップがしっかりとロック
するまでねじ込んでください。

7. クーラントの減少が著しい場合、クーリング シス
テムに漏れがあるか、過剰に充填されていると考
えられます。 クーリング システムを点検し、直ち
にクーラント減少の原因を解消してください。 ポ
ルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正
規販売店のご利用をお勧めいたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。

インフォメーション

緊急で水のみを補充した場合は、速やかに不凍液の混合
比率を修正してください。 クーラントの減少が著しい
場合、クーリング システムに漏れがあると考えられま
す。
e 早急に原因を解消してください。 ポルシェ正規販

売店にご相談ください。 ポルシェではポルシェ正
規販売店のご利用をお勧めいたします。十分なト
レーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新
の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確か
な整備をお約束します。
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エンジン オイル
エンジン オイル レベルの点検
オイル レベル警告への対応
オイル レベルが低すぎる場合、インストルメント クラ
スターにシンボルが表示され、直ちにエンジンにオイル
を補充する必要があることを知らせます。

エンジン オイル レベルの測定と表示

オイル レベルが下限マークを下回っている場合、エン
ジン オイルが不足しており、適切な潤滑ができませ
ん。 これによりエンジンが損傷するおそれがありま
す。
e オイル レベルを定期的に点検してください。
e オイル レベルが下限マークを下回らないように注

意してください。

インフォメーション

特定の状況下では、オイル レベルが測定されないこと
があります。 以下の場合に発生します。
− エンジン冷間時。
− フルスロットル走行後のエンジン回転数が高い状

態で車両を停車させた場合。
− エンジン油温が高すぎる。

b 車両が平坦な場所に駐車されている。
b エンジンが作動温度に達した状態で、1 分間以上停

止している。

e  車両 e オイル レベル

図. 215: オイル レベル ゲージ

A オイル レベルは十分 - 上限に達している
B オイル レベル下限に達している
C オイル レベルが下限を下回っている
D オイル レベルが上限を超えている

表示が緑色 A (図. 215) の場合、オイル レベルは上限の
マークに達していて、十分であることを示します。
最下部のセグメントが黄色 B (図. 215) で表示されてい
る場合、オイル レベルが下限のマークまで低下してい
ることを示しています。
e 次の機会に、インストルメント クラスターに表示

されている量のエンジン オイルを補充します。 表
示された補充量以上のエンジン オイルを補充しな
いでください。

最下部のセグメントが赤色 C (図. 215) で表示されてい
る場合、オイル レベルが下限を下回っています。
1. 適切な場所に停車してください。
2. インストルメント クラスターに表示されている量

のエンジン オイルを直ちに補充します。 表示され
た補充量以上のエンジン オイルを補充しないでく
ださい。

最上部 D (図. 215) まで黄色で表示されている場合、エ
ンジン オイルが容量の上限を超えて補充されているこ
とを示しています。 これによって車両が損傷する恐れ
があります。
次の機会にオイル レベルを適正に戻してください。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。
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エンジン オイルの選択と追加
エンジン コンパートメント
ブロワーおよびエンジン付
近の他の可動部品

エンジン コンパートメント内で作業する場合、手、
指、衣服の一部、ネックレス、長い髪がエンジン コン
パートメント ブロワーやドライブ ベルトなどの可動部
品に引き込まれる恐れがあります。 エンジン コンパー
トメント ブロワーはエンジン カバーの下に取り付けら
れています。 エンジンを停止した後も、引き続きエン
ジン コンパートメント内の温度が監視されます。 この
間は、エンジン コンパートメント ブロワーが作動し続
けたり、作動し始めたりすることがあります。
e この付近で作業する場合は、エンジンを停止し

て、身体の一部、衣服の一部、または装飾品類が
ラジエーター ファン、エンジン コンパートメント
ブロワー、ドライブ ベルト、またはその他の可動
部品に引き込まれないよう十分に注意してくださ
い。

エンジン オイルの発火

エンジン オイルが過熱したエンジン部品に触れると発
火する恐れがあります。 エンジン オイルの残りが付着
したまま換気せずに廃棄または保管された布は、自然発
火して火災が発生する原因となる恐れがあります。
e 布で飛散したエンジン オイルを吸い取ってくださ

い。
e エンジン オイルが浸み込んだ布は、廃棄するまで

換気された場所で保管してください。
e エンジン オイルを補充する前にエンジンを冷まし

てください。

高温のエンジン部品

エンジン稼働中は、エンジン、周辺部品、およびエキゾ
ースト システムが高温になります。
e 加熱した車両部品、特にエンジンとエキゾースト

システムの近くでは、十分注意して作業を行って
ください。

e エンジン コンパートメント内の作業を行う前に、
エンジンを OFF にし、十分に冷やしてください。

e エンジン コンパートメント内で作業するときは十
分注意してください。

e エンジン オイルの補充は、エンジンを停止し、イ
グニッションを OFF にしてから行ってください。

エンジン オイルは少なすぎても多すぎても、エンジン
を損傷する恐れがあります。 エンジン オイルが多すぎ
るとブルースモークが発生し、長期的にはエミッション
コントロール システムを損傷する恐れがあります。
e オイル レベルが下限マークを下回らないように注

意してください。
e エンジン オイルを補充する際は、上限マークのと

ころまでにしてください。 オイルを補充しすぎた
場合は、次の機会にオイル量を適正に戻してくだ
さい。 ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポ
ルシェではポルシェ正規販売店のご利用をお勧め
いたします。十分なトレーニングを受けた経験豊
かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や専
用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

下記の点を必ず守ってください：
– ポルシェが認定したエンジン オイルのみを使用し

てください。 定期点検時期 (サービス インターバ
ル) を遵守してください。

– ポルシェが認定したオイルであれば、互いに混ぜ
合わせることができます。

– オイル添加物を使用しないでください。
– エンジン オイルの漏れが検出されたら、直ちにエ

ンジンを点検してください。
ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正規
販売店のご利用をお勧めいたします。十分なトレーニン
グを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専
用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束しま
す。
g 23 ページの「フィラー キャップ」の章を参照してく
ださい。

1. インストルメント クラスターでエンジン オイル レ
ベルを確認します。

2. オイル フィラー キャップをゆるめて取り外しま
す。

3. インストルメント クラスターに表示されている量
のエンジン オイルを補充します。 表示された補充
量を超えるエンジン オイルを補充しないでくださ
い。

4. オイル フィラー キャップを慎重に取り付けます。

エンジン オイルの選択
ポルシェでは、  を推奨します。
認定されたエンジン オイルの名称を示すラベルがエンジ
ン コンパートメントにある場合、このマニュアルに記載
された情報よりもラベルの情報を優先してください。
不確かな場合、および現在の認定オイルを確認するに
は、 ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。
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認定品 ポルシェ A40 ポルシェ C40 ポルシェ C30 ポルシェ C20

VW 502 00/505 00 VW 511 00 VW 504 00/507 00 VW 508 00/509 00

SAE 粘度等級 0W-40 または 5W-40/5W–
50

0W-40/5W-40 5W-30/0W-30 0W-20

エンジン 微粒子フィルター ポルシェ A40 ポルシェ C40 ポルシェ C30 ポルシェ C20

グループ I

2.9 L ツインターボ V6 エ
ンジン

可 – – X –

2.9 L ツインターボ V6 エ
ンジン

不可 – – X –

4.0 L ツインターボ V8 エ
ンジン

可 – X – –

4.0 L ツインターボ V8 エ
ンジン

不可 – X – –

エンジン 微粒子フィルター ポルシェ A40 ポルシェ C40 ポルシェ C30 ポルシェ C20

グループ II

2.9 L ツインターボ V6 エ
ンジン

可 – – X –

2.9 L ツインターボ V6 エ
ンジン

不可 X – – –

4.0 L ツインターボ V8 エ
ンジン

可 – X – X
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危険

危険 警告

エンジン 微粒子フィルター ポルシェ A40 ポルシェ C40 ポルシェ C30 ポルシェ C20

4.0 L ツインターボ V8 エ
ンジン

不可 – X – –

ポルシェ正規販売店から適切なエンジン オイルに関す
る情報を入手してください。 エンジン オイルを補充す
る必要がある場合は、指定されているエンジン オイル
を使用してください。

充電
高電圧バッテリーの充電
最大電動走行回数の場合：
e 車両を夜間駐車するときなどは、高電圧バッテリ

ーを充電してください。
不適切な充電

間違った充電プロセス、一般的に当てはまる安全上の注
意事項の非遵守、高電圧バッテリーの不適切な取り扱い
は、感電、ショート、爆発、火災、火傷の原因となりま
す。
e 車両を始動する前に、充電ケーブルを外し、カバ

ーおよび充電ポート リッドを閉じ、充電ケーブル
を安全に収納してください。

e 高電圧バッテリーの充電時は、必ず規定の順序を
遵守してください。 充電中は、電気ソケットから
充電ケーブルを外さないでください。 充電プロセ
スが終了した後に電気ソケットから充電ケーブル
を外してください。

e ポルシェ充電装置の取扱説明書の安全に関する指
示を遵守してください。

e 充電プロセス中は車内または車両の作業を実施し
ないでください。

不適合または損傷した電気
ソケットおよび充電ケーブ
ル

不適合または損傷した電気ソケットと充電ケーブルの使
用、および高電圧バッテリーの不適切な取り扱いは、感
電、ショート、爆発、火災、火傷の原因となります。
e プラグイン ハイブリッド車の高電圧バッテリーの

充電には、メーカーがテストし承認した充電ケー
ブルのみを使用してください。

e 充電ケーブルは、必ず適切に取り付けられた電気
ソケットに接続してください。

e 損傷した、または汚れた電気ソケットに、充電ケ
ーブルを接続しないでください。

e 損傷した充電ケーブルを使用しないでください。
e 延長ケーブル、ケーブル リール、電源タップ、ま

たはトラベル アダプターを使用しないでくださ
い。

e いずれの電子部品に対しても、改造や修理を行わ
ないでください。

e 電気ソケットおよびプラグ コネクターを水、湿
気、その他の液体から保護してください。

e 充電ソケットの汚れ、氷、雪を、鋭いものまたは
先が尖ったもので取り除かないでください。

固定されていない充電ケー
ブル

固定されていない、または固定位置が正しくない充電ケ
ーブルは、ブレーキやステアリングを操作したとき、ま
たは事故の際に滑り出して乗員が怪我をする恐れがあり
ます。
e いかなる場合も車内で固定されていない状態で充

電ケーブルを輸送することはせず、常にラゲッジ
コンパートメント内の充電ケーブル バッグ内に収
納してください。

e 充電ケーブルは常にラゲッジ コンパートメントに
入れて輸送してください。車室 (座席の上または前
など) には絶対に置かないでください。
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警告

情報

注意エンジン コンパートメント
ブロワーおよびエンジン付
近の他の可動部品

エンジン コンパートメント内で作業する場合、手、
指、衣服の一部、ネックレス、長い髪がエンジン コン
パートメント ブロワーやドライブ ベルトなどの可動部
品に巻き込まれる恐れがあります。 エンジン コンパー
トメント ブロワーはエンジン コンパートメント リッド
の下に取り付けられています。 充電プロセスの間、高
電圧バッテリーとオンボード充電器を冷却するために、
エンジン コンパートメント ブロワーが作動する場合が
あります。
e この付近での作業は、エンジンが OFF になってい

て、充電が機能していないときに限ってくださ
い。作業中、身体の一部、衣服の一部、または装
飾品がラジエーター ファン、エンジン コンパート
メント ブロワー、ドライブ ベルト、その他の可動
部品に巻き込まれないよう十分に注意してくださ
い。

電源の過電圧により、充電装置および車両が損傷する恐
れがあります。
e 雷雨のときは、車両充電ポートを使用して高電圧

バッテリーを充電しないでください。
e 雷雨発生時には、可能なら充電装置を主電源装置

から切り離します。

高電圧バッテリーの充電と整備に関する指示
高電圧バッテリーは、物理的および化学的な劣化と消耗
のプロセスの影響を受けます。 これにより、使用パタ
ーンや環境条件に応じて、ライフ サイクル全体にわた
って高電圧バッテリーの容量が減少します。そうすると
特に、バッテリーが古くなるにつれて最大走行可能距離
が減少し、充電時間が長くなります。

バッテリーの劣化と消耗を抑えるために、以下の対策を
講じることができます。
– プラグイン ハイブリッド車の高電圧バッテリーの

充電には、テストされ承認済みの充電ケーブルの
みを使用してください (IEC 62196-2、SAE
J1772 または GB/T 20234-2 に準拠して規格化
された車両プラグおよび IEC 61851-1、SAE
J1772 または GB/T 18487 (モード 2 および 3)
に準拠した充電プロセス)。かつ、国家規格および
法規に適合した車両充電ケーブルのみを使用して
ください。

– ポルシェでは、ポルシェ ユニバーサル チャージャ
ー (AC) を充電ドックまたはベーシック ウォール
マウントと共に使用することを推奨しています。
ポルシェ充電装置および使用する充電ケーブルの
取扱説明書を参照してください。

– 保護なし充電ケーブル (IEC 61851-1、
SAE J1772 または GB/T 18487 (モード 1) に準
拠して標準化された) には対応していません。

– 充電プロセス中の車両の温度は、約 –20 °C から
+40 °C の間でなければなりません。

– ポルシェは、電気駆動力と従来型駆動力を可能な
限りバランスの取れた比率で使用することを推奨
します。 電気駆動力を常時かつ単独で使用する
と、高電圧バッテリーの消耗の増加につながる場
合があります。

– 可能であれば、フル電気モードでの急激な加速の
繰り返しやブースティングにより、高電圧バッテ
リーを急速に放電することは避けてください。

– ポルシェでは、車両の日常使用において高電圧バ
ッテリーの充電を約 80% にすることを推奨してい
ます。 長い走行距離を要する旅行の前であれば、
ポルシェでは高電圧バッテリーの充電状態を
100％ にすることを推奨しています。

植込み型ペースメーカーお
よび植込み型除細動器

植込み型ペースメーカーまたは植込み型除細動器 (ICD)
をご使用になっている方の場合、充電中に充電器自体か
ら放出される電磁波が一時的にペースメーカーまたは
ICD の機能を損なう恐れがあります。 したがって、以
下の注意事項に従ってください。
− - 充電器に近づかないでください。
− - 充電器を使用する場合は、他の人に操作を依頼し

てください。
− 他の種類の電気医療機器を使用している場合は、

機器製造元に障害のリスクがあるかどうか確認し
てください。

充電プロセスの開始と終了
車両プラグを車両充電ポートに挿入し、充電プ
ロセスを開始する

図. 216: 充電ポートのドアを開く
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b トランスミッション パーキング・ロック P が操作
している。

b イグニッションが OFF になっている/コントロール
ユニットがイグニッション位置  2 に ない 。

b 車両がロック解除されている。
b 主電源に充電ケーブルが接続されています。
1. ポルシェ充電装置および使用する充電ケーブルの

取扱説明書を参照してください。
2. 充電ポートのドアの後部を押してドアを開けてく

ださい。(図. 216)
3. 車両プラグ A(図. 217)を充電ポートの奥まで差し

込みます。
🡆 車両プラグがロックされ、充電プロセスが開

始されます。
インジケーター ライト B(図. 217)とボタン
C(図. 217)のインジケーター ライトは、高電
圧バッテリーの充電状態と車両プラグのロッ
ク状態を示します。

g 234 ページの「車両充電ポートの充電ステータス表
示およびロック ステータス表示」の章を参照してくだ
さい。

図. 217: 挿入された車両プラグ

インフォメーション

− 車両をロックする際に車両プラグが差し込まれて
いる場合、車両プラグは引き続きロックされま
す。

− イグニッションは、充電プロセスの開始後にオン
にできます。

− 充電プロセス中にコントロール ユニットをイグニ
ッション ロック位置 2 に回すと、充電プロセスが
中断されます。車両プラグを取り外さなければ、
約 20 秒後に充電プロセスが再開されます。

− 充電タイマー機能を操作させると、充電タイマー
が充電プロセスの開始を制御する状態となり、車
両プラグを差し込んでロックしてもすぐに充電プ
ロセスが開始されないようにすることができま
す。

− 充電操作中は無線受信が制限される場合がありま
す。

充電プロセスの終了および車両充電ポートから
の車両プラグの取り外し
1. 車両をロック解除します。
2. 車両充電ポートのボタン C(図. 217)を押してくだ

さい。
🡆 車両プラグのロックが解除されます。充電プ

ロセスが開始していた場合でも、終了しま
す。

3. 約 20  秒以内に、車両充電ポートから車両プラグ
を引き抜いてください。

4. 充電ケーブルを主電源から切り離し、安全に収納
します。

5. 充電ポートのドアを閉じてください。

インフォメーション

− 高電圧バッテリー充電のための規定順序を遵守し
てください。

− 充電プロセスが終了した後にソケットから充電ケ
ーブルを切り離してください。

− 高電圧バッテリーの充電に関する安全指示を守っ
てください。

車両充電ポートの充電ステータス表示お
よびロック ステータス表示
インジケーター ライト B は高電圧バッテリーの充電状
態を示し、ボタン C のインジケーター ライトは車両プ
ラグのロック ステータスを示します。
g 233 ページの「充電プロセスの開始と終了」の章を
参照してください。
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B C 意味

消灯 消灯 車両プラグが差し込まれて
いないか、主電源と接続さ
れていない。
または
車両プラグ挿入中： 車両は
アイドル状態。 現在のロッ
ク ステータスと充電ステー
タスを検出するには： キー
の  ボタンまたは  ボタン
を押してください。

消灯 点滅 車両プラグは挿入されてい
るが、ロックされていない
(車両プラグの電圧が正しく
ない場合など)。

 点灯 点灯 車両プラグが挿入されてお
り、ロックされている。 主
電源への接続が確立されて
います (タイマー充電な
ど)。

 点滅 点灯 車両プラグが挿入されてお
り、ロックされている。 高
電圧バッテリーが充電され
ます。 点灯時間は高電圧バ
ッテリーの現在の充電状態
に応じます。

 点灯 点灯 車両プラグが挿入されてお
り、ロックされている。 充
電プロセスが完了しまし
た。

B C 意味

 点灯 点灯 高電圧バッテリー充電中に
エラーが発生した。

充電プロセスが開始されていない場合：
e 車両プラグが正しく差し込まれているか確認しま

す。
e ポルシェの充電機器および使用する車両充電ケー

ブルの取扱説明書を参照してください。
e 車両プラグを抜き、再度差し込みます。

充電タイマー機能の使用
出発タイマー機能が作動しているとき、プログラミング
された出発時刻に高電圧バッテリーは完全に充電されま
す。事前にエアコンを作動させて、車内を適切な温度に
調節しておく事ができます。
高電圧バッテリーの現在の充電状態が車両のマルチファ
ンクション ディスプレイとインストルメント クラスタ
ーのバッテリー充電状態表示に表示されます。
充電タイマーが作動中でも、このモードの場合、高圧バ
ッテリーは常に約 10 % の状態に充電されます。

出発タイマーの作動および停止
出発タイマーのプログラミングと作動は PCM によって
行われます。
各出発タイマーは 1 回開始（シングル タイマー）する
ように設定することも、定期的に開始（反復タイマー）
するように設定することもできます。さらに、追加プレ
クール / ヒート オプションを選択すると、車室を出発
時刻までに適切な温度に調節しておくことができます
（プレクーリング / ヒーティング）。

インフォメーション

一部の公共充電ステーションでは、出発タイマーをプロ
グラミングしても充電プロセスを開始できません。

一部の公共充電ステーションでは、出発タイマーをプロ
グラミングしても充電プロセスを開始できません。
b 出発時刻が未来。
b 車両プラグが挿入されている。
b プレクール/ヒート タイマー: 燃料タンクの残量が

少なくない。

1.   e  充電  タイマー
2.  新しいタイマーを追加を選択します。

– または –
タイマーを編集します 。

3.  日付/出発時間をプログラミングします。選択し
たタイマーを定期的に使用する場合は、リピート
を有効にし、平日を選択します。

4.  目標充電をプログラミングします。
5.  充電を有効にします。
6. 必要であればエアコンを有効にします。
7.  タイマーを有効にします。

71 ページの「リモートエアコンのタイマーおよ
びプレクーリング/ヒーティングの使用」の章を
参照してください。

インフォメーション

車内プレクーリング / ヒーティングは、イグニッション
を OFF のままにして使用すると、最も効率的に動作し
ます。充電タイマーの場合、プレクール / ヒートは車両
プラグが挿入されている場合のみ作動します。



236

モビリティおよび軽修理

出発タイマーの停止

1.   e  充電  e タイマー
2.  タイマーを無効にします。

充電タイマーで充電の開始

図. 218: 充電タイマー機能

b 出発タイマーが PCM にプログラミングされ、作動
している。

b 主電源への接続が確立されている。
b 車両プラグが挿入されており、ロックされていま

す。
b プレクール/ヒート タイマー: 燃料タンクの残量が

少なくない。
ボタン A (図. 218) のインジケーター ライトが点灯しま
す。

充電タイマー機能は充電プロセスがいつ開始されるかを
制御します。高電圧バッテリーはプログラムされた出発
時刻の前に充電されます。
プレクール / ヒート タイマーがプログラムされている
と、高電圧バッテリーは完全に充電されていない場合が
あります。
出発タイマーがプログラミングされていない場合、ボタ
ンを押すと A (図. 218) ボタンのインジケータ ライトが
3 回点滅して、消灯します。

充電タイマーで充電の終了
b 車両プラグが挿入されている。
b 充電タイマー機能が作動している。
e A (図. 218) ボタンを押してください。

🡆 ボタン A (図. 218) のインジケーター ライト
が消えます。
高電圧バッテリーの充電が直ちに開始されま
す。高電圧バッテリーが充電されるまでの残
り時間がインストルメント クラスターに表示
されます。

充電時間
充電時間は、以下の要因に応じて変化します。
– 使用する電気ソケット (家庭用電気コンセントまた

は工業用電気コンセント)。
– 国別の電源電圧および電流。
– コントロール パネルでの充電電流制限の設定。
– 主電源電圧の変動。
– 車両や充電装置周辺の外気温。
– 高電圧バッテリーおよび操作ユニットの温度。
– 車内プレエアコンの作動。
– 車両プラグの通電容量。

物理的な充電ロスにより、主電源からのエネルギー量は
高電圧バッテリーの充電中に蓄えられるエネルギー量を
上回ります。

充電ポート リッドおよび車両プラグの緊
急解除
充電ポート リッドの緊急解除の実行
電動ロック解除機構が故障したときは、充電ポート リ
ッドを手で開くことができます。

図. 219: 充電ポート リッドの緊急解除の実行
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ラゲッジ コンパートメント トリム パネルを損傷す
る恐れがあります。
e 緊急解除ストラップを引くときは、ラゲッジ

コンパートメント トリム パネルもしっかり保
持します。

左ラゲッジ コンパートメント トリムの白い緊急解
除ストラップを矢印の方向に慎重に引きます。
🡆 充電ポート リッドのロックが機械的に解除さ

れます。
2. 充電ポート リッドの後部を押してドアを開けてく

ださい。
充電ポート リッドのロック解除機構を確認するには：
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

車両プラグ緊急解除の実行
(故障などにより) 車両プラグが解除できない場合、緊急
解除の実施が必要です。

1. コントロール ユニットをイグニッション ロック位
置 2 に回してください。
🡆 車両プラグが自動的に解除され、充電が約 20

秒間中断されます。
2. 約 20 秒以内に、車両充電ポートから車両プラグを

引き抜いてください。
この時間が経過した後は、車両プラグが再度ロッ
クされ、充電プロセスが再開されます。

緊急電話システム
故障時電話
故障または事故が発生した場合、故障時電話によって援
助を求めることができます (国別仕様および装備によ
る)。

インフォメーション

ポルシェ コネクトに関する詳細な情報 (ヘルプ ビデ
オ、ポルシェ コネクト取扱説明書およびヘルプ) は、
www.porsche.com/connect で入手できます。

b 携帯電話ネットワークを利用可能。
b 故障時電話システムの作動準備が整っていること

(車両を ON にしてから約 20 秒後)。
b プライベート モードが無効になっていること。

g 195 ページの「 ポルシェ コネクト」の章を参照
してください。

インフォメーション

故障時電話システムには独立した携帯電話モジュールが
備わっているため、車内に電話が登録されている必要は
ありません。

ポルシェが制御できる範囲を超える技術的または組織的
な制限 (ローミングまたは有効なデータ接続がないなど)
により、ポルシェ アシスタンスに故障時電話を確立す
ることができない場合があります。

データ通信
故障時電話が発生した場合、必要な措置を決定するため
のデータ (利用可能な場合) をポルシェ アシスタンスに
送信することができます。これには以下が含まれる場合
があります。
– 現在の車両位置
– 車両識別番号

– 車両タイプ
– 故障個所を特定するための故障コードとその他の

データ

故障発信の作動

1.   e  電話  e キーパッドをタップします。
2. スイッチ  を押します。

故障時電話を終了するには  を選択しま
す。

3. 状況が許す場合は、ポルシェ アシスタンスへの
接続が確立されるまで、車内でお待ちください。

故障時電話はアプリから作動させることもできます (国
別仕様によって異なる)。
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車両のお手入れ
一般的なお手入れの諸注意

ブレーキ ディスクの水膜

大雨の中で水たまりを走行する場合や洗車場を出た後
は、ブレーキの反応が遅れたり、ペダルを踏み込むとき
に普通以上に力が必要になったりすることがあります。
e 洗車後にはブレーキを点検してください。
e 後方の安全を確認した上で定期的にブレーキをか

け、ブレーキを乾かしてください。 このとき、後
方の交通状況に注意してください。

ポルシェ正規販売店で定期的に点検することは、車両の
価値の維持につながります。また、このような点検が車
両の保証を受けるための前提条件になっている場合があ
ります。
ポルシェでは、ポルシェ テクイップメント製のカー ケ
ア用品の使用を推奨しています。
e カー ケア用品のパッケージに記載されている使用

上の注意事項を遵守してください。
e カー ケア用品はお子様の手の届かない場所に保管

してください。
e カー ケア用品を廃棄する際には、廃棄物に関する

法律や地域のルールに従ってください。
車両の状態をしっかりと点検し、保証期間を最大限有効
にするためには、 ポルシェ正規販売店にお問い合わせ
ください。 ポルシェ正規販売店が状態レポートを作成
し、車両の整備状況を認定いたします。

高圧洗浄機およびスチーム クリーナーを使用すると、
以下の構成部品に損傷を与える恐れがあります。

− タイヤ
− ロゴ、エンブレム、塗装用のデコラティブ フィル

ムおよび保護フィルム
− 塗装面
− オルタネーター
− エンジン コンパートメント内の電装部品およびプ

ラグ接続
− パークアシスト センサー
− アダプティブ クルーズ コントロール (ACC) や他の

アシスタンス システムで使用される (レーダー) セ
ンサー

− リバース カメラ
− ワイパー ブレード

e 機器メーカーの取扱説明書に従ってください。
e デコラティブ フィルムを洗浄するときは、高圧洗

浄機またはスチーム クリーナーを使用しないでく
ださい。

e 高圧洗浄機を使用する場合、ノズルから 50 cm 以
上離してください。

e 高圧洗浄機またはスチーム クリーナーを丸型ジェ
ット ノズルと組み合わせて使用することはしない
でください。 高圧洗浄機またはスチーム クリーナ
ーと丸型ジェット ノズルを組み合わせて使用する
と、車両に傷が付きます。 特にタイヤは損傷しや
すいため、丸型ジェット ノズルで洗浄しないでく
ださい。

e 高圧洗浄機を使用するときは、これらの構成部品
にジェット ノズルを直接向けないでください。

e エンジン コンパートメント内の作業を行う前に、
エンジンを OFF にし、十分に冷やしてください。

e 高圧洗浄機のジェットは絶対に開口部 (スパークプ
ラグ シャフト、エア クリーナー ハウジング、エア
フィルターなど) に向けないでください。 洗浄前に
開口部を覆ってください。

高電圧バッテリーのお手入れ
お手入れの諸注意
高電圧バッテリーの物理的性質のため、ライフ サイク
ル中にバッテリー容量が減少し、その結果、使用可能な
最大電動走行距離も短くなります。
次の対策は、ライフサイクル中に減少するバッテリー容
量の程度にプラスの影響を与える可能性があります。
e 充電タイマー機能を使用して高電圧バッテリーを

充電します。
e 可能であれば、車両を高温にさらさないでくださ

い。例：直射日光の当たる場所に駐車する場合

車両を長期間使用しない場合の注意事項
休止期間が一か月以上の場合：
e 放電した高電圧バッテリーのままで車両を放置せ

ず、充電/トリクル充電用の主電源に常時接続して
おいてください。

車両を主電源に常時接続することができない場合：
e 車両を駐車する前に、高電圧バッテリーを完全に

(充電状態 100 %) 充電してください。
e 充電状態を 3 か月ごとに点検し、必要に応じて充

電してください。
e タイマー制御式パーキング プレエアコンの無効化
e 事前冷却/加熱タイマーを無効にします。
e アプリの使用は避けてください。アプリと車両の

接続が確立されると高電圧システムが作動するた
め、高電圧バッテリーおよび 12 V バッテリーが放
電します。
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車両の洗浄
車両の外観を美しく保つには、日頃のお手入れが大切で
す。こまめに洗車し、ワックスで保護してください。
解氷剤 (塩分)、砂塵、ばい煙、昆虫の死骸、鳥の糞、樹
液や花粉などは、車両に付着してからの時間が長くなる
ほど塗装に悪影響を与えます。
車両の塗装面に損傷を与えることなく洗車するために、
次の点に注意してください。
e 車両の下周りは、少なくとも道路の砂まきのシー

ズンの終わりには、しっかりと洗い流す必要があ
ります。

e すす、グリース、油、重金属が車両に影響を与え
るのを防ぐために指定された洗浄エリアのみを洗
車するようにしてください。

e 直射日光のもとで、または車体が熱くなっている
ときには洗車しないでください。

e 手洗いを行うときは、柔らかいスポンジ、洗車用
ブラシ、カー シャンプーを使用して多量の水で洗
ってください。

e 洗車を始める際には、塗装面にしっかりと水をか
けて、泥を洗い落としてください。

e 洗剤を使った後は、水で十分にすすぎ、セームで
拭き取ってください。 ウィンドウには、ボディを
洗ったときと同じセームを使用しないでくださ
い。

自動洗車機

自動洗車機を使用すると、取り付けたオプション部品や
ボディ表面から突出しているパーツが損傷する恐れがあ
ります。

e 自動洗車機を使用する前に、洗車スタッフに確認
してください。

e 自動洗車機を使用する前に、すべてのスポイラー
を格納してください。

危険 遵守すべき事項

洗車機で洗車中、フロン
ト ウィンドウ ワイパー
の不意の作動による損傷
の可能性があります。

e フロント ウィンド
ウ ワイパーのスイ
ッチを OFF にして
ください。

外装部品への損傷 e ドア ミラーを格納
してください。

e ルーフ トランスポ
ート システムを完
全に取り外してくだ
さい。

ホイールへの損傷 e 洗車機のガイド レ
ールの寸法をよく確
認してください。
タイヤのリム径が大
きく高さが低くなる
に従い、損傷のリス
クも大きくなりま
す。

ハイグロスまたはシルク
グロス ホイールへの傷

e 洗車機のホイール用
洗浄ブラシを使用し
ないでください。

塗装面のお手入れ

塗装された表面に付着したほこり粒子は、お手入れ方法
を誤ると塗装を損傷する可能性があります。
e 乾いた布でほこりを拭き取らないでください。

適切にお手入れを行わないと、構成部品のつや消し効果
が失われる場合があります。
e つや消し仕上げの部品にワックスや光沢剤を使用し

ないでください。

塗装面の保護
塗装面は風化によって時間とともにつやがなくなります
ので、洗車後に定期的に塗装保護剤で保護する必要があ
ります。 そうすることにより、塗装の輝きと弾性を維
持することができ、汚れが塗装面に付着したり、粉塵が
塗装面に侵入したりすることを防ぎます。
塗装面のつや出し (研磨)
ペイント ポリッシュを使用するのは、保護剤では元の
輝きが出せなくなった場合のみにしてください。
汚れ、染みの除去
タールの跳ねかかり、オイル跡、虫などは、そのまま放
っておくと時間とともに塗装が変色しますので、インセ
クト リムーバーを使用してできるだけ早めにそれらを
取り除いて、その後その部分を慎重に洗ってください。
小さな傷の補修
亀裂、引っかき傷、飛び石による塗装面の小さな傷は、
ボディの腐食が進行する前に修理してください。 ポル
シェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ正規販売
店のご利用をお勧めいたします。十分なトレーニングを
受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工
具や専用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。
ボディが腐食したときは、まず錆を完全に除去してくだ
さい。 錆を取り除いたら、その箇所にプライマー (防錆
剤) を塗布してから、上塗り塗装を施してください。
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アンダー コーティングの補修
エキゾースト システム付近
の可燃物

エキゾースト システム エリア内に防錆剤またはアンダ
ー コーティングを追加で塗布すると、運転時に過熱し
て発火する可能性があります。
e エキゾースト マニホールド、エキゾースト パイ

プ、触媒コンバーター、またはヒート シールドの
近くに、追加のアンダーコーティングや防錆を施
さないでください。

車両のアンダーボディは化学的、機械的影響から永続的
な方法で保護されています。 しかし、走行中に保護コ
ーティングが損傷することは避けられません。
e ポルシェ正規販売店で定期的に点検を受け、必要

に応じて保護コーティングの復元を依頼するよう
お勧めします。

デコラティブ フィルムの清掃

洗浄時にデコラティブ フィルムが剥れて損傷する恐れ
があります。
e ポリッシュやホット ワックスを使用しないでくだ

さい。
e 高圧洗浄機またはスチーム クリーナーを使用しな

いでください。
e 柔らかいスポンジ、中性洗剤、および多めの水を

使用してください。

ヘッドライト、ライト、プラスチック製
部品と表面、センサーとカメラの清掃

洗剤がコントローラーまたはスイッチに侵入し、損傷さ
せる恐れがあります。 不適切な洗浄剤を使用するとプ
ラスチック面に損傷を与える場合があります。
e 車内のプラスチック製部品に直接水や室内用ウィ

ンドウ クリーナーをスプレーしないでください。
e ヘッドライト、ライト類、プラスチック部品とそ

の表面、アダプティブ クルーズ コントロールのレ
ーダー センサー、車両カメラの清掃には、汚れの
ない水と小量の食器用洗剤または室内用ウィンド
ウ クリーナーのみを使用してください。 このと
き、柔らかいスポンジまたは柔らかい不織布を使
用してください。

e ヘッドライトは磨かないでください。
e タッチセンシティブ ボタンを有するセンター コン

ソールの清掃には、マイクロファイバー クロスの
みを使用してください。

e 他の化学成分が入ったクリーナーや溶剤を使用し
ないでください。

ウィンドウの清掃
フロント両側のウィンドウには、汚れを抑制する (疎水
性の) 撥水剤がコーティングされています。 このコーテ
ィングは経年変化で徐々に劣化します。また新たにコー
ティングすることもできます。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

適切に車両を清掃するために、次の点を遵守してくださ
い：
e すべてのウィンドウの内側と外側を、ウィンドウ

洗浄剤を使用して定期的に清掃してください。
e 塗装面に使用したのと同じセーム皮を使用してウ

ィンドウを拭き取らないでください。 保護剤の残
留物で視界が低下する可能性があります。

e 虫の死骸はインセクト リムーバーで取り除きま
す。

ワイパー ブレードのお手入れ

適切に洗浄されない場合、ワイパー ブレードのグラフ
ァイト コーティングが損傷することがあります。
e 高圧洗浄機のノズルまたはスチーム クリーナーを

ワイパー ブレードに向けないでください。
e 布やスポンジでワイパー ブレードを洗浄しないで

ください。
e ワイパー ブレードの洗浄は清潔な水でのみ行って

ください。

フロント ワイパー ブレードを万全の状態に保つことは
良好な視界のために不可欠です。
e ウィンドウ クリーナーを使用してフロント ウィン

ドウを定期的に清掃してください。特に洗車機を
使用した後は清掃してください。

e 汚れがひどい場合 (虫の付着など)、スポンジまた
は布を使用してフロント ウィンドウを清掃しま
す。
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ホイールのお手入れ
クリーナーなどの溶剤によ
るブレーキ ディスク上の膜
の発生

洗浄剤 (ホイール洗浄剤など) がブレーキ ディスクにか
かると、ブレーキ ディスクに膜が形成されてブレーキ
性能が低下する恐れがあります。
e ブレーキ ディスクにホイール クリーナーなどの溶

剤が付着しないようにしてください。
e 洗浄剤がブレーキ ディスクにかかった場合は、強

力なウォーター ジェットでブレーキ ディスクをし
っかりと清掃してください

e 周囲の交通状況に注意してブレーキを作動させ、
ブレーキ ディスクを乾かしてください。

合金製ホイールの表面に付着した金属の微粒子 (ブレー
キ ダストに含まれる黄銅や銅など) は、長期間放置しな
いでください。 金属同士の接触による腐食が発生し、
小さな穴 (ピッチング) が生じます。
他の金属および機械ツールや製品に一般的に使用される
酸化物除去効果のある洗浄剤や不適切な pH 値の洗浄剤
は、表面を損傷するため、使用には適しません。
e 軽合金製ホイールには中性洗剤のみを使用してく

ださい (pH 値：4～10)。 pH 値の不正な製品を使
用すると、ホイールの表面を損傷する場合があり
ます。

e 可能であれば、2 週間ごとにスポンジまたは洗車ブ
ラシを使用してホイールを洗浄してください。 冬
季に凍結防止剤、すべり止め剤がまかれる地域
や、ばい煙が多い地域では、毎週洗浄するように
してください。

ドア、ボンネット、リッド、ウィンドウ
シールの清掃

インナー ドア シールをコーティングしている潤滑剤
は、不適切な清掃やカー ケア製品の使用によりダメー
ジを受けることがあります。
e カー ケミカル洗浄剤や溶剤を使用しないでくださ

い。
e カー ケア用品は使用しないでください。

適切に車両を清掃するために、次の点を遵守してくださ
い：
e 定期的に、すべてのシールの汚れ (摩耗、ほこり、

凍結防止剤、すべり止め剤など) を暖かい石鹸水を
使用して洗浄してください。

e 凍結の恐れがある場合は、適切な手入れ用品を使
用して、アウター ドア シールおよびリッドとフラ
ップのシールを凍結から保護してください。

車内の清掃とお手入れ
革のお手入れ

不適切なクリーナーやケア製品を使用したり、不適切な
処理を行ったりすると革製品が傷む場合があります。
e 腐食性のある洗浄剤または固い清掃具を使用しな

いでください。
e 表面に小さな穴を開けたメッシュ加工の本革は、

裏側まで湿らせないよう注意してください。
e 水滴は革製品から直ちに取り除いてください。

適切な車両の清掃と整備のために、次の点を遵守してく
ださい：
e 湿らせた柔らかくて白い毛織布、または市販のマ

イクロファイバー クロスを使用して、すべての種
類の革製品を定期的に清掃し、細かなほこりを取
り除いてください。

e 頑固な汚れ (水性のしみではない) は、革用洗浄剤
で取り除きます。 容器に記載されている取扱説明
をお読みください。

e ポルシェでは、ポルシェ テクイップメント製のカ
ー ケア用品の使用を推奨しています。

e 清掃した革製品は、皮革ケア製品でのみ取り扱う
ようにしてください。

シート ベンチレーター付きシートの清掃
雨水や湿気により、表面に小さな穴を開けたメッシュ加
工の本革シートに染みが付く可能性があります。

水じみおよび湿気によるしみを取り除く
b シート ヒーターおよびシート ベンチレーターが

OFF になっている。
b 直射日光が当たっていない。
1. 清潔な吸水性スポンジと蒸留水を使用して、シー

ト クッションまたはバックレストの表面全体を拭
き取ってください。 表面に小さな穴を開けたメッ
シュ加工の本革は、裏側まで湿らせないよう注意
してください。

2. シート カバーは直射日光を避けて室温で完全に乾
かしてください。 シート カバーを乾かす際、シー
ト ヒーターやシート ベンチレーションを ON にし
ないでください。

3. 乾いた後、シート カバーを乾いた柔らかい布で拭
いてください。
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カーペットおよびフロア マットの清掃
ペダル操作の妨げ

不適切なフロア マットや正しく固定されていないフロ
ア マットは、ペダルの可動域を制限したり、ペダル操
作を妨げたりする可能性があります。 アクセル ペダル
が不意に踏み込まれたり、ブレーキ ペダル操作の妨げ
となったりする場合があります。 これにより、予期し
ない加速が起きたり、ブレーキ操作が難しくなったりす
る場合があります。
e 車両には適切なフロア マットのみを使用してくだ

さい。
e フロア マットはフロア上に敷くだけでなく、しっ

かりと固定してください。
e 幾つものフロア マットを重ねて敷かないでくださ

い。
e 清掃などのためにフロア マットを取り外した場合

には、元の場所に正しく取り付けられているか確
認してください。

適切に車両を清掃するために、次の点を遵守してくださ
い：
e 電気掃除機または柔らか過ぎないブラシを使用し

て清掃します。
e しみ抜きを使用して、ひどい汚れやしみを取り除

きます。
ポルシェでは、ポルシェ テクイップメント製のカ
ー ケア用品の使用を推奨しています。

フロア カーペットの汚れや傷付きを防ぐため、ポルシ
ェは車両に適したサイズの固定具付きフロア マットを
カー アクセサリーとして用意しています。

エアバッグ カバーの清掃
不適切な清掃

不適切な洗浄剤やケア剤を使用すると、エアバッグ シ
ステムに染み込む場合があります。 不適切な取り扱い
により、エアバッグ システムが損傷する恐れがありま
す。 事故が起きた場合にエアバッグ システムが作動し
ない可能性があります。
e 個々の部品 (ステアリング ホイール カバー、ダッ

シュボード、フロント シート、ドア パネル、ルー
フ フレーム パネルなど) にいかなる調整も加えな
いでください。

e エアバッグの周部には洗剤や他の液体を使用しな
いでください。

ファブリック ライニングの清掃
ピラー、ルーフライナーおよびサン ブラインドなどの
ファブリック ライニングは、素材に適した洗浄剤やド
ライ フォームと柔らかいブラシのみを使用して清掃し
てください。

Alcantara® のお手入れ
Alcantara® 製マイクロファイバー カバーの清掃には皮
革ケア製品を使用しないでください。 日常のお手入れ
としては、表面を柔らかいブラシで拭けば十分です。
清掃する際に強く擦りすぎると、表面に永久的な変化を
与えてしまいます。
e 軽い汚れは、柔らかい布を水または中性の石鹸水

で湿らせて、汚れを拭き取ってください。
e 汚れがひどい場合は、ぬるめのお湯または薄めた

クリーニング用溶剤で柔らかい布を湿らせ、外側
から汚れた部分を軽くたたいてください。

マイクロファイバー カバー付きステアリング ホイール
は、皮膚との恒久的な接触が原因でひどく汚れる可能性
があります。
e 軽い汚れの場合、柔らかい布を中性石鹸水で湿ら

せ、これでアウター ステアリング ホイール リムを
ふき取ります。

e ひどい汚れの場合、フォーム メーカーの指示に従
って、柔らかい布と市販の内張りフォーム クリー
ナーでアウター ステアリング ホイール リムを軽く
こする / たたくことで清掃できます。

シート ベルトの清掃
適切に車両を清掃するために、次の点を遵守してくださ
い：
e シート ベルトの汚れには、中性洗剤を使用しま

す。
e 乾燥時は直射日光を避けてください。
e 適切な洗浄剤のみを使用してください。
e シート ベルトを染めたり漂白したりしないでくだ

さい。 シート ベルト素材の強度が低下し、安全性
が損なわれます。

スクリーンとタッチ ディスプレイの清掃

不適切なクリーナーやケア製品を使用したり、不適切な
お手入れを行うと画面およびタッチ ディスプレイを痛
めることがあります。
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e PCM の清掃に変性アルコール、シンナー、ガソリ
ン、アセトン、アルコール類 (エタノール、メタノ
ール、またはイソプロピル アルコール) などの溶
剤、または研磨剤などを使用しないでください。

e 画面またはタッチ ディスプレイに直接クリーナー
や他の液体を吹きつけないでください。 液体が入
り込むと、電子部品は修理不能になることがあり
ます。 代わりに布を湿らして慎重に画面を拭いて
ください。

e 画面の清掃は、画面を OFF にしてから行ってくだ
さい。

適切に車両を清掃するために、次の点を遵守してくださ
い：
e スクリーンとタッチ ディスプレイは擦ると傷がつ

く恐れがあります。 時々、清潔で柔らかい乾いた
布 (マイクロファイバー クロス) で慎重にスクリー
ンとタッチ ディスプレイを清掃してください。 清
掃の際、表面に大きな力を加えないでください。

e 指紋は、少し湿らせた布や中性洗剤を使用してふ
き取ります。

車両の保管
車両を長期保管する場合： ポルシェ正規販売店にお問
い合わせください。 必要な対策 (腐食予防、お手入れ、
メンテナンス、保管など) についての情報やアドバイス
を喜んでお伝えします。
g 223 ページの「けん引」の章を参照してください。
バッテリーを切り離している場合の車両のロックに関す
る情報は以下をご覧ください：
g 44 ページの「セントラル ロック」の章を参照してく
ださい。

テスト スタンドでの測定
テスト スタンドでのテストの実施

有毒な排気ガスの吸入

有害な排気ガスを吸い込むと、重症または致命傷に至る
恐れがあります。
排気ガスは無色無臭の一酸化炭素を含んでいます。一酸
化炭素は低濃度でも人体に有害です。
e エンジンを作動した状態での作業は、屋外、また

は車両排気ガスの適切な排気システムが備わって
いる環境でのみ行ってください。

車両の不十分な固定

車両がしっかり固定されていないか正しく固定されてい
ない場合、不意に動いたり、ジャッキやリフティング
プラットフォームなどのリフト装置から落下したりする
恐れがあります。これにより深刻な怪我や損傷に至る場
合があります。
e 車両をジャッキで持ち上げる場合、固く水平な場

所でのみ行ってください。
e 交換するタイヤの対角線方向の反対側の車輪に輪

止めをするなどして、車両が不意に動き出さない
ようにします。 

e 車両は必ず、車両下側にある規定のジャッキアッ
プ ポイントで持ち上げてください。

e 車両の下に入って作業する場合は、必ず強固なサ
ポート スタンドで車体を支えてください。ジャッ
キで車体を支えるのは危険ですのでおやめくださ
い。

e 車両をジャッキアップした後は、絶対にエンジン
を始動しないでください。エンジンの振動により
車両が落下するおそれがあります。

パフォーマンス テスト
ポルシェでは、ローラー タイプ テスト スタンドでのパ
フォーマンス テストを承認していません。

ブレーキ テストの実施
e ブレーキ テストには、ローラー タイプ テスト ス

タンドのみを使用してください。
以下の制限値を超えないでください：
– 測定速度 7.5 km/h
– 測定時間 20 秒

エレクトリック パーキング ブレーキのテスト
e ブレーキ テスト スタンドでエレクトリック パーキ

ング ブレーキのテストを行うときは、必ずイグニ
ッションを ON にし、ニュートラル（トランスミッ
ション パーキング ロックをかけない）にします。

車両が自動的にブレーキ テスト スタンド モードに切り
替わり、エレクトリック パーキング ブレーキのテスト
が可能になります。インストルメント パネルに通知が
表示されます。
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タイヤおよびホイール
積載荷重および速度の要件を満たす
タイヤの寿命は、適正なタイヤ空気圧やホイール アラ
イメントに加えて、お客様の運転スタイルにも左右され
ます。 急加速や高速でのコーナリング、ブレーキを酷
使する運転スタイルは、タイヤの摩耗を早めます。 ま
た、外気温度が高いときや悪路での走行も、タイヤの摩
耗を早める原因です。
e 適切な速度で走行してください。
e 車両に規定重量を超える荷物を積まないように

し、ルーフ積載荷重を確認してください。
g 264 ページの「テクニカル データ」の章を参照して
ください。

ラジアル タイヤとクロスプライ タイヤを車両で同時に
使用しないでください。
e 必ず同じタイプのタイヤを使用してください。

タイヤ空気圧およびタイヤ空気圧モニタ
リング (TPM) システム
タイヤ空気圧の点検

– 不十分なタイヤ空気圧が原因でタイヤが過熱し、目に
見えないところまで損傷が生じることがあります。
e タイヤ空気圧を補正しても、目に見えないタイヤ

の損傷は取り除くことができません。
e タイヤの温度が高い状態で空気圧を調整しない (空

気を抜かない) でください。 タイヤが温かい状態で
はタイヤ空気圧が増加します。 タイヤ空気圧が規
定値を下回ってしまいます。

図. 220: タイヤ空気圧プレート

タイヤを規定の空気圧に保ってください。 タイヤ空気
圧の規定値は、タイヤが冷えているとき (20 °C) を基準
にしています。
e タイヤ空気圧プレートを確認します(図. 220)。
e 最低 2 週間ごとに、タイヤが冷えているときにタ

イヤ空気圧を点検します。
g 246 ページの「PCM でのタイヤ空気圧モニタリング
(TPM) の設定」の章を参照してください。

タイヤ空気圧モニタリング (TPM)
欠陥のあるタイヤ

欠陥のあるタイヤで走行すると、重大な事故を起こす恐
れがあります。
e インストルメント クラスターに赤色のタイヤ空気

圧警告灯が表示された場合： 速やかに適切な場所
に停車し、タイヤに損傷がないか点検してくださ
い。 必要に応じて、パンク修理剤で損傷箇所の修
理を行うか、スペア ホイールを装着してくださ
い。

e 損傷したタイヤを装着したままで運転を続けないで
ください。 損傷したタイヤは速やかに交換してく
ださい。 ポルシェ正規販売店にご相談ください。
ポルシェではポルシェ正規販売店のご利用をお勧
めいたします。十分なトレーニングを受けた経験
豊かなスタッフが、最新の技術情報と専用工具や
専用装置を駆使し、確かな整備をお約束します。

e 空気圧を調整しても短時間で空気圧が下がる場
合、そのタイヤでの運転を続けないでください。
不安な場合は、ポルシェ正規販売店で点検を受け
てください。 ポルシェではポルシェ正規販売店の
ご利用をお勧めいたします。十分なトレーニング
を受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術情報
と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備をお
約束します。

コンフォート プレッシャー
での高速走行

コンフォート プレッシャーでの制限速度を超過して走
行するとタイヤおよびホイールの損傷につながります。
e インストルメント クラスターに表示された最大速

度まで減速してください。
e 高速走行するときは、タイヤ空気圧を標準タイヤ

空気圧まで充填してください。



245

モビリティおよび軽修理

タイヤ空気圧モニタリング システムには次の機能があ
ります：
– タイヤ空気圧および温度の常時モニタリング。
– 走行中の実際のタイヤ空気圧 (実測空気圧) の表

示。
– 2 段階のタイヤ空気圧警告 (黄色と赤色の警告)。
– 停車中に： 規定空気圧からの空気圧偏差の表示。
タイヤ空気圧警告灯  およびインストルメント クラス
ターの関連するメッセージは、空気圧が不足している場
合、2 段階 (空気圧低下の程度に応じた黄色および赤色
のタイヤ空気圧警告) で警告を表示します。
タイヤ空気圧警告灯が消灯するのは、タイヤ空気圧が正
された場合だけです。
黄色のタイヤ空気圧警告は、車両を停止してイグニッシ
ョンを OFF にした場合、またはイグニッションを再度
ON にした場合に、約 10 秒間表示されます。 イグニッ
ションを ON にすると黄色のタイヤ空気圧警告を確認で
きます。 赤色の空気圧警告は走行中にも表示され、異
常を知ることができます。
e タイヤ圧力が正常にもかかわらず、タイヤ空気圧

警告灯が点灯してタイヤ圧力警告が表示される場
合： ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポル
シェ正規販売店のご利用をお勧めいたします。十
分なトレーニングを受けた経験豊かなスタッフ
が、最新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使
し、確かな整備をお約束します。

インフォメーション

タイヤ空気圧モニタリング システムは、自然放散によ
る空気圧低下と、タイヤに異物が刺さったことなどによ
る空気圧のゆっくりとした低下の両方について警告しま
す。 タイヤ空気圧モニタリング システムは、突然のタ
イヤの損傷については警告しません (予期しない外部か
らの影響によるパンクなど)。

タイヤ空気圧モニタリング (TPM) システムの
故障
次のような場合は、モニタリングは正常に機能しませ
ん：
– タイヤ空気圧モニタリング システムが故障してい

る場合
– タイヤ空気圧モニタリング システム用のホイール

トランスミッターが取り付けられていない場合
– タイヤ設定を更新した直後の登録プロセス中
– ホイールを交換後、タイヤ設定を更新しなかった

場合
– タイヤ温度が高すぎる場合
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。
g 153 ページの「警告灯およびインジケーター ライ
ト」の章を参照してください。

インストルメント パネルのタイヤ空気圧を確
認する
個々のタイヤ空気圧は、速度が約 25 km/h を超えた場
合、またはタイヤに 0.1 bar (1.5 psi) 以上の空気を補充
した場合にのみ表示されます。 車両が約 10 分以上停止
した後にイグニッションを ON にした場合、タイヤ空気
圧の代わりにダッシュ記号 (-.-) が表示されます。

e  タイヤ空気圧 e 現在の空気圧
実測空気圧の表示は、参考情報としてのみ利用してくだ
さい。 タイヤ空気圧は温度によって変化します。
e いかなる場合も、この表示を元にタイヤ空気圧を

調整しないでください。

空気圧偏差の表示

図. 221: 空気圧偏差の例

b 車両が停止している。

e  タイヤ空気圧 e 空気圧偏差
該当するホイールについて規定空気圧からの偏差が表示
されます。
例： 右リヤ ホイールの位置に –0.1 bar と表示された場
合は、このタイヤに 0.1 bar の空気を補充する必要があ
ります。 表示されている空気圧は、タイヤ温度を考慮
した結果の数値です。
e タイヤ空気圧を補正するときは、ディスプレイま

たは該当するタイヤ空気圧警告に表示される空気
圧差を必ず使用してください。

タイヤ設定
タイヤのタイプとタイヤのサイズ、負荷およびコンフォ
ート プレッシャー / 標準プレッシャーの設定は、ダッ
シュボードのタッチ ディスプレイで行えます：
g 246 ページの「PCM でのタイヤ空気圧モニタリング
(TPM) の設定」の章を参照してください。
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警告

PCM でのタイヤ空気圧モニタリング (TPM) の
設定

不適切なタイヤ空気圧

タイヤ空気圧が極端に低い場合または高い場合、タイヤ
およびホイールに修復不可能な損傷が発生するだけでな
く、制動距離が長くなり、事故を起こす危険が大幅に高
まります。
タイヤ空気圧モニタリングを使用している場合でも、タ
イヤ空気圧を適切に維持し、車両を適切に設定すること
はドライバーの責務です。 不完全な、または不適切な
設定は、警告とメッセージ表示の正確さに悪影響を及ぼ
す可能性があります。
e タイヤの種類および積載量に適したタイヤ空気圧

に調整してください。
e タイヤ空気圧モニタリング メニューの設定が、車

両に装着されているタイヤおよび車両の積載条件
に対応していることを確認してください (特にホイ
ール交換後または車両積載量の変更後)。

e 新しく装着したホイール セットのタイヤ空気圧が
以前の設定と一致している場合でも、タイヤ空気
圧モニタリング メニューでタイヤの種類とタイヤ
のサイズを再度選択してください。

空気圧偏差の表示
b 車両が停止している。

e   e  設定  e  車両 e タイヤ空気圧モニタリ
ング e 空気圧偏差

該当するホイールの規定空気圧、規定空気圧との差、お
よび積載量、タイヤの種類、タイヤのサイズに関する設
定が表示されます。

例： 右リヤ ホイールの位置に –0.1 bar と表示された場
合は、このタイヤに 0.1 bar の空気を補充する必要があ
ります。 表示されている空気圧は、タイヤ温度を考慮
した結果の数値です。
e タイヤ空気圧を補正するときは、ディスプレイま

たは該当するタイヤ空気圧警告に表示される空気
圧差を必ず使用してください。

タイヤがまだ登録されていない場合、現在の空気圧偏差
の代わりに、新しい規定空気圧が表示されます。

タイヤの種類とサイズの設定
インフォメーション

利用できる項目は、車両のモデルやタイヤの種類により
異なります。 このため本書で説明しているオプション
の中には、利用できないものが含まれている場合があり
ます。
e [タイヤ空気圧モニタリング] メニューで選択できな

いサイズのタイヤとホイールを装着するときは、
装着の前に不足している情報を追加する必要があ
ります。 ポルシェ正規販売店にご相談ください。 
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。

e ポルシェが承認したタイヤおよびホイールのみを
使用してください。

e   e 設定   車両 e タイヤ空気圧モニタリング
e タイヤ選択

全積載または部分積載の選択

e   e 設定   車両 e タイヤ空気圧モニタリング
e 全積載

全積載
全積載が選択されます。
全積載
部分積載が選択されます。

e 選択した積載タイプに応じてタイヤ空気圧を調整
してください。

インフォメーション

全積載オプションが表示されない場合は、積載タイプに
応じてタイヤ空気圧の調整が必要ないことを意味しま
す。

コンフォート プレッシャーまたは標準プレッ
シャーの選択
タイヤ空気圧は乗り心地の快適性を向上させるために減
圧することができます。
コンフォート プレッシャーを選択した場合、タイヤ空
気圧モニタリング システムはタイヤ空気圧をモニタリ
ングして自動的に低いプレッシャー値を使用します。

e   e 設定   車両 e タイヤ空気圧モニタリング
e コンフォート プレッシャー

コンフォート プレッシャー
コンフォート プレッシャーが選択されます。
コンフォート プレッシャー
標準プレッシャーが選択されます。

e タイヤ空気圧をコンフォート プレッシャーまたは
標準プレッシャーに調整してください。
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タイヤ空気圧モニタリングの登録
タイヤ / ホイール交換、ホイール トランスミッター交
換、またはタイヤ設定更新を行うと、タイヤ空気圧モニ
タリング システムがタイヤの登録を開始します。 この
プロセスによって、タイヤ空気圧モニタリング システ
ムが各ホイールとその装着位置を検出します。 タイヤ
空気圧モニタリング システムが検出した各ホイールに
正しい装着位置を割り当てると、直ちにホイールの位置
と空気圧情報が表示されます。
登録プロセス中、PCM には冷間時 (20 °C) のタイヤ空
気圧の規定値が表示され、インストルメント パネルに
メッセージが表示されます。
すべてのホイールの登録が完了するまで、インストルメ
ント クラスターのタイヤ空気圧警告灯  は点灯したま
まになります。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

タイヤ空気の充填
高温の充填ホース

タイヤに空気を充填する間、コンプレッサーの充填ホー
スが高温になり、やけどの原因となります。
e 作業用手袋を着用してください。

空気圧計付きコンプレッサーは進行方向から見て左側の
荷室フロア下のラゲッジ コンパートメント、または右
側のトリム パネルのカバーの裏側に収納されていま
す。

g コンプレッサーに添付されている取り扱い上の注意事
項を遵守してください。
1. コンプレッサー充填ホースをタイヤ バルブにねじ

込んでください。
2. コンプレッサー プラグを車両のソケットに接続し

てください。

3. コンプレッサーを ON にしてください。
🡆 タイヤに空気が充填されます。

4. 空気圧計で充填した圧力を点検し、必要であれば
タイヤ空気圧を調整してください。 再度タイヤ空
気圧を点検してください。

5. コンプレッサーを OFF にしてください。
6. コンプレッサー充填ホースを外します。

タイヤ表記の読み取り

図. 222: タイヤ表記

A 公称タイヤ幅 (mm)
B 偏平率 (%)
C タイヤ構造記号
D リム径 (インチ)
E ロード インデックス
F 速度記号

速度記号 F (図. 222) は、そのタイヤの許容最高速度を
示します。

H 210 km/h まで

V 240 km/h まで

W 270 km/h まで

Y 300 km/h まで

(Y) 300 km/h まで (Y 記号タイヤの場
合)。 タイヤのロード インデックス
(最大積載容量) の 85% までを搭載
した状態の場合、300 km/h 以上の
速度で走行することが可能です
(300 km/h 以上で走行する場合は
タイヤ メーカーの確認が必要で
す)。
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警告

タイヤを点検する
タイヤの損傷の検出

目に見えないタイヤ損傷と
リム フランジの損傷

目に見えないタイヤの損傷によりタイヤがバーストする
恐れがあります。 運転操作を誤る恐れがあります。
e 定期的にタイヤの状態 – 側面も含めて – を点検

し、異物の噛み込み、欠損、切り傷、亀裂、側面
の膨れなどがないか確認してください。

e 縁石を乗り越えるときは、速度を下げ、できるだ
け直角に通過してください。 傾斜が大きく縁が尖
った縁石や角ばった物体 (石など) に強くぶつけた
り鋭角に乗り上げたりしないように注意してくだ
さい。

e ホイールを損傷した可能性があるとき – 特に内側
– は、専門家による点検を受けてください。 ポル
シェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェでは
ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたしま
す。十分なトレーニングを受けた経験豊かなスタ
ッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置を
駆使し、確かな整備をお約束します。

e いかなる場合も、タイヤを修理しないでくださ
い。 タイヤ シーラントを使用してタイヤの傷をふ
さぐことは、最寄りの修理工場まで走行するため
の応急処置に過ぎません。

タイヤに次のような損傷を受けた場合は、安全のために
タイヤを交換してください：
– タイヤ内部の構造物の層が損傷した可能性がある

とき。
– タイヤ空気圧が不足しているときや、損傷箇所が

ある場合など、それらが原因でタイヤが過熱した
り、機械的な負荷がかかった可能性があるとき。

バルブおよびバルブ キャップの点検と交換
e タイヤ空気圧モニタリング (TPM) システム用のポ

ルシェ純正バルブのみを使用してください。
e タイヤを交換する場合は必ずバルブを点検し、必

要に応じて交換してください。 ポルシェ正規販売
店のご利用をお勧めいたします。十分なトレーニ
ングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の技術
情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな整備
をお約束します。

バルブ キャップがない場合、ほこりや汚れからバルブ
を保護することができないため、漏れの原因になること
があります。
e バルブ インサートの汚れを防ぐため、必ずバルブ

キャップをしっかりと閉めてください。 バルブ イ
ンサートが汚れると、タイヤ空気圧がゆっくり減
少する場合があります。

e 紛失した場合は、直ちに新しいバルブ キャップを
取り付けてください。

e プラスチック製のバルブ キャップのみを使用して
ください。

タイヤ トレッドの点検
多くのタイヤにはトレッド中央部にスリップ サインが
あります。 スリップ サインは主要なトレッド溝に設け
られており、トレッド溝の深さが最少の 1.6 mm にな
ると現れます。
e 安全のため、スリップ サインが現れる前にタイヤ

を交換してください。
ウィンター タイヤは、トレッド溝の深さが 4 mm
以下になると使用に適さない状態になります。

e タイヤのトレッドを定期的に点検してください。
特に長距離走行の前後は、入念に点検してくださ
い。

トレッド溝の深さの測定
e 市販のトレッドの深さを測るゲージまたはキャリ

パーをタイヤ トレッドに挿入してタイヤ トレッド
の深さを測定します。

インフォメーション

タイヤの摩耗に偏りがある場合、車両の不具合が考えら
れます：
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

ホイール交換
タイヤおよびホイールの交換
e ホイール交換の際には、イグニッションを OFF に

してください。
グリップの低下

新品のタイヤはグリップ性能を十分に発揮できません。
e このため最初の 200 km は、控えめな速度で走行

してください。これによりタイヤ寿命が伸び、性
能を最大限に引き出すことができます。

e 装着するタイヤはすべて同一メーカーの同一仕様
（「N0」、「N1」など）に統一してください。

e 新しいタイヤに交換する前に、現在の承認状況に
ついて確認してください。ポルシェ正規販売店に
お問い合わせください。

e ポルシェがテストを行い承認したタイヤ メーカー
のみを使用してください。

e 同一アクスル上のトレッド溝の深さの差は 30% を
超えないようにしてください。
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情報

e 使用経歴が不明な中古タイヤは使用しないでくだ
さい。

e トレッド溝の深さの差によって不必要な車両操作
への影響が出ないように、同一アクスル上の両方
のタイヤは必ず同時に交換してください。

e タイヤの取り付けは、必ず専門の整備工場で実施
してください。ポルシェ正規販売店にご相談くだ
さい。ポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいた
します。十分なトレーニングを受けた経験豊かな
スタッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装
置を駆使し、確かな整備をお約束します。

e 走行特性を改良されたハンドリング特性に調整し
ます。

e タイヤ空気圧モニタリング（TPM）用タイヤ空気
圧センサー付きタイヤのみを使用してください。

e この車両の TPM システムに適合するホイールであ
ることを確認してください。
この車両の適正ホイールと TPM に関する情報：ポ
ルシェ正規販売店にお問い合わせください。

e タイヤを交換するときは、タイヤ空気圧センサー
のバッテリー充電状態を点検してください。ポル
シェ正規販売店にご相談ください。ポルシェ正規
販売店のご利用をお勧めいたします。十分なトレ
ーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最新の
技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確かな
整備をお約束します。

e 車両登録書類または を参照してください 264 ペー
ジの「テクニカル データ」の章を参照してくださ
い。

インフォメーション

一方のアクスルのみに新しいタイヤを取り付ける場合、
他方のアクスルと比較してトレッド深度が異なることに
より、以前の運転挙動から顕著な変化が生じる可能性が
あります。新しいタイヤをリヤ アクスルに取り付ける
場合は特にそうです。とはいえ、タイヤの走行距離が長
くなるにつれ、影響は減少していきます。

ホイール交換
車両の下に入っての作業

ジャッキから車両が滑り落ちる恐れがあります。
e ジャッキ アップしながらのホイール交換時は、車

内に誰もいないようにしてください。
e 交換するタイヤの反対側の車輪に輪止めをするな

どして 、車両が不意に動き出さないようにしてく
ださい。

e 車両は必ず、車両下側にある規定のジャッキアッ
プ ポイントで持ち上げてください。

e 車両が斜面 (上り坂、下り坂、道路端に向かって傾
斜している場所など) に駐車されている場合は絶対
にジャッキ アップしないでください。

e ジャッキは、ホイール交換時に車両を持ち上げる
ためだけに使用してください。

e 車両の下に入って作業する場合は、必ず強固なサ
ポート スタンドで車体を支えてください。

インフォメーション

ホイール交換に必要な工具（ジャッキ、ホイール ボル
ト レンチ、組み付け補助工具など）は車両の標準装備
品ではありません。
e 必要となる工具に関する情報：ポルシェ正規販売

店にお問い合わせください。

インフォメーション

前輪と後輪それぞれのタイヤおよびホイールのサイズは
異なります。ホイールを取り外す場合は、各ホイールの
回転方向や取り付け位置をマーキングしておき、取り付
け時はこれを目印にしてください。
e 前輪 / 後輪には必ずそれぞれ認可されたサイズの

ホイール / タイヤを使用してください。
e 車両登録書類または を参照してください 264 ペー

ジの「テクニカル データ」の章を参照してくださ
い。

ホイール取り付け面のお手入れ

図. 223: ホイール取り付け面

ホイールおよびホイール取り付け面を損傷する恐れがあ
ります。
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e ブレーキ ディスクのホイール取り付け面 B とホイ
ール ハブ本体の取り付け面にはグリースを絶対に
塗布しないでください。

e 表面 A にのみグリースを塗布できます。
この領域に Optimoly® TA グリースをごく薄く塗り
ます： ポルシェ正規販売店にお問い合わせくださ
い。
他の油脂類は使用しないでください。

ホイール ボルトのお手入れ
e ホイール ボルトは取り付ける前に、必ず清掃して

ください。
e ホイール ボルトには油脂類を塗布しないでくださ

い。
e 損傷したホイール ボルトは交換してください。

この車両タイプ専用のポルシェ純正ホイール ボル
ト、またはポルシェが要求する性能、品質基準を
満たす同等部品のみを使用してください。

e ホイール ボルトは 160 Nm の締め付けトルクで締
め付けてください。
インパクト ドライバーなどの駆動式ツールは使用
しないでください。

盗難防止ホイール ボルトの使用

図. 224: 盗難防止ホイール ボルト用アダプター

盗難防止ホイール ボルト用アダプターはツール キット
の中にあります。
e 盗難防止機能付きホイール ボルトを脱着するとき

は、このアダプターをホイール ボルトとホイール
ボルト レンチの間に入れて使用してください。

e アダプターを取り付けるときは、ホイール ボルト
の歯がしっかり噛み合っていることを確認してく
ださい。

ホイール交換
レベリング システムのコン
トロール作動

レベリング システムが作動している車両は、予期しな
いタイミングで動いたり、傾いたり、ジャッキやリフテ
ィング プラットフォームなどのリフト装置から落下し
たりする恐れがあります。 これにより深刻な怪我や損
傷に至る場合があります。
e 手動でノーマル レベルに設定し、車両のリフト ア

ップを行う前にレベリング システムを OFF にしま
す。

g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。

車両の準備
1. トランスミッション パーキング ロックを P ボタン

を使用して作動します。
2. 電動パーキングブレーキ
3. イグニッションを OFF にしてください。
4. 交換するタイヤの対角線方向の反対側の車輪に輪

止めをするなどして、車両が不意に動き出さない
ようにします。

5. 交換するホイールのホイール ボルトまたはホイー
ル ナットをわずかにゆるめます。

6. 車両のリフト アップは必ず所定のジャッキアップ
ポイントで行ってください。
g 262 ページの「ジャッキおよびリフティング プ
ラットフォーム」の章を参照してください。

7. 車両を持ち上げ、ホイールを地面から浮かせてく
ださい。
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交換の実施

正しくホイール交換を行わないと、ブレーキ ディスク
を損傷する恐れがあります。特に PCCB 装備車の場合
は注意してください。
e ホイールを交換する場合は、組み付け補助工具を

取り付けてください。

図. 225: PCCB 非装備車には、組み付け補助工具を 1 つね
じ込みます

1. 非装備車の場合：PCCB ホイール ボルトを 1 本取
り外し、組み付け補助工具を 1 つねじ込みます。
– または –

図. 226: PCCB 装備車には、組み付け補助工具を 2 つねじ
込みます

装備車の場合：PCCB ホイール ボルトを 2 本取り
外し、組み付け補助工具を 2 つねじ込みます。

2. 残りのホイール ボルトを取り外してください。
g 250 ページの「ホイール ボルトのお手入れ」の
章を参照してください。

3. ホイールを取り外します。
g 249 ページの「ホイール取り付け面のお手入
れ」の章を参照してください。

4. 新しいホイールを取り付けます。
5. ホイール ボルトを挿入し、対角交互順に少しだけ

締め付けてください。
6. ホイール取り付け補助工具を外し、残りのホイー

ル ボルトを仮締めしてください。
すべてのホイール ボルトを対角交互順に少しだけ
締め付け、ホイールの中心位置を合わせてくださ
い。

7. 必要に応じてタイヤの空気圧を調整してくださ
い。

8. 車両を完全に下げた後、ジャッキを取り外してく
ださい。

9. ホイール ボルトを対角交互順に完全に締め付けて
ください。
インパクト ドライバーなどの駆動式ツールは使用
しないでください。

10.  ホイール交換後は、直ちにトルク レンチを使用し
てホイール ボルトの規定締め付けトルク
（160 Nm）を確認してください。

11. タイヤ空気圧モニタリング（TPM）の設定が更新
されました。
g 244 ページの「タイヤ空気圧およびタイヤ空気
圧モニタリング (TPM) システム」の章を参照して
ください。

ウィンター タイヤとスノー チェーンの使
用
ウィンター タイヤを使用する

最高許容速度の超過

最高許容速度を超えると、タイヤがバースト (破裂) す
る恐れがあります。
e タイヤの最高許容速度を守ってください。
e ウィンター タイヤの側面に M+S 指定、または雪

の結晶のマークがある場合、車両の最高速度より
最高許容速度が低いタイヤのみを装着してくださ
い。 法定速度を遵守してください。

e 最高許容速度を示すステッカーを、ドライバーの
目に付く場所に貼り付けてください。 法定速度を
遵守してください。

e 許容最高速度を制限速度として設定します。

e 積雪や凍結の恐れがある時期が近づいたら、早め
にウィンター タイヤを装着してください。

e ポルシェがテストを行い承認したタイヤ メーカー
のみを使用してください。

e 新しいタイヤに交換する前に、現在の承認状況に
ついて確認してください。 ポルシェ正規販売店に
お問い合わせください。
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気温が低い時には、ドライ / ウェット路面に関係なく、
走行中やコーナリング後の加速中にタイヤが原因のジャ
ダー ノイズが発生することがあります。
サマー タイヤの走行性能は、気温が 7 °C を下回ると低
下し、快適性も損なわれます。 このため、ポルシェは
気温が 7 °C を下回る時期にはウィンター タイヤへの交
換を推奨します。
さらに外気温度が –15 °C を下回り極端に低くなると、
サマー タイヤに恒久的な損傷が生じることがありま
す。
ウィンター タイヤは、トレッド溝の深さが 4 mm 以下
になると使用に適さない状態になります。

スノー チェーンを使用する
スノー チェーンはリヤ タイヤのみに装着してくださ
い。またテクニカル データの章のリストを参照して、
スノー チェーンの装着に適したタイヤ / ホイールを使
用しなければなりません。
g 269 ページの「ホイールおよびタイヤ」の章を参照
してください。
e スノー チェーンとタイヤ ハウスのクリアランスを

十分に確保するため、ポルシェが承認したスノー
チェーンのみを使用してください。

e リヤ アクスル ステアリング装備車では、スノー チ
ェーン モードを起動します。
g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくだ
さい。

e チェーンを装着する前に、ホイール ハウジングに
溜まった氷や雪を取り除いてください。

e 最高速度については各国の法規に従ってくださ
い。

ホイールのバランス調整
万一に備えて、春 (サマー タイヤ) および冬の前
(「M+S」のタイヤ) にホイールのバランス調整を実施
してください。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

タイヤの保管
製造から 6 年以上が経過したタイヤは使用しないでく
ださい。 年数が経過すると、ゴムに弾性を与えるため
に添加している化学添加物の効果が弱まり、ゴムがもろ
くなります。 タイヤの製造時期は、タイヤ側面の DOT
コードでわかります。 例えば、最後の 4 つの数字が
3016 の場合、タイヤは 2016 年の第 30 週に製造され
たことを示します。
e タイヤは、常に乾燥した冷暗場所に保管してくだ

さい。 ホイールに装着していないタイヤは、立た
せた状態で保管してください。

e 外気温が –15 °C 以下の場所にサマー タイヤを保
管したり、サマー タイヤ装着車を駐車したりしな
いでください。

e 燃料、オイル、グリースなどがタイヤに触れない
ようにしてください。

パンク
装備品
モデルと車両装備によっては、車両にパンク修理剤キッ
ト (Tire Mobility System –TMS) またはスペア ホイー
ルが付属しています。
パンク修理剤キットを装備した車両：
スペア ホイールを装備した車両：

タイヤ空気圧モニタリングの警告メッセ
ージに対応する
タイヤ空気圧モニタリング システムが空気圧の著しい
低下を検出した場合、インストルメント クラスターに
メッセージが表示されます。 空気圧の低下はタイヤの
損傷を示している可能性があります。

e 適切な場所に停車し、該当するタイヤに損傷がな
いか点検してください。

g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

安全な場所に停車してください
1. 走行車線からできるだけ離れた安全な場所に停車

してください。ジャッキをセットできる固く平坦
な滑りにくい場所に駐車してください。

2. ハザード ライトを ON にします。
3. 電動パーキングブレーキ
4. トランスミッション パーキング ロックを P ボタン

を使用して作動します。
5. フロント ホイールをまっすぐにします。
6. すべての乗員を安全な場所に避難させてくださ

い。降車時には交通状況に注意してください。
7. 適切な距離に停止表示板を設置します。
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8. 交換するタイヤの対角にある車輪に輪止めをする
などして、車両が不意に動き出さないようにしま
す。

損傷したタイヤの補修
シーラントでふさいだだけ
のタイヤは、事故の原因と
なる可能性があります

タイヤ シーラントでふさがれた損傷タイヤは、不適切
な速度で走行したり連続的な負荷がかかったりすると圧
力を失ったり、バーストしたりする可能性があります。
e タイヤ シーラントを使用してタイヤの傷をふさぐ

ことは、最寄りの修理工場まで走行するための応
急処置に過ぎません。

e タイヤ シーラントは 4 mm 以下の切り傷またはパ
ンクにしか使用しません。

e リムが損傷している場合、空気圧が低い状態のタ
イヤや空気の抜けたタイヤで走行していた場合、
絶対にタイヤ シーラントを使用しないでくださ
い。

e 外気温度が -20 °C 未満の場合は、タイヤ シーラン
トを使用しないでください。

e 急加速や高速でのコーナリングは避けてくださ
い。

e 80 km/h を超える速度で走行しないでください。
e 約 10 分間走行してからタイヤ空気圧を点検してく

ださい。 タイヤ空気圧が 1.5 bar 未満の場合は、
運転を中止してください。

e シーラントでふさいだタイヤは修理工場ですぐに
交換してください。 タイヤ シーラントを使用した
タイヤであることを修理工場に伝えてください。

e タイヤを修理しないでください。 損傷したタイヤ
を交換します。

e タイヤ シーラントおよびコンプレッサーの各取扱
説明書に記載されている安全および取り扱い上の
注意事項を遵守してください。

パンクした場合、車両に備えられているタイヤ シーラ
ントを使用してタイヤの傷を一時的にふさぐことができ
ます。
パンク修理剤キット (Tire Mobility System –TMS) はラ
ゲッジ コンパートメント内に収納されており、以下を
含みます。
– 充填ホースをねじ入れます
– バルブ回し
– 交換バルブ インサート
– 許容最高速度表示用ステッカー
– 使用説明書
コンプレッサーはラゲッジ コンパートメントにありま
す。
g 210 ページの「ラゲッジ コンパートメント」の章を
参照してください。

タイヤ シーラント (Tire Mobility System –
TMS) の充填

人体に有害な可燃性シーラ
ント

シーラントは強燃性であり、人体に有害です。 長時間
または繰り返し触れていると、刺激、アレルギー反応ま
たは臓器の損傷の原因となります。
e タイヤ シーラントの近くで喫煙したり、裸火を使

用したりしないでください。
e タイヤ シーラントは、お子様の手の届かない場所

に保管してください。
e 皮膚、目、衣服に付着しないように注意してくだ

さい。
e タイヤ シーラントが皮膚に付着したり目に入った

りしたときは、直ちに多量の水で洗い流してくだ
さい。

e 体調不良やアレルギー反応を起こしたときは、直
ちに医師の診察を受けてください。

e 衣服に付着したときは、すぐに着替えてくださ
い。

e シーラントの蒸発ガスを吸い込まないようにして
ください。

e タイヤ シーラントを誤って飲み込んだときは、す
ぐに口を多量の水でゆすぎ、多量の水を飲んでく
ださい。 無理に嘔吐しないでください。 直ちに医
師の診察を受けてください。

タイヤの空気圧低下が検出
されない

タイヤ シーラントが付着したタイヤ空気圧センサーで
は、タイヤ空気圧を正しく検出できません。
e 損傷したタイヤを交換するときは、タイヤ空気圧

センサーも必ず一緒に交換してください。
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図. 227: タイヤ シーラント の充填

A 充填ボトルを振ります
B 充填ホースをねじ入れます
C 充填ホース プラグ
D バルブ回し
E バルブ インサートをねじ入れます
F タイヤ バルブ

充填作業の準備
1. タイヤの空気が抜けた原因である異物は取り除か

ず、そのままタイヤに残しておいてください。
2. ラゲッジ コンパートメントからパンク修理剤およ

び付属のステッカーを取り除いてください。
g 210 ページの「ラゲッジ コンパートメント」の
章を参照してください。

3. 許容最高速度を示すステッカーを、ドライバーの
目に付く場所に貼り付けてください。

タイヤ シーラント (Tire Mobility System –TMS) の
充填
g タイヤ シーラントに添付されている取り扱い上の注
意事項を遵守してください。
1. 充填ボトル A (図. 227) を振ります。
2. 充填ホース B (図. 227) を充填ボトル A に取り付け

てください。
🡆 充填ボトルが開いています。

3. タイヤ バルブ F (図. 227) からバルブ キャップを
ゆるめます。

4. バルブ回し D (図. 227) を使用して、バルブ インサ
ート E (図. 227) をタイヤ バルブ F から取り外しま
す。
交換用バルブ インサートが入手できない場合は、
バルブ インサートを清潔で乾燥した場所に保管し
てください。

5. 充填ホース B (図. 227) からプラグ C を取り外しま
す。

6. 充填ホース B をタイヤ バルブ F に押し付けてくだ
さい。

7. 充填ボトル A をタイヤ バルブ F より上方に持ち上
げ、ボトルを強く握って中身をすべてタイヤに充
填してください。

8. タイヤ バルブ F から充填ホース B を取り外しま
す。

9. 入手可能な場合は、バルブ回し D を使用して、交
換用バルブ インサートまたはバルブ インサート E
をタイヤ バルブ F に確実にねじ込んでください。

タイヤ空気の充填
g コンプレッサーに添付されている取り扱い上の注意事
項を遵守してください。

g 244 ページの「タイヤおよびホイール」の章を参照
してください。
1. コンプレッサーを車両のプラグ ソケットに接続

し、圧力が 2.5 bar 以上になるまでタイヤに空気を
入れてください。タイヤ空気圧がこの規定値に達
しない場合は、タイヤが激しく損傷しています。
このようなタイヤで運転を続けないでください。

2. バルブ キャップをタイヤ バルブ F (図. 227) にね
じ込みます。

タイヤ空気圧の点検
e 約 10 分間走行してからタイヤ空気圧を点検してく

ださい。タイヤ空気圧が 1.5 bar 未満の場合は、運
転を中止してください。
タイヤ空気圧が 1.5 bar 以上の場合は、指定のタイ
ヤ空気圧に調整してください。

g 264 ページの「テクニカル データ」の章を参照して
ください。

タイヤ交換
g 244 ページの「タイヤおよびホイール」の章を参照
してください。

ホイール交換後、タイヤ空気圧モニタリングの
タイヤ設定を更新する
g P. 244
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スペア ホイールの使用
車両のハンドリング特性の
変化

スペア ホイールを装着すると車両の挙動が乱れる場合
があります。
e スペア ホイールは緊急時に短距離を走行する場合

にのみ使用してください。
安全のため、トレッドの溝にスリップ サイン (深さ
1.6 mm) が現れる前にタイヤを交換してくださ
い。

e ポルシェ スタビリティ マネージメント (PSM) シス
テムを絶対に解除しないでください。

e 急加速や高速でのコーナリングは避けてくださ
い。
スペア ホイールを装着すると走行特性が大きく変
化します。また、タイヤの摩耗を避けるためにも
80 km/h の最高速度を厳守してください。

e 車種の異なるスペア ホイールを使用しないでくだ
さい。

e この車両用のスペア ホイールを他車で使用しない
でください。

e 同時に複数のスペア ホイールを使用しないでくだ
さい。

スペア ホイールはラゲッジ コンパートメントのスペシ
ャル バッグ内にあります。
1. カラビナーとベルト ストラップをゆるめます。 バ

ッグを取り外します。
2. スペア ホイールをバッグから取り外します。
3. スペア ホイールを取り付けるには：

g 244 ページの「タイヤおよびホイール」の章を
参照してください。

4. 空気を充填する前に、スペア ホイールを車両に取
り付けてください。 車両をジャッキ アップしたま
まにしてください。

5. タイヤに空気を入れてください。

スペア ホイールを使用した後は：
1. スペア ホイールを収縮させます。 そのため、コラ

プシブル スペア ホイールのバルブ キャップをゆる
めます。
🡆 コラプシブル スペア ホイールが元の形状に戻

るまでは、空気を抜いてから数時間かかりま
す。 これを怠ると、スペア ホイールをバッグ
内に収納できません。

2. スペア ホイールをバッグに入れます。
3. バッグをラゲッジ コンパートメントに位置決め

し、バッグがシートのバックレストに対して取り
付けられ、ハンドルが車両後方に向くようにしま
す。

4. カラビナーをタイダウン リングに締結し、ベルト
ストラップを締め付けます。

スペア ホイールが故障している場合、
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

ヒューズ
一般的な安全に関する指示

感電

エンジン作動中またはイグニッション ON の状態でヒュ
ーズまたはリレーを交換すると、感電の恐れがありま
す。
e 車両エレクトリカル システムの作業を行うとき

は、必ずエンジンとイグニッションを OFF にして
ください。

短絡

車両エレクトリカル システムの作業により、短絡が発
生する場合があります。 短絡は火災の原因となりま
す。
e 電気系統の作業を行うときは、必ず 12 V リチウム

バッテリーのマイナス端子を外してください。

g 220 ページの「12 V バッテリー」の章を参照してく
ださい。
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警告 不適切な介入および不適切
なアクセサリー

ヒューズ ボックスへの不適切な介入および不適切なア
クセサリーの使用は、エレクトリカル システムおよび
電子回路の損傷や故障の原因になります。
e ここに記載されているヒューズ以外のすべての電

気部品 (リレーなど) については、交換しないでく
ださい。

e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ
ではポルシェ正規販売店のご利用をお勧めいたし
ます。十分なトレーニングを受けた経験豊かなス
タッフが、最新の技術情報と専用工具や専用装置
を駆使し、確かな整備をお約束します。

e ポルシェが承認したアクセサリーのみを使用して
ください。 認定アクセサリーに関しては、 ポルシ
ェ正規販売店にお問い合わせください。

ヒューズの点検および交換
短絡や過負荷による電気系統の損傷を防ぐために、各回
路はヒューズで保護されています。
ヒューズ ボックスの 1 つはフットウェルに、別の 1 つ
はエンジン コンパートメントの進行方向右側にありま
す。 さらに 2 つのヒューズ ボックスがダッシュボード
の運転席側と助手席側の外側端部の左フロント フット
ウェルにあります。
装備仕様により、追加のヒューズ ボックスが車両内の
さまざまな箇所にあります。これらの箇所には修理工場
でのみアクセスできます。

ヒューズ定格

色 定格電流

紫色 3 A

薄茶色 5 A

茶色 7.5 A

赤色 10 A

青色 15 A

黄色 20 A

白色 / 透明 25 A

緑色 30 A

青緑色 35 A

ヒューズの点検および交換
ヒューズ スロットの番号は、ヒューズ キャリアのカバ
ー内側または上に印字または刻印されています。

インフォメーション

割り当てられていないヒューズ スロットは、以下の概
要に記載されません。

1. 可能であれば、交換するヒューズと関係のある電
装品を OFF にしてください。

2. 該当するヒューズ ボックス カバーを開きます。
3. 必要に応じて、ヒューズ上の紫色のプラスチック

ストリップを慎重に取り外します。

4. ヒューズを点検するため、プラスチック製ヒュー
ズ リムーバーを使用して、スロットから対応する
ヒューズを引き抜いてください。 切れたヒューズ
は、内部の金属線が溶けていることで判別できま
す。

5. 新しいヒューズを差し込んでください。 交換する
ヒューズは、必ず同じ容量のものを使用してくだ
さい。

6. 紫色のプラスチック ストリップを元の位置に戻し
ます。

同じヒューズが何度も切れる場合は、不具合原因を早急
に修理してください。
e ポルシェ正規販売店にご相談ください。 ポルシェ

正規販売店のご利用をお勧めいたします。十分な
トレーニングを受けた経験豊かなスタッフが、最
新の技術情報と専用工具や専用装置を駆使し、確
かな整備をお約束します。

ヒューズ ボックスを開く
ダッシュボードのヒューズ ボックスを開く

図. 228: 左ヒューズ ボックス

e 適切なもの (ドライバーなど) を使用して、カバー
を慎重にこじり外してください。
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左ヒューズ ボックス

No. 積載量

2 インストルメント パネル

3 ステアリング コラム ロック

4 オンボード診断 (OBD)

5 アナログ時計

6 マルチメディア システム用オペレーター コ
ントロール ユニット 2

7 ステアリング コラム スイッチ
ステアリング ホイール ヒーター

8 リヤ タッチ ディスプレイ

9 ステアリング ホイールの電動調節

10 故障診断用ソケット (緊急電話用)

11 フロント センター コンソールの操作

12 エレクトリック パーキング ブレーキ スイッ
チ
ライト スイッチ

右ヒューズ ボックス

No. 積載量

2 PCM

4 補助オーディオ / ビデオ接続ユニット

6 緊急電話モジュール コントロール ユニット

8 エアコン コントロール ユニット

9 ダッシュボードのタッチ ディスプレイ

10 カード リーダー

フットウェルのヒューズ ボックスを開く

図. 229: 右フットウェルのヒューズ ボックス

e 指を穴に入れて、カバーを引き外します。

B 列

No. 積載量

1 シート調整用コントロール ユニット、左フ
ロント

2 シート調整用コントロール ユニット、右フ
ロント

3 E ハイブリッド： パワー エレクトロニクス

4 E ハイブリッド： バッテリー マネージメン
ト

5 E ハイブリッド： 電動モーター

6 ダッシュボード

7 酸素センサー

8 ホーン

9 BCM コントロール ユニット

10 電気ソケット

11 スマートフォン トレイ、フロント

12 スマートフォン トレイ、リヤ
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C 列

No. 積載量

1 シート ベンチレーター、左フロント。シー
ト ベンチレーター、左リヤ

2 シート ベンチレーター、右フロント。シー
ト ベンチレーター、右リヤ

3 イオナイザー、日射センサー

4 PSM コントロール ユニット

5 ロシア： ERA-Glonass

6 E ハイブリッド： エレクトリック ブレーキ
ブースター

7 画像処理コントロール ユニット

8 ヘッドライト エレクトロニクス

9 サウンド アクチュエーター コントロール ユ
ニット

10 エアコン システム

11 ナイト ビュー アシスト コントロール ユニ
ット

エンジン コンパートメント内のヒューズ ボッ
クスを開く

図. 230: エンジン コンパートメント内のヒューズ ボックス

1. 進行方向右側のエンジン コンパートメント内のプ
ラスチック カバーを取り外します。

2. ヒューズ ボックス カバーを慎重に開けて取り外し
ます – 必要に応じて適切な道具 (ドライバーなど)
を使用 –。

A 列

No. 積載量

1 イグニッション コイル

2 エンジン エレクトロニクス

3 クーラント ポンプのシャット オフ バルブ

5 E ハイブリッド： タンク漏れ検出

6 エンジン エレクトロニクス

9 ラジエーター ファン、冷却シャッター

10 エキゾースト システム フラップ

11 シリンダー カットオフ

B 列

No. 積載量

1 エンジン制御システム

2 ブレーキ ライト スイッチ

6 クーラント循環ポンプ

7 エンジン制御システム

8 クーラント ランオン ポンプ

9 エンジン マウント、サーモスタット、タン
ク ベンチレーション、エンジン制御

10 フューエル システムの診断ポンプ
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警告

警告

情報

No. 積載量

11 燃料ポンプ コントロール ユニット

補給
一般的な安全に関する指示

給油時の火災の危険

燃料は強燃性であり、燃焼または爆発が起こる恐れがあ
ります。
e 燃料を取り扱う際、火炎、裸火、および喫煙は禁

止されています。

燃料蒸発ガスの吸入、およ
び皮膚への燃料の付着

燃料と燃料蒸発ガスは人体に有害です。
e 燃料蒸発ガスを吸い込まないようにしてくださ

い。
e 皮膚や衣類に燃料が付着しないように注意してく

ださい。

インフォメーション

場合により燃料に硫黄成分が多く含まれることがありま
す。 特定の運転条件下では、エンジン内での燃焼によ
り不快な臭い (いわゆる「腐った卵の匂い」) を伴う排
気が発生する場合があります。 ポルシェにはこの特性
に対する責任はなく、車の故障を示すものではありませ
ん。

イグニッションを ON にすると、インストルメント ク
ラスターに燃料の残量が表示されます。

燃料の残量が機種ごとに設定された一定量の燃料残量を
下回る場合、インストルメント クラスターに警告メッ
セージが表示されます。
e 最寄りの給油所で給油してください。
g 168 ページの「警告および情報メッセージ」の章を
参照してください。

g 265 ページの「充填容量」の章を参照してくださ
い。

適切な燃料の選択

不適切な燃料を使用するとエンジン、燃料系統、エキゾ
ースト システムを損傷する恐れがあります。
e 以下の仕様に適合する燃料のみ 使用してくださ

い。
e メタノールを含む燃料は使用しないでください。

インフォメーション

通常、燃料のオクタン価に関する情報は、ガソリン ス
タンドの給油機に掲載されています。 ガソリン スタン
ドのスタッフからも情報が得られます。

エンジンは金属系添加物を含まない無鉛ガソリンを使用
した場合に最適に作動するよう設計されています。

エンジン 推奨燃料 代替燃料

Panamera、
Panamera 4

95 RON / 85
MON 以上

その他すべての
ガソリン エン
ジン車

98 RON / 88
MON 以上

95 RON / 85
MON 以上

この車両のエンジンは、エタノール含有量 10 %以下の
燃料の使用に適しています。 エタノール含有燃料を使
用すると燃費が悪化することがあります。
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情報

情報

情報

インフォメーション

推奨燃料が入手困難な場合は、緊急措置としてオクタン
価が 91 RON / 82.5 MON の金属系添加物を含まない無
鉛ガソリンを使用することができます。 ただし、この
場合はエンジン出力が低下し、燃費が悪くなることがあ
ります。
e オクタン価 91 RON / 82.5 MON 以上の金属系添加

物を含まない無鉛ガソリンを使用してください。
e オクタン価 91 RON/82.5 MON の無鉛ガソリンを

使用した場合は、フル スロットルで走行しないで
ください。

オクタン価の低い燃料と添加剤の使用

ポルシェが承認していない添加剤を使用した場合、エン
ジン、燃料系統、エキゾースト システムに損傷を与え
る恐れがあります。
e ポルシェが承認した添加剤のみを使用してくださ

い。
e 添加剤は給油の前に充填してください。

国によっては、燃料の析出挙動がポルシェの基準を満た
していないことがあります。 基準を満たす燃料を入手
できない場合は、ポルシェが販売し推奨する添加剤を混
ぜ合わせてください。詳しくはポルシェ正規販売店にお
問い合わせください。
ポルシェ部品番号 000 043 209 02。

e 容器に記載された指示や混合比を読み、それに従
ってください。

e 常に定期点検時期およびオイル交換時期に従って
ください。

燃料の給油

E ハイブリッド車両：
燃料不足によってエンジンが停止した場合、車両が燃料
残量を新たに検出するには、タンクに最低限の量の燃料
を補充する必要があります。 そうしないとエンジンを
再始動できません。
e 燃料を 15 リットルまで再充填します。

デコラティブ フィルムに燃料が付着すると、退色の原
因になります。
e フィルムに付着した燃料はすぐに拭き取ってくだ

さい。

インフォメーション

E ハイブリッド車両：
燃料タンクのガソリン ガスが原因で、ある程度の過圧
が発生する恐れがあるため、フィラー フラップを開く
前に逃がす必要があります。 この状況でのタンクの排
気には時間がかかる場合があります。 フィラー フラッ
プは、燃料タンク ベンチレーションが完了したときに
のみ開きます。

図. 231: ボタン A： 燃料タンク ベンチレーションを開始し、フ
ィラー フラップを開く

図. 232: フィラー フラップを開く

図. 233: タンク キャップを開く

b エンジンが停止している。
b イグニッションが OFF になっている。
b 車両がロック解除されている。
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警告

e E ハイブリッド車両： 燃料タンク ベンチレーショ
ンを開始するために、運転席ドアのボタン A
(図. 231) を押してください。
燃料タンク ベンチレーション ステータスがインス
トルメント クラスターに表示されます。 燃料タン
ク ベンチレーションが完了すると終了音が鳴り、
フィラー フラップが解除されます。 燃料タンク ベ
ンチレーションが正常に完了しない場合、燃料タ
ンク ベンチレーションを再び開始するために、ボ
タン A を再度押してください。

1.  E ハイブリッド車両： ロック解除されたフィラー
フラップを完全に開きます。
E ハイブリッド ドライブ非装備車： フィラー フラ
ップの後部 (図. 232) を押すと、フラップが開きま
す。
この車両に使用できる燃料の種類は、フィラー フ
ラップの裏のステッカーに明示されています。

2. タンクのキャップをゆっくり開いて取り外してく
ださい。

3. タンク キャップをホルダー (図. 233) に入れま
す。

4. 給油ノズルはハンドルを下向きにして確実に給油
口の奥まで差し込んでください。

5. 給油ノズルを操作して、燃料を給油してくださ
い。 給油ノズルが自動停止したら、それ以上給油
を続けないでください。 温度が高くなったとき
に、タンクの燃料が吹き返したり、あふれ出した
りすることがあります。
g 264 ページの「テクニカル データ」の章を参照
してください。

6. 給油後はすぐにタンク キャップを元の位置に戻
し、カチッと閉まる音が聞こえ、手ごたえがある
まで締め付けます。

7. フィラー フラップを閉じてフィラー フラップの後
部を押し、しっかりと閉じてください。

インフォメーション

タンク キャップを紛失した場合は、必ず純正部品と交
換してください。

フィラー フラップの緊急解除

図. 234: 緊急時のフィラー フラップのロック解除

装備に応じて、さまざまなロック解除オプションを利用
できます。 フィラー フラップの電動ロック解除が故障
したときは、手動で燃料フィラー フラップを開くこと
ができます。

b E ハイブリッド車両以外
1. 右ラゲッジ コンパートメント トリムの赤色の緊急

解除ストラップを矢印の方向に慎重に引きます。
🡆 フィラー フラップのロックが機械的に解除さ

れます。
2. フィラー フラップの後部を押して開きます。

b E ハイブリッド車両
1. 車両右側のラゲッジ コンパートメント トリム パネ

ルを取り外します。 緊急解除ストラップは、12 V
バッテリーの左側にあります。

2. 右ラゲッジ コンパートメント トリムの赤色の緊急
解除ストラップを矢印の方向に慎重に引きます。
🡆 フィラー フラップが開きます。

緊急解除後にタンク キャップをゆるめる際、
燃料気化ガスが漏れ出す恐れがあります。

燃料蒸発ガスの吸入、およ
び皮膚への燃料の付着

燃料と燃料蒸発ガスは人体に有害です。
e 燃料蒸発ガスを吸い込まないようにしてくださ

い。
e 皮膚や衣類に燃料が付着しないように注意してく

ださい。
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警告

警告

ジャッキおよびリフティング プラッ
トフォーム
車両のリフト アップ

図. 235: フロント側のリフティング プラットフォームおよびジ
ャッキのジャッキアップ ポイント

図. 236: リヤ側のリフティング プラットフォームおよびジャッ
キのジャッキアップ ポイント

車両の不十分な固定

車両がしっかり固定されていない場合、または正しく固
定されていない場合、不意に動いたり、ジャッキやリフ
ティング プラットフォームなどのリフト装置から落下
したりする 恐れがあります。これにより深刻な怪我や
損傷に至る場合があります。
e 車両をジャッキで持ち上げる場合、固く水平な場

所でのみ行ってください。
e 交換するタイヤの対角にある車輪に輪止めをする

などして、車両が不意に動き出さないようにしま
す。

e 車両は必ず、車両下側にある規定のジャッキアッ
プ ポイントで持ち上げてください。

e 車両の下に入って作業する場合は、必ず強固なサ
ポート スタンドで車体を支えてください。

e 車両をジャッキアップした後は、絶対にエンジン
を始動しないでください。エンジンの振動により
車両が落下する恐れがあります。

e エンジンをかけたまま作業する場合は、エレクト
リック パーキング・ブレーキをかけ、かつトラン
スミッション パーキング・ロック P を有効にしま
す。

g 244 ページの「タイヤおよびホイール」の章を参照
してください。

レベリング システムのコン
トロール作動

レベリング システムが作動している車両は、予期しな
いタイミングで動いたり、傾いたり、ジャッキやリフテ
ィング プラットフォームなどのリフト装置から落下し
たりする恐れがあります。 これにより深刻な怪我や損
傷に至る場合があります。
e 手動でノーマル レベルに設定し、車両のリフト ア

ップを行う前にレベリング システムを OFF にしま
す。
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情報

g 181 ページの「車両設定」の章を参照してくださ
い。

インフォメーション

ホイール交換に必要なツールは標準装備の供給範囲に含
まれていません。

ウォッシャー液
ウォッシャー液の選択
g 23 ページの「フィラー キャップ」の章を参照してく
ださい。
e 季節に合わせて、水と適切な添加剤 (ウィンドウ ク

リーナー濃縮液、不凍液) を混ぜ合わせてくださ
い。 常に適切な割合で混合し、使用する添加物の
容器に記載されたすべての指示を読んでくださ
い。
– 夏季： 水とウィンドウ クリーナー濃縮液を入

れてください
– 冬季： 水、不凍液、およびウィンドウ クリー

ナー濃縮液を入れてください
次の要件を満たしたウィンドウ クリーナー濃縮液のみ
を使用します：
– 希釈 1:100
– リン酸塩不使用
– プラスチック製ヘッドライト レンズ適合品
ポルシェが推奨するウォッシャー液濃縮液については、
ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。
ウォッシャー液レベルが低くなりすぎると、インストル
メント クラスターに警告メッセージが表示されます。

ウォッシャー液の追加

ヘッドライトを損傷する恐れがあります。
e ウォッシャー液を補充するときに、ヘッドライト

に寄りかからないようにしてください。

1. ウォッシャー液タンクのキャップを開けます。
2. ウォッシャー液を追加します。

g 265 ページの「充填容量」の章を参照してくだ
さい。

3. キャップを慎重に閉めます。
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テクニカル データ
車両識別データ
この取扱説明書に含まれる情報は、装備品または国固有
の理由により、車両固有のデータとは異なる場合があり
ます。 個別に指定されている場合を除き、すべてのボ
ディの種類に適用されます。 車両固有データに関して
は、公式な車両関連文書や車両登録書類、および車両の
インフォメーション プレート (例：ビークル プレート)
を参照してください。
車両の公式登録書類の情報は常にこのマニュアルの情報
よりも優先されます。

車両識別番号

図. 237: 車両識別番号の記載箇所

車両識別番号はフロント ウィンドウ枠の左下と助手席
フットウェルのカーペットのカバー下にあります。

e スペア パーツを注文する場合、必ず車両識別番号
を記載してください。

タイヤ空気圧プレート

図. 238: タイヤ空気圧プレートの記載箇所

車両データ バンク
車両の大切な情報が記載されているデータ バンクは、
整備手帳の中に添付されています。 このデータ バンク
は、紛失したり破損したりしても再注文することができ
ません。
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寸法
全長 (装備仕様により異なる) 5,049 mm – 5,199 mm

全幅 (装備仕様により異なる) 1,937 mm

ドア ミラーを含む全幅 2,165 mm

DIN 規定の空車重量での車高 1,399 mm – 1,432 mm

リヤ リッド開状態時の全高 2,110 mm – 2,129 mm

DIN 規定の空車重量での地上高
シャーシ バージョンによる

134 mm

充填容量
Panamera

Turbo S E-Hybrid
Panamera

Turbo S Panamera GTS Panamera 4S Panamera 4 E-
Hybrid

Panamera 4S E-
Hybrid

Panamera、
Panamera 4

燃料タンク 約 80 L (予備の約
12 L を含む)。

約 90 L (予備の約
12 L を含む)。

約 90 L (予備の約
12 L を含む)。

約 75 L (オプショ
ン：90 L) (予備の
約 10 L を含む)。

約 80 L (予備の約
10 L を含む)。

約 80 L (予備の約
10 L を含む)。

約 75 L (オプショ
ン：90 L) (予備の
約 10 L を含む)。

フロント ウィンド
ウ / ヘッドライト
ウォッシャー液

約 2.5 L (ヘッドライト ウォッシャー システム装備車： 約 6 L)

燃費と CO2 排出
CO2 排出量は燃料消費量の影響を直接受けます。 安全運転や定期点検によって、CO2 排出量を最小限に抑制するのに役立ちます。

インフォメーション

国により、納車時に提供された書類 (例：「適合証明」) に車両の燃料消費と排出値が記載されています。 規定の測定方法による値を表示しています (現行バージョンの Euro
6： 規則 (EC) 715/2007、現行バージョンの Euro 5： ECE-R.83 と ECE-R 101 の組み合わせ)。
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重量
規格 (EC) 1230/2012 に基づく、75 kg の運転者 1 名
と荷物分を含む空車重量。
e 最大総重量と最大軸荷重の限度を超えないように

してください。 追加装備が取り付けられている場
合、最大許容荷重が小さくなります。

ルーフ積載荷重は、ルーフ トランスポート システムの
重量、マウント部品、および荷物の合計です。
g 206 ページの「ルーフ トランスポート システム」の
章を参照してください。

 

Panamera Turbo S E-Hybrid
(リヤ シート 2 席)

Panamera Turbo S E-Hybrid
(リヤ シート 3 席)

Panamera Turbo S (リヤ シー
ト 2 席)

Panamera Turbo S (リヤ シー
ト 3 席)

最大軸荷重、フロント 1,355 kg 1,355 kg 1,295 kg 1,310 kg

最大軸荷重、リヤ 1,540 kg 1,575 kg 1,365 kg 1,430 kg

最大総重量 2,810 kg 2,880 kg 2,585 kg 2,665 kg

最大ルーフ積載荷重 75 kg 75 kg 75 kg 75 kg

最大けん引重量 (ブレーキ装備
車)、坂道の勾配率が 12% 以下
のとき

– – 2,200 kg 2,200 kg

最大けん引重量、ブレーキなし – – 750 kg 750 kg

車両とトレーラーを組み合わせ
た総重量のレーティング – – 4,785 kg 4,865 kg

最大垂直連結荷重 – – 100 kg 100 kg
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Panamera GTS (リヤ シート 2
席)

Panamera GTS (リヤ シート 3
席)

Panamera GTS Sport Turismo
(リヤ シート 2 席)

Panamera GTS Sport Turismo
(リヤ シート 3 席)

最大軸荷重、フロント 1,295 kg 1.310 kg 1,305 kg 1,315 kg

最大軸荷重、リヤ 1,365 kg 1,430 kg 1,390 kg 1,450 kg

最大総重量 2,585 kg 2,665 kg 2,615 kg 2,700 kg

最大ルーフ積載荷重 75 kg 75 kg 75 kg 75 kg

最大けん引重量 (ブレーキ装備
車)、坂道の勾配率が 12% 以下
のとき

2,200 kg 2,200 kg 2,200 kg 2,200 kg

最大けん引重量、ブレーキなし 750 kg 750 kg 750 kg 750 kg

車両とトレーラーを組み合わせ
た総重量のレーティング 4,785 kg 4,865 kg 4,815 kg 4,900 kg

最大垂直連結荷重 100 kg 100 kg 100 kg 100 kg

Panamera 4S E-Hybrid (リヤ シート 2
席)

Panamera 4S E-Hybrid (リヤ シート 3
席) Panamera 4 Executive

最大軸荷重、フロント 1,285 kg 1,285 kg 1,240 kg

最大軸荷重、リヤ 1,530 kg 1,590 kg 1,320 kg

最大総重量 2,750 kg 2,825 kg 2,505 kg

最大ルーフ積載荷重 75 kg 75 kg –
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Panamera 4E-Hybrid (リヤ シ
ート 2 席)

Panamera 4E-Hybrid (リヤ シ
ート 3 席)

Panamera 4E-Hybrid Sport
Turismo (リヤ シート 2 席)

Panamera 4E-Hybrid Sport
Turismo (リヤ シート 3 席)

最大軸荷重、フロント 1,285 kg 1,285 kg 1,280 kg 1,300 kg

最大軸荷重、リヤ 1,510 kg 1,570 kg 1,525 kg 1,585 kg

最大総重量 2,710 kg 2,785 kg 2,735 kg 2,810 kg

最大ルーフ積載荷重 75 kg 75 kg 75 kg 75 kg

Panamera 4 (リヤ シート 2 席) Panamera 4 (リヤ シート 3 席) Panamera 4 Sport Turismo (リ
ヤ シート 2 席)

Panamera 4 Sport Turismo (リ
ヤ シート 3 席)

最大軸荷重、フロント 1,210 kg 1,230 kg 1,220 kg 1,235 kg

最大軸荷重、リヤ 1,320 kg 1,385 kg 1,355 kg 1,420 kg

最大総重量 2,460 kg 2,550 kg 2,510 kg 2,585 kg

最大ルーフ積載荷重 75 kg 75 kg 75 kg 75 kg

最大けん引重量 (ブレーキ装備
車)、坂道の勾配率が 12% 以下
のとき

2,200 kg 2,200 kg 2,200 kg 2,200 kg

最大けん引重量、ブレーキなし 750 kg 750 kg 750 kg 750 kg

車両とトレーラーを組み合わせ
た総重量のレーティング 4,660 kg 4,750 kg 4,710 kg 4,785 kg

最大垂直連結荷重 100 kg 100 kg 100 kg 100 kg
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Panamera (リヤ シート 2 席) Panamera (リヤ シート 3 席)

最大軸荷重、フロント 1,195 kg 1,195 kg

最大軸荷重、リヤ 1,385 kg 1,385 kg

最大総重量 2,515 kg 2,515 kg

最大ルーフ積載荷重 75 kg 75 kg

最大けん引重量 (ブレーキ装備車)、坂道の勾配率が
12% 以下のとき 2,200 kg 2,200 kg

最大けん引重量、ブレーキなし 750 kg 750 kg

車両とトレーラーを組み合わせた総重量のレーティング 4,715 kg 4,715 kg

最大垂直連結荷重 100 kg 100 kg

ホイールおよびタイヤ
ホイールおよびタイヤのサイズ
ポルシェが承認したタイヤにより、この車両に最適な走行性能が得られます。 荷重指数 (｢105｣など) と許容最高速度を示す記号 (｢Y｣など) は、いずれも最低要件です。 新し
いタイヤの装着時やタイヤ交換時は：
g 244 ページの「タイヤおよびホイール」の章を参照してください。
e スノー チェーンは適切なマークが付いたホイールおよびタイヤのサイズにのみ装着してください。 スノー チェーンを装着したときの最高速度については各国の法規に従

ってください。 ポルシェが承認したスノー チェーンのみを使用してください。
e リヤ アクスル ステアリング装備車では、スノー チェーン モードを起動します。

g 181 ページの「車両設定」の章を参照してください。
e タイヤ / ホイールを取り付ける前に、EU 適合宣言をチェックし、そのホイール / タイヤの組み合わせがこの車両に許可されているかどうかを確認してください。 詳しく

は、 ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。
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1. ポルシェ セラミック コンポジット ブレーキ (PCCB) には使用できません

タイヤ タイヤのサイズ ホイール サイズ スノー チェーンの装着

全モデル

スペア ホイール 155/70 R 20 4.5B x 20 不可

Panamera、Panamera 4、Panamera 4 E-Hybrid、Panamera 4S、Panamera GTS、Panamera 4S E-Hybrid

サマー タイヤ

FA： 265/45 ZR 19 (105Y) XL
RA： 295/40 ZR 19 (108Y) XL

FA： 9.0J x 19、RO 641

RA： 10.5J x 19、RO 621
不可

FA： 275/40 ZR 20 (106Y) XL
RA： 315/35 ZR 20 (110Y) XL

FA： 9.5J x 20、RO 71
RA： 11.5J x 20、RO 68

不可

FA： 275/35 ZR 21 (103Y) XL
RA： 315/30 ZR 21 (105Y) XL

FA： 9.5J x 21、RO 71
RA： 11.5J x 21、RO 69

不可

オールシーズン タイヤ

FA： 275/40 R 20 106V M+S
RA： 315/35 R 20 110V M+S

FA： 9.5J x 20、RO 71
RA： 11.5J x 20、RO 68

不可

FA： 275/35 R 21 103V XL M+S
RA： 315/30 R 21 105V XL M+S

FA： 9.5J x 21、RO 71
RA： 11.5J x 21、RO 69

不可

ウィンター タイヤ

FA： 265/45 R 19 105V XL M+S
RA： 295/40 R 19 108V XL M+S

FA： 9.0J x 19、RO 64
RA： 10.5J x 19、RO 62

リヤ アクスルのみ

FA： 275/40 R 20 106V XL M+S
RA： 315/35 R 20 110V XL M+S

FA： 9.5J x 20、RO 71
RA： 10.5J x 20、RO 71

リヤ アクスルのみ

FA： 275/35 R 21 103V XL M+S
RA： 315/30 R 21 105V XL M+S

FA： 9.5J x 21、RO 71
RA： 10.5J x 21、RO 71

リヤ アクスルのみ

Panamera Turbo S
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タイヤ タイヤのサイズ ホイール サイズ スノー チェーンの装着

サマー タイヤ

FA： 275/40 ZR 20 (106Y) XL
RA： 315/35 ZR 20 (110Y) XL

FA： 9.5J x 20、RO 71
RA： 11.5J x 20、RO 68

不可

FA： 275/35 ZR 21 (103Y) XL
RA： 315/30 ZR 21 (105Y) XL

FA： 9.5J x 21、RO 71
RA： 11.5J x 21、RO 69

不可

オールシーズン タイヤ

FA： 275/40 R 20 106V M+S
RA： 315/35 R 20 110V M+S

FA： 9.5J x 20、RO 71
RA： 11.5J x 20、RO 68

不可

FA： 275/35 R 21 103V M+S
RA： 315/30 R 21 105V M+S

FA： 9.5J x 21、RO 71
RA： 11.5J x 21、RO 69

不可

ウィンター タイヤ

FA： 275/40 R 20 106V M+S
RA： 315/35 R 20 110V M+S

FA： 9.5J x 20、RO 71
RA： 10.5J x 20、RO 71

リヤ アクスルのみ

FA： 275/35 R 21 103V M+S
RA： 315/30 R 21 105V M+S

FA： 9.5J x 21、RO 71
RA： 10.5J x 21、RO 71

リヤ アクスルのみ

Panamera Turbo S E-Hybrid

サマー タイヤ
FA： 275/35 ZR 21 (103Y) XL
RA： 325/30 ZR 21 (108Y) XL

FA： 9.5J x 21、RO 71
RA： 11.5J x 21、RO 69

不可

オールシーズン タイヤ

FA： 275/40 R 20 106V M+S
RA： 315/35 R 20 110V M+S

FA： 9.5J x 20、RO 71
RA： 11.5J x 20、RO 68

不可

FA： 275/35 R 21 103V M+S
RA： 315/30 R 21 105V M+S

FA： 9.5J x 21、RO 71
RA： 11.5J x 21、RO 69

不可

ウィンター タイヤ
FA： 275/40 R 20 106V M+S
RA： 315/35 R 20 110V M+S

FA： 9.5J x 20、RO 71
RA： 10.5J x 20、RO 71

リヤ アクスルのみ
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警告

タイヤ タイヤのサイズ ホイール サイズ スノー チェーンの装着

FA： 275/35 R 21 103V M+S
RA： 315/30 R 21 105V M+S

FA： 9.5J x 21、RO 71
RA： 10.5J x 21、RO 71

リヤ アクスルのみ

FA = フロント アクスル、RA = リヤ アクスル、RO = リム オフセット

タイヤ空気圧
タイヤ空気圧はいずれも、ポルシェが認定したメーカーおよび仕様のタイヤの冷間時 (20 °C) にのみ適用されるものです。
工場取り付けタイヤの正しいタイヤ空気圧は、タイヤ空気圧プレートで確認できます。 選択できるその他すべてのタイヤの指定タイヤ空気圧は、PCM のタイヤ空気圧モニタ
リング (TPM) 画面で確認できます。
e タイヤ空気圧モニタリング (TPM) でタイヤの種類、タイヤのサイズおよび車両の積載状況を設定し、[標準タイヤ空気圧] または [コンフォート タイヤ空気圧] のいずれか

(国または装備に応じて) を選択します。
g 244 ページの「タイヤ空気圧およびタイヤ空気圧モニタリング (TPM) システム」の章を参照してください。

e タイヤ空気圧プレートと、PCM のタイヤ空気圧モニタリング (TPM) ディスプレイを参照してください。
–  e  設定 e 車両 e タイヤ空気圧モニタリング e 空気圧偏差

e タイヤ空気圧を仕様に合わせて調整します。
タイヤ空気圧の不足

[コンフォート] オプションは国によって異なるため、すべての国別仕様に適用されるわけではありません。
タイヤ空気圧が低い状態で高速走行すると、タイヤが破損します。
e コンフォート プレッシャーは「コンフォート プレッシャー」機能を備えた車両のタイヤにのみ設定してください。
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ポルシェ コミュニケーション マネージメント (PCM)
テクニカル データ： オーディオおよびビデオ ファイル

対応するメディア ポータブル プレーヤー MTP プレーヤー、「USB デバイス サブクラス 1 および 6」の USB 3.0 デバイス (USB スティッ
ク、特別なドライバー ソフトウェアを含まない USB MP3 プレーヤー、外部 USB フラッシュ メモリー、およびハード ド

ライブなど)

ファイル システム USB 大容量ストレージ exFAT、FAT、または FAT32、NTFS ファイル システム (最大 4 パーティション)

フォーマット MPEG 1/2 Layer 3、Windows Media Audio 9 および 10、MPEG 2/4、FLAC、MPEG 1/2、ISO-MPEG4、DivX 3、
4、5、Xvid、ISO-MPEG4 H.264 (MPEG4 AVC)、Windows Media Video 9

ファイル拡張子 .mp3、.wma、.asf、.m4a、.m4b、.aac、.flac、.mpg、.mpeg、.avi、.mp4、.m4v、.mov、.wmv

再生リスト .M3U、.PLS、.WPL、.M3U8、.ASX

特性 最大 320 kbit/s および 48 kHz サンプリング周波数、最大 2,000 kbit/s および 720x576 ピクセル (最大 25 fps)

ファイル数 USB 大容量ストレージ 1 メディアにつき最大 10,000 ファイル、1 ディレクトリー / 1 再生リストにつき最大 1,000 フ
ァイル

メタデータ アルバム ジャケット最大 800 x 800 ピクセル。GIF、JPG、および PNG フォーマット、または Gracenote データベース
経由

テクニカル データ： 接続

モバイル ネットワーク GSM/GPRS/EDGE： デュアル バンド、900 MHz/1800 MHz
UMTS/HSPA+： トリプル バンド、900 MHz (Band VIII)/1800 MHz (Band III)/2100 MHz (Band I)

LTE： クワッド バンド、800 MHz (Band 20)/900 MHz (Band 8) /1800 MHz (Band 3)/2600 MHz (Band 7)

WiFi IEEE 802.11a/b/g/n (2.4 GHz)

Bluetooth® Bluetooth® 2.1、IEEE 802.15.1、クラス 2、到達範囲約 10 m
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テクニカル データ： ラジオ

周波数範囲 / 規格
UKW (FM)： 87.5 – 108MHz (100 kHz ごとの手動調節)

MW (AM)： 537 – 1602 kHz (国別仕様による、9 kHz 単位の手動設定)

放送局の自動検索による選局グリッド
UKW (FM)： 100 kHz

MW (AM)： 9 kHz (国別仕様により異なる)

ライセンスについて

Bluetooth® Bluetooth® マークおよびロゴは Bluetooth SIG, Inc. の登録商標で、AISIN AW CO., LTD. は認可を受けてこれらを使用して
います。 その他のマークおよびブランド名は、それぞれの所有者に帰属します。

Dolby Digital Dolby Laboratories のライセンスの下で製作 Dolby およびダブル D マークは Dolby Laboratories の登録商標です。

DTS Digital Surround
DTS の特許については、http://patents.dts.com を参照してください。 DTS Licensing Limited のライセンスの下で製作。
DTS、シンボル、および DTS とシンボルの組み合わせは登録商標として登録されています。DTS Digital Surround のシンボ

ルは DTS, Inc. の登録商標です。© DTS, Inc. All Rights Reserved.

Gracenote® Gracenote ロゴおよび「Powered by Gracenote」ロゴは、米国またはその他の国における Gracenote Inc. の登録商標また
は商標です。

エンド ユーザー ライセンス契約

Gracenote®

Gracenote® エンド ユーザー ライセンス契約
このアプリケーションまたは機器には、米国カルフォルニア州エメリービルの Gracenote, Inc.によるソフトウェア
(「Gracenote」) が搭載されています。 このアプリケーションは Gracenote によるソフトウェア (「Gracenote
Software」) を利用し、オンラインのディスクまたはファイルを識別し、名前、アーティスト名、トラック名、タイトル
情報など音楽関連の情報 (「Gracenote Data」) をオンライン サーバーまたは実装データベース (総称として「Gracenote
Servers」) から入手するとともに、その他の機能も実現しています。 Gracenote データは、アプリケーションまたは機
器のエンド ユーザー機能の意図に沿う形でのみ利用できます。 Gracenote データ、Gracenote ソフトウェア、および
Gracenote サーバーを個人的かつ非営利の目的でのみ使用することに同意するものとします。 Gracenote ソフトウェアお
よび Gracenote データを第三者に譲渡、コピー、転送または送信しないことに同意するものとします。 お客様は、ここ
に明示的に許諾されていること以外の目的に、Gracenote データ、Gracenote ソフトウェア、または Gracenote サーバ
ーを使用または活用しないことに同意するものとします。 これらの制限に反した場合は、Gracenote データ、Gracenote
ソフトウェアまたは Gracenote サーバーの通常使用権約が解除されることに同意するものとします。 ライセンスが停止
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エンド ユーザー ライセンス契約

すると、Gracenote データ、Gracenote ソフトウェアまたは Gracenote サーバーすべての使用を中止することに同意す
るものとします。 全所有権を含めた Gracenote データ、Gracenote ソフトウェアまたは Gracenote サーバーについての
すべての所有権を含む、すべての権利を Gracenote が保有します。 いかなる状況においても Gracenote はお客様が提供
した情報についてお客様に対して支払いの責任を持ちません。 Gracenote, Inc. が自己の名義をもってお客様に対してこの
合意に基づいた権利を執行できることに同意するものとします。 Gracenote サービスは、統計的処理を行うために、クエ
リ調査用の固有の識別子を使用します。 ランダムに割り当てた数字による識別子の目的は Gracenote サービスが質問者
の個人情報を取得せずにクエリをカウントすることを可能にします。 より詳細な情報については、Gracenote サービスの
Gracenote プライバシー ポリシーのウェブ ページを参照してください。 Gracenote ソフトウェアおよび Gracenote デー
タの各アイテムは、「現状のまま」でお客様にライセンス供与されます。 Gracenote は、Gracenote サーバーから得られ
た Gracenote データの正確性に関して、明示または黙示を問わず、いかなる表明または保証も行いません。 Gracenote
は、妥当な理由があると判断した場合、Gracenote サーバーからデータを削除したり、データのカテゴリーを変更したり
する権利を留保します。 Gracenote ソフトウェアおよび Gracenote サーバーにエラーがない、または Gracenote ソフト
ウェアまたは Gracenote サーバーの機能が中断しないことは保証されていません。 Gracenote は Gracenote が提供可能
な新しい拡張または追加データ タイプまたはカテゴリーを提供する義務を負いません。またいつでもサービスを中断する
ことができます。 Gracenote は明示的または暗示的にかかわらず、商品性および特定目的に対する適合性、所有権および
非侵害などで暗示されている保証も含め (限定はしない)、いかなる保証も行いません。 Gracenote は、お客様が
Gracenote ソフトウェアおよび Gracenote サーバーを使用することにより入手した結果について保証しません。 結果的
なまたは付随的な損害、または利益や収益の損失について、Gracenote は一切責任を負いません。 ©Gracenote, Inc.
2009
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Bluetooth® 認証 (抜粋)
アルバニア – アンドラ – アンゴラ – アルバ – オースト
ラリア – オーストリア – バハマ – バーレーン – バルバ
ドス – ベラルーシ – ベルギー – ベリーズ – ボリビア –
ボネール島 – ボスニア ヘルツェゴビナ – ブラジル – ブ
ルネイ – ブルガリア – ブルキナ ファソ – カナダ – チ
リ – 中国 – コロンビア – コスタリカ – クロアチア –
キュラソー – キプロス – チェコ共和国 – デンマーク –
ドミニカ共和国 – エクアドル – エジプト – エルサルバ
ドル – エストニア – エチオピア – フィンランド – フラ
ンス – フランス領ギアナ – フランス領ポリネシア – ガ
ボン – ドイツ – ガーナ – ジブラルタル – グアドループ
島 – グアテマラ – ギリシャ – グリーンランド – 香港 –
ハンガリー – アイスランド – インド – インドネシア –
アイルランド – イラク – イスラエル – イタリア – コー
トジボワール – ジャマイカ – 日本 – ヨルダン – ケニア
– コソボ – クウェート – ラトビア – レバノン – レソト
– リベリア – リビア – リヒテンシュタイン – リトアニ
ア – ルクセンブルグ – マカオ – マケドニア – マダガス
カル – マレーシア – マルタ – マルティニーク – モーリ
シャス – メキシコ – モナコ – モンゴル – モロッコ –
モザンビーク – オランダ – ニューカレドニア – ニュー
ジーランド – ナイジェリア – ノルウェー – オマーン –
パキスタン – パナマ – ペルー – ポーランド – ポルトガ
ル – プエルトリコ – カタール – レユニオン – ルーマニ
ア – ロシア – サンマリノ – サウジアラビア – セネガル
– セルビア – シンガポール – スロバキア – 南アフリカ
– スペイン – セントルシア – スウェーデン – スイス –
タヒチ – 台湾 – タイ – アラブ首長国連邦 – イギリス –
ウルグアイ – 米国 – ベネズエラ – ベトナム – イエメン
– ジンバブエ
リサイクル
耐用年数経過後の車両の返却
EU 加盟国のみ：
Dr. Ing. h.c. F. Porsche AG の車両はリサイクル性を考
慮して開発されています。 使用済みの車両を返却して
関連する解体証明書を取得するには、

e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

エアバッグおよびシート ベルト テンショナー
ユニット
未作動のガス発生器、エアバッグが付いたままの車両、
エアバッグ ユニット、シートベルト テンショナー ユニ
ットは、一般の廃棄物やスクラップとして処分できませ
ん。
適切な廃棄に関する詳細情報については、

e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

電気/電子部品および使用済みバッテリー
キー、リモート コントロールおよび古いバッテリー
は、「通常」のスクラップや廃棄物として処分したり、
他の形態の廃棄物の中に混ぜて廃棄したりしないでくだ
さい。
e 各国の廃棄に関する法規を遵守してください。
e 古いバッテリーおよび電気 / 電子機器は、回収場

所に持ち込んでください。
e 高電圧バッテリーおよび 12 V リチウム バッテリ

ーは危険物です。 このためこれらのバッテリーに
ついては、改造したり、ご自分で処分したりしな
いでください。

キー、リモート コントロールおよび古いバッテリーの
正しい処分の詳細については、
e ポルシェ正規販売店にお問い合わせください。

欧州化学物質規制 (REACH) に基づく
表示
ポルシェは EU 化学物質規制 REACh (化学物質の登録、
評価、認可、および制限) に従い、車両に含まれている
可能性のある高懸念物質 (SVHC) に関する情報を提供し
ます。

この情報はインターネットで入手できます。

g https://www.porsche.com/international/reach-
regulation/
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無線機器 (EU 地域外)
検査マークおよび適合宣言書
バーレーン、ボスニア ヘルツェゴビナ、フラ
ンス領ギアナ、ジョージア、ジブラルタル、グ
アドループ島、アイスランド、イスラエル、コ
ートジボワール、クウェート、マケドニア、マ
ルティニーク島、モルドバ、モナコ、モンテネ
グロ、ニューカレドニア、ノルウェー、レユニ
オン、スリランカ、セントルシア、スイス、ト
リニタード & トバゴ、トルコ

アルジェリア
ARPCE 認証済：N°156/R/MRG/PC/ARPCE/2020
（MIB3）
ARPCE 認証済：N°130/IR/HMG/PC/ARPCE/2020
（ConBox ハイ オンライン）
ANF 認証済：N°323/H/ANF/2021（RR4）
ANF 認証済：N°276/H/ANF/2021（R3T）

Argentina

CNC ID: C-20323 (MIB2+ Online)
CNC ID: C-20324 (MIB2+ Offline)
CNC ID: C-21672 (LRR4)
CNC ID: C-21798 (MRR1Rear)
CNC ID: C-24063 (MIB3)
CNC ID: H-17001 (Homelink)
CNC ID: H-24102 (TPMS)

CNC ID: C-23466 (ConBox High offline)

 

 

Australia

Belarus

Brazil

00716-15-03745 (LRR4)
00971-18-02930 (Key PK3)
02230-14-03745 (MRR1)
02393-19-05364 (BCMevo5)
05031-16-06324 (Homelink)
05224-19-12227 (MIB3)

05674-16-06830 (R3TR)
09087-19-07978 (ConBox High offline)
09589-19-12707 (IC-CPD)
01683-20-12822 (HEM)
Este equipamento opera em caráter secundário, isto
é, não tem direito à proteção contra interferência
prejudicial, mesmo de estações do mesmo tipo, e não
pode causar interferência a sistemas operando em
caráter primário. Este equipamento não tem direito à
proteção contra interferência prejudicial e não pode
causar interferência em sistemas devidamente
autorizados. Este produto está homologado pela
ANATEL, de acordo com os procedimentos
regulamentados pela Resolução 242/2000, e atende
aos requisitos requisitos técnicos aplicados. Para
maiores informações, consulte o site da ANATEL
www.anatel.gov.br

Brunei
DTA-002281 (Key PK3)
DTA-002453 (BCMevo5)
DTA-003655 (MIB3)
DTA-005830 (LRR4)
DTA-006367 (MRR1Rear)
DTA-004048 (Conbox-High offline)
DTA-006277 (R3TR)

カナダ
This vehicle includes following Radio Frequency
Devices/ Ce véhicule comprend les appareils à
radiofréquence suivants:
IC: 2694A-BCMEVO5 (BCMevo5)
IC: 2701A-PK3 (Key PK3)
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IC: 3887A-LRR4 (LRR4)
IC: 3887A-MRR1REAR (MRR1Rear)
IC: 4112A-ADHL5D (Homelink)
IC: 8595A-JODYW16407A (MIB3)
IC: 3659A-R3TR (R3TR)
IC: 6434A-P114 (ConBox High online)
Radio Frequency Devices and Radio Communication
Equipment comply with RSS-210 of Industy Canada.
ISED Canada’s licence-exempt RSSs and These
devices contain licence-exempt transmitter(s)/
receiver(s) that comply with Innovation, Science and
Economic Development Canada’s licence-exempt
RSS(s).
Operation is subject to the following two conditions:
(1) These devices may not cause interference; and
(2) These devices must accept any interference,
including interference that may cause undesired
operation of the device.
These Class B digital apparatus comply with
Canadian ICES-003.
Ces appareils sont conformes à la norme RSS-210
de l'Industrie Canadienne. Les émetteurs/récepteurs
exempt de licence contenu dans le présent appareil
sont conformes aux CNR d’Innovation, Sciences et
Développement économique Canada applicables aux
appareils radio exempts de licence.
Son fonctionnement est soumis aux deux conditions
suivantes:
(1) Ces appareils ne doivent pas causer d’
interférences nuisibles et
(2) Ces appareils doivent accepter toute interférence
reçue, y compris les interférences pouvant entraîner
un fonctionnement.

Ces appareils numérique de la classe B sont
conforme à la norme NMB-003 du Canada.

中国
本设备包含型号核准代码（分别）为 :
CMIT ID: 2016DJ6564（ホームリンク ADHL5D）
CMIT ID: 2016DJ6719（R3T）
CMIT ID: 2019AJ10240（MIB3）
CMIT ID: 2019CJ6265（ConBox オンライン）
的无线电发射模块

コスタリカ
SUTEL 00922-2018 (Key PK3)
SUTEL 02922-2019 (MIB3)
SUTEL 05901-2019 (BCMevo5)
SUTEL 07096-2014 (LRR4)
SUTEL 07764-2016 (Homelink)
SUTEL 2733-2014 (MRR1Rear)
SUTEL 08513-2016 (R3TR)
SUTEL 05107-2019 (ConBox High offline)

Customs Union (including Armenia, Belarus,
Kazakhstan, Russia)

 

Модель: LTE-MBC-EU

Изготовитель: Molex CVS Dabendorf
GmbH
Сделано в Германии
Электропитание : 12 V 400 mA
Модель: LTE-MBC-EU2
Изготовитель: Molex CVS Dabendorf
GmbH
Сделанов Германии
Электропитание : 12 V 400 mA

Ghana
NCA APPROVED: 1R3-1M-7E0-14B (Key PK3)
NCA APPROVED: 3R8-8M-7DF-2AA
NCA APPROVED: BRE-1M-GE2-15A (BCMevo5)
NCA APPROVED: ZRO-M8-7E3-X79 (MIB3)
NCA APPROVED: 6X6-4H-7E0-0F3 (R3TR)
NCA APPROVED: ORG-4H-7E3-X98 (ConBox High
offline)
NCA APPROVED: SR0-1M-7E4-222 (LRR4)

Great Britain

車両にはさまざまな無線装置が装備されています。この
無線機器のメーカーは、ウクライナの無線機器に関する
技術規格（Decree 355/2017）に準拠した仕様である
ことを宣言しています。関連する適合宣言書の全文は、
以下のウェブサイトからご確認いただけます：
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https://www.porsche.com/international/
accessoriesandservice/porscheservice/
vehicleinformation/documents/
以下は、無線機器規則 2017 の意図の範囲内で、英国
市場向けの無線機器デバイスのインポーターとして活動
します：
ポルシェ カー イギリス（PCGB）Ltd.
Bath Road, Calcot, Reading, Berkshire, RG31 7SE
United Kingdom

Hong Kong
HKCA 1035: Automotive radar: radioequipment
exempted from licensing.

 

 

India
ETA-1759/18-RLO(NE) (PK3)
ETA-3001/16-RLO(WR) (LRR4)

ETA-3000/16-RLO(WR) (MRR1Rear)
ETA-SD-20190601822 (MIB3)
ETA-SD-20201208973 (Homelink)
ETA-SR-20180387 (BCMevo5)
ETA-1520/17-RLO(NE) (R3TR)
ETA-SD-20190500710 (ConBox High offline)

Indonesia

55538/SDPPI/2018
2208

38478/SDPPI/2015
44229/SDPPI/2016
36930/SDPPI/2014

 

 

 

 

 

Israel
Model Name: Homelink ADHL5D
Manufacturer: Gentex Corporation
 
Model Name: TSSRE4Uf / TSSSG4G5b
Manufacturer: Huf Electronics Bretten
 
Model Name: LRR4
Manufacturer: Robert Bosch GmbH
 
Model Name: MRR1Rear
Manufacturer: Robert Bosch GmbH
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Model Name: R3TR
Manufacturer: Aptiv Services Deutschland GmbH
 
Model Name: MIB3
Manufacturer: Aptiv Services Deutschland GmbH
 
Model Name: ConBox High online
Manufacturer: Harman Becker Automotive Systems
GmbH
 
Model Name: PK3
Manufacturer: Marquardt GmbH
 
Model Name: BCMevo5
Manufacturer: Hella GmbH Model
 
Name: Homelink ADHL5D
Manufacturer: Gentex Corporation

Jamaica
These products have been Type Approved by
Jamaica:
SMA - BCMevo5
SMA - PK3
SMA - MIB3 TOP
SMA - Conbox-High

Japan

 

 

 

 

 

 

 

Japanese Radio Law Compliance. This device is
granted pursuant to the Japanese Radio Law. This
device should not be modified (otherwise the granted
designationnumber will become invalid).

Jordan
TRC/LPD/2014/73 (MRR1Rear)
TRC/LPD/2014/129
TRC/LPD/2016/44
TRC/LPD/2017/615 (PK3)
TRC/SS/2019/155 (MIB3)
TRC/34/6858/2020 (BCMevo5)
TRC/31/7712/2020 (R3TR)
TRC/34/7206/2020 (ConBox High offline)

Malaysia

CIDF15000490 (LRR4, MRR1Rear, LRR3)
CIDF17000143 (R3TR)
CIDF19000029 (PK3)
CIDF19000029 (BCMevo5)

Mexico
IFETEL: RLVBOLR14-1873 (LRR4)
IFETEL: RLVPOPK17-1947 (PK3)
IFETEL: RCPAUMI19-2202 (MIB3)
IFETEL: RCPHEBC18-2099 (BCMevo5)
IFETEL: RLVHEBC15-093
IFETEL: RCPBOMR14-0922 (MRR1Rear)
IFETEL: RLVCOBC16-1825
IFETEL: IFT-008 – 2015
IFETEL: RCPAPR318-2005 (R3TR)
IFETEL: RTIVWCO19-1185 (ConBox High online)
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La operación de este equipo está sujeta a las
siguientes doscondiciones:
1. Es posible que este equipo o dispositivo no cause
interferencia perjudicial y
2. Este equipo debe aceptar cualquier interferencia,
incluyendo la que pueda causar su operación no
deseada.

Moldova
Acest vehicul este echipat cu o varietate de
echipament radio. Urmatorul este importatorul de
echipament radio pentru piata din Republica Moldova
cu privinta reglementarii echipamentului radio:
GT Sport Auto Ltd., General Importer of Dr. Ing. h.c. F.
Porsche AG in Moldova.
Calea Iesilor str. 28/1, MD-2069, Chisina

Mongolia

 

 

 

 

Morocco
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ナイジェリア

Oman

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Pakistan
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Paraguay

NR: 2019-09-I-000517 (LRR4)
NR: 2019-05-I-000236 (MRR1Rear)
NR: 2019-04-I-000226 (MIB3)
NR: 2018-10-I-000492 (BCMevo5)
NR: 2017-12-I-000410 (PK3)
NR: 2016-11-I-000293 (Homelink)
NR: 2014-10-I-000305
NR: 2019-07-I-0335 (ConBox High offline)
NR: 2016-11-I-000310 (R3TR)

Philippines

 

 

 

 

 

 

 

Qatar
Approval Ref.: CRA/SM/2019/R-7764 (MIB3)
Approval Ref.: CRA/SM72018/R-7460 (Homelink)
Approval Ref.: CRA/SM/2018/R-7340 (BCMevo5)
Approval Ref.: CRA/SA/2017/R-6610 (PK3)
Approval Ref.: CRA/SA/2014/R-4315 (LRR4)
Approval Ref.: ICTQATAR/RT2014/R-3957
(MRR1Rear)
Approval Ref.: CRA/SM/2019/R-7872 (ConBox
High offline)
Approval Ref.: CRA/SA/2016/R-5808 (R3TR)

Serbia
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Singapore

 

 

South Africa
TA-2014/1784
認証済

 
TA-2014/212
認証済

 
TA-2014/2235
認証済

 
TA-2016/2568
認証済

 
TA-2016/136
認証済

 
TA-2016/3539
認証済

 
TA-2016/2455
認証済

 
TA-2017/2491
認証済

 
TA-2018/3465
認証済

 
TA-2019/978
認証済

 
TA-2019/5116
認証済

 
TA-2016/2759
認証済

 
TA-2019/1853
認証済
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TA-2020/6392
認証済

 
TA-2019/550
認証済

South Korea

이 기기는 업무용 환경에서 사용할 목적으로 적합성평가
를 받은 기기로서 가정용 환경에서 사용하는 경우 전파간
섭의 우려가 있습니다.

Taiwan
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低功率電波輻射性電機管理辦法
第十二條 經型式認證合格之低功率射頻電機，非經許
可，公司、商 號或使用者均不得擅自變更頻率、加大功
率或變更原設計
之特性及功能。 第十四條 低功率射頻電機之使用不得影
響飛航安全及干擾合法通 信；經發現有干擾現象時，應
改善至無干擾時方得繼續 使用。前項合法通信，指依電

信法規定作業之無線電通 信。低功率射頻電機須忍受合
法通信或工業、科學及醫 療用電波輻射性電機設備之干
擾。

Thailand
This telecommunication equipment conforms to NTC
technical requirements.

トルコ
TELZI EPMANRI YKETMELI SEALIT（2014/53/ 以
降）
Aracınızda ceşitli telsiz ekipmanları bulunmaktadyr.
Telsiz Ekipmanlari Yonetmeliği (2014/53/AB)
acısından Turkiye pazarı icin telsiz ekipmanı
ithalatcıs*: Doğuş Otomotiv Servis ve Ticaret
A.Ş.Şekerpınar Mahallesi, Anadolu Caddesi, No:22 ve
45 , 41420 Cayırova/Kocaeli *Bu bilgi sadece resmi
temsilcimiz olan Doğuş Otomotiv Servis ve Ticaret
A.Ş.’nin ithal ettiği urunler icin gecerlidir.

Ukraine
車両にはさまざまな無線装置が装備されています。この
無線機器のメーカーは、ウクライナの無線機器に関する
技術規格（Decree 355/2017）に準拠した仕様である
ことを宣言しています。この情報には、2019 年 4 月以
降の無線機器のメーカーとトランスミッションの特性に
関する詳細が含まれています。関連する適合宣言書の全
文は、以下のウェブサイトからご確認いただけます：
https://porsche.ua/accessoriesandservice/
porscheservice/

United Arab Emirates
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米国
This vehicle includes Radio Frequency Devices that
are certified under the following IDs:
FCC ID: IYZ-PK3 (PK3)
FCC ID: NF3-LRR4 (LRR4)
FCC ID: NF3-MRR1REAR (MRR1Rear)
FCC ID: NBG-BCMEVO5 (BCMevo5)
FCC ID: NZL-ADHL5D (Homelink)
FCC ID: XPY-JODYW164 (MIB3)
FCC ID: T8GP114 (ConBox High online)
 
Radio Frequency Devices and Radio Communication
Equipment comply with Part 15 of the FCC Rules.
Operation is subject to the following two conditions:
(1) These devices may not cause harmful
interference, and
(2) These devices must accept any interference
received, including interference that may cause
undesired operation.
 

Changes or modifications made to the equipment not
expressly approved by Porsche may void the FCC
authorization to operate the equipment.
Radiofrequency radiation exposure Information: The
radiated output power of the devices is far below the
FCC radio frequency exposure limits. Nevertheless,
the devices shall be used in such a manner that the
potential for human contact during normal operation
is minimized. Any antenna used with these devices
must be located at least 8 inches (20,3 cm) from all
persons.
 
NOTE: The equipment has been tested and found to
comply with the limits for a Class B digital device,
pursuant to part 15 of the FCC Rules. These limits
are designed to provide reasonable protection
against harmful interference in a residential
installation. The equipment generates, uses and can
radiate radio frequency energy and, if not installed
and used in accordance with the instructions, may
cause harmful interference to radio communications.
However, there is no guarantee that interference will
not occur in a particular installation. If this equipment
does cause harmful interference to radio or television
reception, which can be determined by turning the
equipment off and on, the user is encouraged to try
to correct the interference by one or more of the
following measures:
– Reorient or relocate the receiving antenna.
– Increase the separation between the equipment

and receiver.
– Connect the equipment into an outlet on a

circuit different from that to which the receiver is
connected.

– Consult the dealer or an experienced radio/TV
technician for help.
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Vietnam
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番号と記号
◊ ボタンの設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 181
4 輪駆動

4 輪駆動表示. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 150
トルク ディストリビューション表示. . . . . . . . . 150

暗証コード. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 195
迂回. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 192
運転席

オドメーター. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 150
タコメーター. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 147
トリップ メーター. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 150
パワー & ドライブ画面. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 147
ライト調節. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 53
警告灯およびインジケーター ライト. . . . . . . . . 153
車両 & 情報画面. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 148
水温計. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 148
速度 & アシスト画面. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 147
燃料計. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 148

運転席メモリー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 74
運搬 (カー トレイン、フェリーなど)

車両の固定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 225
応急処置セット. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 211
横方向の加速度

表示. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 150
温度の設定

エアコン. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 67
音楽

USB を介した外部機器の接続. . . . . . . . . . . . . . . 184
アームレスト内のインターフェイス. . . . . . . . . . 184
お気に入りの保存 / 編集. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 187
再生. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 186
対応するデータ形式. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 273

画面
パワー & ドライブ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 147
車両 & 情報. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 148
速度 & アシスト. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 147

灰皿
開く. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 218
掃除する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 218

開閉
ウィンドウ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 34
ルーフ システム. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 41

開閉操作とロック. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 44
パーソナル設定の保存と呼び出し. . . . . . . . . . . . . 74
ロール アップ式サン ブラインド. . . . . . . . . . . . . . 42
車両. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 44

外部 WiFi ホットスポット. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 196
格納式スポイラー

作動原理. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 130
格納式リヤ スポイラー

展開 / 格納. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 130
革

お手入れの諸注意. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 241
給油

フィラー フラップ位置の表示. . . . . . . . . . . . . . . 148
距離警告. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 144
緊急ブレーキ機能

作動. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 98
緊急操作

車両プラグ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 237
充電ポート リッド. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 236

空気圧
タイヤ空気圧プレート. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 264
速度警告. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 244

携帯電話
Bluetooth® を介した接続 (新しい電話). . . . . . . 203
Bluetooth® を介した接続 (登録済みの電話). . . 203
Bluetooth® を介した接続 (別の電話). . . . . . . . . 203
電話の接続. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 203
保管. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 203

携帯電話の収納. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 203
経由地を入力する（ナビゲーション）. . . . . . . . . . . . 191
計器照明

明るさの調節. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 53

警告およびブレーキ アシスト. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 143
ON/OFF の切り替え. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 145
システム制限. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 143
に関する一般的な安全指示. . . . . . . . . . . . . . . . . . 143
距離警告の ON/OFF の切り替え. . . . . . . . . . . . . 145
距離警告の警告時間の設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . 145
警告メッセージ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 143
衝突警告の ON/OFF の切り替え. . . . . . . . . . . . . 145
衝突警告の警告時間の設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . 145
設定機能. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 145

警告およびブレーキアシスト
ブレーキ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 144
ブレーキ バック. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 144
距離警告. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 144
衝突警告. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 144
予防的乗員保護機能. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 145

警告および情報メッセージ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 168
警告とブレーキ アシスト

機能. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 144
警告灯. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 153
警報システム

ON/OFF の切り替え. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31
機能説明. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31
機能表示. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31
室内モニタリング システムおよび傾斜センサーを
OFF にする. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31

軽合金製ホイール
お手入れの諸注意. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 241

軽修理
スペア ホイールの使用. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 255
パンクしたとき. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 252
車両のけん引. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 223

検知ライト. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 113
言語

設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 181
故障

ウィンドウ リフター. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 35
ウィンドウの停止位置の保存. . . . . . . . . . . . . . . . . 35
キーのバッテリー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33
ルーフ システム. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 43
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故障時電話. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 237
データ通信. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 237
作動. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 237

故障診断用ソケット. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7
故障対策

車両が動き出さないように固定してください. 252
交通渋滞アシスト

各操作部. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 140
交通情報. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 192
交通標識検知

ディスプレイ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 142
制限速度警告表示. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 142
前方カーブあり警告. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 142
速度制限の表示. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 142

工具セット. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 212
高圧洗浄機

取扱説明書. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 238
高速道路ライト. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 113
高電圧バッテリー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 232
高電圧バッテリーのお手入れ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 238

の諸注意. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 238
高電圧バッテリーの充電

充電プロセスと車両プラグの取り外し. . . . . . . . 234
左 / 右スタティック

スタティック コーナリング ライト. . . . . . . . . . 113
ダイナミック コーナリング ライト. . . . . . . . . . 113

始動
エンジン. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 101

時刻と日付
の設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 181

自動減光機能
ミラー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 87

自動内気循環モードの設定
エアコン システム. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 69

識別番号. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 264
車台番号. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 264
車内で取扱説明書を開く. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 164
車幅灯. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 111

車両
キーによるロック解除. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 45
ポルシェ コンフォートアクセスによるロック. . 47
緊急ロック. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 49
緊急ロック解除. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 49
車内からのロック. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 48
車内からの車両のロック. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 48

車両キー
車両のロック解除. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 45

車両キー（リモート コントロール）
ウィンドウの開閉（ポルシェ コンフォートアマセ
ス非装備）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 34

車両ジャッキ モード. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 181
車両データ バンク. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 264
車両ドア

ポルシェ コンフォートアクセスによるロック. . 47
開く. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 48
車内からの開閉操作とロック. . . . . . . . . . . . . . . . . 48

車両のお手入れ
Dinamica. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 242
アンダー コーティング. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 240
ウィンドウ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 240
エアバッグ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 242
シート ベルト. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 242
シール. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 241
デコラティブ フィルム. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 240
ファブリック ライニング. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 242
プラスチック部品. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 240
ヘッドライト. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 240
ホイール ボルト. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 250
革. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 241
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